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人文学類にようこそ

人文学類新入生のみなさん，ご入学おめでとう。

みなさんは，おおきな希望や期待，そして若干の不安をかかえながら金沢大学に入ってこられ

たことでしょう。これからはこの金沢大学人文学類がみなさんの新しい活動の場となります。と

は言っても，金沢大学はあくまでも「場所」にすぎません。そこでどのような学びをし，どのよ

うな人間関係を形成して，どのような「花」を咲かせていくのか，すべては，みなさんの主体的

で能動的な姿勢にかかっています。大学が授業や施設などを提供するのは当たり前ですが，それ

らはどこまでも素材であり，目的があって初めて素材は素材としての意味をもちます。人文学類

には つのプログラムと の標準的履修モデルが用意されています。あなたは何を学ぶために人

文学類を選びましたか。どこに自分の最大の関心がありますか。プログラムを選択するまでの

年間，自らの目的をとことん問い直してみてください。そして，プログラムに進んだあとは，教

員，職員，先輩，同輩，後輩，いろいろな人との豊かな交わりを通じて，そして提供される様々な

素材を活用して，思う存分に自分の目的を実現していってください。そのとき，この『人文学類

ハンドブック』はみなさんにとって大切な指針となりますので，十分に熟読してください。

人文学とは，行動，思想，文化，歴史，言語，文学といった人間の多様な営みやその産物に現代

的視点から解釈を施し意味を与えて，普遍的な価値を考究するとともに新しい知を創出していく，

人間探究の基礎的学問です。ただ，残念なことに，「社会のニーズ」や「時代のニーズ」という尺

度で測られるとき，人文学という学問は実用性に欠けるものとして，ともすれば消極的・否定的

な評価が与えられがちです。確かに，人文学を修めたからといって，それが就職活動や資格取得

に直ちに有利に働くということはあまりないかもしれません。しかし，みなさんには──人文学

を志したみなさんだからこそ──，実用性や効率性，経済性を求めるそのような社会や時代のニ

ーズという尺度だけでものを判断する人であってほしくないし，むしろそのような尺度を無批判

に受け容れることなくいったん相対化できる人であってほしいのです。

少し乱暴な分け方ですが，私たちが生き延び，生存するために必要な知識を与えてくれるのが

理系学問であるとすれば，その知識をふまえながらも「善き生とは」と問い続けるのが人文学だ

と言えます。生の基盤において，数量化不能で科学では扱うことのできない人間的な価値につい

ての知識がなくては，「生き延びのための知識」も私たちの「幸福」──他のものの手段とはなり

えない究極の生の目的──に資することはないでしょう。要するに，これは正しいのか，これは

美と言えるのか，善とは何か，という普遍的な人間的価値への不断の問いかけは，私たちの豊か

な生にとって不可避であり，人文学は人間に対する深い理解（本当の意味での「教養」）とそのよ

うな能動的な問いかけの姿勢を育てていくものなのです。

最後に一言。私たちは「関係」を生きる存在です。その意味では，孤立は人の本来的なあり方

とは言えません。問題に直面して一人思い悩むこともあるでしょう。しかし，その時には，抱え

込まないで周りの人に相談してみてください。親でも，友人でも，教員でも，カウンセラーでも

誰でもいいです。まず話してみましょう。自分一人では思いもつかなかった視点を示唆してもら

えるかもしれません。同じように，隣に悩んでいる人がいるときは，あなたが話しかけてあげて

ください。

大いに思索し，大いに読書し，大いに語り，大いに悩み，豊かな「関係」を作り上げ，充実した

実りある大学生活をみなさんが送られることを祈念しています。

金沢大学人間社会学域人文学類長 三浦 要
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教教 員員 名名 簿簿  
プログラム 職名 氏 名 研究室電話番号 メールアドレス 研究室番号

心理学

教 授 岡 田 努 人社

教 授 小 島 治 幸 人社

教 授 谷 内 通 人社

准教授 荒 木 友希子 人社

准教授 吉 村 晋 平 人社

現代社会

・人間学

教 授 小 林 大 祐 人社

教 授 轟 亮 人社

教 授 中 島 弘 二 人社

教 授 西 本 陽 一 人社

教 授 三 浦 要 人社

准教授 岩 本 健 良 人社

准教授 宇 根 義 己 人社

准教授 佐々木 拓 人社

教 授 ＊田 邊 浩 人社

教 授 ＊山 本 英 輔 人社

准教授 ＊青 木 賢 人 人社

准教授 ＊田 中 健 作 人社

考古学

・文化

資源学

教 授 足 立 拓 朗 人社

教 授 河 合 望 人社

教 授 中 村 慎 一 人社

教 授 森 雅 秀 人社

准教授 菅 原 裕 文 人社

准教授 谷 川 竜 一 人社

准教授 矢 口 直 道 人社

助 教 覺 張 隆 史 人社

助 教 神 谷 嘉 美 人社

教 授 ＊中 村 誠 一 人社

歴史学

教 授 田 中 俊 之 人社

教 授 安 部 聡一郎 人社

教 授 根 津 由喜夫 人社

教 授 能 川 泰 治 人社

教 授 平 瀬 直 樹 人社

教 授 古 市 大 輔 人社

准教授 堀 内 隆 行 人社

准教授 吉 永 匡 史 人社

教 授 ＊古 畑 徹 人社

准教授 ＊上 田 長 生 人社

  



 

プログラム� ධ � � � � 研究ಬဃᎭᄮ� ' Ȍールアドレス� 研究ಬᄮ�

日本・中ே�

言語文化学�

教 授� ஸ� � 知� ነ� ��������� VQOQVCMC"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

教 授� ฃ� � ઑ� ኹ� ��������� MKPMKP�U"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

ന教授� ླྀ� ญ� ๑� ො� ��������� E�KPQUG"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

ന教授� ମ� � � ዒ� ऴ� � � 人社 �� ����

講 ౧� 加� Ⴖ� ৵� ᅖ� ��������� PMCPQ"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

教 授� µ上� ဂ� � � 望� ��������� PWGFC"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

教 授� µ亓� � � � � ञ� ��������� � 人社 �� ����

ന教授� µᄫ� ဥ� � � ዼ� ��������� J�KKLKOC"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �������

ࣨᇚ言語�

文化学�

教 授� � ྥ� � � ந� ��������� KYCVUW"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

教 授� ఙ� 上� るり� ��������� UCMCICO"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

教 授� ቋ� ဂ� ዓ� � ��������� JQTKVC["UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

ന教授� ௨� ဿ� 文� ᅝ� ��������� UCVQH"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

ന教授� ഐ� ༭� ፕ� 方� ��������� [�UJKDW[C"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

ന教授� ฦ� ഞ� आ� 代� ��������� MPKUJKFG"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

講 ౧� � ᦁ� ዓ� ೩� ��������� [OK[C\CYC"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

教 授� µხ� ༭� የ� 一� ��������� [MCUW[C"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �������

教 授� µ౨� � � � � ��������� OUJKOWTC"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

講 � ౧� µテーレン� ティモ� ��������� VJGNGP"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

言語科学�

教 授� 入� ஔ� � � ��������� KTKGM"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

教 授� ශ� ဂ� 哲� ᆍ� ��������� VPKVVC"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

ന教授� �ࡊ �ࢰ 大� 地� ��������� FCKEJK�["UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

ൃ 教� ฅ� ൮� ଌᎤ� ��������� UWICPWOCM"UVCHH�MCPC\CYC�W�CE�LR� 人社 �� ����

(#: ᄮ� ������������（人文学類教ኃ員ಬ）�

µは，準専႞を表す。�

ଔᆾ表は以ऀのとおり。�

人社 �g人間社会 �，人社 �g人間社会 �，人社 �g人間社会 � �

������

学�習�計�ब�に�つ�い�て�

卒業ਸび学ࡔၜにᅢ要な༳ࡔは，ऀの表のとおりです。通教ࡱ科目と専門教ࡱ科目の中からᅢ

要な༳ࡔを修ၜしなけれƥなりません。通教ࡱの༳ࡔの修ၜについては，「通教ࡱ科目履修ࡎ内」

にඈしく説ነされています。ፊ科目とも � 年次からვམされていますが，通教ࡱ科目は � 年次を中

とした࿃学年で，専門教ࡱ科目はに � 年次以வのஸ学年で修ၜするようვམされています。�

�

学� 年� 授業科目のვམ�

�� 年�
� �
� � � 学域 )5 科目�

� � � 学域 )5 言語科目�

� � � 専門基礎科目
人文学基ᄯ科目）�
� � � 専門科目�

� � 導入科目� � � 
教ධ科目��
� � )5 科目（� ૌ）�
� � )5 言語科目�

� � 自ዡ履修科目�

� � 初習言語科目�

�� 年�

�� 年�

�� 年�

�

人文学類の༳ࡔ修ၜ要ଉは，ऀの別表༌ � にあるとおりです。�

� 別表༌ �� ༳ࡔ修ၜ要ଉ�

ત� � � � � � � 分� 修ၜすべき༳ࡔ数ਸびඞଉ�

�

通�

教�
�ࡱ

科�

目�

導 入 科 目�

�� ༳ࡔ�
以上�

大学・社会生活論� � � � ༳ࡔ�

�� ༳ࡔ�
以上�

デーǪǠイǓンス基礎� � ༳ࡔ�

地域概論� � � � � � � � ༳ࡔ�

) 5 科 目 
 � ૌ ）�

� ૌから �ૌの各ૌから �༳ࡔをƵ �� ༳ࡔ�
� ૌから �༳ࡔ�
Å༳一のૌで � ༳ࡔをྖえる修ၜ༳ࡔは，自ዡ
履修科目に్入する。�

計 ���༳ࡔ�

) 5 言 語 科 目� 61'+% 準備Ǟース �༳#2'，ࡔ Ǟース �༳ࡔ�

自 ዡ 履 修 科 目 Å �� � ༳ࡔ以上�

基 礎 科 目� �

初 習 言 語 科 目� � 言語 �༳ࡔ以上�

専�

門�

教�

�ࡱ

科�

目�

学 域 ) 5 科 目�

�� ༳ࡔ�
以上�

アカデミックスǘルĨ༳ࡔ�
プレǧン・ディベーǳ論Ĩ༳ࡔ�

学域ᐵ᪻科目�
� ༳ࡔ以上�

デーǪǠイǓンス応用૩科目 �༳ࡔ以上�

学域 ) 5 言語科目� � 科目 �༳ࡔ�

専 門 基 礎 科 目�
（人文学基ᄯ科目）�

「人文学െ説 #・$・%・&」��༳ࡔをƵ �� ༳ࡔ以上をᅢず履修
すること。�

専 門 科 目�

「卒業論文演習 #」� ༳ࡔ，「卒業論文演習 $」� ༳ࡔ，「卒業論
文演習 %」�༳ࡔ，「卒業論文演習 &」�༳ࡔ，「卒業論文」�༳ࡔ
をᅢず履修すること。また，これら �� ༳ࡔに加えて，各プログ
ラムで指定する専門科目 �� ༳ࡔ以上の履修がᅢ要。Å��

卒業にᅢ要な༳ࡔ数� ��� ༳ࡔ以上�

Å� 通教ࡱ科目における自ዡ履修科目は，)5 科目，基礎科目および初習言語科目の࿃修ၜ要ଉをྖえて

修ၜした༳ࡔ，ᇖびにその他の通教ࡱ科目（導入科目ਸび )5 言語科目をൊく）の༳ࡔを指します。�

Å� 教ධኘをၜするためにᅢ要な「教ࡱの基礎的理शに関する科目等」や「各教科の指導ሓ」の༳ࡔは，

卒業要ଉにまれませんので，ഋ分に意してऀさい。 �
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� 年次以வはプログラムを選択することになり，ᅢ要な༳ࡔの内容もプログラムƉとにࡣなります。

৵望するプログラムの専門科目のことも考ፄに入れながら，� 年次より計ब的に༳ࡔ修ၜができるよう

学習計बをたてるᅢ要があります。�

� 専門教ࡱ科目の中の「学域 )5 科目」は，ଢ଼ૡの「プログラム別履修科目一ጥと教ࡱ方・履修上の

意」の表に「学域 )5 科目」と表ಘされている科目ૌから � ༳ࡔを修ၜするᅢ要があります。また，

「学域 )5 言語科目」も �༳ࡔを修ၜしなけれƥなりません。�

�

� 学域 )5 科目は，通教ࡱ科目の )5 科目と同じようにઞ༘大学�グローǻル�スǪンǫード（-7)5）

に対応して開講する専門教ࡱ科目で，初学者科目（「アカデミックスǘル」，「プレǧン・ディベーǳ論」），

学域ᐵ᪻科目，デーǪǠイǓンス応用૩科目からஓ成されています。初学者科目はĨ年次期（3�・

3�）に，学域ᐵ᪻科目とデーǪǠイǓンス応用૩科目は，に � 年次ଢ଼期（3�・3�）から � 年次にかけ

てᆷ数開講されます。初学者科目 �༳ࡔ，学域ᐵ᪻科目とデーǪǠイǓンス応用૩科目から �༳ࡔ（た

だし，デーǪǠイǓンス応用૩科目は �༳ࡔ以上）の計 � ༳ࡔ以上を修ၜするᅢ要があります。�

� なお，本学類では �༳ࡔをྖえて修ၜした学域 )5 科目༳ࡔは「選択科目」に్入されます。�

� また，学域 )5 科目は，システムཬ選対象科目となります。履修ဎᎩ期間内のဎᎩ者数が各科目の

ฝ人数（受講上数）をྖえた，履修ဎᎩ期間終了ଢ଼に，通教ࡱ科目と同じくシステムによりཬ

選が行われます。�履修ဎᎩᇸฝ期間になるとཬ選結果をインǪーǸッǳで॰Ⴁできますので，履修が

可されなかったや履修ဎᎩを間えたは，ᇸฝを行ってください。なお，作方ሓ等は通

教ࡱ科目のシステムཬ選対象科目と同じです。�

�

� 学域 )5 言語科目は，人間社会学域専門教ࡱ科目の基礎的な内容を英語でᎭし，書き，発表すること

ができるようになること，ひいては様yな実的英語力をිにつけॆ外ጽ学৵望者の専門的な英語力

の࿌上げを෨ることを目的とした専門教ࡱ科目です。に � 年次ଢ଼期（3�，3�）に開講します。「学域

)5 言語科目Ҧ（� ༳ࡔ）」ਸび「学域 )5 言語科目ҧ（� ༳ࡔ）」を � ༳ࡔずつ計 � ༳ࡔ修ၜするᅢ要が

あります。�

なお，学域)5言語科目は༳ࡔの重ᆷ履修がႡめられています（ಐ間আが同じಐの科目履修はᆊ可）。�

本学類では � ༳ࡔをྖえて修ၜした学域 )5 言語科目の༳ࡔは，� ༳ࡔまで「選択科目」に్入され

ます。�

� また，授業による履修のほか，以ऀのҒ～ғの方ሓでの༳ࡔ修ၜも可能です。ඈはૡಘ等でࡎ内し

ます。�

�

Ғ外ᆪଙ定ಀଫによる༳ࡔႡ定�

外ᆪଙ定ಀଫで所定のスǞアや成をၜた者は，ษにより，学域 )5 言語科目の༳ࡔႡ定を受ける

ことができます。�

�

�

������

対象英語外ᆪଙ定ಀଫ� スǞア等成� Ⴁ定༳ࡔ�

61'+%（.KUVGPKPI���4GCFKPI�6GUV）� ��� 以上�

「学域 )5 言語科目Ҧ・ҧ」�༳ࡔ�

61'+%（.KUVGPKPI���4GCFKPI�+2�6GUV）� ��� 以上�

61'(.�K$6�

Å�61'(.�+62�

+'.65�

� Å61'(.�K$6，61'(.�+62，+'.65 のスǞア等の成については，ଢ଼日告知します。�

{༳ࡔႡ定についてのጽ意ಈஶ�

 成ᅴअは「Ⴁ定」となります。�

 Ⴁ定された科目は )2#（�� ȅーǣを参൴）్ഞの対象外となります。�

 Ⴁ定༳ࡔ数は，クǔーǪーで定められた上༳ࡔ数にはめません。�

 本ฑဗによる「学域 )5 言語科目」Ⴁ定༳ࡔは �༳ࡔをဗとします。「学域 )5 言語科目Ҧ・ҧ」

のうち，既にどちらか�༳ࡔを修ၜしているは，ቴ修ၜのౖりの�༳ࡔ分をႡ定します。�

�

ғჃଧጽ学やॆ外研修による༳ࡔ修ၜ方ሓ�

¢Ⴣଧጽ学（本学との୪ጺ定に基づく外ேの大学ƭのጽ学）£�

� � ጽ学๐大学で修ၜした科目のシラǻスの内容により，「学域 )5 言語科目」にらず，その他の専

門教ࡱ科目や通教ࡱ科目全ᄤがႡ定の対象科目となります。ษを৵望するは，Ⴣଧጽ学

に人間社会૩ಈኃᆪ学生डƭະཎしてください。�

¢Ⴣଧጽ学以外のॆ外研修£�

� � 本学域各学類࿓のॆ外研修プログラムやே際ஓȆームȅーǣૡఐの各種プログラムでのॆ外

研修を行った，ဴड़プログラムでਊ定される授業科目༳ࡔ（学域 )5 言語科目以外の授業科目も

あります）の修ၜが可能です。ඈはૡಘ等でࡎ内します。�

�

社会のグローǻル化が਼໒にුƵなか，本学では，さまざまなでグローǻルに活できるஸဗ人

ఔࡱ成のため，「࿌したே際化による，グローǻル社会をଛࢂする人ఔࡱ成とઞ༘大学ブランドの॰

ጵ」をテーマに各種ຎをුめています。中でも，英語学習において， 英語外ᆪଙ定ಀଫのᆷ数ष受

ଫ， 英語外ᆪଙ定ಀଫの基準スǞアのクȕア，Ҕ英語で開講される専門科目（'/+ 科目）の修ၜが卒

業要ଉにまれています。 は全学で義ኃᆋけられておりb と については人文学類ၤ自の基準が

設けられて，ĩつのᅢ修科目（「人文学െ説ĸ」と「卒業論文演習ĸ」）の༳ࡔႡ定要ଉとなっています。�

�

英語学習にかかる卒業要ଉ� 概� 要�
༳ࡔႡ定要ଉの�

対象科目Å�

Ғ�英語外ᆪଙ定ಀଫの�

ᆷ数ष受ଫ�

� ष以上英語外ᆪଙ定ಀଫを受ଫする�

（Ĩष目はĨ年次 3� の 61'+%�+2 テスǳ）�
人文学െ説 #�

ғ�英語外ᆪଙ定ಀଫの�

基準スǞアのクȕア�

英語外ᆪଙ定ಀଫで所定の基準スǞア�

（61'+%�
.�4����� ະဴ）をクȕアする�
人文学െ説 #�

Ҕ�英語で開講される専門�

科目の修ၜ�

英語で開講される専門科目（'/+ 科目）を履修し，所定の

༳ࡔ数（プログラム別に �～�༳ࡔ）を修ၜする�
卒業論文演習 #�
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� 年次以வはプログラムを選択することになり，ᅢ要な༳ࡔの内容もプログラムƉとにࡣなります。
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意」の表に「学域 )5 科目」と表ಘされている科目ૌから � ༳ࡔを修ၜするᅢ要があります。また，
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�
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だし，デーǪǠイǓンス応用૩科目は �༳ࡔ以上）の計 � ༳ࡔ以上を修ၜするᅢ要があります。�

� なお，本学類では �༳ࡔをྖえて修ၜした学域 )5 科目༳ࡔは「選択科目」に్入されます。�

� また，学域 )5 科目は，システムཬ選対象科目となります。履修ဎᎩ期間内のဎᎩ者数が各科目の

ฝ人数（受講上数）をྖえた，履修ဎᎩ期間終了ଢ଼に，通教ࡱ科目と同じくシステムによりཬ

選が行われます。�履修ဎᎩᇸฝ期間になるとཬ選結果をインǪーǸッǳで॰Ⴁできますので，履修が

可されなかったや履修ဎᎩを間えたは，ᇸฝを行ってください。なお，作方ሓ等は通

教ࡱ科目のシステムཬ選対象科目と同じです。�

�

� 学域 )5 言語科目は，人間社会学域専門教ࡱ科目の基礎的な内容を英語でᎭし，書き，発表すること

ができるようになること，ひいては様yな実的英語力をිにつけॆ外ጽ学৵望者の専門的な英語力

の࿌上げを෨ることを目的とした専門教ࡱ科目です。に � 年次ଢ଼期（3�，3�）に開講します。「学域
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なお，学域)5言語科目は༳ࡔの重ᆷ履修がႡめられています（ಐ間আが同じಐの科目履修はᆊ可）。�

本学類では � ༳ࡔをྖえて修ၜした学域 )5 言語科目の༳ࡔは，� ༳ࡔまで「選択科目」に్入され

ます。�

� また，授業による履修のほか，以ऀのҒ～ғの方ሓでの༳ࡔ修ၜも可能です。ඈはૡಘ等でࡎ内し

ます。�

�

Ғ外ᆪଙ定ಀଫによる༳ࡔႡ定�

外ᆪଙ定ಀଫで所定のスǞアや成をၜた者は，ษにより，学域 )5 言語科目の༳ࡔႡ定を受ける

ことができます。�
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� Å61'(.�K$6，61'(.�+62，+'.65 のスǞア等の成については，ଢ଼日告知します。�

{༳ࡔႡ定についてのጽ意ಈஶ�

 成ᅴअは「Ⴁ定」となります。�

 Ⴁ定された科目は )2#（�� ȅーǣを参൴）్ഞの対象外となります。�

 Ⴁ定༳ࡔ数は，クǔーǪーで定められた上༳ࡔ数にはめません。�

 本ฑဗによる「学域 )5 言語科目」Ⴁ定༳ࡔは �༳ࡔをဗとします。「学域 )5 言語科目Ҧ・ҧ」

のうち，既にどちらか�༳ࡔを修ၜしているは，ቴ修ၜのౖりの�༳ࡔ分をႡ定します。�
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ғჃଧጽ学やॆ外研修による༳ࡔ修ၜ方ሓ�
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� � ጽ学๐大学で修ၜした科目のシラǻスの内容により，「学域 )5 言語科目」にらず，その他の専

門教ࡱ科目や通教ࡱ科目全ᄤがႡ定の対象科目となります。ษを৵望するは，Ⴣଧጽ学

に人間社会૩ಈኃᆪ学生डƭະཎしてください。�

¢Ⴣଧጽ学以外のॆ外研修£�

� � 本学域各学類࿓のॆ外研修プログラムやே際ஓȆームȅーǣૡఐの各種プログラムでのॆ外

研修を行った，ဴड़プログラムでਊ定される授業科目༳ࡔ（学域 )5 言語科目以外の授業科目も

あります）の修ၜが可能です。ඈはૡಘ等でࡎ内します。�

�

社会のグローǻル化が਼໒にුƵなか，本学では，さまざまなでグローǻルに活できるஸဗ人

ఔࡱ成のため，「࿌したே際化による，グローǻル社会をଛࢂする人ఔࡱ成とઞ༘大学ブランドの॰

ጵ」をテーマに各種ຎをුめています。中でも，英語学習において， 英語外ᆪଙ定ಀଫのᆷ数ष受

ଫ， 英語外ᆪଙ定ಀଫの基準スǞアのクȕア，Ҕ英語で開講される専門科目（'/+ 科目）の修ၜが卒

業要ଉにまれています。 は全学で義ኃᆋけられておりb と については人文学類ၤ自の基準が

設けられて，ĩつのᅢ修科目（「人文学െ説ĸ」と「卒業論文演習ĸ」）の༳ࡔႡ定要ଉとなっています。�

�

英語学習にかかる卒業要ଉ� 概� 要�
༳ࡔႡ定要ଉの�

対象科目Å�

Ғ�英語外ᆪଙ定ಀଫの�

ᆷ数ष受ଫ�

� ष以上英語外ᆪଙ定ಀଫを受ଫする�
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Åड़ဴ科目を履修して६となる成を修めていても，各ඞଉをተたし，所定の໗きをるまで

༳ࡔの発行がᇱጽされます。�

�

Ғ英語外ᆪଙ定ಀଫのᆷ数ष受ଫについて�

本学では英語の外ᆪଙ定ಀଫ受ଫを義ኃ化しており，࿃ � षの受ଫがᅢ要となります。�

�

� ष目の受ଫ�� � 年次に通教ࡱ科目の )5 言語科目「61'+% 準備」を履修して 61'+% テスǳにᅢ要

な英語能力୶上をはかり，大学が実施する 61'+%�+2 テスǳを 3� に受ଫ。�

� ष目の受ଫ�� � 年次に専門教ࡱ科目「学域 )5 言語科目」を履修して人間社会学域に通する基礎

的な英語力をිにつけ，各自で英語の外ᆪଙ定ಀଫを受ଫ。（対象ಀଫについての

ඈは別にಘす。）�

�

上 � ष目の英語の外ᆪଙ定ಀଫ受ଫは，ऀ表のとおり，本学類ではᅢ修の人文学基ᄯ科目である

「人文学െ説 #」の༳ࡔႡ定要ଉの一ᆪとなります。（「人文学െ説 #」�を履修して६となる成を

収めていても，� ष目の英語外ᆪଙ定ಀଫを受け，かつ所定の基準スǞアをクȕアするまで༳ࡔの発行

がᇱጽされます。）�このため，� 年次以வ早めに � ष目の外ᆪଙ定ಀଫを受ଫしてऀさい。ඈについ

ては，別にૡಘ等でお知らせします。�

�

扱い�
受ଫಐ期�
（推奨）�

対象英語外ᆪଙ定ಀଫ� 受ଫኘൊ者�

Ғ� � ष受ଫすること
と ғ の 基 準 ス Ǟ ア
（61'+%���� ະဴ）を
ク ȕ ア す る こ と が�
「人文学െ説 #」の༳
Ⴁ定要ଉの一ᆪとࡔ
なります�

� 年次以வ�

早期）�

61'+%（.KUVGPKPI���4GCFKPI�6GUV）�
61'+%（.KUVGPKPI���4GCFKPI�+2�6GUV）�
61'(.�K$6�
61'(.�+62�
+'.65�

・61'+%� ��� 以上のスǞア
（またはそれにະဴする
他の対象英語外ᆪଙ定ಀ
ଫのスǞア）をዛする者�

�
・本学が定める英語をே
ฺとする者�

� Å61'(.�K$6，61'(.�+62，+'.65 のスǞア等の成については，ଢ଼日告知します。�

�

ғ英語外ᆪଙ定ಀଫの基準スǞアについて�

� 本学では，卒業までに英語の外ᆪଙ定ಀଫにおいて所定の基準をተたすᅢ要があります。人文学類

の基準スǞアは以ऀのとおりです。対象のいずれかのಀଫで基準スǞアをクȕアしてください。�

�

�

Å61'(.�K$6��61'(.�+62��+'.65 の基準スǞアについては��ଢ଼日告知します。�

�

対象英語外ᆪଙ定ಀଫ� 基準スǞア�

61'+%（.KUVGPKPI���4GCFKPI�6GUV）� ����

61'+%（.KUVGPKPI���4GCFKPI�+2�6GUV）� ����

61'(.�K$6�

Å�61'(.�+62�

+'.65�

������

{༳ࡔႡ定についてのጽ意ಈஶ�

・大学が � 年次 3� に実施する 61'+%�+2 テスǳで基準スǞアをクȕアした，「人文学െ説 #」のႡ

定要ଉの一ᆪをተたすことになりますが，そのスǞアは 61'+% 準備クラスの༳ࡔႡ定にౚ用するの

で，他の科目の༳ࡔႡ定にはౚえません。�

・英語外ᆪଙ定ಀଫの � ष目（あるいはそれ以上）の受ଫによって「人文学െ説 #」のႡ定要ଉにౚ用

するスǞア等の成は，一定のǺイスǞアをၜした，他の科目の༳ࡔႡ定のษにጦ用する

ことができます。（ඈは人社૩教ኃに॰Ⴁしてください。）�

・Ĩ年次に 61'+%（.´4）��� 以上のスǞア（またはそれにະဴする他の対象英語外ᆪଙ定ಀଫのスǞ

ア）をၜした，� 年次以வの受ଫがኘൊされ， と の要ଉを同ಐにተたしたことになります。�

・なお，�ष目の受ଫで基準スǞアを༥成したでも，� ष目の受ଫኘൊのスǞアに༥していない

は，� ष目の受ଫがᅢ要となります。�

�

Ҕ英語で開講される専門科目（'/+ 科目）の修ၜについて�

� 本学では英語による専門科目（'/+ 科目）の修ၜがᅢ෦となっており，人文学類では各プログラムで

ᅢ要な '/+ 科目の༳ࡔ数を定めています。プログラムƉとの修ၜ༳ࡔ数は以ऀのとおりです。'/+ 科目

にड़ဴする科目については，各プログラムのǕȕǓンテーションやૡಘ等で॰Ⴁしてください。�

プログラム� '/+ 科目の修ၜ༳ࡔ数�

理学プログラム� ��

現代社会・人間学プログラム� ��

考ଽ学・文化資ଳ学プログラム� ��

ౝ学プログラム� ��

日本・中ே言語文化学プログラム� ��

ࣨᇚ言語文化学プログラム� ��

言語科学プログラム� ��

� 「人文学基ᄯ科目」は，人文学類生が，人文ൂ学の基礎的な知識や方ሓ論を学んで人文学的教ጊをᆳ

広くිにつけるために設定された科目ૌです。人文学類生はすべて，ვ໔されるプログラムに関わり

なく，この「人文学基ᄯ科目」ૌのうち「人文学െ説 #，$，%，&」計 � ༳ࡔをᅢず履修するとともに，

ౖりの科目から自分の関にしたがって計 �� ༳ࡔ以上（計 �� ༳ࡔ以上）を履修してください。�

� なお，プログラム（およびᅮ準的履修モデル）によっては特に履修が推奨されている科目があります

ので，ඈは各プログラムの概要説ነで॰Ⴁしてください。「人文学基ᄯ科目」はऀの表の通りです。

対象学年が「�～� 年」となっているものは � 年次から受講可能です。�

人文学基ᄯ科目� ༳ࡔ� 対象学年� 人文学基ᄯ科目� ༳ࡔ� 対象学年�

人文学െ説 #（ᅢ修）� �� �〜� 年� 北陸の考ଽ学� �� �〜� 年�

人文学െ説 $（ᅢ修）� �� �〜� 年� ೯教ട論� �� �〜� 年�

人文学െ説 %（ᅢ修）� �� �〜� 年� イȌーǣを読みशく� �� �〜� 年�

人文学െ説 &（ᅢ修）� �� �〜� 年� グローǻルǽスǳȕー� �� �〜� 年�
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Åड़ဴ科目を履修して६となる成を修めていても，各ඞଉをተたし，所定の໗きをるまで
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�

Ғ英語外ᆪଙ定ಀଫのᆷ数ष受ଫについて�
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現代社会・人間学入門� �� �〜� 年� ౝ学と現在 �� �� �〜� 年�

哲学のౡଳ� �� �〜� 年� ౝ学と現在 �� �� �〜� 年�

社会情報学 #� �� �〜� 年� 日本語学講義 �� �� �〜� 年�

社会情報学 $� �� �〜� 年� 日本のᆾ語と語りᆾ� �� �〜� 年�

ǣǒンǫーと社会 #� �� �〜� 年� 日本文学のઝ代� �� �〜� 年�

ǣǒンǫーと社会 $� �� �〜� 年� 日本文学とȌディア� �� �〜� 年�

知ॲ・Ⴁ知理学 #� �� �〜� 年� 中ேの言語文化 #� �� �〜� 年�

知ॲ・Ⴁ知理学 $� �� �〜� 年� 中ேの言語文化 $� �� �〜� 年�

学習・言語理学 #� �� �〜� 年� 言語研究入門� �� �〜� 年�

学習・言語理学 $� �� �〜� 年� 文学研究入門� �� �〜� 年�

শ情・人६理学 #� �� �〜� 年� 比較文学入門� �� �〜� 年�

শ情・人६理学 $� �� �〜� 年� 言語Ⴁ知科学入門� �� �〜� 年�

ଽ代文ነ論� �� �〜� 年� }� }� }�

�

� 年次には，通教ࡱ科目や � 年次から受講可能な専門教ࡱ科目を履修しますが，� 年次からはプロ

グラムを選択して，各プログラムの専門科目を中に学ぶことになります。人文学類におかれている

プログラムは以ऀの �プログラムです。�

�

プログラム別学生受入ฝ上表�

学域�
学類�


一学年定員��
プログラム� ฝ上数� ᅮ準的履修モデル�

人間社会学域�
人文学類�
（���）�

理学プログラム� ���
理学�

୰Ⴁ理౧ၜ�

現代社会・人間学プログラム� ���

哲学・倫理学�

社会学�

地理学�

文化人類学�

応用倫理学�

現代社会論�

考ଽ学・文化資ଳ学プログラム� ���

考ଽ学�

文化資ଳ学�

文化ౌ学�

比較文化学�

ᅖടౝ・ଔཝౝ学�

೯教学・民໓学�

ౝ学プログラム� ���

日本ౝ�

ဪዼౝ�

ฦዼౝ�

日本・中ே言語文化学プログラム� ���

日本語学日本文学�

中ே語学中ே文学�

日本・中ே言語文化学ຳ�

比較文学�

������

ࣨᇚ言語文化学プログラム� ���

英語学英ᇚ文学�

ドイǯ語学ドイǯ文学�

フランス語学フランス文学�

対൴言語学�

比較文学�

言語科学プログラム� ���
言語学�

言語Ⴁ知科学�

�

上の表の中で「ฝ上」としてあるのは，そのプログラムが受け入れることのできる一学年の学生

数で，各プログラムの専門教ࡱをࣅঌに行うために設定されたものです。౨望者がこの上をྖえな

いり，౨望通りのプログラムにුƵことができますが，ฝ上数をྖえたには，� 年次の � ଈ

に � 年次༌ �～༌ � クǔーǪーの )2#（�� ȅーǣを参൴）により選考を行い，結果によっては༌ � ౨望

以ऀのプログラムにුƵことになります。ただし，各プログラムの �～� 年生の在ฺ数の計（ጽ年生

をƵ）が各学年のฝ上数の計をऀषるは，定められたฝ上数のプラス ��²をဗと

して，ဴड़プログラムƭの౨望者を受け入れます（፭Ꭼ � 年ဗ以வに用）。選考においては，修ၜ༳

数がࡔ �� ༳ࡔ以上（修ၜ༳ࡔ数にはᅴअがᄵの科目ਸび教ධ科目をƵ）の者をዓ๐して )2# വの

選考を行います。また，)2# が等しいには，修ၜ༳ࡔ数の多い者をዓ๐します。修ၜ༳ࡔ数が ��

༳ࡔቴተの者については，)26（)2#�༳ࡔ数）വで選考を行います。選択プログラムは入学年ဗƉとに

ଂまりますので，ൂಈ情により � 年次ቨにプログラムを選択しなかったは，入学年ဗが同じ学生

の選択結果を॰Ⴁし，ฝ上にきがあるプログラムの中から選択することになります。�プログラ

ムの選択方ሓのඈ等についてはቚ年開௹されるプログラム選択説ነ会で説ነしますので，ᅢず参加

して॰Ⴁしてください。ᆊነなは人社૩教ኃに問いわせてください。�

�選択プログラムのᇥஏ��

選択したプログラムでの学習が自分の考えていたものとったや学習内容をᇥஏしたいに

は，他のプログラムƭのᇥஏを৪いഞることができます。ᇥஏ৵望๐のプログラムにおいて，同じ入学

年ဗの学生数がฝ上にተたないಐには，৪いഞがႡめられます。ମ໋として，プログラムをࡤって

以ଢ଼ � 学期の履修がᅢ要です。ただし，入の༳ࡔのၜඡੳによっては༽ചをႡめられることが

ありますので，ඈについては人社૩教ኃに問いわせてください。また，ഞ৪に，現在のプログ

ラムのプログラムྙあるいは指導教員にᅢずະཎをして，指導を受けてください。プログラムのᇥஏ

は � 年次以வ，ቚ年 �ଈと �� ଈにഞ৪期間が設けられています。�

�

本学の推ුする「࿌したே際化による，グローǻル社会をଛࢂする人ఔࡱ成とઞ༘大学ブランド

の॰ጵ」というテーマに基づき，本学類では英語履修プログラム「言語文化学」を開設しています。�

このプログラムは，選択しているプログラムでの所定の学修に加えて，言語を中とする文化のି

ዛตや多様ตを英語によって学際的・分野ࣧཉ的に学ぶᇸ完的なプログラムであり，いずれのプログ

ラムを選択していてもဎᎩすることが可能です。ဎᎩଢ଼，定められた科目を履修し，༳ࡔをၜするこ

とにより，卒業ಐに本プログラムの修了書が授ይされます。�

この英語履修プログラム「言語文化学」ƭのဎᎩは，� 年次以வ所定の໗きを૪てଂ定します。ඈ

は別にૡಘ等でお知らせします。�
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୰Ⴁጫ౧とƤ�

のଌஅ問題に対し，他の関者とも連ૢしながら理に関する౫࣍を行うேऌ資६です。�

理学に関する専門的知識ਸびਙടをもって，以ऀの行ࡡを行うことを業とする者とされています。�

�� 理に関する౫࣍を要する者の理ඡをళし，その結果を分析すること。�

�� 理に関する౫࣍を要する者に対し，その理に関するະཎに応じ，ൃ言，指導その他のൃ࣍を

行うこと。�

�� 理に関する౫࣍を要する者の関者に対し，そのະཎに応じ，ൃ言，指導その他のൃ࣍を行う

こと。�

�� のଌஅに関するᆗਸを෨るための教ࡱਸび情報の࿓を行うこと。�

�

୰Ⴁጫ౧資格について�

୰Ⴁ理౧資६をዛするには，以ऀ（ё），（ђ）をፊ方ともተたした上で，ேऌಀଫを受ଫし，६

するᅢ要があります。�

（ё）大学（学ౠड程）においてᅢ要な科目を修めて卒業する。�

（ђ）大学ࢇでᅢ要な科目を修めて修了する。または，所定の実ኃ૪ଫを積Ƶ。�

Å本学における（ђ）大学ࢇड程での対応については，現在ଙ討中です。�

�

人間社会学域「୰Ⴁ理౧ጊ成プログラム」について�

本学域「୰Ⴁ理౧ጊ成プログラム」を修了することで，学ౠड程での要ଉをተたすことができま

す。本プログラムの履修要ଉਸび修了要ଉは以ऀのとおりです。ඈは別にお知らせします。�

履修要ଉ��人間社会学域ਊ程（以ऀ，「学域ਊ程」）別表༌ ���� にਊ定された修ၜすべき༳ࡔ数を修

ၜしていること�

修了要ଉ��学域ਊ程別表༌ ���� にਊ定された全科目を修ၜすること�

Å� 学域ਊ程別表༌ ���� にਊ定された科目༳ࡔは卒業要ଉに్入できません。�

Å� 学域ਊ程別表༌ ���� にਊ定された科目は，人文学類専門教ࡱ科目の科目ᄮで履修ဎᎩしてく

ださい（ただし，教ࡱධ員ኘඡၜ৵望者ൊく）。その，学類および各プログラムの指定

にഌった卒業要ଉに్入できます。�

なお，教ࡱධ員ኘඡၜ৵望者は，「発༥理学（D）」「学理学（理学的౫࣍ሓ）」「教

の「（学理学・ࡱ教）ະཎ論ࡱ � 科目について，学教ࡱ学類専門教ࡱ科目の科目ᄮで履

修することで，教ࡱධ員ኘඡၜのための「教ࡱの基礎的理शに関する科目等」の༳ࡔに్入

することが可能です。ただし，その，ဴ ड़ �科目の༳ࡔは卒業要ଉに్入できませんのでƉ

意ください。�

�

プログラムの受け入れ人数には上があり，৵望者数が受け入れ上をྖえたは，選考により

履修者をଂ定します。�

本プログラムを修了することにより，୰Ⴁ理౧ಀଫにᅢ要なආነ書の୪ᆋを受けることができます。�

�

������

ᆱ専とは，� 年次以வの，選択するプログラムや履修モデルでの学修に加え，学類やプログラムの

ત分をྖえて，ታ関のある分野をひとりひとりが的に選び，学際的，ࣧཉ的に学ぶことによ

り，౽野を広げ，എႌな発ມ力や応用力をጊうことを目的としたฑဗです。�

定められた科目を履修し，༳ࡔを修ၜすることにより，その分野をᆱ専として修了したことがႡ

定されます。�

なお，人間社会学域の学生は，卒業要ଉ༳ࡔとしてႡめられる選択科目Ꮂなどをጦ用して修ၜして

いくことになります。�

ඈについては，ઞ༘大学�9GD�Ǡイǳ（「ઞ༘大学� ᆱ専」でଙఫ）にૡఐしています。入学年ဗ

によってᆱ専の種類や履修すべき科目がࡣなりますので，そちらを参൴してください。�

�

選択プログラムによって，各種資६のၜのႍしさがࡣなります。�

� 関連ፚ域の教員ƭະཎの上，プログラム選択や学習の計बをጵててऀさい。�

教ࡱධ員ኘඡၜに関しては，別ఱを用意しましたので，そちらを参൴してください。�

�

（�）学員とは�

შᆾにはຳ，科学，自然ౝ，ౝ，ᅖട，၌ᆾࣆ，ඬᆾࣆ，෯族など，各種各様のもの

があり，それぞれのშᆾには次にૡげるධኃにഌಈする専門的ධ員（学員）がいます。�

アeშᆾ資料の収集，ᇱ，展ಘ�

イeშᆾ資料のጦ用に関する説ነ，ൃ言，指導�

Ǒeშᆾ資料に関する専門的，ਙട的な調査研究ਸびᇱ，展ಘ等に関するਙട的な研究�

Ǔeშᆾ資料に関するࡎ内書，目Ꭹ，෨Ꭹ，年報，調査研究の報告書等の作成�

Ǖeその他৫ब，ጵࡎに関する業ኃ�

�

（�）�შᆾの専門的ධ員（学員）となるためには�

専門的ධ員（学員）となる資६は，「შᆾሓ」ਸび「同ሓ施行ਊ໋」に次のように定

められています。�

�

�

�

�

文ᆪ科学൶፭で定めるᅢ修科目の༳ࡔと，人間社会学域で開講される科目との関は，次

ȅーǣのとおりです。�

�

学員となる資६�

（შᆾሓ�༌ୖඞ�一）�

学ౠの学ࡔをዛする者で，大学において文ᆪ科学൶፭で定めるშᆾに関する科目の

༳ࡔを修ၜしたもの�
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შᆾሓ施行ਊ໋�

༌ �ඞ༌ �ஶに定める�

科目ਸび༳ࡔ数�

௬に対応して開設されている�

授業科目ਸび༳ࡔ数� 開講学類�

（プログラム）�

開講�

年ဗ�

科目� ༳ࡔ数� 授業科目� 開講年次� ༳ࡔ数�

შᆾ概論� ��

შᆾ概論 #� �・�・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ概論 $� �・�・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

生क़学習概論� ��

生क़学習論 #� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

生क़学習論 $� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ資料論� ��

შᆾ資料論 #� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ資料論 $� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ૪ࢪ論� ��

შᆾ૪ࢪ論 #� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ૪ࢪ論 $� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ資料�

ᇱ存論�
��

შᆾ資料�

ᇱ存論 #�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ資料�

ᇱ存論 $�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ展ಘ論� ��

შᆾ展ಘ論 #� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ展ಘ論 $� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ情報・�

Ȍディア論�
��

შᆾ情報・�

Ȍディア論 #�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ情報・�

Ȍディア論 $�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ教ࡱ論� ��

შᆾ教ࡱ論 #� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ教ࡱ論 $� �・�・�年� ��

შᆾ実習� ��

შᆾ実習 #� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ実習 $� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ実習 %� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ実習 &� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

�

�������

�意ಈஶ��

�� 「შᆾ資料論 #・$」「შᆾ૪ࢪ論 #・$」「შᆾ資料ᇱ存論 #・$」「შᆾ展ಘ論 #・$」「შᆾ

情報・Ȍディア論 #・$」「შᆾ教ࡱ論 #・$」は，「შᆾ概論 #・$」の༳ࡔを修ၜしてから履

修するのが望ましいが，ᅢ修科目の履修などやƵをၜない理ዡがあるは，「შᆾ概論 #・$」

の༳ࡔを修ၜしていなくても履修をႡめる。�

�� �「შᆾ実習」は，ମ໋として学員資६ၜにᅢ要な科目全ての༳ࡔを修ၜした者のみ履修を

Ⴁめる。また，� 年次までにᅢ要な科目全ての༳ࡔを修ၜしたは � 年次での履修もႡめる。፯

外として � 年次で「生क़学習論 #・$」，「შᆾ૪ࢪ論 #・$」，「შᆾ情報・Ȍディア論 #・$」の

༳ࡔ修ၜがఅんでいない者も，同ಐ履修をඞଉとしてႡめる。ጽ学によるቴ修ၜは別ထ考ፄする

がある。ただし，科目等履修生はႡめない。�

�

�

»ᅮ準的な履修モデル�

� 年� შᆾ概論 #・$�

�～� 年� 生क़学習論 #・$�

� � � � შᆾ資料論 #・$�

შᆾ資料ᇱ存論 #・$�

შᆾ展ಘ論 #・$�

შᆾ૪ࢪ論 #・$�

შᆾ情報・Ȍディア論 #・$�

შᆾ教ࡱ論 #・$�

� 年� შᆾ実習 #・$・%・&�

�

»資६ၜの方ሓ�

上表にした科目の༳ࡔを全てၜした者は，人社૩教ኃにษ求することにより，卒業ಐに「学員

資६ၜආነ」をၜることができる。�

�
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შᆾሓ施行ਊ໋�

༌ �ඞ༌ �ஶに定める�

科目ਸび༳ࡔ数�

௬に対応して開設されている�

授業科目ਸび༳ࡔ数� 開講学類�

（プログラム）�

開講�

年ဗ�

科目� ༳ࡔ数� 授業科目� 開講年次� ༳ࡔ数�
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人文学類�
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ቚ年�
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人文学類�
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ቚ年�
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��

შᆾ資料�

ᇱ存論 #�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ資料�

ᇱ存論 $�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ展ಘ論� ��

შᆾ展ಘ論 #� �・�・�年� ��
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Ȍディア論�
��

შᆾ情報・�

Ȍディア論 #�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ情報・�

Ȍディア論 $�
�・�・�年� ��

人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ教ࡱ論� ��

შᆾ教ࡱ論 #� �・�・�年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ教ࡱ論 $� �・�・�年� ��

შᆾ実習� ��

შᆾ実習 #� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ実習 $� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ実習 %� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

შᆾ実習 &� � 年� ��
人文学類�

（考ଽ学・文化資ଳ学）�
ቚ年�

�

�������

�意ಈஶ��

�� 「შᆾ資料論 #・$」「შᆾ૪ࢪ論 #・$」「შᆾ資料ᇱ存論 #・$」「შᆾ展ಘ論 #・$」「შᆾ
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修するのが望ましいが，ᅢ修科目の履修などやƵをၜない理ዡがあるは，「შᆾ概論 #・$」

の༳ࡔを修ၜしていなくても履修をႡめる。�

�� �「შᆾ実習」は，ମ໋として学員資६ၜにᅢ要な科目全ての༳ࡔを修ၜした者のみ履修を

Ⴁめる。また，� 年次までにᅢ要な科目全ての༳ࡔを修ၜしたは � 年次での履修もႡめる。፯

外として � 年次で「生क़学習論 #・$」，「შᆾ૪ࢪ論 #・$」，「შᆾ情報・Ȍディア論 #・$」の

༳ࡔ修ၜがఅんでいない者も，同ಐ履修をඞଉとしてႡめる。ጽ学によるቴ修ၜは別ထ考ፄする

がある。ただし，科目等履修生はႡめない。�

�

�

»ᅮ準的な履修モデル�

� 年� შᆾ概論 #・$�

�～� 年� 生क़学習論 #・$�

� � � � შᆾ資料論 #・$�

შᆾ資料ᇱ存論 #・$�

შᆾ展ಘ論 #・$�

შᆾ૪ࢪ論 #・$�

შᆾ情報・Ȍディア論 #・$�

შᆾ教ࡱ論 #・$�

� 年� შᆾ実習 #・$・%・&�

�

»資६ၜの方ሓ�

上表にした科目の༳ࡔを全てၜした者は，人社૩教ኃにษ求することにより，卒業ಐに「学員

資६ၜආነ」をၜることができる。�

�
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（�）社会調査ౠとは�

社会調査の知識やਙടを用いて，ฌ論や౦၌୶，社会ಈ象等をとらえることのできる能力をዛす

ることをಘす，学ౠड程卒業レベルの資६です。一ᄤ社ཆሓ人�社会調査会�JVVRU���LCUT�QT�LR 

（以ऀ，会）がႡ定します。ઞ༘大学では，���� 年以வ，この資६をၜしている卒業生は ���

以上います。�

�

（�）社会調査ౠとなるためには�

ऀの表の #～) に対応する授業科目の༳ࡔを修ၜすることで，卒業の際に，社会調査ౠ資६を

ၜすることができます。どのプログラムの学生でも資६ၜは可能ですが，実習的科目が多く履

修人数のฑもあるため，現代社会・人間学プログラム以外のプログラムではbၜのためのᆟ༶

がかなり大きくなります。また，� 年生以上で，一定数の༳ࡔを修ၜするなどのඞଉをተたせƥ，

在学中に「社会調査ౠ（ǘȎンディデイǳ）」をၜすることができ，ධ活၌の際などに活用でき

ます。�

会で定める「資६ၜのためのᅮ準カȕǘȐラム」と，ઞ༘大学人文学類で開講される授業科

目との対応関は，次の表の通りです。�

�

社会調査会のᅮ準カȕǘȐラム� ௬に対応して開設されている授業科

目� 資६ၜの要ଉ�
科目� ಐ間数� 授業科目� 開講年次� ༳ࡔ

数��#�社会調査の基本的ಈ

ஶに関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
社会調査基礎 �，�� �～� 年� �� ᅢ修�

�$�調査設計と実施方ሓ

に関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
社会学調査ሓ �，�� �～� 年� �� ᅢ修�

�%�基本的な資料とデー

Ǫの分析に関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
૪ଫ社会学演習� �～�年� �� ᅢ修�

�&�社会調査にᅢ要な統

計学に関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
基礎社会統計学 �，�� �～� 年� �� ᅢ修�

�'�多ᇥፘश析の方ሓに

関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
発展社会統計学 �，�� �～� 年� ��

�'�，�(�のうちいずれか � 科

目を選択ᅢ修� �

�(�ಱ的な調査と分析に

関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�

現代社会・人間学実習

'Å�
�～�年� ��

�'�，�(�のうちいずれか � 科

目を選択ᅢ修�

�)�社会調査を実際に૪

ଫし学習する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�

現代社会・人間学実習

#，$，%，&Å�
�～� 年� �� ᅢ修�

�

¢£�

�）' 科目と ( 科目は選択で，ᇦ方の修ၜでかまいません。�

�）入学年ဗによって表のఐがࡣなっていることがあるので，意してください。�

�）ቚ年ဗ �ଈのಐでは，どの授業科目も会に科目Ⴁ定ษしているཌॎにあります。科目Ⴁ定

の結果については，会のȅーǣ���JVVRU���LCUT�QT�LR�� で，ශの「ઞ༘大学」の情報を参

൴してください。また，थੌにさかのƱってႡ定科目がྩ加されるもあります。�

�）授業科目のなかにはቚ年ဗは開講されないものがあるので，開講ያ定をႾ࠶して，計ब的に履修して

�������

ください。�

�）「現代社会・人間学実習Å」は，同で開講されるすべての授業が社会調査ౠ科目としてႡ定され

ているわけではありません。どの授業が社会調査ౠᅮ準カȕǘȐラムのどの科目としてႡ定され

ているかについての説ነは � 年次に行いますので，説ነをᇍいた上で意して履修するようにし

てください。ᆊነなはဎᎩまでに連ጛ༶ဴ教員に問わせてください。�

�）「社会調査ౠ」の上ࡔの資६として大学ࢇშౠ期ड程修了レベルの「専門社会調査ౠ」がありま

す。これは，「社会調査ౠ」資६をಏつ人が，大学ࢇでᅢ要な授業科目の༳ࡔを修ၜし，社会調査

を用いた修ౠ論文を࿓ഞすることで，ၜできる資६です。ઞ༘大学大学ࢇ人間社会環境研究科

でもこの資६をၜできます。�

�）ඈについては，会のȆームȅーǣを参൴するか，ऀの連ጛ༶ဴ教員に問せてください。�

¢社会調査ౠ資६Ⴁ定に関する連ጛ༶ဴ教員£�

現代社会・人間学プログラム� � g� � ൚፟大ዢ（連ጛ႞者）��

� � g� � ฦ本ጉ一�

�）資६ษの໗きg連ጛ႞者を通してษします。所定の数料がᅢ要です。�

Ғ「社会調査ౠ（ǘȎンディデイǳ）」資६�

在ฺ期間が � 年以上で，のȅーǣの表の #～) のうち � 科目以上の༳ࡔをၜし，履修中の

科目とわせて � 科目以上ある人は，「社会調査ౠ（ǘȎンディデイǳ）」資६をษできます

（ただし '�( 科目は選択ฑのため �科目と数えます）。ǘȎンディデイǳは，社会調査ౠ科目を

すべてၜし，ǘȎンディデイǳにႡ定されたጐ年の � ଈ �日より � 年以内に所定の໗きを

とれƥ，ฝਊの資६にᇥஏできます。�

ғ「社会調査ౠ」資६�

ᅢ要な༳ࡔをၜした上で，卒業ಐに，所定のษ໗きを行います。�

�

�

�．資格の特徴�

� 考ଽ調査ౠとはbቖໆ文化ఖ調査にᅢ要な様yな知識とਙടをዛする者としてb考ଽ調査ౠႡ定

ஓによってႡ定される資६です。本資६はb大学でၜできる � ੇb大学ࢇでၜできる � ੇ・上ੇ

に分かれています。ઞ༘大学人文学類では � ੇをၜできるカȕǘȐラムを設けています。�ੇ考ଽ調

査ౠは発調査のൂ作業をᇸൃする能力があるとႡめられる資६でb฿の໐ፘやᆾの実໐b಼

వࢬなど広ᄧな知識・ਙടをዛします。大学卒業ଢ଼にቖໆ文化ఖ分野ƭධを৵望する学生にとってb

大きなアドǻンテーǣになる資६です。�

�

�．資格取得に必要な履修科目と資格審査料について�

� 以ऀの � 科目ૌからb࿃ � 科目ૌb�� ༳ࡔ以上を履修します。特に༌ � 科目ૌ（ቖໆ文化ఖを扱

う科目ૌ）をዓ๐的に履修することが望まれます。同一科目ૌ内で資६ල査にษできるのは � 科目

までです。ᅢ要༳ࡔを履修した学生はbษ期間
� ଈ～� ଈ�にษ書類を�考ଽ調査ౠ資६Ⴁ定

ஓ�にຽりb資६ල査料 ������ を౫ᆻうことでb考ଽ調査ౠ資६をษすることができます。資६ࣅ
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（�）社会調査ౠとは�

社会調査の知識やਙടを用いて，ฌ論や౦၌୶，社会ಈ象等をとらえることのできる能力をዛす

ることをಘす，学ౠड程卒業レベルの資६です。一ᄤ社ཆሓ人�社会調査会�JVVRU���LCUT�QT�LR 

（以ऀ，会）がႡ定します。ઞ༘大学では，���� 年以வ，この資६をၜしている卒業生は ���

以上います。�

�

（�）社会調査ౠとなるためには�

ऀの表の #～) に対応する授業科目の༳ࡔを修ၜすることで，卒業の際に，社会調査ౠ資६を

ၜすることができます。どのプログラムの学生でも資६ၜは可能ですが，実習的科目が多く履

修人数のฑもあるため，現代社会・人間学プログラム以外のプログラムではbၜのためのᆟ༶

がかなり大きくなります。また，� 年生以上で，一定数の༳ࡔを修ၜするなどのඞଉをተたせƥ，

在学中に「社会調査ౠ（ǘȎンディデイǳ）」をၜすることができ，ධ活၌の際などに活用でき

ます。�

会で定める「資६ၜのためのᅮ準カȕǘȐラム」と，ઞ༘大学人文学類で開講される授業科

目との対応関は，次の表の通りです。�

�

社会調査会のᅮ準カȕǘȐラム� ௬に対応して開設されている授業科

目� 資६ၜの要ଉ�
科目� ಐ間数� 授業科目� 開講年次� ༳ࡔ

数��#�社会調査の基本的ಈ

ஶに関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
社会調査基礎 �，�� �～� 年� �� ᅢ修�

�$�調査設計と実施方ሓ

に関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
社会学調査ሓ �，�� �～� 年� �� ᅢ修�

�%�基本的な資料とデー

Ǫの分析に関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
૪ଫ社会学演習� �～�年� �� ᅢ修�

�&�社会調査にᅢ要な統

計学に関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
基礎社会統計学 �，�� �～� 年� �� ᅢ修�

�'�多ᇥፘश析の方ሓに

関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�
発展社会統計学 �，�� �～� 年� ��

�'�，�(�のうちいずれか � 科

目を選択ᅢ修� �

�(�ಱ的な調査と分析に

関する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�

現代社会・人間学実習

'Å�
�～�年� ��

�'�，�(�のうちいずれか � 科

目を選択ᅢ修�

�)�社会調査を実際に૪

ଫし学習する科目�

�� 分��� ष�

ະဴ�

現代社会・人間学実習

#，$，%，&Å�
�～�年� �� ᅢ修�

�

¢£�

�）' 科目と ( 科目は選択で，ᇦ方の修ၜでかまいません。�

�）入学年ဗによって表のఐがࡣなっていることがあるので，意してください。�

�）ቚ年ဗ �ଈのಐでは，どの授業科目も会に科目Ⴁ定ษしているཌॎにあります。科目Ⴁ定

の結果については，会のȅーǣ���JVVRU���LCUT�QT�LR�� で，ශの「ઞ༘大学」の情報を参

൴してください。また，थੌにさかのƱってႡ定科目がྩ加されるもあります。�

�）授業科目のなかにはቚ年ဗは開講されないものがあるので，開講ያ定をႾ࠶して，計ब的に履修して

�������

ください。�

�）「現代社会・人間学実習Å」は，同で開講されるすべての授業が社会調査ౠ科目としてႡ定され

ているわけではありません。どの授業が社会調査ౠᅮ準カȕǘȐラムのどの科目としてႡ定され

ているかについての説ነは � 年次に行いますので，説ነをᇍいた上で意して履修するようにし

てください。ᆊነなはဎᎩまでに連ጛ༶ဴ教員に問わせてください。�

�）「社会調査ౠ」の上ࡔの資६として大学ࢇშౠ期ड程修了レベルの「専門社会調査ౠ」がありま

す。これは，「社会調査ౠ」資६をಏつ人が，大学ࢇでᅢ要な授業科目の༳ࡔを修ၜし，社会調査

を用いた修ౠ論文を࿓ഞすることで，ၜできる資६です。ઞ༘大学大学ࢇ人間社会環境研究科

でもこの資६をၜできます。�

�）ඈについては，会のȆームȅーǣを参൴するか，ऀの連ጛ༶ဴ教員に問せてください。�

¢社会調査ౠ資६Ⴁ定に関する連ጛ༶ဴ教員£�

現代社会・人間学プログラム� � g� � ൚፟大ዢ（連ጛ႞者）��

� � g� � ฦ本ጉ一�

�）資६ษの໗きg連ጛ႞者を通してษします。所定の数料がᅢ要です。�

Ғ「社会調査ౠ（ǘȎンディデイǳ）」資६�

在ฺ期間が � 年以上で，のȅーǣの表の #～) のうち � 科目以上の༳ࡔをၜし，履修中の

科目とわせて � 科目以上ある人は，「社会調査ౠ（ǘȎンディデイǳ）」資६をษできます

（ただし '�( 科目は選択ฑのため �科目と数えます）。ǘȎンディデイǳは，社会調査ౠ科目を

すべてၜし，ǘȎンディデイǳにႡ定されたጐ年の � ଈ �日より � 年以内に所定の໗きを

とれƥ，ฝਊの資६にᇥஏできます。�

ғ「社会調査ౠ」資६�

ᅢ要な༳ࡔをၜした上で，卒業ಐに，所定のษ໗きを行います。�

�

�

�．資格の特徴�

� 考ଽ調査ౠとはbቖໆ文化ఖ調査にᅢ要な様yな知識とਙടをዛする者としてb考ଽ調査ౠႡ定

ஓによってႡ定される資६です。本資६はb大学でၜできる � ੇb大学ࢇでၜできる � ੇ・上ੇ

に分かれています。ઞ༘大学人文学類では � ੇをၜできるカȕǘȐラムを設けています。�ੇ考ଽ調

査ౠは発調査のൂ作業をᇸൃする能力があるとႡめられる資६でb฿の໐ፘやᆾの実໐b಼

వࢬなど広ᄧな知識・ਙടをዛします。大学卒業ଢ଼にቖໆ文化ఖ分野ƭධを৵望する学生にとってb

大きなアドǻンテーǣになる資६です。�

�

�．資格取得に必要な履修科目と資格審査料について�

� 以ऀの � 科目ૌからb࿃ � 科目ૌb�� ༳ࡔ以上を履修します。特に༌ � 科目ૌ（ቖໆ文化ఖを扱

う科目ૌ）をዓ๐的に履修することが望まれます。同一科目ૌ内で資६ල査にษできるのは � 科目

までです。ᅢ要༳ࡔを履修した学生はbษ期間
� ଈ～� ଈ�にษ書類を�考ଽ調査ౠ資६Ⴁ定

ஓ�にຽりb資६ල査料 ������ を౫ᆻうことでb考ଽ調査ౠ資६をษすることができます。資६ࣅ
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ල査を通थした学生にはb考ଽ調査ౠ資६Ⴁ定ஓから「考ଽ調査ౠ資६Ⴁ定ආ」がຽられます。�

� 資६ษを考えている学生は考ଽ学の༶ဴ教員にᅢずະཎしてऀさい。ษのための༳ࡔをၜし

ているか，༶ဴ教員がಈに॰Ⴁします。�

�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学の概説）�

� 考ଽ学概説 #（� ༳ࡔ），考ଽ学概説 $（� ༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学の基礎的方ሓ論を扱う科目ૌ）�

� 地域考ଽ学 #�$（各 �༳ࡔ），社会考ଽ学 #�$（各 � ༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学の଼別分野を特論的に扱う科目ૌ）�

� 比較考ଽ学演習 #�$（各 � ༳ࡔ），考ଽ科学演習 #�$（各 �༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学調査のਙട的実習分野）�

� 考ଽ学実習�#�$（各 � ༳ࡔ），考ଽ学実習����（各 � ༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（ቖໆ文化ఖを扱う科目ૌ）�

� 地域考ଽ学演習 #�$（各 � ༳ࡔ），社会考ଽ学演習 #�$（各 �༳ࡔ）�

�

�


��～
��の � つの資६は，人文学類が中に開講している科目をることによってၜ可能な資६

（学員，考ଽ調査ౠ（� ੇ））と人文学類生のみがၜ可能な資६（社会調査ౠ）です。この他に，

ၜ可能な資६については，全学生にვᆋされている学生ᇬጥにૡఐされています。�

�������

�

�

�

プログラム別履修科目一ጥと教ࡱ方・履修上の意�
�

（�）学類通（学域 )5 科目，学域 )5 言語科目，人文学基ᄯ科目，卒論関）履修科目一ጥ�

（�）プログラム別履修科目一ጥと教ࡱ方・履修上の意�

�

�

以ऀにૡげるのは，人文学類通ਸび �つのプログラムの，卒業するためにᅢ要な༳ࡔ数一ጥ表と，

教ࡱ方・履修上の意です。�

� 年次以வのプログラムにおける༳ࡔ修ၜ方ሓの基本になるものですから，ಐ参൴し，ਝ問はア

ドǻイス教員や人社૩教ኃにොƢてください。�

�

�
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ල査を通थした学生にはb考ଽ調査ౠ資६Ⴁ定ஓから「考ଽ調査ౠ資६Ⴁ定ආ」がຽられます。�

� 資६ษを考えている学生は考ଽ学の༶ဴ教員にᅢずະཎしてऀさい。ษのための༳ࡔをၜし

ているか，༶ဴ教員がಈに॰Ⴁします。�

�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学の概説）�

� 考ଽ学概説 #（� ༳ࡔ），考ଽ学概説 $（� ༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学の基礎的方ሓ論を扱う科目ૌ）�

� 地域考ଽ学 #�$（各 �༳ࡔ），社会考ଽ学 #�$（各 � ༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学の଼別分野を特論的に扱う科目ૌ）�

� 比較考ଽ学演習 #�$（各 � ༳ࡔ），考ଽ科学演習 #�$（各 �༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（考ଽ学調査のਙട的実習分野）�

� 考ଽ学実習�#�$（各 � ༳ࡔ），考ଽ学実習����（各 � ༳ࡔ）�

༌ � 科目ૌ（ቖໆ文化ఖを扱う科目ૌ）�

� 地域考ଽ学演習 #�$（各 � ༳ࡔ），社会考ଽ学演習 #�$（各 �༳ࡔ）�

�

�


��～
��の � つの資६は，人文学類が中に開講している科目をることによってၜ可能な資६

（学員，考ଽ調査ౠ（� ੇ））と人文学類生のみがၜ可能な資६（社会調査ౠ）です。この他に，

ၜ可能な資६については，全学生にვᆋされている学生ᇬጥにૡఐされています。�

�������

�

�

�

プログラム別履修科目一ጥと教ࡱ方・履修上の意�
�

（�）学類通（学域 )5 科目，学域 )5 言語科目，人文学基ᄯ科目，卒論関）履修科目一ጥ�

（�）プログラム別履修科目一ጥと教ࡱ方・履修上の意�

�

�

以ऀにૡげるのは，人文学類通ਸび �つのプログラムの，卒業するためにᅢ要な༳ࡔ数一ጥ表と，

教ࡱ方・履修上の意です。�

� 年次以வのプログラムにおける༳ࡔ修ၜ方ሓの基本になるものですから，ಐ参൴し，ਝ問はア

ドǻイス教員や人社૩教ኃにොƢてください。�

�

�

- 14 - - 15 -



�������

�

�������- 16 - - 17 -

学類共通（学域GS科目，学域GS言語科目，人文学基盤科目，卒論関係）

※ 1　教育職員免許取得希望者は,人間社会学域規程別表第 7 に定める科目番号95050「教育の制度と経営」,科目番号95270「生徒の生活と進路の指導論」で
履修すること。
なお,この場合,修得した単位は教育職員免許取得に必要となるため,学域GS科目の単位として認められない。

※ 2　学域GS科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS科目発展系科目群」の科目(GS科目の発展系として位置づけられる科
目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし, 4 月初めに公示する。

※ 3　当該科目群の提供科目については別に定めるものとし, 4 月初めに公示する。

※ 4　心理学プログラムの心理学モデルにおいては履修を推奨する科目（○），公認心理師取得モデルにおいては履修を強く推奨する科目（◎）。

〇選択科目には,以下の単位が含まれる。
①学域GS科目で 8単位を超えて修得した単位
②学域GS言語科目で 2単位を超えて修得した単位（上限 2単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限24単位）

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

学
域
G
S
科
目

初学者
科目

アカデミックスキル 1 1

プレゼン・ディベート論 1 1

学
域
俯
瞰
科
目

大学・学問論 1

1 ～ 4 年

ジェンダーと教育 1

異文化理解 1 1

異文化理解 2 1

文学概論 1 1

文学概論 2 1

世界遺産学 1

ルールリテラシー 1

人文社会科学における法 1

イメージの比較文化学 1

防災学入門 2

現代日本の文化と社会 1

地域創造学 1 1

地域創造学 2 1

教育の制度と経営　※ 1 2

生徒の生活と進路の指導論 ※ 1 2

GS科目発展系科目群　※ 2 -

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
系
科
目

データサイエンスの技術 1

国際経済の理論とデータ 1

国際貿易の理論とデータ 1

データの活用に向けた線形代数
学入門

2

情報処理 1

計量政治分析実習 2

ビジネス・データ分析（ビジネ
ス・データ・サイエンス）

1

統計データ分析の基本（多変量
解析）

1

データで考える日本の未来
（データサイエンス）

1

統計ソフトRによるビッグデー
タ分析

1

金融リテラシー 1

白書の購読と議論 1

地域課題解決と政策立案のため
の統計データ分析:EBPM（根拠
に基づく政策立案）

1

統計学技能Ⅰ 2

統計学技能Ⅱ 3

データサイエンス系発展科目群　
※ 3

-

学域GS科目　小計 8

学
域
G
S

言
語
科
目

学域GS言語科目Ⅰ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目Ⅱ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目　小計 2

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説A 1 1 1 〜 4 年

人文学序説B 1 1 1 〜 4 年

人文学序説C 1 1 1 〜 4 年

人文学序説D 1 1 1 〜 4 年

現代社会・人間学入門 1 1 〜 4 年

哲学の始源 1 1 〜 4 年

社会情報学A 1 1 〜 4 年

社会情報学B 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会A 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会B 1 1 〜 4 年

知覚・認知心理学A　※ 4 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学B　※ 4 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学A　※ 4 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学B　※ 4 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学A　※ 4 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学B　※ 4 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 〜 4 年

北陸の考古学 1 2 〜 4 年

宗教芸術論 1 2 〜 4 年

イメージを読み解く 1 2 〜 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在 1 1 1 〜 4 年

歴史学と現在 2 1 1 〜 4 年

日本語学講義 1 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化A 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化B 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 14

卒
論
関
係

卒業論文演習A 1 1 4 年

卒業論文演習B 1 1 4 年

卒業論文演習C 1 1 4 年

卒業論文演習D 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬6

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬10

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬2

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭

心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学
モデル

公認心理師
取得モデル

備考

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

心理学概論Ａ 1 1

8

2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

基礎社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

基礎社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学３ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学４ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

発
展
講
義

社会・集団・家族心理学Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

社会・集団・家族心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＡ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＢ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

発達心理学 2 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

心理学的支援法 2 3 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

福祉心理学 2 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

教育・学校心理学 2 3 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

発展社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

発展社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

基
礎
演
習
・
実
習

心理学実験１Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学研究法１Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法１Ｂ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法２Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法２Ｂ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ａ 1

2

原則として 3 年次必修 ◎ ◎ 原則として 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ｂ 1 原則として 3 年次必修 ◎ ◎ 原則として 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ｃ 1 3 ～ 4 年 ◎ ◎
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学類共通（学域GS科目，学域GS言語科目，人文学基盤科目，卒論関係）

※ 1　教育職員免許取得希望者は,人間社会学域規程別表第 7に定める科目番号95050「教育の制度と経営」,科目番号95270「生徒の生活と進路の指導論」で
履修すること。
なお,この場合,修得した単位は教育職員免許取得に必要となるため,学域GS科目の単位として認められない。

※ 2　学域GS科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS科目発展系科目群」の科目(GS科目の発展系として位置づけられる科
目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし, 4 月初めに公示する。

※ 3　当該科目群の提供科目については別に定めるものとし, 4 月初めに公示する。

※ 4　心理学プログラムの心理学モデルにおいては履修を推奨する科目（○），公認心理師取得モデルにおいては履修を強く推奨する科目（◎）。

〇選択科目には,以下の単位が含まれる。
①学域GS科目で 8単位を超えて修得した単位
②学域GS言語科目で 2単位を超えて修得した単位（上限 2単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限24単位）

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

学
域
G
S
科
目

初学者
科目

アカデミックスキル 1 1

プレゼン・ディベート論 1 1

学
域
俯
瞰
科
目

大学・学問論 1

1 ～ 4 年

ジェンダーと教育 1

異文化理解 1 1

異文化理解 2 1

文学概論 1 1

文学概論 2 1

世界遺産学 1

ルールリテラシー 1

人文社会科学における法 1

イメージの比較文化学 1

防災学入門 2

現代日本の文化と社会 1

地域創造学 1 1

地域創造学 2 1

教育の制度と経営　※ 1 2

生徒の生活と進路の指導論 ※ 1 2

GS科目発展系科目群　※ 2 -

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
系
科
目

データサイエンスの技術 1

国際経済の理論とデータ 1

国際貿易の理論とデータ 1

データの活用に向けた線形代数
学入門

2

情報処理 1

計量政治分析実習 2

ビジネス・データ分析（ビジネ
ス・データ・サイエンス）

1

統計データ分析の基本（多変量
解析）

1

データで考える日本の未来
（データサイエンス）

1

統計ソフトRによるビッグデー
タ分析

1

金融リテラシー 1

白書の購読と議論 1

地域課題解決と政策立案のため
の統計データ分析:EBPM（根拠
に基づく政策立案）

1

統計学技能Ⅰ 2

統計学技能Ⅱ 3

データサイエンス系発展科目群　
※ 3

-

学域GS科目　小計 8

学
域
G
S

言
語
科
目

学域GS言語科目Ⅰ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目Ⅱ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域GS言語科目　小計 2

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
必修 選択必修

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説A 1 1 1 〜 4 年

人文学序説B 1 1 1 〜 4 年

人文学序説C 1 1 1 〜 4 年

人文学序説D 1 1 1 〜 4 年

現代社会・人間学入門 1 1 〜 4 年

哲学の始源 1 1 〜 4 年

社会情報学A 1 1 〜 4 年

社会情報学B 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会A 1 1 〜 4 年

ジェンダーと社会B 1 1 〜 4 年

知覚・認知心理学A　※ 4 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学B　※ 4 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学A　※ 4 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学B　※ 4 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学A　※ 4 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学B　※ 4 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 〜 4 年

北陸の考古学 1 2 〜 4 年

宗教芸術論 1 2 〜 4 年

イメージを読み解く 1 2 〜 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在 1 1 1 〜 4 年

歴史学と現在 2 1 1 〜 4 年

日本語学講義 1 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化A 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化B 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 14

卒
論
関
係

卒業論文演習A 1 1 4 年

卒業論文演習B 1 1 4 年

卒業論文演習C 1 1 4 年

卒業論文演習D 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬6

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭
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‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬10

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭

⎫

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎬2

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐⎭

心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学
モデル

公認心理師
取得モデル

備考

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

心理学概論Ａ 1 1

8

2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

臨床心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学統計法２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

基礎社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

基礎社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会学概論２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎１ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

社会調査基礎２ 1 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学３ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

音声学４ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ 選択科目として履修

発
展
講
義

社会・集団・家族心理学Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

社会・集団・家族心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＡ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＢ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

発達心理学 2 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

心理学的支援法 2 3 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

福祉心理学 2 2 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

教育・学校心理学 2 3 ～ 4 年　学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

発展社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

発展社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

基
礎
演
習
・
実
習

心理学実験１Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験１Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ａ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学実験２Ｂ 1 1 2 ～ 4 年　心理学プログラムは 2 年次必修 ● ● 心理学プログラムは 2 年次必修

心理学研究法１Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法１Ｂ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法２Ａ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学研究法２Ｂ 1 1 3 ～ 4 年　心理学プログラムは 3 年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ａ 1

2

原則として 3 年次必修 ◎ ◎ 原則として 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ｂ 1 原則として 3 年次必修 ◎ ◎ 原則として 3 年次必修

心理学実験・調査演習Ｃ 1 3 ～ 4 年 ◎ ◎
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理学は，ƭのさまざまなアプローǬのうち，に行၌をがかりにしての仕ຎみや။きについて科学的

に研究する学問である。理学プログラムでは，ேऌ資६「୰Ⴁ理౧」の基礎となる「大学におけるᅢ要な科目」

の多くを開講しているが，༳に資६をၜするための知識修ၜのみならず，学問としての理学を専門的に学ぶ

ことを重౽している。よって「理学分野の基礎から応用にわたるᆳ広い知識とその研究方ሓを学んで人のと

行၌の様yな特྇を理शし，修ၜした知識や方ሓをもとに社会的問題や理的ड題を実ආ的な方ሓでशነするこ

とができる」といった学生をࡱてることを教ࡱ目ᅮとしている。�そのために人がশじ，知り，考え，学ぶथ程や，

人間関，人の発༥など，のさまざまな問題について実ආ的な方ሓを用いて，多くの፥ไፚ域と関わりながら研

究をුめている。またそれらの研究をුめるために実ଫや調査などの研究方ሓがᆍされてきた。�

理学プログラムでは �つの大きな教ࡱ目ᅮをಏっている。それは，�gこのような理学研究をすすめるため

にᅢ要な実ଫや調査のሓを学ぶこと，�gさまざまな理学のፚ域で研究されてきたことについて講義や演習を

通して学ぶこと，�g学んだ研究ሓとこれまでの研究の概要を活かして自ら問題（テーマ）設定をして研究をする

力をිにつけること，�gஏに習ၜした知識・研究ሓを卒業ଢ଼のු᎓に活用できるようにすること，である。�

�

� 年生では，基礎講義科目として理学研究の全ໂをつかめるようにした「理学概論 #�$」「፣൞理学概

論 #，$」および「理学統計ሓ �#，�$��#��$」が開講されている。また基礎演習・実習科目で「理学実ଫ �#，

�$，�#，�$」も開講されている。「理学実ଫ �#��$��#��$」では，ᆷ数のテーマによる理学の基礎的な実ଫや

調査を行い，ၜられたデーǪを分析してȕȈーǳにまとめる。デーǪの分析には統計のሓを用いることが多く，

そのため統計学を「理学統計ሓ �#��$，�#��$」として学ぶ。�年生では基礎演習・実習科目として「理学研究

ሓ �#，�$，�#，�$」「理学実ଫ・調査演習 #，$，%（うち �科目選択）」がᅢ修科目として設定されている。「

理学研究ሓ �#，�$，�#，�$」ではよりஸဗな実ଫのਙሓや調査のሓを学ぶ。また，「理学実ଫ・調査演習 #，

$，%」では自らの関に基づいた研究テーマについて実ଫ・調査を行いȕȈーǳにまとめる。�年生では自らの研

究を「卒業論文」にまとめる。�

� また � 年生からは人文学基ᄯ科目および理学プログラムの発展講義科目において，理学および፥ไൂፚ

域について概説する講義やテーマをった講義科目が用意されている。また，英語論文を読み，専門のテーマを学

ぶ発展演習・実習科目も用意されている。それぞれ選択科目だが，ቚ年は開講されない科目もあるので，履修には

意されたい。�

なお人文学基ᄯ科目で開講されている理学の科目も୰Ⴁ理౧の受ଫ資६要ଉとしては履修がᅢ෦であるた

めこのにも意されたい。�

� 理学は学問的な発展をげる中で多くの፥ไፚ域と関わりをもつようになったが，そのᄧࡗは広く，社会

科学や発༥科学，言語学や，さらには学，学など自然科学૩の学問とも深く関わっている。理学を学ぶ者は

人間についての様yな౽をಏち，人文学類内外の関連ፚ域について学ぶことにもဖめてほしい。�

�

�理学プログラム %2����� 年入学者から�

� 年次には，理学分野全ᄤを概する概論的な科目および，理学研究の基本的考え方や基礎ਙടを習ၜする

ための実ଫを中とした科目や理学統計ሓに関する講義科目を学ぶ。�年次には，さらにஸဗな実ଫ研究ሓや調
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心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学
モデル

公認心理師
取得モデル

備考

発
展
演
習
・
実
習

学習心理学演習Ａ 1

8

2 ～ 4 年 ○

学習心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ 　

神経心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

神経心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

基礎心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

人格心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人格心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

青年心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

青年心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

健康心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

健康心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

認知行動療法演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

認知行動療法演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※ 2 22

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として
位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭



�������

理学は，ƭのさまざまなアプローǬのうち，に行၌をがかりにしての仕ຎみや။きについて科学的

に研究する学問である。理学プログラムでは，ேऌ資६「୰Ⴁ理౧」の基礎となる「大学におけるᅢ要な科目」

の多くを開講しているが，༳に資६をၜするための知識修ၜのみならず，学問としての理学を専門的に学ぶ

ことを重౽している。よって「理学分野の基礎から応用にわたるᆳ広い知識とその研究方ሓを学んで人のと

行၌の様yな特྇を理शし，修ၜした知識や方ሓをもとに社会的問題や理的ड題を実ආ的な方ሓでशነするこ

とができる」といった学生をࡱてることを教ࡱ目ᅮとしている。�そのために人がশじ，知り，考え，学ぶथ程や，

人間関，人の発༥など，のさまざまな問題について実ආ的な方ሓを用いて，多くの፥ไፚ域と関わりながら研

究をුめている。またそれらの研究をුめるために実ଫや調査などの研究方ሓがᆍされてきた。�

理学プログラムでは �つの大きな教ࡱ目ᅮをಏっている。それは，�gこのような理学研究をすすめるため

にᅢ要な実ଫや調査のሓを学ぶこと，�gさまざまな理学のፚ域で研究されてきたことについて講義や演習を

通して学ぶこと，�g学んだ研究ሓとこれまでの研究の概要を活かして自ら問題（テーマ）設定をして研究をする

力をිにつけること，�gஏに習ၜした知識・研究ሓを卒業ଢ଼のු᎓に活用できるようにすること，である。�

�

� 年生では，基礎講義科目として理学研究の全ໂをつかめるようにした「理学概論 #�$」「፣൞理学概

論 #，$」および「理学統計ሓ �#，�$��#��$」が開講されている。また基礎演習・実習科目で「理学実ଫ �#，

�$，�#，�$」も開講されている。「理学実ଫ �#��$��#��$」では，ᆷ数のテーマによる理学の基礎的な実ଫや

調査を行い，ၜられたデーǪを分析してȕȈーǳにまとめる。デーǪの分析には統計のሓを用いることが多く，

そのため統計学を「理学統計ሓ �#��$，�#��$」として学ぶ。�年生では基礎演習・実習科目として「理学研究

ሓ �#，�$，�#，�$」「理学実ଫ・調査演習 #，$，%（うち �科目選択）」がᅢ修科目として設定されている。「

理学研究ሓ �#，�$，�#，�$」ではよりஸဗな実ଫのਙሓや調査のሓを学ぶ。また，「理学実ଫ・調査演習 #，

$，%」では自らの関に基づいた研究テーマについて実ଫ・調査を行いȕȈーǳにまとめる。�年生では自らの研

究を「卒業論文」にまとめる。�

� また � 年生からは人文学基ᄯ科目および理学プログラムの発展講義科目において，理学および፥ไൂፚ

域について概説する講義やテーマをった講義科目が用意されている。また，英語論文を読み，専門のテーマを学

ぶ発展演習・実習科目も用意されている。それぞれ選択科目だが，ቚ年は開講されない科目もあるので，履修には

意されたい。�

なお人文学基ᄯ科目で開講されている理学の科目も୰Ⴁ理౧の受ଫ資६要ଉとしては履修がᅢ෦であるた

めこのにも意されたい。�

� 理学は学問的な発展をげる中で多くの፥ไፚ域と関わりをもつようになったが，そのᄧࡗは広く，社会

科学や発༥科学，言語学や，さらには学，学など自然科学૩の学問とも深く関わっている。理学を学ぶ者は

人間についての様yな౽をಏち，人文学類内外の関連ፚ域について学ぶことにもဖめてほしい。�

�

�理学プログラム %2����� 年入学者から�

� 年次には，理学分野全ᄤを概する概論的な科目および，理学研究の基本的考え方や基礎ਙടを習ၜする

ための実ଫを中とした科目や理学統計ሓに関する講義科目を学ぶ。�年次には，さらにஸဗな実ଫ研究ሓや調
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心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学
モデル

公認心理師
取得モデル

備考

発
展
演
習
・
実
習

学習心理学演習Ａ 1

8

2 ～ 4 年 ○

学習心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ 　

神経心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

神経心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

基礎心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

人格心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人格心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

青年心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

青年心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

健康心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

健康心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

認知行動療法演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

認知行動療法演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※ 2 22

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として
位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）
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査ሓを修ၜするための科目を学び，さらに，自分の関に基づいて実ଫや調査を行いレȈーǳにまとめる科目を

履修する。�年次には，自分の研究を「卒業論文」にまとめる。これらに加え，�～�年次には，理学ൂፚ域の基

礎知識やශǳǿックなどを各講義および演習を通じて学ぶ。また所定の科目を修ၜしたଢ଼，�年次以வに人間社

会学域୰Ⴁ理౧ጊ成プログラムの科目を修ၜすることで，ேऌ資६୰Ⴁ理౧となるための「大学におけるᅢ

要な科目」の要ଉをተたすことができる。なお୰Ⴁ理౧のேऌಀଫを受ଫするためには，大学におけるᅢ要な科

目を修ၜして大学を卒業したଢ଼，大学ࢇまたは指定された関で定められた教ࡱを受けるᅢ要があります。�

�

�������

�
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用
倫理学

現代
社会論

学域ＧＳ科目　※ 1 － 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 － 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 － 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 － 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

哲学概論Ａ 2

12

1 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

人間学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎

人間学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○ ◎

現代哲学 2 2 ～ 4 年 ○ ○

社会学概論１ 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会学概論２ 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会調査基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会調査基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会理論 1 1 ～ 4 年 ○

基礎社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代社会学ＡⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＢⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＣⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＤⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＥⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

地理学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

地理学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

自然地理学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

日本地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

日本地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

文化人類学概論Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○ ◎

文化人類学概論Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

発
展
講
義

西洋古代中世哲学特殊講義 2

6

2 ～ 4 年 ○

近現代哲学特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○

古代中世倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

近現代倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学基礎講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発展社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

発展社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

経験社会学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

経験社会学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

現代社会学ＡⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＢⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＣⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＤⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＥⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

人文地理学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

人文地理学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

自然地理学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

比較民族誌 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○

文化人類学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○
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査ሓを修ၜするための科目を学び，さらに，自分の関に基づいて実ଫや調査を行いレȈーǳにまとめる科目を

履修する。�年次には，自分の研究を「卒業論文」にまとめる。これらに加え，�～�年次には，理学ൂፚ域の基

礎知識やශǳǿックなどを各講義および演習を通じて学ぶ。また所定の科目を修ၜしたଢ଼，�年次以வに人間社

会学域୰Ⴁ理౧ጊ成プログラムの科目を修ၜすることで，ேऌ資६୰Ⴁ理౧となるための「大学におけるᅢ

要な科目」の要ଉをተたすことができる。なお୰Ⴁ理౧のேऌಀଫを受ଫするためには，大学におけるᅢ要な科

目を修ၜして大学を卒業したଢ଼，大学ࢇまたは指定された関で定められた教ࡱを受けるᅢ要があります。�

�

�������

�
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用
倫理学

現代
社会論

学域ＧＳ科目　※ 1 － 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 － 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 － 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 － 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

哲学概論Ａ 2

12

1 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

人間学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎

人間学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○ ◎

現代哲学 2 2 ～ 4 年 ○ ○

社会学概論１ 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会学概論２ 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会調査基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会調査基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会理論 1 1 ～ 4 年 ○

基礎社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代社会学ＡⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＢⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＣⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＤⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＥⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

地理学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

地理学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

自然地理学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

日本地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

日本地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

文化人類学概論Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○ ◎

文化人類学概論Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

発
展
講
義

西洋古代中世哲学特殊講義 2

6

2 ～ 4 年 ○

近現代哲学特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○

古代中世倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

近現代倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学基礎講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発展社会統計学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

発展社会統計学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

経験社会学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

経験社会学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

現代社会学ＡⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＢⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＣⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＤⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＥⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

人文地理学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

人文地理学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

自然地理学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

比較民族誌 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○

文化人類学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○
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現代社会・人間学プログラムは，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野を७としながら，現代

における人間と社会，文化，環境についてຳ的・学際的に学ぶプログラムである。本プログラムでは上各学問

分野の基礎を学んだうえで，より専門的あるいは学際的な研究テーマを学生が自分で選択し，的に学ぶこと

ができる。本プログラムでの学修の特྇は，�年次にに哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野

の基礎的な内容を学んだうえで，�年次にはそれぞれの学問分野に設けられたプログラム通科目の「現代社会・

人間学実習」を履修することで，文献の読みみ，デーǪの収集と分析，フィールド調査，࿌的な討論等を通じ

て，より応用的・実的な学修を行うことができるにある。�年次にはそれまでの学修内容を၃まえて，各自で

研究テーマを設定し，�年間をかけて卒業論文の執筆にりຎƵ。このように，現代社会・人間学プログラムでは

༳に授業にഞาするだけの受けිの学修ではなく，自ら研究ड題を設定し，現代社会のൂ問題に的にりຎ

Ƶためのより応用的・実的な能力をිにつけることが重౽される。�

�

現代社会・人間学プログラムでは，以ऀにಘすように，研究テーマに応じて「哲学・倫理学」「社会学」「地理学」

「文化人類学」「応用倫理学」「現代社会論」の �つの履修モデルが準備されている。もちǂん，学生はこれ以外に

も定められたᄧࡗ内（基礎講義 �� ༳ࡔ，発展講義 �༳ࡔ，基礎演習・実習 �༳ࡔ，発展演習・実習 �� ༳ࡔ）で自

ዡにカȕǘȐラムをຎみጵてることができるが，そのにも以ऀの履修モデルを参考にカȕǘȐラムをຎみጵ

ててほしい。なお，現代社会・人間学プログラムではすべての学生が �年次にプログラム通科目である「現代社

会・人間学実習 #〜&（履修モデルによっては 'および (もƵ）」を履修しなけれƥならない。ऀの履修モデル

以外のカȕǘȐラムを自分でຎんだにも，ᅢず「現代社会・人間学実習 #〜&」を履修するᅢ要がある。この

授業を履修していないと � 年次に卒業論文を執筆することはできないので，そのにጽ意すること。�

�

「哲学・倫理学」�

授業は講義と演習からஓ成されている。このうち講義には，概説的なものと，各教員が専門とするፚ域の中から

一定のテーマを設定してそれを深くりऀげていくもの（特講義）とがある。また演習は，英語，ドイǯ語，フ

ランス語，Ǚȕシア語等のテクスǳを読み，外ே語の能力をஸめるとともに，ོ Ⴅな読शを通じてशと議論を行

うものである。したがって，初習言語については，ドイǯ語，フランス語，Ǚȕシア語，ラテン語などのȓーロッ

Ǽ૩言語のいずれかを修ၜすることが望ましい。�

科目選択については，哲学・倫理学の基礎的な概念，考え方や問題の所在を分かりやすく講述する「哲学概論 #，

$」，「人間学概説 #・$」，「応用倫理学」を，�� 年次終了までにᆷ数科目履修しておくことが望ましい。�

また，哲学ౝと倫理学ౝにおける重要な౩ມを講述する「ฦዼଽ代中ฌ౩ມౝ #・$」，「ฦዼઝฌ౩ມౝ #・$」，

「ฦዼ倫理౩ມౝ #・$」を，�年次終了までにᆷ数科目を履修しておくことが望ましい。なお，哲学，倫理学૩の

特講義も各自の関に応じてᆷ数科目を選択することが求められる。また，፥ไፚ域科目の「社会学概論 #」，

「地理学概論 #」「文化人類学概論 #・$」および関連発展講義も知識や考え方のᆳを広げるために受講することが

望ましい。�

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の �種類があるが，各自の外ே語の修ၜඡੳや関に応じて

ਗ選択してよい。ただ，一つのテクスǳをᆷ数クǔーǪーにわたって講読するは，理शを深める上でもできる

だけ連໗して受講することが望ましい。�年次以வの「現代社会・人間学実習 #〜&」はᅢ修であり，哲学，倫理学
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用
倫理学

現代
社会論

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学基礎演習Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学基礎演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

応用倫理学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

経験社会学演習 2 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

理論社会学演習 2 2 ～ 4 年 ○

社会情報学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○

社会情報学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○

地域調査入門演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

地域調査入門演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

人文地理学実習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

人文地理学実習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学実習１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学実習２ 1 2 ～ 4 年 ○

文化人類学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

文化人類学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

発
展
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学演習Ａ 1

12

2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学演習 2 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学研究演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

倫理思想研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用社会学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

応用社会学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

ジェンダーと社会演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

ジェンダーと社会演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

人文地理学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人文地理学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

自然地理学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

地誌学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

現代社会・人間学実習Ａ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｂ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｃ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｄ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｅ 2 3 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

現代社会・人間学実習Ｆ 2 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目
  
※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として

位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

  
※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。

①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）
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現代社会・人間学プログラムは，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野を७としながら，現代

における人間と社会，文化，環境についてຳ的・学際的に学ぶプログラムである。本プログラムでは上各学問

分野の基礎を学んだうえで，より専門的あるいは学際的な研究テーマを学生が自分で選択し，的に学ぶこと

ができる。本プログラムでの学修の特྇は，�年次にに哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野

の基礎的な内容を学んだうえで，�年次にはそれぞれの学問分野に設けられたプログラム通科目の「現代社会・

人間学実習」を履修することで，文献の読みみ，デーǪの収集と分析，フィールド調査，࿌的な討論等を通じ

て，より応用的・実的な学修を行うことができるにある。�年次にはそれまでの学修内容を၃まえて，各自で

研究テーマを設定し，�年間をかけて卒業論文の執筆にりຎƵ。このように，現代社会・人間学プログラムでは

༳に授業にഞาするだけの受けිの学修ではなく，自ら研究ड題を設定し，現代社会のൂ問題に的にりຎ

Ƶためのより応用的・実的な能力をිにつけることが重౽される。�

�

現代社会・人間学プログラムでは，以ऀにಘすように，研究テーマに応じて「哲学・倫理学」「社会学」「地理学」

「文化人類学」「応用倫理学」「現代社会論」の �つの履修モデルが準備されている。もちǂん，学生はこれ以外に

も定められたᄧࡗ内（基礎講義 �� ༳ࡔ，発展講義 �༳ࡔ，基礎演習・実習 �༳ࡔ，発展演習・実習 �� ༳ࡔ）で自

ዡにカȕǘȐラムをຎみጵてることができるが，そのにも以ऀの履修モデルを参考にカȕǘȐラムをຎみጵ

ててほしい。なお，現代社会・人間学プログラムではすべての学生が �年次にプログラム通科目である「現代社

会・人間学実習 #〜&（履修モデルによっては 'および (もƵ）」を履修しなけれƥならない。ऀの履修モデル

以外のカȕǘȐラムを自分でຎんだにも，ᅢず「現代社会・人間学実習 #〜&」を履修するᅢ要がある。この

授業を履修していないと � 年次に卒業論文を執筆することはできないので，そのにጽ意すること。�

�

「哲学・倫理学」�

授業は講義と演習からஓ成されている。このうち講義には，概説的なものと，各教員が専門とするፚ域の中から

一定のテーマを設定してそれを深くりऀげていくもの（特講義）とがある。また演習は，英語，ドイǯ語，フ

ランス語，Ǚȕシア語等のテクスǳを読み，外ே語の能力をஸめるとともに，ོ Ⴅな読शを通じてशと議論を行

うものである。したがって，初習言語については，ドイǯ語，フランス語，Ǚȕシア語，ラテン語などのȓーロッ

Ǽ૩言語のいずれかを修ၜすることが望ましい。�

科目選択については，哲学・倫理学の基礎的な概念，考え方や問題の所在を分かりやすく講述する「哲学概論 #，

$」，「人間学概説 #・$」，「応用倫理学」を，�� 年次終了までにᆷ数科目履修しておくことが望ましい。�

また，哲学ౝと倫理学ౝにおける重要な౩ມを講述する「ฦዼଽ代中ฌ౩ມౝ #・$」，「ฦዼઝฌ౩ມౝ #・$」，

「ฦዼ倫理౩ມౝ #・$」を，�年次終了までにᆷ数科目を履修しておくことが望ましい。なお，哲学，倫理学૩の

特講義も各自の関に応じてᆷ数科目を選択することが求められる。また，፥ไፚ域科目の「社会学概論 #」，

「地理学概論 #」「文化人類学概論 #・$」および関連発展講義も知識や考え方のᆳを広げるために受講することが

望ましい。�

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の �種類があるが，各自の外ே語の修ၜඡੳや関に応じて

ਗ選択してよい。ただ，一つのテクスǳをᆷ数クǔーǪーにわたって講読するは，理शを深める上でもできる

だけ連໗して受講することが望ましい。�年次以வの「現代社会・人間学実習 #〜&」はᅢ修であり，哲学，倫理学
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用
倫理学

現代
社会論

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学基礎演習Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学基礎演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

応用倫理学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

経験社会学演習 2 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

理論社会学演習 2 2 ～ 4 年 ○

社会情報学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○

社会情報学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○

地域調査入門演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

地域調査入門演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

人文地理学実習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

人文地理学実習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学実習１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学実習２ 1 2 ～ 4 年 ○

文化人類学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

文化人類学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

発
展
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学演習Ａ 1

12

2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学演習 2 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学研究演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

倫理思想研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用社会学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

応用社会学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

ジェンダーと社会演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

ジェンダーと社会演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

人文地理学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人文地理学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

自然地理学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学演習１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

地誌学演習２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

現代社会・人間学実習Ａ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｂ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｃ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｄ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｅ 2 3 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

現代社会・人間学実習Ｆ 2 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目
  
※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として

位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

  
※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。

①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）
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૩の実習において，現代社会がሎえる哲学的・倫理学的ൂड題とそのशଂに୶けた方ప等を実的に༷究する。�

� � 年次では，各自が自ዡにテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。�

�

「社会学」�

社会学はȓーロッǼ生まれの学問なので，外ே語は英語以外にも，できれƥドイǯ語やフランス語を学習する

ことが望ましいだǂう。�

基礎講義からは，社会学理論と社会調査についての基礎を学ぶ科目である「社会学概論 �・�」，「社会調査基礎

�・�」を早めに履修するほか，「現代社会学 #+～'Ҧ」からもਗ履修する。፥ไ学問の授業科目「比較民族誌」

「文化人類学講義」を受講することも望ましい。また基礎演習・実習として，「૪ଫ社会学演習」，「理論社会学

演習」などを履修し，文献報告を૪ଫし，議論に能၌的に参加する。�

発展講義では，基礎講義での学びをより深めた専門的なテーマの授業科目が࿓される。社会調査におけるデ

ーǪ収集を学ぶ「社会学調査ሓ �・�」，社会調査デーǪの分析を深める「発展社会統計学 �・�」，現代社会の

様yなǳǿックをりऀげて学ぶ「現代社会学 #++～'ҧ」などを履修する。�

発展演習・実習としては，�年次に �年をॿけて「現代社会・人間学実習 #〜(」が開講されるが，このなかの

社会学૩の授業を履修して欲しい。๐行研究に基づきȕǠーǬクǓスǬョンやं説をጵて，それらに基づいた社

会調査を実施する。そして収集したデーǪをโなሓを用いて分析し，ၜられた結果を報告会で発表し終的

に報告書にまとめる。これまでに学んだ社会学の理論と調査の知識をຳ၌員する大ᇥ重要な科目なので，積極的

な参加が望まれる。�

� 年次には，それまでの社会学૩の授業科目等での学びを၃まえ，各自がテーマを設定し，集大成となる卒業

論文を作成する。「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が

行われる。なお，社会調査を実施する学生は，࿓ഞያ定年ဗの夏までに「৫ब書」を作成する。�

社会学૩の特定の授業科目（社会調査ౠ資६のႡ定科目）の༳ࡔを修ၜすることで，社会調査ౠ資६がၜで

きる。在学中にၜできるǘȎンディデイǳ資६のほか，大学卒業ಐに本資६をၜできる（ᅢ要科目等のඈ

は，�人文学類Ǻンドブック�のड़ဴȅーǣを参൴のこと）。�

�

「地理学」�

� � � 年次には，ǞンǿȐーǪの基本的な作方ሓを修ၜするとともに，ᆳ広く人文・社会科学および自然科学

の教ጊ的なຍጊをිにつけ，専門教ࡱで英語文献を読みこなすためにᅢ要な基礎的読श力をጊっておくことが望

ましい。�

� 基礎講義として「地理学概論 #・$」を履修するほか，「自然地理学概説 #・$」「日本地誌 #・$」，「ฌै地誌

#・$」などの履修が望ましい。これらは基礎となる授業であるため，早めに受講してほしい。発展講義科目の

「人文地理学特講義 �・�」，「地誌学特講義 �・�」，「自然地理学特講義 �・�」では地理学のශのǳǿッ

クをり上げた講義が行われる。また，そのほか「社会学概論 �・�」や「文化人類学概論 #・$」など関連する

分野の授業もᆳ広く履修することが望ましい。�

� 基礎演習・実習の「人文地理学実習 �・�」は地域分析や )+5 を用いた題෨の作成といった人文地理学૩の内

容であり，「自然地理学実習 �・�」は中಼ᄕ読や地ཉኜ෨・地分類෨の作成といった自然地理学૩の内

�������

容からなる。「地域調査入門演習 �・�」は，地理学的なテーマに基づいてフィールド調査を行う初学的な演習で

あり，実際に野外で調査をおこない，その調査結果を報告書にまとめる作業を通じて，地域調査の基礎を学ぶ。�

� 発展演習・実習の「人文地理学演習 �・�」，「地誌学演習 �・�」，「自然地理学演習 �・�」は，学生が地理学の

代表的な文献（日本語および英語）を読んで発表し，受講者全員でその内容について討議する。�

� � 年次に開講される「現代社会・人間学実習 #〜'」は，地理学的な問題意識に根ざした応用的なフィールド調

査を行い，その成果を報告書にまとめるものである。このうち #および $では，フィールド調査を行う地域につ

いての文献や統計資料，既存研究などを調べて現地調査に備え，'において夏期休暇期間中に � 泊 �日の日程で

フィールド調査を行う。%および &では調査結果をまとめ，発表し，研究報告書を仕上げる。�年次は「卒業論

文演習 #～&」において関連分野の教員による指導が行われる。それらをふまえて自ら調査・分析を行い，卒業論

文を作成する。�

�

「文化人類学」�

� 授業は講義，演習，実習からなり，それぞれ基礎的なもの（「基礎講義」「基礎演習・実習」）と発展的なもの

（「発展講義」「発展演習・実習」）とに分かれる。英語を用いる授業も多いので，アカデミックな情報収集と発

信ができるレベルの英語能力をみがいておくことが望まれる。�

� 基礎講義には �年次から履修可能な入門的な科目が用意されており，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人

類学分野の入門科目をまんべんなくとることが望ましい。「文化人類学概論 #・$」はぜひ早めに履修しておいて

欲しい。�

� 発展講義では，基礎講義で学んだことをふまえて，より専門的なテーマについての講義がおこなわれる。文化

人類学分野の発展講義「比較民族誌」「文化人類学講義」をぜひ履修するほか，他分野の発展講義もできるだけ

広くとっておくことが望まれる。�

� 演習では，発表やディスカッションなど，学生による積極的な参加が求められ，少人数の学生に対して教員が

インテンシブな指導をおこなう。文化人類学の知識を深めるために，「文化人類学演習 #・$」はぜひ履修して欲

しい。�

� � 年次には，一年をかけて実習をおこなう。「現代社会・人間学実習 #〜'」で，文化人類学分野の実習に参加

して欲しい。文化人類学実習は �� 年以上にわたって北陸地方の地域集落を対象に実施してきた社会調査実習

で，�日間のフィールドワークをもとに，学生各自が特定テーマに関する報告書を執筆する。卒業論文作成の準

備ともなる重要な科目なので，積極的な参加が望まれる。�

� � 年次には，学生それぞれがテーマを設定し，大学生活の集大成となる卒業論文を作成する。フィールドワー

クを土台にした文化人類学分野の卒業論文を完成させるために，「卒業論文演習 #～&」において関連分野の教員

による少人数指導がおこなわれる。�

�

「応用倫理学」�

本プログラムの学際的な履修モデルであり，授業の種別および初習言語についての考え方は基本的に「哲学・

倫理学」と同様である。科目選択については，まずもって，倫理学，応用倫理学の基礎的な概念，考え方や問題

の所在を講述する「人間学概説 #」，「応用倫理学」，「人間学基礎講義 #・$」を �年次終了までに履修しておくこ

とが強く推奨される。また，応用倫理学という学問は環境や生命，科学等に関連した現代社会の問題を扱うもの
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૩の実習において，現代社会がሎえる哲学的・倫理学的ൂड題とそのशଂに୶けた方ప等を実的に༷究する。�

� � 年次では，各自が自ዡにテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。�

�

「社会学」�

社会学はȓーロッǼ生まれの学問なので，外ே語は英語以外にも，できれƥドイǯ語やフランス語を学習する

ことが望ましいだǂう。�

基礎講義からは，社会学理論と社会調査についての基礎を学ぶ科目である「社会学概論 �・�」，「社会調査基礎

�・�」を早めに履修するほか，「現代社会学 #+～'Ҧ」からもਗ履修する。፥ไ学問の授業科目「比較民族誌」

「文化人類学講義」を受講することも望ましい。また基礎演習・実習として，「૪ଫ社会学演習」，「理論社会学

演習」などを履修し，文献報告を૪ଫし，議論に能၌的に参加する。�

発展講義では，基礎講義での学びをより深めた専門的なテーマの授業科目が࿓される。社会調査におけるデ

ーǪ収集を学ぶ「社会学調査ሓ �・�」，社会調査デーǪの分析を深める「発展社会統計学 �・�」，現代社会の

様yなǳǿックをりऀげて学ぶ「現代社会学 #++～'ҧ」などを履修する。�

発展演習・実習としては，�年次に �年をॿけて「現代社会・人間学実習 #〜(」が開講されるが，このなかの

社会学૩の授業を履修して欲しい。๐行研究に基づきȕǠーǬクǓスǬョンやं説をጵて，それらに基づいた社

会調査を実施する。そして収集したデーǪをโなሓを用いて分析し，ၜられた結果を報告会で発表し終的

に報告書にまとめる。これまでに学んだ社会学の理論と調査の知識をຳ၌員する大ᇥ重要な科目なので，積極的

な参加が望まれる。�

� 年次には，それまでの社会学૩の授業科目等での学びを၃まえ，各自がテーマを設定し，集大成となる卒業

論文を作成する。「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が

行われる。なお，社会調査を実施する学生は，࿓ഞያ定年ဗの夏までに「৫ब書」を作成する。�

社会学૩の特定の授業科目（社会調査ౠ資६のႡ定科目）の༳ࡔを修ၜすることで，社会調査ౠ資६がၜで

きる。在学中にၜできるǘȎンディデイǳ資६のほか，大学卒業ಐに本資६をၜできる（ᅢ要科目等のඈ

は，�人文学類Ǻンドブック�のड़ဴȅーǣを参൴のこと）。�

�

「地理学」�

� � � 年次には，ǞンǿȐーǪの基本的な作方ሓを修ၜするとともに，ᆳ広く人文・社会科学および自然科学

の教ጊ的なຍጊをිにつけ，専門教ࡱで英語文献を読みこなすためにᅢ要な基礎的読श力をጊっておくことが望

ましい。�

� 基礎講義として「地理学概論 #・$」を履修するほか，「自然地理学概説 #・$」「日本地誌 #・$」，「ฌै地誌

#・$」などの履修が望ましい。これらは基礎となる授業であるため，早めに受講してほしい。発展講義科目の

「人文地理学特講義 �・�」，「地誌学特講義 �・�」，「自然地理学特講義 �・�」では地理学のශのǳǿッ

クをり上げた講義が行われる。また，そのほか「社会学概論 �・�」や「文化人類学概論 #・$」など関連する

分野の授業もᆳ広く履修することが望ましい。�

� 基礎演習・実習の「人文地理学実習 �・�」は地域分析や )+5 を用いた題෨の作成といった人文地理学૩の内

容であり，「自然地理学実習 �・�」は中಼ᄕ読や地ཉኜ෨・地分類෨の作成といった自然地理学૩の内
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容からなる。「地域調査入門演習 �・�」は，地理学的なテーマに基づいてフィールド調査を行う初学的な演習で

あり，実際に野外で調査をおこない，その調査結果を報告書にまとめる作業を通じて，地域調査の基礎を学ぶ。�

� 発展演習・実習の「人文地理学演習 �・�」，「地誌学演習 �・�」，「自然地理学演習 �・�」は，学生が地理学の

代表的な文献（日本語および英語）を読んで発表し，受講者全員でその内容について討議する。�

� � 年次に開講される「現代社会・人間学実習 #〜'」は，地理学的な問題意識に根ざした応用的なフィールド調

査を行い，その成果を報告書にまとめるものである。このうち #および $では，フィールド調査を行う地域につ

いての文献や統計資料，既存研究などを調べて現地調査に備え，'において夏期休暇期間中に � 泊 �日の日程で

フィールド調査を行う。%および &では調査結果をまとめ，発表し，研究報告書を仕上げる。�年次は「卒業論

文演習 #～&」において関連分野の教員による指導が行われる。それらをふまえて自ら調査・分析を行い，卒業論

文を作成する。�

�

「文化人類学」�

� 授業は講義，演習，実習からなり，それぞれ基礎的なもの（「基礎講義」「基礎演習・実習」）と発展的なもの

（「発展講義」「発展演習・実習」）とに分かれる。英語を用いる授業も多いので，アカデミックな情報収集と発

信ができるレベルの英語能力をみがいておくことが望まれる。�

� 基礎講義には �年次から履修可能な入門的な科目が用意されており，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人

類学分野の入門科目をまんべんなくとることが望ましい。「文化人類学概論 #・$」はぜひ早めに履修しておいて

欲しい。�

� 発展講義では，基礎講義で学んだことをふまえて，より専門的なテーマについての講義がおこなわれる。文化

人類学分野の発展講義「比較民族誌」「文化人類学講義」をぜひ履修するほか，他分野の発展講義もできるだけ

広くとっておくことが望まれる。�

� 演習では，発表やディスカッションなど，学生による積極的な参加が求められ，少人数の学生に対して教員が

インテンシブな指導をおこなう。文化人類学の知識を深めるために，「文化人類学演習 #・$」はぜひ履修して欲

しい。�

� � 年次には，一年をかけて実習をおこなう。「現代社会・人間学実習 #〜'」で，文化人類学分野の実習に参加

して欲しい。文化人類学実習は �� 年以上にわたって北陸地方の地域集落を対象に実施してきた社会調査実習

で，�日間のフィールドワークをもとに，学生各自が特定テーマに関する報告書を執筆する。卒業論文作成の準

備ともなる重要な科目なので，積極的な参加が望まれる。�

� � 年次には，学生それぞれがテーマを設定し，大学生活の集大成となる卒業論文を作成する。フィールドワー

クを土台にした文化人類学分野の卒業論文を完成させるために，「卒業論文演習 #～&」において関連分野の教員

による少人数指導がおこなわれる。�

�

「応用倫理学」�

本プログラムの学際的な履修モデルであり，授業の種別および初習言語についての考え方は基本的に「哲学・

倫理学」と同様である。科目選択については，まずもって，倫理学，応用倫理学の基礎的な概念，考え方や問題

の所在を講述する「人間学概説 #」，「応用倫理学」，「人間学基礎講義 #・$」を �年次終了までに履修しておくこ

とが強く推奨される。また，応用倫理学という学問は環境や生命，科学等に関連した現代社会の問題を扱うもの
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であり，፥ไፚ域科目の「社会学概論 #」，「社会統計学」，「文化人類学概論 #・$」および関連発展講義も知識や

考え方のᆳを広げるために受講することが望ましい。�

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の � 種類があるが，「応用倫理学基礎演習 #・$」および「人

間学演習 #・$」は �年次以வ早めに履修することが強く推奨される。そのほかの演習については各自の外ே語の

修ၜඡੳや関に応じてਗ選択してよい。なお，一つのテクスǳをᆷ数クǔーǪーにわたって講読する

は，理शを深める上でもできるだけ連໗して受講することが望ましい。�年次以வの「現代社会・人間学実習 #

〜&」はᅢ修であり，哲学，倫理学૩の実習において，現代社会がሎえる哲学的・倫理学的ൂड題とそのशଂに

୶けた方ప等を実的に༷究する。�

� � 年次では，各自が自ዡにテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。�

�

「現代社会論」�

� 本プログラムの学際的な履修モデルであり，基礎講義では，早いཌॎで「哲学概論 #」，「社会学概論 �・�」，

「地理学概論 #」，「文化人類学概論 #」を履修し，ᆳ広く学問の基礎をିめて欲しい。基礎演習・実習でも，�年

次に社会学૩，地理学૩，文化人類学૩の授業科目である「૪ଫ社会学演習」，「地域調査入門演習 �・�」，「人文

地理学実習 �・�」，「文化人類学演習 #・$」からᆳ広く選択し，�年次に選択する発展演習・実習の基礎をཝくこ

とを目ᅮとしてほしい。�

� � 年次を中に，社会学૩，地理学૩，文化人類学૩の発展講義「૪ଫ社会学 �・�」，「人文地理学特講義

�・�」，「比較民族誌」，「文化人類学講義」などを中に授業科目を選択して学習し，学際的な౽をஸめてほし

い。その上で発展演習・実習では，�年次において，自分の関・テーマを深めることを目ᅮとして，「現代社

会・人間学実習 #〜&」（プログラムᅢ修科目）の学問૩をとして社会学，地理学，文化人類学から（あるいは

そこまでの学びのあり方によっては哲学，倫理学からも）選択して，実習科目を学ぶ。ᇖ行して，現代社会・ฌ

ैのൂड題を扱う発展演習である「応用社会学演習 �・�」，「人文地理学演習 �・�」，「地誌学演習 �・�」などを

履修し，各ፚ域の理शを深める。�

� � 年次では，各自が自ዡにテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。�

�

�
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学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

考古学・文化資源学概説Ａ 1 1

12

1 年 ● ● ● ● ● ●

考古学・文化資源学概説Ｂ 1 1 1 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化資源学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

プログラム基礎実習 2 2 2 年 ● ● ● ● ● ●

発
展
講
義

比較文化論 1

8

2 年 ○ ○ ○

南アジア文化論 1 2 年 ○ ○

仏教文化論 1 2 年 ○ ○

日本の思想と宗教 1 2 年 ○ ○

文化交流史 1 2 年 ○ ○ ○ ○

宗教文化論 1 2 年 ○ ○ ○

建築史Ａ 1 2 年 ○ ○

建築史Ｂ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ａ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ｂ 1 2 年 ○ ○

オリエント文化遺産学Ａ 1 2 年

オリエント文化遺産学Ｂ 1 2 年

西洋美術史Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｃ 1 2 年 ○ ○

西洋美術史Ｄ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ａ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○

地域考古学Ａ 1 2 年 ○

地域考古学Ｂ 1 2 年 ○

社会考古学Ａ 1 2 年 ○

社会考古学Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学Ａ 1 2 年 ○ ○

比較考古学Ｂ 1 2 年 ○ ○

考古科学Ａ 1 2 年 ○

考古科学Ｂ 1 2 年 ○

文化人類学概論Ａ 1 2 年 ○

文化人類学概論Ｂ 1 2 年 ○

比較民族誌 1 2 年 ○

文化人類学講義 1 2 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

比較文化論演習Ａ 1

8

2 年 ○ ○

比較文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ａ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

文化交流史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

文化交流史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

建築史演習Ａ 1 2 年 ○ ○

建築史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

美術史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

美術史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

東アジア文化遺産学演習Ａ 1 2 年 ○

東アジア文化遺産学演習Ｂ 1 2 年 ○

オリエント考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

オリエント考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

地域考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

地域考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

社会考古学演習Ａ 1 2 年 ○

社会考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ａ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

考古科学演習Ａ 1 2 年 ○

考古科学演習Ｂ 1 2 年 ○

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・
建築史学

宗教学・
民俗学必修 選択必修

⎫
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であり，፥ไፚ域科目の「社会学概論 #」，「社会統計学」，「文化人類学概論 #・$」および関連発展講義も知識や

考え方のᆳを広げるために受講することが望ましい。�

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の � 種類があるが，「応用倫理学基礎演習 #・$」および「人

間学演習 #・$」は �年次以வ早めに履修することが強く推奨される。そのほかの演習については各自の外ே語の

修ၜඡੳや関に応じてਗ選択してよい。なお，一つのテクスǳをᆷ数クǔーǪーにわたって講読する

は，理शを深める上でもできるだけ連໗して受講することが望ましい。�年次以வの「現代社会・人間学実習 #

〜&」はᅢ修であり，哲学，倫理学૩の実習において，現代社会がሎえる哲学的・倫理学的ൂड題とそのशଂに

୶けた方ప等を実的に༷究する。�

� � 年次では，各自が自ዡにテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。�

�

「現代社会論」�

� 本プログラムの学際的な履修モデルであり，基礎講義では，早いཌॎで「哲学概論 #」，「社会学概論 �・�」，

「地理学概論 #」，「文化人類学概論 #」を履修し，ᆳ広く学問の基礎をିめて欲しい。基礎演習・実習でも，�年

次に社会学૩，地理学૩，文化人類学૩の授業科目である「૪ଫ社会学演習」，「地域調査入門演習 �・�」，「人文

地理学実習 �・�」，「文化人類学演習 #・$」からᆳ広く選択し，�年次に選択する発展演習・実習の基礎をཝくこ

とを目ᅮとしてほしい。�

� � 年次を中に，社会学૩，地理学૩，文化人類学૩の発展講義「૪ଫ社会学 �・�」，「人文地理学特講義

�・�」，「比較民族誌」，「文化人類学講義」などを中に授業科目を選択して学習し，学際的な౽をஸめてほし

い。その上で発展演習・実習では，�年次において，自分の関・テーマを深めることを目ᅮとして，「現代社

会・人間学実習 #〜&」（プログラムᅢ修科目）の学問૩をとして社会学，地理学，文化人類学から（あるいは

そこまでの学びのあり方によっては哲学，倫理学からも）選択して，実習科目を学ぶ。ᇖ行して，現代社会・ฌ

ैのൂड題を扱う発展演習である「応用社会学演習 �・�」，「人文地理学演習 �・�」，「地誌学演習 �・�」などを

履修し，各ፚ域の理शを深める。�

� � 年次では，各自が自ዡにテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために

「卒業論文演習 #〜&」により，学生଼人の関が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。�

�

�
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学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

考古学・文化資源学概説Ａ 1 1

12

1 年 ● ● ● ● ● ●

考古学・文化資源学概説Ｂ 1 1 1 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化資源学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

プログラム基礎実習 2 2 2 年 ● ● ● ● ● ●

発
展
講
義

比較文化論 1

8

2 年 ○ ○ ○

南アジア文化論 1 2 年 ○ ○

仏教文化論 1 2 年 ○ ○

日本の思想と宗教 1 2 年 ○ ○

文化交流史 1 2 年 ○ ○ ○ ○

宗教文化論 1 2 年 ○ ○ ○

建築史Ａ 1 2 年 ○ ○

建築史Ｂ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ａ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ｂ 1 2 年 ○ ○

オリエント文化遺産学Ａ 1 2 年

オリエント文化遺産学Ｂ 1 2 年

西洋美術史Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｃ 1 2 年 ○ ○

西洋美術史Ｄ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ａ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○

地域考古学Ａ 1 2 年 ○

地域考古学Ｂ 1 2 年 ○

社会考古学Ａ 1 2 年 ○

社会考古学Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学Ａ 1 2 年 ○ ○

比較考古学Ｂ 1 2 年 ○ ○

考古科学Ａ 1 2 年 ○

考古科学Ｂ 1 2 年 ○

文化人類学概論Ａ 1 2 年 ○

文化人類学概論Ｂ 1 2 年 ○

比較民族誌 1 2 年 ○

文化人類学講義 1 2 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

比較文化論演習Ａ 1

8

2 年 ○ ○

比較文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ａ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

文化交流史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

文化交流史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

建築史演習Ａ 1 2 年 ○ ○

建築史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

美術史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

美術史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

東アジア文化遺産学演習Ａ 1 2 年 ○

東アジア文化遺産学演習Ｂ 1 2 年 ○

オリエント考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

オリエント考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

地域考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

地域考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

社会考古学演習Ａ 1 2 年 ○

社会考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ａ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

考古科学演習Ａ 1 2 年 ○

考古科学演習Ｂ 1 2 年 ○

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・
建築史学

宗教学・
民俗学必修 選択必修
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このプログラムは考ଽ学と文化資ଳ学というふたつのፚ域でஓ成され，このうち文化資ଳ学は，さらに文化

ౌ学，比較文化学，ᅖടౝ，ଔཝ学，೯教学などの分野をƵ。人文学類の中でも学際的なプログラムである。

いずれの分野も文献研究に加えフィールドワークを重౽し，それらを通して，थੌから現在まで多ଭ的に存在す

る文化現象をະ対的な౽からとらえ，現代に生きるわれわれにとってどのような意義をもつかをነらかにする。

フィールドワークを基礎とした文化研究のために，本プログラムでは講義や演習のほか，調査ሓに関する科目

や，多ఀな調査実習科目を用意している。�

考ଽ学では，ฌै各地の฿やቖໆ文化ఖがዛするౝ的・文化的अཏをฝしく理शし，その研究と活用を実

するうえでᅢ要な能力をිにつけることを目ᅮとする。授業では，野外調査やಬ内作業に関わるਙടとともに，

統計学的なデーǪശ理や理化学的な分析といった学際的ሓについても習ၜする。教員はฌै各地で調査を展開

し，外ே考ଽ学のශ情報を学生に࿓している。また，英語による授業を積極的に推ුし，ே際ตのᤪጊにဖめ

ている。�

文化資ଳ学はฌै中のዛ・ኅの文化を「文化資ଳ」としてとらえྞすことで，༳なるथੌのᆾではなく，

そこにශたなअཏをຕ່するものとして文化を研究しようとする学問である。そのअཏをただしく理शしᅴअす

るために，ഌの統的な学問૩を基礎として学び，さらにそれらを統することで，分野ࣧཉ的なශたな学問

のຕഞを目指す。対象となるのは人間が生みഞしてきたあらƻる文化現象，ભ的には哲学，౩ມ，ട，೯教，

ଔཝ，ਙട，言語，文学，ষ習など多৴にわたる。�

�

プログラムƭの分໔を৵望する �年生を対象に，入門のための基礎授業として「考ଽ学・文化資ଳ学概説 #・$」

が用意されている。�年生からはプログラムをஓ成する要な �分野である「比較文化学概説 #・$」「文化ౌ学

概説 #・$」「考ଽ学概説 #・$」の入門科目が準備されている。これらはᅢ修科目である。�

「文化資ଳ学の方ሓ論」と「考ଽ学の方ሓ論」は，それぞれの分野の実際の調査ሓについてより深く学ぶ授業

である。「プログラム基礎実習」では，実際に༽期のフィールドワークをおこない，ၜられたデーǪをもとにレȈ

ーǳを作成し，୵၈発表もおこなう。これらの科目もᅢ修で，�年生で履修することが望ましい。�

それ以外の科目は選択ᅢ修，もしくは選択科目であるが，考ଽ学を中に学ぶか，文化資ଳ学を中に学ぶか

で，いくつか意すべきがある。�

このうち，考ଽ学を中に学ぶ学生は，� 年次に「考ଽ学実習 #〜&」もしくは「考ଽ学実習 �〜�」を履修する

ことをফめる。これらの科目は実໐・໐ፘ・వࢬのਙടを習ၜするものでbいずれも � 年次からでも履修できる

が，� 年次に履修しておいたほうがᇭ強をුめやすい。また「考ଽ学実習 #〜&」と「考ଽ学実習 �〜�」はॸ年開

講であるため，�，� 年次と連໗して履修するᅢ要がある。� 年次に履修していなけれƥ，�，� 年次で履修するこ

とになる。考ଽ学を中に学ぶ学生は「考ଽ学実習 #〜&」「考ଽ学実習��〜�」の全てを履修し，考ଽ学の調査ਙ

ടに習ഝすることが望ましい。�

文化資ଳ学を中に学ぶ学生には，「文化資ଳ学」「文化ౌ学」「比較文化学」「ᅖടౝ・ଔཝౝ学」「೯教学・

民໓学」の � つの履修モデルが準備されている。このうち，文化資ଳ学は，プログラムをஓ成するさまざまな分野

- 28 - - 29 -

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・
建築史学

宗教学・
民俗学必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習
・
実
習

比較文化学実習Ａ 1

4

3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○

文化遺産学実習Ａ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○ ○

考古学実習Ａ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｂ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｃ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｄ 1 2 年 ○ ○

考古学実習１ 1 2 年 ○

考古学実習２ 1 2 年 ○

考古学実習３ 1 2 年 ○

考古学実習４ 1 2 年 ○

学
芸
員
科
目

博物館実習Ａ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｂ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｃ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｄ 1 4 年　※ 3

博物館概論Ａ 1 1 ～ 4 年

博物館概論Ｂ 1 1 ～ 4 年

博物館資料論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ｂ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ａ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ｂ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※ 2 22

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として
位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。

　　なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

※ 3　「博物館実習」は ,原則として学芸員資格取得に必要な科目全ての単位を修得した者のみ履修を認める。
　　また、必要科目全ての単位を修得した 3 年生の履修も認める。
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このプログラムは考ଽ学と文化資ଳ学というふたつのፚ域でஓ成され，このうち文化資ଳ学は，さらに文化

ౌ学，比較文化学，ᅖടౝ，ଔཝ学，೯教学などの分野をƵ。人文学類の中でも学際的なプログラムである。

いずれの分野も文献研究に加えフィールドワークを重౽し，それらを通して，थੌから現在まで多ଭ的に存在す

る文化現象をະ対的な౽からとらえ，現代に生きるわれわれにとってどのような意義をもつかをነらかにする。

フィールドワークを基礎とした文化研究のために，本プログラムでは講義や演習のほか，調査ሓに関する科目

や，多ఀな調査実習科目を用意している。�

考ଽ学では，ฌै各地の฿やቖໆ文化ఖがዛするౝ的・文化的अཏをฝしく理शし，その研究と活用を実

するうえでᅢ要な能力をිにつけることを目ᅮとする。授業では，野外調査やಬ内作業に関わるਙടとともに，

統計学的なデーǪശ理や理化学的な分析といった学際的ሓについても習ၜする。教員はฌै各地で調査を展開

し，外ே考ଽ学のශ情報を学生に࿓している。また，英語による授業を積極的に推ුし，ே際ตのᤪጊにဖめ

ている。�

文化資ଳ学はฌै中のዛ・ኅの文化を「文化資ଳ」としてとらえྞすことで，༳なるथੌのᆾではなく，

そこにශたなअཏをຕ່するものとして文化を研究しようとする学問である。そのअཏをただしく理शしᅴअす

るために，ഌの統的な学問૩を基礎として学び，さらにそれらを統することで，分野ࣧཉ的なශたな学問

のຕഞを目指す。対象となるのは人間が生みഞしてきたあらƻる文化現象，ભ的には哲学，౩ມ，ട，೯教，

ଔཝ，ਙട，言語，文学，ষ習など多৴にわたる。�

�

プログラムƭの分໔を৵望する �年生を対象に，入門のための基礎授業として「考ଽ学・文化資ଳ学概説 #・$」

が用意されている。�年生からはプログラムをஓ成する要な �分野である「比較文化学概説 #・$」「文化ౌ学

概説 #・$」「考ଽ学概説 #・$」の入門科目が準備されている。これらはᅢ修科目である。�

「文化資ଳ学の方ሓ論」と「考ଽ学の方ሓ論」は，それぞれの分野の実際の調査ሓについてより深く学ぶ授業

である。「プログラム基礎実習」では，実際に༽期のフィールドワークをおこない，ၜられたデーǪをもとにレȈ

ーǳを作成し，୵၈発表もおこなう。これらの科目もᅢ修で，�年生で履修することが望ましい。�

それ以外の科目は選択ᅢ修，もしくは選択科目であるが，考ଽ学を中に学ぶか，文化資ଳ学を中に学ぶか

で，いくつか意すべきがある。�

このうち，考ଽ学を中に学ぶ学生は，� 年次に「考ଽ学実習 #〜&」もしくは「考ଽ学実習 �〜�」を履修する

ことをফめる。これらの科目は実໐・໐ፘ・వࢬのਙടを習ၜするものでbいずれも � 年次からでも履修できる

が，� 年次に履修しておいたほうがᇭ強をුめやすい。また「考ଽ学実習 #〜&」と「考ଽ学実習 �〜�」はॸ年開

講であるため，�，� 年次と連໗して履修するᅢ要がある。� 年次に履修していなけれƥ，�，� 年次で履修するこ

とになる。考ଽ学を中に学ぶ学生は「考ଽ学実習 #〜&」「考ଽ学実習��〜�」の全てを履修し，考ଽ学の調査ਙ

ടに習ഝすることが望ましい。�

文化資ଳ学を中に学ぶ学生には，「文化資ଳ学」「文化ౌ学」「比較文化学」「ᅖടౝ・ଔཝౝ学」「೯教学・

民໓学」の � つの履修モデルが準備されている。このうち，文化資ଳ学は，プログラムをஓ成するさまざまな分野

- 28 - - 29 -

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・
建築史学

宗教学・
民俗学必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習
・
実
習

比較文化学実習Ａ 1

4

3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○

文化遺産学実習Ａ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○ ○

考古学実習Ａ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｂ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｃ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｄ 1 2 年 ○ ○

考古学実習１ 1 2 年 ○

考古学実習２ 1 2 年 ○

考古学実習３ 1 2 年 ○

考古学実習４ 1 2 年 ○

学
芸
員
科
目

博物館実習Ａ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｂ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｃ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｄ 1 4 年　※ 3

博物館概論Ａ 1 1 ～ 4 年

博物館概論Ｂ 1 1 ～ 4 年

博物館資料論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ｂ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ａ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ｂ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※ 2 22

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として
位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。

　　なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

※ 3　「博物館実習」は ,原則として学芸員資格取得に必要な科目全ての単位を修得した者のみ履修を認める。
　　また、必要科目全ての単位を修得した 3 年生の履修も認める。
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をǻランスよく履修することが，それ以外はǞアとなる分野の科目を中に履修することがມ定されている。い

ずれのモデルでも，発展講義の科目ૌから � ༳ࡔ以上，基礎演習・実習の科目ૌから � ༳ࡔ以上を選択して履修

する。基礎演習・実習科目はおもに日本語や英語の文献をຍఔにし，๐行研究を自分の力で読みり，議論を通じ

て考ళする授業で，�～� 年次にわたって履修できる。発展演習・実習の科目ૌからは � ༳ࡔ以上を選択して履修

する。おもに �年次以上の学生を対象におこなう授業でbそれぞれの分野の「実習 #」から「実習 &」までが準備

されている。各ፚ域の基本的な研究ሓの習ၜを目指し，実際のフィールドワークもまれる。�

� 年次には，自ら研究テーマを設定し，卒業論文を作成する。卒業論文は大学で学んだことの集大成であるので，

積極的なりຎみが求められる。�

なお，履修モデルはあくまでも履修の፯であり，それにはとらわれずに，各自の関にしたがって自ዡに科目を

ຎみわせ，あらたな学問ፚ域を開༗することも期される。�

�

（შᆾ学員資६ၜを目指す者は，2�（��eኘඡ・資६ၜのための履修について（�）学員資६ၜ）b

考ଽ調査ౠ（� ੇ）のၜを目指す者はb2��（��eኘඡ・資६ၜのための履修について（�）考ଽ調査ౠ（�

ੇ））を参൴してください。）�

�������

�

歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義
(
概
説
科
目
)

歴史学入門 1 1 1 ～ 4 年 ● ● ● 必修

日本古代中世史概説Ａ１ 1

10
以
上

2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国史概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国史概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

地中海世界史概説 2 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

考古学概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

考古学概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

発
展
講
義
(
特
殊
講
義
科
目
)

日本古代史特殊講義Ａ 1

6
以
上

2 ～ 4 年 ○

日本古代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○
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をǻランスよく履修することが，それ以外はǞアとなる分野の科目を中に履修することがມ定されている。い

ずれのモデルでも，発展講義の科目ૌから � ༳ࡔ以上，基礎演習・実習の科目ૌから � ༳ࡔ以上を選択して履修

する。基礎演習・実習科目はおもに日本語や英語の文献をຍఔにし，๐行研究を自分の力で読みり，議論を通じ

て考ళする授業で，�～� 年次にわたって履修できる。発展演習・実習の科目ૌからは � ༳ࡔ以上を選択して履修

する。おもに �年次以上の学生を対象におこなう授業でbそれぞれの分野の「実習 #」から「実習 &」までが準備

されている。各ፚ域の基本的な研究ሓの習ၜを目指し，実際のフィールドワークもまれる。�

� 年次には，自ら研究テーマを設定し，卒業論文を作成する。卒業論文は大学で学んだことの集大成であるので，

積極的なりຎみが求められる。�

なお，履修モデルはあくまでも履修の፯であり，それにはとらわれずに，各自の関にしたがって自ዡに科目を

ຎみわせ，あらたな学問ፚ域を開༗することも期される。�

�

（შᆾ学員資६ၜを目指す者は，2�（��eኘඡ・資६ၜのための履修について（�）学員資६ၜ）b

考ଽ調査ౠ（� ੇ）のၜを目指す者はb2��（��eኘඡ・資६ၜのための履修について（�）考ଽ調査ౠ（�

ੇ））を参൴してください。）�

�������

�

歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義
(
概
説
科
目
)

歴史学入門 1 1 1 ～ 4 年 ● ● ● 必修

日本古代中世史概説Ａ１ 1

10
以
上

2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国史概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国史概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

地中海世界史概説 2 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

考古学概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

考古学概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

発
展
講
義
(
特
殊
講
義
科
目
)

日本古代史特殊講義Ａ 1

6
以
上

2 ～ 4 年 ○

日本古代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

日本古代政治史演習Ａ１ 1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
以
上

2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

東アジア政治制度史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史演習 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

実
習
科
目

日本史学実習Ａ１ 1

4

2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 33

選択科目　※ 2 21

合計 88

履修モデルについて 
●:必修科目 
◎:履修を強く推奨する科目 
○:履修を推奨する科目 
  
※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として

位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

  
※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。

①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位） 
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

日本古代政治史演習Ａ１ 1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
以
上

2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

東アジア政治制度史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史演習 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

実
習
科
目

日本史学実習Ａ１ 1

4

2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 33

選択科目　※ 2 21

合計 88

履修モデルについて 
●:必修科目 
◎:履修を強く推奨する科目 
○:履修を推奨する科目 
  
※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として

位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

  
※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。

①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位） 
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ౝを理शすることはb自らを知りb他者を知りbු Ƶべきၗખをነらかにするためにᆊ可ଁでありbౝ学は

その॰実な理शのためにbભ的な根と実ආ的な໗きによってb実ະのႾ࠶とそれに基づく全ໂの௺ஓཝ

を目指す学問である。ౝ学プログラムではbこのౝ学の方ሓを修ၜするためbౝ的に成されてきた各地域

の特ตbおよびそれに対するこれまでの研究ཡ積をഊ分にፄしつつbさまざまなౝ料・資料を集めてᄻᄕ的に読

みशく方ሓを学びb文化やষ習がࡣなるथੌの人yを自分の目でଣขえb考える知ตとশตをቓいていく。そして

自分で問題をଣつけbભ的な根と実ආ的な໗きによってこれをशきነかしbその成果を୵၈発表および論

文ので୰開する能力をිにつける。以上を通してbௗ日のே際社会の中でb問題の७を深く理शしbそのᆴ

に୶けてǬȎレンǣできる人ఔをጊ成する。�

�

� ౝ学プログラムを౨望する学生はbまず�年次にᅢ修としてb人文学基ᄯ科目の「人文学െ説#・$・%・&」を履

修するほかbプログラムの基礎講義科目「ౝ学入門」を受講しbౝ学全ᄤの基礎知識や方ሓ論の基礎を学ぶ。ま

た選択ᅢ修となる学域)5科目やb通教ࡱ科目（導入科目・)5科目・)5言語科目・初習言語科目など）を計ब的に

履修しておくこと。日本ౝを学ぶ学生でも英語はௗଢ଼ᅢ෦となるしb外ேౝに関のあるは関する初習言語科

目を履修しておくことが望ましい。人文学基ᄯ科目では「ౝ学と現在�・�」と「グローǻルǽスǳȕー」（�年次以

上対象）の履修を推奨する。またそれぞれの関に応じbౝ学にらず広いᄧࡗの人文・社会関科目を履修する

ことがましい。�

ౝ学プログラムではb日本ౝ・ဪዼౝ・ฦዼౝの�つの履修モデルを用意している。�年次以வはb通教ࡱ科

目b学域)5科目b人文学基ᄯ科目をࢂき໗き履修しb学域)5言語科目を受講するほかb選択する履修モデルを参考

にb基礎講義（概説科目）b発展講義（特講義科目）b演習科目b実習科目の各科目を受講していくことが基本とな

る。それぞれの科目ત分でᅢ要となる༳ࡔ数bおよび選択科目の༳ࡔ数は別表をഊ分॰Ⴁのこと。また各履修モデル

に関わる科目内容・科目選択についてはቨᅐにまとめるのでよく読んでほしい。履修モデルは本プログラムの教ࡱで

対象とする地域によってஓ成されb多くの学生にとってโかつられたಐ間内に୲果的にౝ学の方ሓを修ၜしၜ

るよう設計されているがb፯えƥ୪ጺౝなどbそれぞれの問題関やテーマのᅢ要によってはbこれらをࣧཉするか

たちで自らの履修計बをጵてることになる。そのはၤཉによらずbౝ学プログラム所໔の教員と連ጛをとりb

ະཎを重Ƣてऀ概説科目についてもめโな履修計बを作成してほしい。ྙ期のጽ学を考えるなども同様で

ある。�

なお基礎講義（概説科目）に関してbౝ学プログラムでは上述の「ౝ学入門」をᅢ修とするほかb概説科目を

ᆳ広く履修しbౝ学的なຍጊをිにつけることを推奨している。自らの参考とした履修モデルで推奨される概説科

目を受講しつつb基礎講義分または選択科目分の༳ࡔとしてbそれ以外の概説科目から�༳ࡔ以上をᅢず履修するよ

うにしてほしい。ほかにb科目にはॸ年開講のものが多くまれるのでbಐ間আ・シラǻスには意すること。�

ౝ学プログラムでも重౽されるのはb�年次のᅢ修の「卒業論文」である。�年間にთった能力とb上各科目

の履修を通して修ၜしたౝ学の知識と方ሓとを全て活かしb教員とのやりとりを重Ƣながらb自らが設定したड題

をशଂしb論文としてོႥにまとめていく。࿓ഞされた論文については୵၈ಀ問が行われb卒業ᄕ定ƭとුƵ。大学

での学びのຳଂ్b自らの念ᅂとしてbऽいのないഊ実した論文を書き上げてもらいたい。�

�

�������

「日本ౝ」�

本履修モデルはb日本ဥとその೮ᇩ地域をᆧ台とするౝに関のある学生୶けのものである。これを考える学

生はbまず�年次に「日本ౝ学実習#�・#�・$�・$�」の�科目すべてを履修していく。これはbଽ代・中ฌ・ઝฌ・

ઝ現代というಐ代ત分に໌してb各ಐ代の基本ౝ料をຍఔにbু文のો読やくずしಌのᄕ読などb文ಌを文ಌとして

ฝ॰に読Ƶોᎉを施すことを目的としている。�年次に卒業論文作成にりຎƵにあたってはb上つのಐ代ત分

のうちbいずれか一つのಐ代を選んでテーマ設定をするがb自分が研究テーマとして選んだಐ代の実習だけを履修す

れƥよいのではない。どのಐ代のౝ料も読める力をිにつけることがb日本ౝ学にᅢ෦のຍጊである。�

次に�年次から�年次にかけてb概説・特講義・演習を履修する。概説は日本ౝの概論を講義しb特講義は༶

ဴ教員の研究テーマを講義する授業である。そして演習はb実習でთったౝ料読श力を深化させるとともにb教員と

受講生との討論を通して問題発ଣ・शଂ能力をිにつける。これらの授業を履修するに際してはb日本ౝの全てのಐ

代にわたって授業を選択したりb各自の関に応じて外ேౝの授業を多めに選択したりするなどしてbᆳ広い౽野に

ጵって授業を選択するのが望ましい。�

� そして�年次にはb「卒業論文演習#・$・%・&」を履修する。ここでは研究発表ಠの授業によってb卒業論文執

筆の準備が行われる。�

� ଢ଼にb�年次に)5科目の「日本ౝ・日本文化」を履修しておくことを強く推奨する。なぜならbこの履修モデル

は日本ဥをᆧ台とする一ேౝのጊ成を目的とするのではなくb日本のౝをりऀげながらฌैౝに通ずる理

を発ଣすることを究極の目ᅮとしているからである。「)5日本ౝ・日本文化」を履修してbฌैౝの中の日本ౝとい

う౽野をもつことの重要ตを学んだうえでb�年次以வの専門科目を学んでいただきたい。�

�

「ဪዼౝ」�

� 本履修モデルはb中ேを中とするȑーラシアဪᆪ地域のౝに関のある学生୶けのものである。これを考える

学生はb�年次に言語科目の「中ே語#」をぜひ履修してほしい。ྋ・北アǣア・ဪႊアǣアに関があるはb

加えて「ྋ語#」「ロシア語#」「フランス語#」などを履修しておくとよい。�

� �年次にはb実習科目の「ဪዼౝ学基礎実習#・$」「ဪዼౝ学展開実習#・$」bおよび中ே・ဪアǣアをধした各演

習科目の履修をまず奨める。実習科目ではဪዼౝ研究にᅢ要な知識・研究方ሓをිにつけb演習科目では基本的な

ౝౝ料の読श方ሓを学ぶ。このፊ科目はဪዼౝのౝ料・参考文献の扱い方の基礎を修ၜする重要な科目でありb教員

や他の学生との討論・୪ጺを通しb問題発ଣ・शଂ能力をཅえる要なとなる。またဪዼౝの基本的知識を講義す

る「中ேౝ概説�・�」「ဪアǣアౝ概説#�・#�・$�・$�」やbဪアǣアౝのൂ問題をભ的に講義する中ே・ဪアǣ

アをধした各特講義科目などをᇏせて履修しbᆳ広いຍጊをිにつけてほしい。なお中ே語能力の୶上のため「中

ே語$・%」の履修も推奨する。�

� �年次にはb演習科目の「ဪዼౝ学研究ሓ基礎演習#・$」「ဪዼౝ学研究ሓ展開演習#・$」の履修を奨める。ここ

では学生が�年次の学修内容をもとにb教員の指導を受けつつb自ら研究テーマを設定し༷求していく。�年次の卒

業論文執筆に備える重要なステップとなる科目である。�

� �年次にはb「卒業論文演習#・$・%・&」を履修する。ここでは卒業論文の執筆に関する指導が行われる。なお卒業

論文の執筆にはౝ料読श力がᆊ可ଁとなる。ഌってb�・�年次にも自分の研究テーマにઝい演習科目はぜひ履修して

ほしい。 �
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上対象）の履修を推奨する。またそれぞれの関に応じbౝ学にらず広いᄧࡗの人文・社会関科目を履修する

ことがましい。�

ౝ学プログラムではb日本ౝ・ဪዼౝ・ฦዼౝの�つの履修モデルを用意している。�年次以வはb通教ࡱ科

目b学域)5科目b人文学基ᄯ科目をࢂき໗き履修しb学域)5言語科目を受講するほかb選択する履修モデルを参考
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たちで自らの履修計बをጵてることになる。そのはၤཉによらずbౝ学プログラム所໔の教員と連ጛをとりb

ະཎを重Ƣてऀ概説科目についてもめโな履修計बを作成してほしい。ྙ期のጽ学を考えるなども同様で

ある。�

なお基礎講義（概説科目）に関してbౝ学プログラムでは上述の「ౝ学入門」をᅢ修とするほかb概説科目を
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本履修モデルはb日本ဥとその೮ᇩ地域をᆧ台とするౝに関のある学生୶けのものである。これを考える学

生はbまず�年次に「日本ౝ学実習#�・#�・$�・$�」の�科目すべてを履修していく。これはbଽ代・中ฌ・ઝฌ・

ઝ現代というಐ代ત分に໌してb各ಐ代の基本ౝ料をຍఔにbু文のો読やくずしಌのᄕ読などb文ಌを文ಌとして

ฝ॰に読Ƶોᎉを施すことを目的としている。�年次に卒業論文作成にりຎƵにあたってはb上つのಐ代ત分

のうちbいずれか一つのಐ代を選んでテーマ設定をするがb自分が研究テーマとして選んだಐ代の実習だけを履修す

れƥよいのではない。どのಐ代のౝ料も読める力をිにつけることがb日本ౝ学にᅢ෦のຍጊである。�

次に�年次から�年次にかけてb概説・特講義・演習を履修する。概説は日本ౝの概論を講義しb特講義は༶

ဴ教員の研究テーマを講義する授業である。そして演習はb実習でთったౝ料読श力を深化させるとともにb教員と

受講生との討論を通して問題発ଣ・शଂ能力をිにつける。これらの授業を履修するに際してはb日本ౝの全てのಐ

代にわたって授業を選択したりb各自の関に応じて外ேౝの授業を多めに選択したりするなどしてbᆳ広い౽野に

ጵって授業を選択するのが望ましい。�

� そして�年次にはb「卒業論文演習#・$・%・&」を履修する。ここでは研究発表ಠの授業によってb卒業論文執

筆の準備が行われる。�

� ଢ଼にb�年次に)5科目の「日本ౝ・日本文化」を履修しておくことを強く推奨する。なぜならbこの履修モデル

は日本ဥをᆧ台とする一ேౝのጊ成を目的とするのではなくb日本のౝをりऀげながらฌैౝに通ずる理

を発ଣすることを究極の目ᅮとしているからである。「)5日本ౝ・日本文化」を履修してbฌैౝの中の日本ౝとい

う౽野をもつことの重要ตを学んだうえでb�年次以வの専門科目を学んでいただきたい。�

�

「ဪዼౝ」�

� 本履修モデルはb中ேを中とするȑーラシアဪᆪ地域のౝに関のある学生୶けのものである。これを考える

学生はb�年次に言語科目の「中ே語#」をぜひ履修してほしい。ྋ・北アǣア・ဪႊアǣアに関があるはb

加えて「ྋ語#」「ロシア語#」「フランス語#」などを履修しておくとよい。�

� �年次にはb実習科目の「ဪዼౝ学基礎実習#・$」「ဪዼౝ学展開実習#・$」bおよび中ே・ဪアǣアをধした各演

習科目の履修をまず奨める。実習科目ではဪዼౝ研究にᅢ要な知識・研究方ሓをිにつけb演習科目では基本的な

ౝౝ料の読श方ሓを学ぶ。このፊ科目はဪዼౝのౝ料・参考文献の扱い方の基礎を修ၜする重要な科目でありb教員

や他の学生との討論・୪ጺを通しb問題発ଣ・शଂ能力をཅえる要なとなる。またဪዼౝの基本的知識を講義す

る「中ேౝ概説�・�」「ဪアǣアౝ概説#�・#�・$�・$�」やbဪアǣアౝのൂ問題をભ的に講義する中ே・ဪアǣ

アをধした各特講義科目などをᇏせて履修しbᆳ広いຍጊをිにつけてほしい。なお中ே語能力の୶上のため「中

ே語$・%」の履修も推奨する。�

� �年次にはb演習科目の「ဪዼౝ学研究ሓ基礎演習#・$」「ဪዼౝ学研究ሓ展開演習#・$」の履修を奨める。ここ

では学生が�年次の学修内容をもとにb教員の指導を受けつつb自ら研究テーマを設定し༷求していく。�年次の卒

業論文執筆に備える重要なステップとなる科目である。�

� �年次にはb「卒業論文演習#・$・%・&」を履修する。ここでは卒業論文の執筆に関する指導が行われる。なお卒業

論文の執筆にはౝ料読श力がᆊ可ଁとなる。ഌってb�・�年次にも自分の研究テーマにઝい演習科目はぜひ履修して

ほしい。 �
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「ฦዼౝ」�

ここではȓーロッǼbおよびそのทಓ的b文化的ࢬを受けた地域を中に研究をුめるの履修モデルを

࿓ಘする。�年次には各自の関に応じてb英語のほかにドイǯ語bフランス語などのࣨೱ言語科目を履修するこ

とが望ましい。また「地中ॆฌैౝ」b「ฦዼ中ฌౝ」b「ฦዼઝ代ౝ」の各概説科目（#・$）は � 年次から履修する

ことができる。これらの概説科目からb関連する地域とಐ代に関するህউ的な知ଣがၜられるだǂう。�

� 年次以வは上概説科目のూ૩統にዡする科目の特講義と演習を積極的に履修してほしい。༶ဴ教員の

専門分野を題とする特講義ではbテーマのཧມb分析のሓb議論のஓཝなどに関してbௗଢ଼b自ら研究をු

めていく際の多くのಘ௪がၜられるだǂう。演習は外ே語文献の講読がತになる。その目的はbၤ力で外ே語文献

を読みこなすための語学力を୶上させることだけではない。テǘスǳを深く読みみb様yなౝ学研究のྌጺ

にれることでbౝの多様なፚ域ƭの知的関をさらにஸめることができるだǂう。�

� 年次には「ฦዼౝ学実習 #・$」を履修する（�年次ᅢ修）。この授業はb�年次で履修する「卒業論文演習 #・

$」のያ備的演習というࡔམづけである。卒業論文で扱いたいテーマをbどのようにして学ട的な論文としてまと

めあげるかの基礎を習ၜする。授業はb自分の研究テーマについてb考ళのവや参考文献の調査方ሓなどととも

に学んだあとb各自レǣȐȌを作成してവᄮに発表しbその内容についてみんなで討議するというಠをとる。�

� 年次にはb「卒業論文演習」を履修する。学生生活の集大成である卒業論文をഊ実したものするためにbこれ

までთってきた力をここで大発৸することが強く期される。そしてこれらのड程を૪て「卒業論文」を࿓ഞ

しb�ଈ初പに終ಀଫとして୵၈ಀ問を受ける。�

�������

�

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

日本語学概説１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の古典と古典学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の古典と古典学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の近代文学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の近代文学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の現代文学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の現代文学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

漢文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

漢文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英米文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

フランス文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ａ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｃ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｄ 1 2 ～ 4 年

発
展
講
義

日本語の歴史１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本古典文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本古典文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

日本古典比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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「ฦዼౝ」�

ここではȓーロッǼbおよびそのทಓ的b文化的ࢬを受けた地域を中に研究をුめるの履修モデルを

࿓ಘする。�年次には各自の関に応じてb英語のほかにドイǯ語bフランス語などのࣨೱ言語科目を履修するこ

とが望ましい。また「地中ॆฌैౝ」b「ฦዼ中ฌౝ」b「ฦዼઝ代ౝ」の各概説科目（#・$）は � 年次から履修する

ことができる。これらの概説科目からb関連する地域とಐ代に関するህউ的な知ଣがၜられるだǂう。�

� 年次以வは上概説科目のూ૩統にዡする科目の特講義と演習を積極的に履修してほしい。༶ဴ教員の

専門分野を題とする特講義ではbテーマのཧມb分析のሓb議論のஓཝなどに関してbௗଢ଼b自ら研究をු

めていく際の多くのಘ௪がၜられるだǂう。演習は外ே語文献の講読がತになる。その目的はbၤ力で外ே語文献

を読みこなすための語学力を୶上させることだけではない。テǘスǳを深く読みみb様yなౝ学研究のྌጺ

にれることでbౝの多様なፚ域ƭの知的関をさらにஸめることができるだǂう。�

� 年次には「ฦዼౝ学実習 #・$」を履修する（�年次ᅢ修）。この授業はb�年次で履修する「卒業論文演習 #・

$」のያ備的演習というࡔམづけである。卒業論文で扱いたいテーマをbどのようにして学ട的な論文としてまと

めあげるかの基礎を習ၜする。授業はb自分の研究テーマについてb考ళのവや参考文献の調査方ሓなどととも

に学んだあとb各自レǣȐȌを作成してവᄮに発表しbその内容についてみんなで討議するというಠをとる。�

� 年次にはb「卒業論文演習」を履修する。学生生活の集大成である卒業論文をഊ実したものするためにbこれ

までთってきた力をここで大発৸することが強く期される。そしてこれらのड程を૪て「卒業論文」を࿓ഞ

しb�ଈ初പに終ಀଫとして୵၈ಀ問を受ける。�

�������

�

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

日本語学概説１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の古典と古典学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の古典と古典学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の近代文学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の近代文学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の現代文学１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の現代文学２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

漢文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

漢文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英米文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

フランス文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ａ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｃ 1 2 ～ 4 年

言語学概論Ｄ 1 2 ～ 4 年

発
展
講
義

日本語の歴史１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本古典文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本古典文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

日本古典比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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中国文学史Ｂ１ 1

10

2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国の文化と社会Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｅ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎

中国の文化と社会Ｅ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

日本語学演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本古典文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本古典文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語表現法Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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⎜
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⎜
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⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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⎜
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日本語学演習Ｃ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本古典文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

中国語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 34

選択科目　※ 2 20

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

注:　日本・中国文学間の比較文学履修モデルは ,同履修モデルのA 群から34 単位以上修得すること。
日本・中国文学と英米・ドイツ・フランス文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは ,同履修モデルのA 群から20 単位以上 ,B 群から
14 単位以上（そのうち演習科目を 4 単位以上）修得すること。

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として位
置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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中国文学史Ｂ１ 1

10

2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国の文化と社会Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｅ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎

中国の文化と社会Ｅ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

日本語学演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本古典文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本古典文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

中国語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語表現法Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群
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⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習
・
実
習

日本語学演習Ｃ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

日本古典文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

中国語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 34

選択科目　※ 2 20

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

注:　日本・中国文学間の比較文学履修モデルは ,同履修モデルのA 群から34 単位以上修得すること。
日本・中国文学と英米・ドイツ・フランス文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは ,同履修モデルのA 群から20 単位以上 ,B 群から
14 単位以上（そのうち演習科目を 4 単位以上）修得すること。

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として位
置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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「日本語学日本文学モデル」�

日本語学ではਰ的に日本語について知るための方ሓ論とそれに基づく知識を学ぶ。また，日本語のౝにつ

いても理शを深める。日本文学では，ଽからઝ現代にいたる様yな文学的テクスǳを読みशき，それをりবく

文化的，社会的გについても考ళする。ፊ分野は深く関わるኜもあるが，本，対象・目的をࡣにするፚ域であ

り，ፊ者の関連ตとともにະを意識して学習する。日本でࡱった学生にとっては日本語・日本文学をਰ的に

えることはƵしǂႍをᄔうため，ጽ学生との୪ጺ，ॆ 外の౽も重౽して学習することが重要であり，ጽ学も奨

፱する。�年次の卒業論文作成を通して研究方ሓを॰実にිにつけ，それにより一定の成果を導く。�

�

� 年次には，通教ࡱ科目，学域 )5 科目，人文学基ᄯ科目の履修に加えて，�年次以வの学習に備え，自的な

読書を通じて言語，文学とそれをりবく様yな問題に対する関を深めておく。�

� 年次以வは「プログラム指定の専門科目」のうち日本語学日本文学の科目を中に履修していく。その上で中

ே語学中ே文学の科目を，さらに他の語学・文学，言語学の科目について各自の関に応じた科目選択をする。こ

れらの科目に関し，「プログラム指定の専門科目」の「卒業にᅢ要な༳ࡔ数」選択ᅢ修 �� ༳ࡔをྖえる分は，「選

択科目」�� ༳ࡔをዛ୲に活用できる。教ධ（ே語）については，ু文学概説，ু文学ౝがᅢ修であり，中学教

ዏのኘには書಼書ၗ基礎
D��（「プログラム指定の専門科目」のᎲ外）がᅢ修であることに意する。�

「基礎講義」の科目ૌは，日本語ਸび日本語研究，日本文学ਸび日本文学研究に関するಈஶをより一ᄤ的，ຳ

的に概する。「発展講義」では଼別の問題に൳をဴて，ශの研究成果をൾऴしつつ展開する。「基礎演習・実

習」「発展演習・実習」の科目ૌは，者ではより基礎的・一ᄤ的な問題を，ଢ଼者ではより଼別的・発展的な問題

を扱うといういはあるが，いずれも学生自ිがとなって成果を発表するಠで行う。文ಌのश読，文献の

り扱い方，テクスǳशとその根となる用፯分析，資料・๐行研究等の༷ఫ方ሓ，発表資料作成のᆍ，発表ಐ

の議論の方ሓ，レȈーǳ・論文の作成方ሓ等y，演習が実ಱ的に実力をつけるであることにጽ意する。�

日本語学日本文学の科目に関しては，「基礎講義」と「発展講義」，「基礎演習・実習」と「発展演習・実習」は

それぞれこのവに履修するᅢ要はなく，ဴኜの開講科目をവ次履修する。�

科目のうちቨᅐの ���� だけがࡣなる科目は，፯外をൊき，連໗する内容をり扱うため，同一年ဗ内にこの

വにፊ方を履修する（ጽ学などでそれができないはൊく。シラǻスの意ಈஶをଣること）。他方，アルフǌ

ベッǳ #��$��% についてはこのവに履修するᅢ要はない。�

以上の学習を土台として � 年次には卒業論文演習 #$%& を履修し，卒業論文を作成・࿓ഞする。テーマ設定は基

本的には自ዡで，� ଈ中പのያ備発表会・�� ଈऀപの中間発表会でその૪थ報告を求める。�，� 年生も卒業論文

のテーマやભ的な内容を知るፕの会であり，参加が求められる。なお，ዓな論文については୰誌�ઞ

༘大学ே語ே文�にૡఐするなどのᇬਗを計っている。�

�

�������

「中ே語学中ே文学モデル」�

中ே語学中ே文学は，ଽ代から現代までの中ேにおけるሟかで多様な文化的ຕ່を対象とし，言語，文学を中

に中ேに対する理शを深める教ࡱを行う。そのためのભとして，現代中ே語の習ၜを通の目ᅮとする。ฝ॰な

発ࣿと文ሓをිにつけ，その基礎の上に，「読Ƶ，書く，ᇍく，Ꭽす」能力のຳ的୶上を෨る。この目ᅮを༥成

するために，日本人教員と外ே人教員がગቹに連ૢして教ࡱにあたる。�

専門教ࡱは積み上げ方ಠでුめる。まず，講義ಠの基礎的授業と講読によって，様yなຍఔにれ，学習に対

するモティベーションをᤪጊする。その上で，演習ಠの授業やレベルのஸい専門的講義を受けながら，自分で研

究対象を発ଣし，終的には卒業論文において学習の成果を発৸する。本モデルでは，読書等のอ的な学習だけで

なく，調査，実ଫ等による၌的な学習を重౽しており，ଢ଼者の基礎として在学中に༽期・ྙ期を問わずጽ学を૪ଫ

することを奨፱している。中ே語の各種ଙ定ಀଫは，ே内外における語学学習の成果を॰Ⴁするཌであると同

ಐに，自的学習の目ᅮでもある。各自の学習ཌॎに応じて積極的に受ଫすることが望ましい。�

�

� 年次には，通教ࡱ科目である中ே語 #��#� の履修を強く期する他，文学や言語以外の分野にも関を୶

け，人文学の科目を広く履修してみることを推奨する。�

� 年次には，「プログラム指定の専門科目」のうち，特に「基礎講義」「発展講義」「基礎演習・実習」にვされ

る中ே語学中ே文学の講義・講読科目を中に履修する。ஏに，日本語学日本文学ਸび፥ไ分野の基礎的科目も各

自の関に応じて履修し，言語・文学一ᄤについてᆳ広く学び，౽野を広げるための基礎力をጊう。本モデルで強

く履修を推奨する中ே語ǞミȐǶǜーション（初ੇ）は，�年次からの༽期語学研修やྙ期ጽ学に参加する上でも

特に重要な科目である。また，ু 文学概説，ু 文学ౝは中ேଽの読み方について学ぶ入門講௶でもあり，ே語の

教員ኘၜにおけるᅢ修科目である。授業外の活၌として，ണ・のഗでは，学年をྖえた୪ጺを深めながら

中ே語のະୗ学習にりຎƵ。��

� 年次からはとして「基礎演習・実習」「発展演習・実習」にვされる専門的な講義，演習科目を履修する。

同ಐに，自分がどういうड題にታがもてるのかを自ॲできるよう，中ே語学中ே文学のፚ域にತをམきなが

らも多様な学問分野にれてもらいたい。�年次の大の目ᅮは卒業論文の執筆であり，そのために卒業論文指導

のಐ間が設けられるが，ᇓ行して「卒論演習」以外の演習科目も履修することで౽野を広くᇱち，知ଣの९ၜやそ

の活用のોᎉを૫໗することが望まれる。特にዓれた論文は�ઞ༘大学中ே語学中ே文学教ಬਈ要�にૡఐされ

る。�

また，中ே語の教員ኘは本モデルにおいてもၜしやすい資६であり，ே語の教員ኘとᇏせてၜする

ことも比較的容である。中ே語学中ே文学モデルの 9GD Ǡイǳには履修፯などがಘされているので参考にして

ほしい。（JVVR���EJKPGUG�Y��MCPC\CYC�W�CE�LR�）�

�
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「日本語学日本文学モデル」�

日本語学ではਰ的に日本語について知るための方ሓ論とそれに基づく知識を学ぶ。また，日本語のౝにつ

いても理शを深める。日本文学では，ଽからઝ現代にいたる様yな文学的テクスǳを読みशき，それをりবく

文化的，社会的გについても考ళする。ፊ分野は深く関わるኜもあるが，本，対象・目的をࡣにするፚ域であ

り，ፊ者の関連ตとともにະを意識して学習する。日本でࡱった学生にとっては日本語・日本文学をਰ的に

えることはƵしǂႍをᄔうため，ጽ学生との୪ጺ，ॆ 外の౽も重౽して学習することが重要であり，ጽ学も奨

፱する。�年次の卒業論文作成を通して研究方ሓを॰実にිにつけ，それにより一定の成果を導く。�

�

� 年次には，通教ࡱ科目，学域 )5 科目，人文学基ᄯ科目の履修に加えて，�年次以வの学習に備え，自的な

読書を通じて言語，文学とそれをりবく様yな問題に対する関を深めておく。�

� 年次以வは「プログラム指定の専門科目」のうち日本語学日本文学の科目を中に履修していく。その上で中

ே語学中ே文学の科目を，さらに他の語学・文学，言語学の科目について各自の関に応じた科目選択をする。こ

れらの科目に関し，「プログラム指定の専門科目」の「卒業にᅢ要な༳ࡔ数」選択ᅢ修 �� ༳ࡔをྖえる分は，「選

択科目」�� ༳ࡔをዛ୲に活用できる。教ධ（ே語）については，ু文学概説，ু文学ౝがᅢ修であり，中学教

ዏのኘには書಼書ၗ基礎
D��（「プログラム指定の専門科目」のᎲ外）がᅢ修であることに意する。�

「基礎講義」の科目ૌは，日本語ਸび日本語研究，日本文学ਸび日本文学研究に関するಈஶをより一ᄤ的，ຳ

的に概する。「発展講義」では଼別の問題に൳をဴて，ශの研究成果をൾऴしつつ展開する。「基礎演習・実

習」「発展演習・実習」の科目ૌは，者ではより基礎的・一ᄤ的な問題を，ଢ଼者ではより଼別的・発展的な問題

を扱うといういはあるが，いずれも学生自ිがとなって成果を発表するಠで行う。文ಌのश読，文献の

り扱い方，テクスǳशとその根となる用፯分析，資料・๐行研究等の༷ఫ方ሓ，発表資料作成のᆍ，発表ಐ

の議論の方ሓ，レȈーǳ・論文の作成方ሓ等y，演習が実ಱ的に実力をつけるであることにጽ意する。�

日本語学日本文学の科目に関しては，「基礎講義」と「発展講義」，「基礎演習・実習」と「発展演習・実習」は

それぞれこのവに履修するᅢ要はなく，ဴኜの開講科目をവ次履修する。�

科目のうちቨᅐの ���� だけがࡣなる科目は，፯外をൊき，連໗する内容をり扱うため，同一年ဗ内にこの

വにፊ方を履修する（ጽ学などでそれができないはൊく。シラǻスの意ಈஶをଣること）。他方，アルフǌ

ベッǳ #��$��% についてはこのവに履修するᅢ要はない。�

以上の学習を土台として � 年次には卒業論文演習 #$%& を履修し，卒業論文を作成・࿓ഞする。テーマ設定は基

本的には自ዡで，� ଈ中പのያ備発表会・�� ଈऀപの中間発表会でその૪थ報告を求める。�，� 年生も卒業論文

のテーマやભ的な内容を知るፕの会であり，参加が求められる。なお，ዓな論文については୰誌�ઞ

༘大学ே語ே文�にૡఐするなどのᇬਗを計っている。�

�

�������

「中ே語学中ே文学モデル」�

中ே語学中ே文学は，ଽ代から現代までの中ேにおけるሟかで多様な文化的ຕ່を対象とし，言語，文学を中

に中ேに対する理शを深める教ࡱを行う。そのためのભとして，現代中ே語の習ၜを通の目ᅮとする。ฝ॰な

発ࣿと文ሓをිにつけ，その基礎の上に，「読Ƶ，書く，ᇍく，Ꭽす」能力のຳ的୶上を෨る。この目ᅮを༥成

するために，日本人教員と外ே人教員がગቹに連ૢして教ࡱにあたる。�

専門教ࡱは積み上げ方ಠでුめる。まず，講義ಠの基礎的授業と講読によって，様yなຍఔにれ，学習に対

するモティベーションをᤪጊする。その上で，演習ಠの授業やレベルのஸい専門的講義を受けながら，自分で研

究対象を発ଣし，終的には卒業論文において学習の成果を発৸する。本モデルでは，読書等のอ的な学習だけで

なく，調査，実ଫ等による၌的な学習を重౽しており，ଢ଼者の基礎として在学中に༽期・ྙ期を問わずጽ学を૪ଫ

することを奨፱している。中ே語の各種ଙ定ಀଫは，ே内外における語学学習の成果を॰Ⴁするཌであると同

ಐに，自的学習の目ᅮでもある。各自の学習ཌॎに応じて積極的に受ଫすることが望ましい。�

�

� 年次には，通教ࡱ科目である中ே語 #��#� の履修を強く期する他，文学や言語以外の分野にも関を୶

け，人文学の科目を広く履修してみることを推奨する。�

� 年次には，「プログラム指定の専門科目」のうち，特に「基礎講義」「発展講義」「基礎演習・実習」にვされ

る中ே語学中ே文学の講義・講読科目を中に履修する。ஏに，日本語学日本文学ਸび፥ไ分野の基礎的科目も各

自の関に応じて履修し，言語・文学一ᄤについてᆳ広く学び，౽野を広げるための基礎力をጊう。本モデルで強

く履修を推奨する中ே語ǞミȐǶǜーション（初ੇ）は，�年次からの༽期語学研修やྙ期ጽ学に参加する上でも

特に重要な科目である。また，ু 文学概説，ু 文学ౝは中ேଽの読み方について学ぶ入門講௶でもあり，ே語の

教員ኘၜにおけるᅢ修科目である。授業外の活၌として，ണ・のഗでは，学年をྖえた୪ጺを深めながら

中ே語のະୗ学習にりຎƵ。��

� 年次からはとして「基礎演習・実習」「発展演習・実習」にვされる専門的な講義，演習科目を履修する。

同ಐに，自分がどういうड題にታがもてるのかを自ॲできるよう，中ே語学中ே文学のፚ域にತをམきなが

らも多様な学問分野にれてもらいたい。�年次の大の目ᅮは卒業論文の執筆であり，そのために卒業論文指導

のಐ間が設けられるが，ᇓ行して「卒論演習」以外の演習科目も履修することで౽野を広くᇱち，知ଣの९ၜやそ

の活用のોᎉを૫໗することが望まれる。特にዓれた論文は�ઞ༘大学中ே語学中ே文学教ಬਈ要�にૡఐされ

る。�

また，中ே語の教員ኘは本モデルにおいてもၜしやすい資६であり，ே語の教員ኘとᇏせてၜする

ことも比較的容である。中ே語学中ே文学モデルの 9GD Ǡイǳには履修፯などがಘされているので参考にして

ほしい。（JVVR���EJKPGUG�Y��MCPC\CYC�W�CE�LR�）�

�
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「日本・中ே言語文化学ຳモデル」�

このモデルでは，日本と中ேのຖ方の言語文化について深く理शするとともに，そのະୗ関にཧ目してဪア

ǣアにおける言語，文学，文化のあり方をより広い౽野から学ぶことを目的とする。ଽ代以，日本は中ञ文ነの

大きなࢬを受けるとともに，とくにઝ代以வは文化ኜでຖ方୶的に୪ጺしてきた。文学について学Ʊうとすれ

ƥ，ະୗにኅ౽することができない深い関がある。他方，日本語と中ே語は言語のǪイプがࡣなり，ౝ的な૩

統関もႡめられないが，文化ኜと同様，ॆ をੰんで地理的に፥りうことから深く関わってきた。このモデルで

はこうしたを重౽して学習をුめる。日本と中ேのどちらにより力をམくかは，それぞれの関に応じてଂ

めていく。�

�

各科目ૌのࡔམᆋけ・履修のうち，�日本語学日本文学モデル��中ே語学中ே文学モデル�と通するᆪ分は上

を参൴する。なお，教ධについてもこれらに意がされているので，よく読Ƶこと。�

このモデル特ዛのጽ意としては，まずຖ方の基本的な科目をዓ๐して履修することが望ましい。その上で，各

自の関に応じて履修していく。ભ的に言えƥ，言語ኜを重౽して学習するのか，それとも文学あるいは文化ኜ

を重౽するのかによって科目選択の仕方はࡣなってくる。また，日本໊と中ே໊のいずれかにより力をམく，あ

るいはፊ方を同じように学ぶといったいによっても科目選択はࡣなる。カȕǘȐラム表中の¼ºは目ࡊとしつ

つ，各自の関に応じて科目選択を行う。とくにこのモデルでは，ಐ，教員とະཎしつつ，学習をුめることが

望まれる。�

�

�������

�
学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

英語学概説Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

北米文化論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

北米文化論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

言語学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｃ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｄ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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「日本・中ே言語文化学ຳモデル」�

このモデルでは，日本と中ேのຖ方の言語文化について深く理शするとともに，そのະୗ関にཧ目してဪア

ǣアにおける言語，文学，文化のあり方をより広い౽野から学ぶことを目的とする。ଽ代以，日本は中ञ文ነの

大きなࢬを受けるとともに，とくにઝ代以வは文化ኜでຖ方୶的に୪ጺしてきた。文学について学Ʊうとすれ

ƥ，ະୗにኅ౽することができない深い関がある。他方，日本語と中ே語は言語のǪイプがࡣなり，ౝ的な૩

統関もႡめられないが，文化ኜと同様，ॆ をੰんで地理的に፥りうことから深く関わってきた。このモデルで

はこうしたを重౽して学習をුめる。日本と中ேのどちらにより力をམくかは，それぞれの関に応じてଂ

めていく。�

�

各科目ૌのࡔམᆋけ・履修のうち，�日本語学日本文学モデル��中ே語学中ே文学モデル�と通するᆪ分は上

を参൴する。なお，教ධについてもこれらに意がされているので，よく読Ƶこと。�

このモデル特ዛのጽ意としては，まずຖ方の基本的な科目をዓ๐して履修することが望ましい。その上で，各

自の関に応じて履修していく。ભ的に言えƥ，言語ኜを重౽して学習するのか，それとも文学あるいは文化ኜ

を重౽するのかによって科目選択の仕方はࡣなってくる。また，日本໊と中ே໊のいずれかにより力をམく，あ

るいはፊ方を同じように学ぶといったいによっても科目選択はࡣなる。カȕǘȐラム表中の¼ºは目ࡊとしつ

つ，各自の関に応じて科目選択を行う。とくにこのモデルでは，ಐ，教員とະཎしつつ，学習をුめることが

望まれる。�

�

�������

�
学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ● ● ● ● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ● ● ● ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ● ● ● ● ●

卒論関係 - 10 ● ● ● ● ● ●

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

英語学概説Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

北米文化論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

北米文化論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

言語学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｃ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｄ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

ドイツ語学講義Ａ２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 １ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語作文表現法（基礎）１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（基礎）２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ａ１ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ａ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学
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必修 選択必修 A群 B群
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フランス語作文表現法（中級）Ｂ１ 1

16

3 ～ 4 年 ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

英語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語プレゼンテーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語プレゼンテーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語表現法１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語表現法２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語文法演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語文法演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級７ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級８ 1 3 ～ 4 年 ◎

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習

英語学理論演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英米文化研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化動態論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群
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発
展
講
義

ドイツ語学講義Ａ２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
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ョ
ン
科
目

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 １ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語作文表現法（基礎）１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（基礎）２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ａ１ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ａ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群
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フランス語作文表現法（中級）Ｂ１ 1

16

3 ～ 4 年 ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

英語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語プレゼンテーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語プレゼンテーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語表現法１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語表現法２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語文法演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語文法演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級７ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級８ 1 3 ～ 4 年 ◎

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習

英語学理論演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英米文化研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化動態論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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ことƥはそれぞれの地域で，ᆗཌの生活の中でౚわれながらྙいౝをౖし，また，人が文化をຕりあげるのに

重要な။きをしてきた。このプログラムでは，とりわけȓーロッǼのౝと文化をんできた，英語・ドイǯ語・

フランス語を集中的に学習する。もちǂん，中ஸから学んできた英語と，大学から学びౡめるドイǯ語・フランス

語では，スǪーǳラインはうだǂう。しかしわれわれがྩい求めるのは，実用重౽の語学力だけではなく，これ

らのことƥそのもののあり方である。英語をሀ語とするどもは英語をどのようにිにつけていくのか，ドイǯ

語を༌ � 言語として修ၜするためのもっとも୲果的な方ሓはなにか，フランス語によるものƉとのえ方にはど

のような特྇がみられるのかなど，さまざまな言語現象について，つƢにශの研究成果をり入れながらとも

に考えていきたい。また，日本語をƵᆷ数言語を比較ଙ討する対൴言語学も，わたしたちのプログラムで学習可

能である。�

ことƥの学習は，ことƥのౚわれ方の学習なしではありえない。そこで，これらのことƥを礎にしたࣨᇚの文

学・文化・社会（౩ມ，ട，日ඛ生活，ே際୪ጺなど）ƭのᆳ広い関と知識をጊうことも，わたしたちのプロ

グラムの目ᅮである。そのさい，ひとつの言語文化と深くりຎƵか，それともᆷ数の言語文化をህউ的に研究す

るかは，あなた次༌である。日本文学や中ே文学をめ，ᆷ数の文学作ᆀをࣧཉするࢬ関の実ආや，ᅖട・ࣿ

ॼ・ࢭब・ቱबなど，他の表現ǣȎンルとの関などを研究対象とする比較文学もまた，わたしたちのプログラム

の備ᄧࡗである。�

�

通教ࡱ科目の初習言語科目については，ドイǯ語 # またはフランス語 # を履修しておくことが望ましい。た

だし本プログラムの「比較文学」履修モデルにおいて，ࣨ ᇚ文学と中ே文学の比較を行いたいは，中ே語 #を

履修しておくことが望ましい。�年次でドイǯ語 #またはフランス語 #を履修していなくて本プログラムを৵望す

るは，本プログラムの専႞教員にಈにະཎするᅢ要がある。�

�

本プログラムが࿓ಘするᅮ準的履修モデルは � つある。いずれの履修モデルを選択するも，基礎講義 � ༳

発展講義，ࡔ � ༳ࡔ，基礎演習・ǞミȐǶǜーション科目 �� ༳ࡔ，発展演習 � ༳ࡔを修ၜしなけれƥいけない。

その際，履修モデルƉとに強く履修を推奨されている科目（¼）と履修を推奨されている科目（º）がࡣなるので，

よく意して科目を選択すること。履修を推奨されていない科目の༳ࡔを修ၜすることも可能ではあるが，履修

モデルは૩統的な学習を້すものであり，在学ಐの学習の集大成として執筆される卒業論文の作成に౫ඏをきた

すことがないように設計されている。履修モデルƉとに強く履修を推奨されている科目（¼）と履修を推奨されて

いる科目（º）が設定されていることの意ታはሬれないでほしい。�

�

「英語学英ᇚ文学」�

本履修モデルでは，おもに英語学と英ᇚ文学に関する講義科目と演習科目を履修する。これらの科目では，より

ஸいレベルの英語力をთいながら，専門的にどのような研究がどのように行われているのか，研究の実際をታわ

うことになる。資料や文献の収集ሓ，論のธ理ሓ，౽のとり方，議論のුめ方などは，英語を通してたどるだ

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習

英米文化動態論２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語文法演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語文法演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

対照言語学履修モデルでは ,発展講義を除き,同履修モデルにおいて強く履修を推奨されている科目（◎）を30 単位以上修得すること。

英米・ドイツ・フランス文学間の比較文学履修モデルでは ,発展講義を除き,同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている科目（◎）を30 単
位以上修得すること。

英米・ドイツ・フランス文学と日本・中国文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは ,同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている
科目（◎）を18 単位以上 ,B 群において履修を推奨されている科目（○）を12単位以上（そのうち演習科目を 4 単位以上）修得すること。

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として位置づ
けられる科目を言う。）を履修することができる。

　　なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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ことƥはそれぞれの地域で，ᆗཌの生活の中でౚわれながらྙいౝをౖし，また，人が文化をຕりあげるのに

重要な။きをしてきた。このプログラムでは，とりわけȓーロッǼのౝと文化をんできた，英語・ドイǯ語・

フランス語を集中的に学習する。もちǂん，中ஸから学んできた英語と，大学から学びౡめるドイǯ語・フランス

語では，スǪーǳラインはうだǂう。しかしわれわれがྩい求めるのは，実用重౽の語学力だけではなく，これ

らのことƥそのもののあり方である。英語をሀ語とするどもは英語をどのようにිにつけていくのか，ドイǯ

語を༌ � 言語として修ၜするためのもっとも୲果的な方ሓはなにか，フランス語によるものƉとのえ方にはど

のような特྇がみられるのかなど，さまざまな言語現象について，つƢにශの研究成果をり入れながらとも

に考えていきたい。また，日本語をƵᆷ数言語を比較ଙ討する対൴言語学も，わたしたちのプログラムで学習可

能である。�

ことƥの学習は，ことƥのౚわれ方の学習なしではありえない。そこで，これらのことƥを礎にしたࣨᇚの文

学・文化・社会（౩ມ，ട，日ඛ生活，ே際୪ጺなど）ƭのᆳ広い関と知識をጊうことも，わたしたちのプロ

グラムの目ᅮである。そのさい，ひとつの言語文化と深くりຎƵか，それともᆷ数の言語文化をህউ的に研究す

るかは，あなた次༌である。日本文学や中ே文学をめ，ᆷ数の文学作ᆀをࣧཉするࢬ関の実ආや，ᅖട・ࣿ

ॼ・ࢭब・ቱबなど，他の表現ǣȎンルとの関などを研究対象とする比較文学もまた，わたしたちのプログラム

の備ᄧࡗである。�

�

通教ࡱ科目の初習言語科目については，ドイǯ語 # またはフランス語 # を履修しておくことが望ましい。た

だし本プログラムの「比較文学」履修モデルにおいて，ࣨ ᇚ文学と中ே文学の比較を行いたいは，中ே語 #を

履修しておくことが望ましい。�年次でドイǯ語 #またはフランス語 #を履修していなくて本プログラムを৵望す

るは，本プログラムの専႞教員にಈにະཎするᅢ要がある。�

�

本プログラムが࿓ಘするᅮ準的履修モデルは � つある。いずれの履修モデルを選択するも，基礎講義 � ༳

発展講義，ࡔ � ༳ࡔ，基礎演習・ǞミȐǶǜーション科目 �� ༳ࡔ，発展演習 � ༳ࡔを修ၜしなけれƥいけない。

その際，履修モデルƉとに強く履修を推奨されている科目（¼）と履修を推奨されている科目（º）がࡣなるので，

よく意して科目を選択すること。履修を推奨されていない科目の༳ࡔを修ၜすることも可能ではあるが，履修

モデルは૩統的な学習を້すものであり，在学ಐの学習の集大成として執筆される卒業論文の作成に౫ඏをきた

すことがないように設計されている。履修モデルƉとに強く履修を推奨されている科目（¼）と履修を推奨されて

いる科目（º）が設定されていることの意ታはሬれないでほしい。�

�

「英語学英ᇚ文学」�

本履修モデルでは，おもに英語学と英ᇚ文学に関する講義科目と演習科目を履修する。これらの科目では，より

ஸいレベルの英語力をთいながら，専門的にどのような研究がどのように行われているのか，研究の実際をታわ

うことになる。資料や文献の収集ሓ，論のธ理ሓ，౽のとり方，議論のුめ方などは，英語を通してたどるだ

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習

英米文化動態論２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語文法演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語文法演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

対照言語学履修モデルでは ,発展講義を除き,同履修モデルにおいて強く履修を推奨されている科目（◎）を30 単位以上修得すること。

英米・ドイツ・フランス文学間の比較文学履修モデルでは ,発展講義を除き,同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている科目（◎）を30 単
位以上修得すること。

英米・ドイツ・フランス文学と日本・中国文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは ,同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている
科目（◎）を18 単位以上 ,B 群において履修を推奨されている科目（○）を12単位以上（そのうち演習科目を 4 単位以上）修得すること。

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の発展系として位置づ
けられる科目を言う。）を履修することができる。

　　なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学
英米文学

ドイツ語学
ドイツ文学

フランス語学
フランス文学

対照
言語学

比較文学

必修 選択必修 A群 B群

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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けにかえって深く定ཧするだǂう。英語で書かれたኜწい作ᆀをたくさんॼしみ，様yな英語表現に数多くれ

ながら，英語のยをつかんでいってもらいたい。�

外ே人教員の༶ဴする「英語ǞミȐǶǜーション」「英語プレǧンテーション」「英ᇚ文化研究」「英語広域文

化研究」などの科目は，༳なる英会Ꭽをࣁえた，英語による専門的な議論のできるとして活用してほしい。�

なお，本履修モデルの「卒業論文」は英語での執筆を強く推奨する。研究テーマは各自の関に応じて選択する

が，६のテーマを選択するためにも，ተ໑のいく論文を仕上げるためにも，開講される科目が大きな力になるは

ずである。各科目の受講にあたっては，積極的な参加を期したい。�

�

「ドイǯ語学ドイǯ文学」�

本履修モデルでは，おもにドイǯ語学とドイǯ文学に関する講義科目と演習科目を履修する。�

「ドイǯ文学ౝ」では，ドイǯ文学がどのようなౝをたどり，そのなかでどのようなྌጺが生みഞされてきた

のかをവをྩって概する。�

「ドイǯ語学概説」はドイǯ語を中にすえながら人のことƥの仕ຎみを概する，ことƥの科学ƭの入門で

ある。�

「ドイǯ文学講義」や「ドイǯ語学講義」のように「講義」とのつく科目では，学年ු行全のǻランスを考

ፄしながら，多様なテーマをり上げる。「講義」といっても教員の一方的な語りではなく，受講者とのະୗǞミ

ȐǶǜーションをはかりながらテーマをりऀげる。�

「ドイǯ文学演習」や「ドイǯ語学演習」のように「演習」とのつく科目では，文献講読，作ᆀ講読だけでは

なく，受講者の準備した発表と，それをめƅる討論などを通じて，受講者が的にテーマにりຎƵことを目指

した授業である。�

「ドイǯ語読श基礎」は，やさしいドイǯ語の文ൻを読Ƶことで，そのଢ଼の授業で扱う文献や作ᆀを読शするた

めの基礎をጊ成する演習である。��年次の期に履修してほしい。�

「ドイǯ語表現ሓ」は，自分の考えをドイǯ語で表現するોᎉを行う演習である。�年次のଢ଼期に履修してほし

い。�

「ドイǯ語ǞミȐǶǜーション」は，おもにǸイティブの教員による授業で，ドイǯ語をౚって自ዡにǞミȐǶ

ǜーションできるように，さまざまなᎉ習を行う。ཌॎ的にレベルアップしていくので，� 年次には「初ੇ」を，

�年次には「中ੇ」を履修してほしい。�

� 年次の「卒業論文演習」では，それぞれの関に応じて選んだテーマを，卒業論文として完成させるためのお

いをする。教員は卒業論文作成にᅢ要な資料༷しのおいをしたり，論文をどのようにຎみጵてるかにつ

いてᎭしったりする。そのようなथ程を૪て仕上がった論文は，終的に「卒業論文」としてᅴअされることに

なる。�

�

「フランス語学フランス文学」�

本履修モデルでは，おもにフランス語学とフランス文学に関する講義科目と演習科目を履修する。�

「フランス文学ౝ」では，ȓーロッǼのౝと連၌しながらフランス文学がどのような作ᆀを生みഞしてきた

かを考ళする。�

「フランス語学概説」はフランス語学研究の入門となるような講義を行う。�

�������

「フランス文学ౝ」および「フランス語学概説」は，�～� 年次にわたって履修でき，どのようなテーマがこれ

らの分野の研究対象になるのかをൾऴする内容の授業である。ཛくとも���年次終了までにはᅢ要な༳ࡔをၜし

ておくことが望ましい。�

「フランス文学特講義」は，それぞれの༶ဴ者が開講Ɖとにテーマを設定し，それをりऀげていくǪイプの

講義科目である。開講年ဗが定されているものもあり，テーマもさまざまなので，シラǻスで内容を॰かめ，各

自のታにしたがって計ब的に履修していくことがᅢ要である。�

「フランス文学演習」「フランス文学分析演習」「フランス語学演習」「フランス語文ሓ演習」は，フランス文学

研究やフランス語学研究に要求される研究能力（文献の収集やその読श，それらをまとめた資料の作成，そして発

表や議論）をთっていく科目である。これらの演習は，卒業論文の準備の基礎となる研究方ሓについて，学生が積

極的に授業に参加しながら学んでいくための授業である。卒業論文で扱う分野について方がିまってきた人は，

卒業にᅢ要な༳ࡔ分でተ໑することなく，౨望する分野の専門演習の授業ƭの自的な参加・履修を໗けること

を期している。�

「フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ」は，フランス語を専門とする学生のための基礎知識の॰実な定ཧを目

的とした授業なので，�年次で༳ࡔၜすることが望ましい。この学年での習ഝဗのஸい人は，に実施される実

用フランス語ଙ定ಀଫの � ੇに६することが可能である。�年次で履修する「フランス語ǞミȐǶǜーション中

ੇ」は，その一ཌॎ上ࡔレベルのフランス語力習ၜのોᎉの授業である。�

� 年次では，各自でそれまでの学習の集大成となるべき卒業論文を作成する。テーマは଼人の関に応じて自ዡ

に選択してもらうが，ተ໑のいく論文を仕上げ，༥成শをもって卒業してほしい。�

�

「対൴言語学」�

本履修モデルでは，英語学・ドイǯ語学・フランス語学に関する講義科目と演習科目を中に履修する。その

際，発展講義をൊき，同履修モデルにおいて強く履修を推奨されている科目（¼）を �� ༳ࡔ以上修ၜするᅢ要が

ある。ひとつの言語の科目だけでは定められた༳ࡔ数が集まらないよう，カȕǘȐラムᇨ成されているので，ᅢ然

的に �つないしは �つのࣨᇚ言語の講義・演習科目の履修が求められる。଼yの科目内容については，「英語学英

ᇚ文学」「ドイǯ語学ドイǯ文学」「フランス語学フランス文学」履修モデルのఐを参൴されたい。�

なお，これら �つの履修モデルに比べ「対൴言語学」履修モデルでは，履修が推奨されている文学講義科目・文

学演習科目・ǞミȐǶǜーション科目の数がやや少ない。とはいえᆷ数の言語を比べわせて考ళするためには，

ᆷ数の言語の習ၜはᆊ可ଁである。したがって履修が推奨されているわけではないǞミȐǶǜーション科目（中

ੇ）や，外ே語での作ᆀ講読にりຎƵ文学演習科目を౽することはଂしてফめられない。�

�

「比較文学」�

本履修モデルには，英ᇚ・ドイǯ・フランス文学間の比較を行うと，これらの文学と日本文学・中ே文学と

の比較にりຎƵの � 種類がある。者においては，発展講義をൊき，同履修モデルの # ૌにおいて強く履

修を推奨されている科目（¼）を �� ༳ࡔ以上修ၜするᅢ要がある。ଢ଼者においては，同履修モデルの #ૌにおい

て強く履修を推奨されている科目（¼）を �� ༳ࡔ以上，$ૌにおいて履修を推奨されている科目（{）を �� ༳ࡔ

以上（そのうち演習科目を �༳ࡔ以上）修ၜするᅢ要がある。$ૌの科目は日本・中ே言語文化学プログラムから

࿓される。したがってଢ଼者は「プログラムࣧཉ比較文学」履修モデルとାぶことができよう。�
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けにかえって深く定ཧするだǂう。英語で書かれたኜწい作ᆀをたくさんॼしみ，様yな英語表現に数多くれ

ながら，英語のยをつかんでいってもらいたい。�

外ே人教員の༶ဴする「英語ǞミȐǶǜーション」「英語プレǧンテーション」「英ᇚ文化研究」「英語広域文

化研究」などの科目は，༳なる英会Ꭽをࣁえた，英語による専門的な議論のできるとして活用してほしい。�

なお，本履修モデルの「卒業論文」は英語での執筆を強く推奨する。研究テーマは各自の関に応じて選択する

が，६のテーマを選択するためにも，ተ໑のいく論文を仕上げるためにも，開講される科目が大きな力になるは

ずである。各科目の受講にあたっては，積極的な参加を期したい。�

�

「ドイǯ語学ドイǯ文学」�

本履修モデルでは，おもにドイǯ語学とドイǯ文学に関する講義科目と演習科目を履修する。�

「ドイǯ文学ౝ」では，ドイǯ文学がどのようなౝをたどり，そのなかでどのようなྌጺが生みഞされてきた

のかをവをྩって概する。�

「ドイǯ語学概説」はドイǯ語を中にすえながら人のことƥの仕ຎみを概する，ことƥの科学ƭの入門で

ある。�

「ドイǯ文学講義」や「ドイǯ語学講義」のように「講義」とのつく科目では，学年ු行全のǻランスを考

ፄしながら，多様なテーマをり上げる。「講義」といっても教員の一方的な語りではなく，受講者とのະୗǞミ

ȐǶǜーションをはかりながらテーマをりऀげる。�

「ドイǯ文学演習」や「ドイǯ語学演習」のように「演習」とのつく科目では，文献講読，作ᆀ講読だけでは

なく，受講者の準備した発表と，それをめƅる討論などを通じて，受講者が的にテーマにりຎƵことを目指

した授業である。�

「ドイǯ語読श基礎」は，やさしいドイǯ語の文ൻを読Ƶことで，そのଢ଼の授業で扱う文献や作ᆀを読शするた

めの基礎をጊ成する演習である。��年次の期に履修してほしい。�

「ドイǯ語表現ሓ」は，自分の考えをドイǯ語で表現するોᎉを行う演習である。�年次のଢ଼期に履修してほし

い。�

「ドイǯ語ǞミȐǶǜーション」は，おもにǸイティブの教員による授業で，ドイǯ語をౚって自ዡにǞミȐǶ

ǜーションできるように，さまざまなᎉ習を行う。ཌॎ的にレベルアップしていくので，� 年次には「初ੇ」を，

�年次には「中ੇ」を履修してほしい。�

� 年次の「卒業論文演習」では，それぞれの関に応じて選んだテーマを，卒業論文として完成させるためのお

いをする。教員は卒業論文作成にᅢ要な資料༷しのおいをしたり，論文をどのようにຎみጵてるかにつ

いてᎭしったりする。そのようなथ程を૪て仕上がった論文は，終的に「卒業論文」としてᅴअされることに

なる。�

�

「フランス語学フランス文学」�

本履修モデルでは，おもにフランス語学とフランス文学に関する講義科目と演習科目を履修する。�

「フランス文学ౝ」では，ȓーロッǼのౝと連၌しながらフランス文学がどのような作ᆀを生みഞしてきた

かを考ళする。�

「フランス語学概説」はフランス語学研究の入門となるような講義を行う。�

�������

「フランス文学ౝ」および「フランス語学概説」は，�～� 年次にわたって履修でき，どのようなテーマがこれ

らの分野の研究対象になるのかをൾऴする内容の授業である。ཛくとも���年次終了までにはᅢ要な༳ࡔをၜし

ておくことが望ましい。�

「フランス文学特講義」は，それぞれの༶ဴ者が開講Ɖとにテーマを設定し，それをりऀげていくǪイプの

講義科目である。開講年ဗが定されているものもあり，テーマもさまざまなので，シラǻスで内容を॰かめ，各

自のታにしたがって計ब的に履修していくことがᅢ要である。�

「フランス文学演習」「フランス文学分析演習」「フランス語学演習」「フランス語文ሓ演習」は，フランス文学

研究やフランス語学研究に要求される研究能力（文献の収集やその読श，それらをまとめた資料の作成，そして発

表や議論）をთっていく科目である。これらの演習は，卒業論文の準備の基礎となる研究方ሓについて，学生が積

極的に授業に参加しながら学んでいくための授業である。卒業論文で扱う分野について方がିまってきた人は，

卒業にᅢ要な༳ࡔ分でተ໑することなく，౨望する分野の専門演習の授業ƭの自的な参加・履修を໗けること

を期している。�

「フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ」は，フランス語を専門とする学生のための基礎知識の॰実な定ཧを目

的とした授業なので，�年次で༳ࡔၜすることが望ましい。この学年での習ഝဗのஸい人は，に実施される実

用フランス語ଙ定ಀଫの � ੇに६することが可能である。�年次で履修する「フランス語ǞミȐǶǜーション中

ੇ」は，その一ཌॎ上ࡔレベルのフランス語力習ၜのોᎉの授業である。�

� 年次では，各自でそれまでの学習の集大成となるべき卒業論文を作成する。テーマは଼人の関に応じて自ዡ

に選択してもらうが，ተ໑のいく論文を仕上げ，༥成শをもって卒業してほしい。�

�

「対൴言語学」�

本履修モデルでは，英語学・ドイǯ語学・フランス語学に関する講義科目と演習科目を中に履修する。その

際，発展講義をൊき，同履修モデルにおいて強く履修を推奨されている科目（¼）を �� ༳ࡔ以上修ၜするᅢ要が

ある。ひとつの言語の科目だけでは定められた༳ࡔ数が集まらないよう，カȕǘȐラムᇨ成されているので，ᅢ然

的に �つないしは �つのࣨᇚ言語の講義・演習科目の履修が求められる。଼yの科目内容については，「英語学英

ᇚ文学」「ドイǯ語学ドイǯ文学」「フランス語学フランス文学」履修モデルのఐを参൴されたい。�

なお，これら �つの履修モデルに比べ「対൴言語学」履修モデルでは，履修が推奨されている文学講義科目・文

学演習科目・ǞミȐǶǜーション科目の数がやや少ない。とはいえᆷ数の言語を比べわせて考ళするためには，

ᆷ数の言語の習ၜはᆊ可ଁである。したがって履修が推奨されているわけではないǞミȐǶǜーション科目（中

ੇ）や，外ே語での作ᆀ講読にりຎƵ文学演習科目を౽することはଂしてফめられない。�

�

「比較文学」�

本履修モデルには，英ᇚ・ドイǯ・フランス文学間の比較を行うと，これらの文学と日本文学・中ே文学と

の比較にりຎƵの � 種類がある。者においては，発展講義をൊき，同履修モデルの # ૌにおいて強く履

修を推奨されている科目（¼）を �� ༳ࡔ以上修ၜするᅢ要がある。ଢ଼者においては，同履修モデルの #ૌにおい

て強く履修を推奨されている科目（¼）を �� ༳ࡔ以上，$ૌにおいて履修を推奨されている科目（{）を �� ༳ࡔ

以上（そのうち演習科目を �༳ࡔ以上）修ၜするᅢ要がある。$ૌの科目は日本・中ே言語文化学プログラムから

࿓される。したがってଢ଼者は「プログラムࣧཉ比較文学」履修モデルとାぶことができよう。�
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いずれの「比較文学」履修モデルも，本プログラムが࿓ಘする他の履修モデルに比べ，語学講義科目・語学演習

科目・ǞミȐǶǜーション科目については，履修を推奨されている科目の数がやや少ない。とはいえࣧཉ的な文学

現象について考ళするためには，ᆷ数の言語の習ၜはᆊ可ଁである。加えてᆷ数の言語テクスǳを読Ƶ文学� 演

習科目の༳ࡔ修ၜがᅢ修とされていることからも，ǞミȐǶǜーション科目を౽することはଂしてফめられな

い。�

� 年次には，卒業論文を作成する。この際，（日本文学・中ே文学をƵ）ᆷ数の文学༶ဴ教員から論文指導を

受けられるが，本履修モデルの特྇である。ᆷ数の教員が卒論指導に関わることで，比較文学という学問ፚ域に

求められるஸဗな専門ตがᇱආされる。ල査もまた指導と同様，ᆷ数の文学༶ဴ教員が参加して行われる。�

�

�������

�

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

基
礎
講
義

言語学概論Ａ 1 1

12

2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｃ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｄ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学３ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学４ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

心理学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

歴史言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

歴史言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語と認知Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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いずれの「比較文学」履修モデルも，本プログラムが࿓ಘする他の履修モデルに比べ，語学講義科目・語学演習

科目・ǞミȐǶǜーション科目については，履修を推奨されている科目の数がやや少ない。とはいえࣧཉ的な文学

現象について考ళするためには，ᆷ数の言語の習ၜはᆊ可ଁである。加えてᆷ数の言語テクスǳを読Ƶ文学� 演

習科目の༳ࡔ修ၜがᅢ修とされていることからも，ǞミȐǶǜーション科目を౽することはଂしてফめられな

い。�

� 年次には，卒業論文を作成する。この際，（日本文学・中ே文学をƵ）ᆷ数の文学༶ဴ教員から論文指導を

受けられるが，本履修モデルの特྇である。ᆷ数の教員が卒論指導に関わることで，比較文学という学問ፚ域に

求められるஸဗな専門ตがᇱආされる。ල査もまた指導と同様，ᆷ数の文学༶ဴ教員が参加して行われる。�

�

�������

�

学域ＧＳ科目　※ 1 - 8

学類共通　
参照

● ●

学域ＧＳ言語科目 - 2 ● ●

人文学基盤科目 - 14 ● ●

卒論関係 - 10 ● ●

基
礎
講
義

言語学概論Ａ 1 1

12

2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｃ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｄ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学３ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学４ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

心理学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

歴史言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

歴史言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語と認知Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
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発
展
講
義

日本語の歴史１ 1

6

2 ～ 4 年

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

言語学基礎演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フィールド言語学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

フィールド言語学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

心理学実験１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学実験１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習
・
実
習

個別言語演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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個別言語演習Ｃ１ 1

10

2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語学発展演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学実習Ａ１ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ａ２ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の
発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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発
展
講
義

日本語の歴史１ 1

6

2 ～ 4 年

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

言語学基礎演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フィールド言語学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

フィールド言語学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

心理学実験１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学実験１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習
・
実
習

個別言語演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭
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個別言語演習Ｃ１ 1

10

2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語学発展演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学実習Ａ１ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ａ２ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 18

合計 88

履修モデルについて
●:必修科目
◎:履修を強く推奨する科目
○:履修を推奨する科目

※ 1　学域 GS 科目として,本学域が提供する科目に加えて,国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」の科目(GS 科目の
発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
なお,当該科目群の提供科目については別に定めるものとし,4 月初めに公示する。

※ 2　選択科目には ,以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 8 単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2 単位を超えて修得した単位（上限 2 単位）
　　③選択したプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修

⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

- 52 - - 53 -



�������

� 人間を人間たらしめている一つの大きな要ຍがǞǳǻである。言語学はこのǞǳǻを自ॲ的にとらえ，Ǟǳǻ

の仕ຎみ・能をነらかにしていこうとする。଼ yの言語がಘす多様なౣをነらかにする一方で，଼ 別の言語をྖ

えたいわƥǞǳǻそのもののあり方（ᆗᇫต）をྩ究する。本プログラムではǞǳǻについての科学的なଣ方と研

究方ሓを学ぶとに，Ǫイプのࡣなる言語の学習や実ଫおよび実地調査を通じ，ભ的な言語デーǪをฝ॰・ኚቹ

に収集し述を行った上で言語現象を実ආ的に考えるౣฒをිにつけていくことを一つの目ᅮとする。�

� また，言語を対象とした研究では，「ǽǳはどのように言語をౚっているのかi」という問いをጵてることがで

きる。この問いをशくには多くのड題をशଂするᅢ要がある。たとえƥ，पyのႸ・ここǂの中には言語のどのよ

うな知識があるのだǂうか。その知識はपyが生まれてから現在までにいつ，どのようにしてႸ・ここǂの中に

成されてきたのだǂうか。また，その知識は，पyがǞǳǻを読ƵときやᎭすときにはどのようにౚわれるのだǂ

うか。その知識はႸ内にどのような්૪基ᄯをಏち，それは生ᆾのු化の中でどうやって९ၜされたものなのだ

ǂうか。本プログラムではもう一つの目ᅮとして，このような問いに対して実ආ可能な問題を設定し，Ⴁ知科学や

理学でთわれてきた方ሓ論をጦ用して，問題शଂに୶かうౣฒをጊうことを目指している。�

�

講義の理शや演習に際してൂ言語のભ的知識がዛ用であるため，�年次には選択した言語科目をཧ実に履修し

ておいてもらいたい。また，このプログラムでは英語で書かれたテǘスǳをጦ用することが多いので，英語の学習

は૫໗的に行ってほしい。�

�

「言語学概論 #～&」（言語学のൂፚ域の考え方を学ぶ）と「ࣿฤ学 �～�」（ฌैの言語に現れるࣿฤの発ࣿとᇍき

り，ࣿฤによる表ሓなどを学ぶ）は本プログラムのも基礎的な科目なので � 年次にᅢず履修すること

（ᅢ修）。�

「ౝ言語学 �・�」ではಐ間のጺれに࣎った言語ᇥ化のあり方や，言語のଽいౣをᆲଭする方ሓなどを学ぶ。�

「社会言語学 �・�」では言語のᇥࡣとその社会的な要ࢀとの関について学ぶ。�

「言語とႡ知 #・$」（それぞれ �・�）ではႡ知科学からଣた言語のえ方を学ぶ。�

「言語学基礎演習 #・$・%」（それぞれ �・�）では，特定の言語でࣿฤのどのような特྇が意ታのત別に関わる༳

論，語ᇥ化や語ஓ成などのいわƻる༳語レベルの問題を扱うࢊとして能しているかといったಈᇕを扱うࣿࡔ

論，言語の意ታの໊ኜを扱う意ታ論，文のஓ່を扱う統語論などの言語学のൂ分野の研究方ሓを実的に学

ぶ。これらの科目はいずれも開講年ဗにཧ実に履修することが望まれる。英語などの外ே語で書かれたテǘスǳ

をౚうことも多い。�

「言語学発展演習 #・$・%」（それぞれ �・�）は，「言語学基礎演習」でり上げる分野の発展的内容を扱う演習

科目である。�

「଼別言語演習 #・$・%」（それぞれ �～�）は，ભ的な言語学習を通じ，଼yの言語がಘす多様ตを理शしても

らうための科目である。�

「フィールド言語学 �・�」（ᅢ修）では生ිのᎭしから言語的デーǪをၜるための調査方ሓや分析方ሓを学び，

「言語学実習 #�・#�」（ᅢ修）では実際にフィールドワークにഞかけて現地調査を行う。�

「言語学実習 $�・$�」（ᅢ修）では理言語学や්૪言語学のሓやࣿࣿฤ学の分析方ሓなどを学ぶ。�

�������

以ऀ，それぞれの履修モデルで特に重的に履修してもらいたい科目について述べる。�

�

�

「言語学」�

この履修モデルでは，「଼別言語演習 #・$・%」で，少なくとも � つの言語（計 � ༳ࡔ）を学ぶよう履修計बを

ጵてること。また，「日本語学概説 �・�」や「英語学概説 #・$」（それぞれ �・�）など，他プログラムで開講され

る言語研究の概説・講義科目を積極的に履修してもらいたい。�

�

「言語Ⴁ知科学」�

この履修モデルでは，「言語とႡ知 #・$」（それぞれ �・�）をᅢず履修すること。また，卒業論文において実ଫ

的な研究ሓをとることがᅢ෦なので，理学プログラムで開講される，「理学統計ሓ �・�」（それぞれ #・$），

「理学実ଫ �#・�$」といった実的な科目を積極的に履修してもらいたい。�

�

�

�

�
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� 人間を人間たらしめている一つの大きな要ຍがǞǳǻである。言語学はこのǞǳǻを自ॲ的にとらえ，Ǟǳǻ

の仕ຎみ・能をነらかにしていこうとする。଼ yの言語がಘす多様なౣをነらかにする一方で，଼ 別の言語をྖ

えたいわƥǞǳǻそのもののあり方（ᆗᇫต）をྩ究する。本プログラムではǞǳǻについての科学的なଣ方と研

究方ሓを学ぶとに，Ǫイプのࡣなる言語の学習や実ଫおよび実地調査を通じ，ભ的な言語デーǪをฝ॰・ኚቹ

に収集し述を行った上で言語現象を実ආ的に考えるౣฒをිにつけていくことを一つの目ᅮとする。�

� また，言語を対象とした研究では，「ǽǳはどのように言語をౚっているのかi」という問いをጵてることがで

きる。この問いをशくには多くのड題をशଂするᅢ要がある。たとえƥ，पyのႸ・ここǂの中には言語のどのよ

うな知識があるのだǂうか。その知識はपyが生まれてから現在までにいつ，どのようにしてႸ・ここǂの中に

成されてきたのだǂうか。また，その知識は，पyがǞǳǻを読ƵときやᎭすときにはどのようにౚわれるのだǂ

うか。その知識はႸ内にどのような්૪基ᄯをಏち，それは生ᆾのු化の中でどうやって९ၜされたものなのだ

ǂうか。本プログラムではもう一つの目ᅮとして，このような問いに対して実ආ可能な問題を設定し，Ⴁ知科学や

理学でთわれてきた方ሓ論をጦ用して，問題शଂに୶かうౣฒをጊうことを目指している。�

�

講義の理शや演習に際してൂ言語のભ的知識がዛ用であるため，�年次には選択した言語科目をཧ実に履修し

ておいてもらいたい。また，このプログラムでは英語で書かれたテǘスǳをጦ用することが多いので，英語の学習

は૫໗的に行ってほしい。�

�

「言語学概論 #～&」（言語学のൂፚ域の考え方を学ぶ）と「ࣿฤ学 �～�」（ฌैの言語に現れるࣿฤの発ࣿとᇍき

り，ࣿฤによる表ሓなどを学ぶ）は本プログラムのも基礎的な科目なので � 年次にᅢず履修すること

（ᅢ修）。�

「ౝ言語学 �・�」ではಐ間のጺれに࣎った言語ᇥ化のあり方や，言語のଽいౣをᆲଭする方ሓなどを学ぶ。�

「社会言語学 �・�」では言語のᇥࡣとその社会的な要ࢀとの関について学ぶ。�

「言語とႡ知 #・$」（それぞれ �・�）ではႡ知科学からଣた言語のえ方を学ぶ。�

「言語学基礎演習 #・$・%」（それぞれ �・�）では，特定の言語でࣿฤのどのような特྇が意ታのત別に関わる༳

論，語ᇥ化や語ஓ成などのいわƻる༳語レベルの問題を扱うࢊとして能しているかといったಈᇕを扱うࣿࡔ

論，言語の意ታの໊ኜを扱う意ታ論，文のஓ່を扱う統語論などの言語学のൂ分野の研究方ሓを実的に学

ぶ。これらの科目はいずれも開講年ဗにཧ実に履修することが望まれる。英語などの外ே語で書かれたテǘスǳ

をౚうことも多い。�

「言語学発展演習 #・$・%」（それぞれ �・�）は，「言語学基礎演習」でり上げる分野の発展的内容を扱う演習

科目である。�

「଼別言語演習 #・$・%」（それぞれ �～�）は，ભ的な言語学習を通じ，଼yの言語がಘす多様ตを理शしても

らうための科目である。�

「フィールド言語学 �・�」（ᅢ修）では生ිのᎭしから言語的デーǪをၜるための調査方ሓや分析方ሓを学び，

「言語学実習 #�・#�」（ᅢ修）では実際にフィールドワークにഞかけて現地調査を行う。�

「言語学実習 $�・$�」（ᅢ修）では理言語学や්૪言語学のሓやࣿࣿฤ学の分析方ሓなどを学ぶ。�
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以ऀ，それぞれの履修モデルで特に重的に履修してもらいたい科目について述べる。�

�

�

「言語学」�

この履修モデルでは，「଼別言語演習 #・$・%」で，少なくとも � つの言語（計 � ༳ࡔ）を学ぶよう履修計बを

ጵてること。また，「日本語学概説 �・�」や「英語学概説 #・$」（それぞれ �・�）など，他プログラムで開講され

る言語研究の概説・講義科目を積極的に履修してもらいたい。�

�

「言語Ⴁ知科学」�

この履修モデルでは，「言語とႡ知 #・$」（それぞれ �・�）をᅢず履修すること。また，卒業論文において実ଫ

的な研究ሓをとることがᅢ෦なので，理学プログラムで開講される，「理学統計ሓ �・�」（それぞれ #・$），

「理学実ଫ �#・�$」といった実的な科目を積極的に履修してもらいたい。�

�

�

�

�
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修学上のၜ�

�

授業は � 学期 � クǔーǪーで実施し，ഃ � षの開講でಀଫをめて � クǔーǪーにつきମ໋ � ഃ間

（学期のは����ഃ間）行います。日程は学年のౡめに୰ಘします。�

各クǔーǪー・学期の開講科目については，授業ಐ間আにより発表します。�

授業ಐ間আは発表ଢ଼においても，一ᆪᇥஏすることがあり，人間社会学域Ȇームȅーǣƭのૡఐに

より通知します。�

授業ಐ間は次のとおりです（ᇥஏが生じたは通知します）。�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

�

�

人間社会学域ਊ程別表༌ � の༳ࡔ数は，修業年内で開講されるᅮ準開講༳ࡔ数をಘすものです。

ಈ情によっては開講されないもありますので，開講スǜǣȐールや開講ଣみについて関教員

に問いわせるなどして，履修計बをጵてる際にはഋ分に意してください。�

�

� ဴड़の学期・クǔーǪーに開講される科目で༳ࡔႡ定を৵望する科目は，集中講義をめ，すべてそ

の学期・クǔーǪーቚに履修ဎᎩがᅢ要です。ဎᎩ方ሓ等についてはଢ଼述しますが，期にཛれたり，

໗きミスをするとその学期・クǔーǪーは履修できなくなりますので，ഋ分意してください。�

� 履修ဎᎩにおいても重要なことは，「学ኃ情報ǠーǾス」上の「履修ಐ間আ表」を॰Ⴁ（ฝ）す

ることです。「履修ಐ間আ表」には，集中講義をめて，その学期・クǔーǪーの開講科目のうち༳ࡔ

Ⴁ定を৵望する全科目がఐされていなけれƥなりません。この「履修ಐ間আ表」にఐっていない科目

は，履修しても༳ࡔႡ定はされませんので，ᅢず内容を॰Ⴁしてください。�

� また，履修ဎᎩについての指ಘ・方ሓ，期等は全てアカンǠスȈーǪルでの通知とૡಘにて行いま

すので，ᅢず通知・ૡಘを॰Ⴁするようにしてください。�

�

ಀଫは，その科目の授業の終ったクǔーǪーቨあるいは学期ቨに行われます。ただし，通年の授業科

目のうちの一ᆪは，ᆷ数クǔーǪー分を一উしてಀଫするものもあります。�

定期ಀଫの௺ಀଫは行いませんが，ರᅸ，ᆟോその他やƵをၜない理ዡにより，定期ಀଫを受ଫする

�������

ことができない学生にり，ྩಀଫษをႡめることがあります。ྩಀଫのษは理ዡをආነする書

類（౧のෑཉ書など）をえて，ಈに（ಈ情によっては，ආነ書は，ଢ଼日࿓ഞしても௭し౫えあり

ません），ಀଫ༶ဴ教員ƭしഞなけれƥなりません。ମ໋として，学生がၤ自に行うインǪーンシッ

プ（業ଫ）によるྩಀଫはႡめません。ධಀଫ等でにやƵをၜず定期ಀଫとの重ᆷがᅊけられ

ないは，そのことが分かる参考資料をᆋして，ಈに授業༶ဴ教員を通じて人文学類教ኃ࡙員

会にษしてください。なお，インǪーンシップによる授業のଁาは，通ඛのଁาとして扱われます。�

�

学類のษは � 年ଢ଼期から受けᆋけます。ഞ৪ಐ期や໗き方ሓ等の通知をଣ落とさないよう

意してください。�

なお，学類ଢ଼は，人文学類にମ໋として � 学期在ฺするᅢ要があるため，� 年ଢ଼期にഞ৪しႡめら

れたのみ，� 年間での卒業が可能となります。ただし，入の༳ࡔの修ၜඡੳによっては，༽ച

をႡめるがあります。�

選択プログラムのᇥஏについては，このǺンドブックの「学習計बについて」の「�eプログラムに

ついて」（�ȅーǣ）もᇏせて参൴してください。�

�

（�）໗きにᅢ要なᄮ（学ฺᄮ，ᄮ）�

Ғ� 学ฺᄮ�

このᄮは଼人の識別にౚ用する他，あらƻる

໗きでᅢ要です。間えると༳に自分がるだ

けでなく，そのᄮをಏった他人に多大なኒᎱを

かけることとなりますので意してください。�

ᅢず学生ආで॰Ⴁしてください。�

ғ� ᄮ�

各学年，選択プログラムƉとにを �� ࣿവにᇖべた（ጽ年のある者等はऀࡔに）�ǜ

Ǫのᄮをᄮと言います。� 年次はプログラムを選択していないので学年でᆋᄮし，�

年次以上は，選択プログラムƉとにᆋᄮします。ഞଁや定期ಀଫ（းࡎ用౸に要入），ආነ

書୪ᆋ৪等にもよくౚうのでᅢずࡍしてください。なお，ᄮは，学ฺᄮとは関

なく，かつጽ年等のにᇥஏするので特に意してください。�

（�）履修ဎᎩの方ሓ�

履修৵望科目の履修ဎᎩは，ቚ学期・クǔーǪーのᅢず指ಘする期間内にインǪーǸッǳをጦ

用して行わなけれƥなりません。ඈは「ઞ༘大学学生ᇬጥ」を参൴してください。また，以ऀ

にവと意をඈ述しますのでഝ読してください。�

Ғ� 履修৵望科目のଂ定�

ķ� シラǻス，授業ಐ間আ表，ૡಘᆾ等を基にその学期・クǔーǪー中の履修৵望科目を各

自でଂめてください。�

ķ� 科目によっては履修ඞଉが定められているものがあります。人文学類Ǻンドブック，シ

�
� � ランダム番号�
� � 学類コード
� � 学域コード

入学年度
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修学上のၜ�

�

授業は � 学期 � クǔーǪーで実施し，ഃ � षの開講でಀଫをめて � クǔーǪーにつきମ໋ � ഃ間

（学期のは����ഃ間）行います。日程は学年のౡめに୰ಘします。�

各クǔーǪー・学期の開講科目については，授業ಐ間আにより発表します。�

授業ಐ間আは発表ଢ଼においても，一ᆪᇥஏすることがあり，人間社会学域Ȇームȅーǣƭのૡఐに

より通知します。�

授業ಐ間は次のとおりです（ᇥஏが生じたは通知します）。�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

༌ � � ���ಐ����分～���ಐ����分�

�

�

人間社会学域ਊ程別表༌ � の༳ࡔ数は，修業年内で開講されるᅮ準開講༳ࡔ数をಘすものです。

ಈ情によっては開講されないもありますので，開講スǜǣȐールや開講ଣみについて関教員

に問いわせるなどして，履修計बをጵてる際にはഋ分に意してください。�

�

� ဴड़の学期・クǔーǪーに開講される科目で༳ࡔႡ定を৵望する科目は，集中講義をめ，すべてそ

の学期・クǔーǪーቚに履修ဎᎩがᅢ要です。ဎᎩ方ሓ等についてはଢ଼述しますが，期にཛれたり，

໗きミスをするとその学期・クǔーǪーは履修できなくなりますので，ഋ分意してください。�

� 履修ဎᎩにおいても重要なことは，「学ኃ情報ǠーǾス」上の「履修ಐ間আ表」を॰Ⴁ（ฝ）す

ることです。「履修ಐ間আ表」には，集中講義をめて，その学期・クǔーǪーの開講科目のうち༳ࡔ

Ⴁ定を৵望する全科目がఐされていなけれƥなりません。この「履修ಐ間আ表」にఐっていない科目

は，履修しても༳ࡔႡ定はされませんので，ᅢず内容を॰Ⴁしてください。�

� また，履修ဎᎩについての指ಘ・方ሓ，期等は全てアカンǠスȈーǪルでの通知とૡಘにて行いま

すので，ᅢず通知・ૡಘを॰Ⴁするようにしてください。�

�

ಀଫは，その科目の授業の終ったクǔーǪーቨあるいは学期ቨに行われます。ただし，通年の授業科

目のうちの一ᆪは，ᆷ数クǔーǪー分を一উしてಀଫするものもあります。�

定期ಀଫの௺ಀଫは行いませんが，ರᅸ，ᆟോその他やƵをၜない理ዡにより，定期ಀଫを受ଫする
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ことができない学生にり，ྩಀଫษをႡめることがあります。ྩಀଫのษは理ዡをආነする書

類（౧のෑཉ書など）をえて，ಈに（ಈ情によっては，ආነ書は，ଢ଼日࿓ഞしても௭し౫えあり

ません），ಀଫ༶ဴ教員ƭしഞなけれƥなりません。ମ໋として，学生がၤ自に行うインǪーンシッ

プ（業ଫ）によるྩಀଫはႡめません。ධಀଫ等でにやƵをၜず定期ಀଫとの重ᆷがᅊけられ

ないは，そのことが分かる参考資料をᆋして，ಈに授業༶ဴ教員を通じて人文学類教ኃ࡙員

会にษしてください。なお，インǪーンシップによる授業のଁาは，通ඛのଁาとして扱われます。�

�

学類のษは � 年ଢ଼期から受けᆋけます。ഞ৪ಐ期や໗き方ሓ等の通知をଣ落とさないよう

意してください。�

なお，学類ଢ଼は，人文学類にମ໋として � 学期在ฺするᅢ要があるため，� 年ଢ଼期にഞ৪しႡめら

れたのみ，� 年間での卒業が可能となります。ただし，入の༳ࡔの修ၜඡੳによっては，༽ച

をႡめるがあります。�

選択プログラムのᇥஏについては，このǺンドブックの「学習計बについて」の「�eプログラムに

ついて」（�ȅーǣ）もᇏせて参൴してください。�

�

（�）໗きにᅢ要なᄮ（学ฺᄮ，ᄮ）�

Ғ� 学ฺᄮ�

このᄮは଼人の識別にౚ用する他，あらƻる

໗きでᅢ要です。間えると༳に自分がるだ

けでなく，そのᄮをಏった他人に多大なኒᎱを

かけることとなりますので意してください。�

ᅢず学生ආで॰Ⴁしてください。�

ғ� ᄮ�

各学年，選択プログラムƉとにを �� ࣿവにᇖべた（ጽ年のある者等はऀࡔに）�ǜ

Ǫのᄮをᄮと言います。� 年次はプログラムを選択していないので学年でᆋᄮし，�

年次以上は，選択プログラムƉとにᆋᄮします。ഞଁや定期ಀଫ（းࡎ用౸に要入），ආነ

書୪ᆋ৪等にもよくౚうのでᅢずࡍしてください。なお，ᄮは，学ฺᄮとは関

なく，かつጽ年等のにᇥஏするので特に意してください。�

（�）履修ဎᎩの方ሓ�

履修৵望科目の履修ဎᎩは，ቚ学期・クǔーǪーのᅢず指ಘする期間内にインǪーǸッǳをጦ

用して行わなけれƥなりません。ඈは「ઞ༘大学学生ᇬጥ」を参൴してください。また，以ऀ

にവと意をඈ述しますのでഝ読してください。�

Ғ� 履修৵望科目のଂ定�

ķ� シラǻス，授業ಐ間আ表，ૡಘᆾ等を基にその学期・クǔーǪー中の履修৵望科目を各

自でଂめてください。�

ķ� 科目によっては履修ඞଉが定められているものがあります。人文学類Ǻンドブック，シ

�
� � ランダム番号�
� � 学類コード
� � 学域コード

入学年度
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ラǻス，授業ಐ間আ表等で，履修ဎᎩにᅢず॰Ⴁしてください。�

ķ� 授業科目すべてにಐ間আᄮがつけられています。同一のಐ間আᄮの科目は � षのみ

履修可能です。�

ķ� 同一ಐにᆷ数科目（通教ࡱ科目をƵ）をဎᎩすることや，日程の重なる集中講義

をဎᎩすることは，重ᆷဎᎩとなりますのでႡめません。�

ķ� थ年ဗ者等で自分がるべき科目が開講されていないは，別ထ指ಘしますので，人

社૩教ኃにᅢず早めにະཎしてください。�

ғ� 履修ဎᎩ�

ķ� インǪーǸッǳでの履修ဎᎩは，アカンǠスȈーǪル上の「学ኃ情報ǠーǾス」をጦ用

して行います。ઞ༘大学学生ᇬጥを参൴して，ᅢず所定の期間内にဎᎩしてください。�

ķ� 人間社会学域以外の学域で開講される科目の履修৵望者は，「他学域履修৪」を人社૩教

ኃで受ፚし，早めに༶ဴ教員の了ൡをၜて，定められた໗き期間内に࿓ഞしてくださ

い。なお，通ඛのインǪーǸッǳをጦ用した履修໗きでは，他学域科目の履修ဎᎩはで

きませんので，特に意してください。�

ķ� ໘ᎪᇌƤd� Ⴉの 3� に履修ဎᎩƁ必要ƜƎc�

ķ� ๔科目Ƥd२ǚǔ|Ǫ|の履修ဎᎩඑƁྫྷੱࡱ科目と૱ƌて �� ༳ऀࡒࡔとଂ

ƶƾǁていƳƎc（集中講義により開講する科目，ࡣ文化ଫ実習，インǪーンシップ，

教ࡱ実習，卒業論文，学域ਊ程別表༌ �から別表༌ �で定める授業科目をൊく）なお，)2#

のඞଉをተたしているには，履修ဎᎩ上がされます。�

ķ� 教ࡱ実習，შᆾ実習等，別に所定の書類の࿓ഞを要する科目は，履修ဎᎩ৪と໗き

の一方でもଁけると履修を可しません。�

ķ� 集中講義や教ࡱ実習等，実施ಐ期がཛい科目も学期・クǔーǪーဴ初の履修ဎᎩがᅢ要

です。�

ķ� 教ࡱධ員ኘඡၜにかかる「教ࡱの基礎的理शに関する科目等」ਸび「各教科（ᇱࡱ

内容）の指導ሓ」は，教ධǺンドブックを॰Ⴁの上，開講期にᅢず履修ဎᎩをしてくださ

い。�

Ҕ� 履修ဎᎩ科目の॰Ⴁとฝ� �

・� 履修ဎᎩᇸฝ期間になると「学ኃ情報ǠーǾス」上の「履修ಐ間আ表」に॰定した科目

がૡఐされますので，॰Ⴁしてください。�

・� ৵望どおりであれƥ，そのಐで履修可科目が॰定します。�

・� 卒業ያ定の学生は，໘ᎪᇌƁဎᎩƊǁていǀƈとǇ॰ႡƌてƄƕƊいc�

・� ৵望とっていたら，科目の選び方や，これまでの໗きにりがなかったかഋ分ଙ討

してください。ƒのඑƜdฝ�ྩइfణൊ�ƌƔいƤd�ॺኃගሇǠ|ǾǤ�එƜ

ฝƌてƄƕƊいc�

・� 履修ဎᎩᇸฝ期間中は，履修ဎᎩ・ణൊを行うことによって「履修ಐ間আ表」もȕアル

Ǫイムでஏශされます。৵望どおりฝできたかᅢず「履修ಐ間আ表」を॰Ⴁしてくださ

い。�

・� ౪࿊ৼ॒のฝƤମ໋ƆᆋƆƳƐǈcƳƔdॺࡰの科目のฝƤƜƂƳƐǈc�
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・� 一༸履修が可された科目でも，履修要ଉや༳ࡔႡ定等にᆊဒがあるは，ያ告な

く履修可を൯されることがあります。このも科目のྩ加はႡめられません。�

ҕ� 成の通知�

ķ� ถྫྷཐƤdૡಘ့Ɯ౪ಘƎǀ႘ಐに�ॺኃගሇǠ|ǾǤ�එƜ୰्ƊǁƳƎc�

ķ� 成通知表のᅴ語は，5・#・$・%・ᆊ可のᅴअのほかに，・ᄵ（ᄵは一定の෯準以

上の成༥成を目的とした授業科目の）・Ⴁ定（本学の開講科目以外の授業科目ਸび

外ᆪಀଫの結果を༳ࡔႡ定する）・ሐ （৾履修可されたが実際には履修せずとᄕཉ）

� ᅴ語に，ᇱጽ（ᄵᄕ定が次学期以வに࣊期）が加わり �� 種類になります。༳ࡔのႡ定

は，5・#・$・%ᇖびに・Ⴁ定のᅴअをၜた授業科目に対してのみ行います。�

なお，各ᅴ語のᅮ準的ြ༥ဗは次のとおりです。�

5（��²以上），#（��²以上 ��²ቴተ），$（��²以上 ��²ቴተ），%（��²以上 ��²ቴተ），

ᆊ可（��²ቴተ）�

ķ� ᇱጽの科目（卒業論文をƵ）で次学期または次のクǔーǪーቨに༳ࡔႡ定を৵望する

は，学期・クǔーǪーဴ初にᅢず༶ဴ教員にしഞて指ಘを受けなけれƥなりません。

この際の履修ဎᎩは，次学期・クǔーǪーの開講科目ではないのでᅢ要ありません。�

ķ� 成通知に教員にᄵをොƢてはいけません。また，集中講義等をめ，学期ထ中の

༳ࡔႡ定は行いません。�

ķ� 成通知表には学期・クǔーǪーƉとと通్の )2# ཏ（履修科目のグレード・Ȉインǳ

 )2 のᇓઍ アベレーǣ）がૡఐされます。各ᅴ語の )2 は次のとおり。�

5 � � � � # � � � � $ � � � � % � �

ᆊ可・ሐ৾・ᇱጽ � � � � ・Ⴁ定・ᄵは対象外� � �

ķ� )2# を్ഞする基準は，次のとおりです。�

ሐ৾した科目もカǑンǳされますのでb履修ဎᎩはよくଙ討して行ってください。�

�

（授業科目でၜた )2�その授業科目の༳ࡔ数）のຳᎬ�

（履修ဎᎩした授業科目の༳ࡔ数のຳᎬ）�

�

� また，)2# の対象外となるのは，次の授業科目です。�

通教ࡱ科目のうちの「全学通科目」「いしかわシティカレッǣの他大学࿓科目」「ሐ

ຽ大学の授業科目」「入学の既修ၜ༳ࡔをႡ定した授業科目」「外ᆪಀଫによって༳ࡔ

Ⴁ定した授業科目」ਸび「ॆ外ࡣ文化ଫ学習」�

専門教ࡱ科目のうちの「入学の既修ၜ༳ࡔをႡ定した授業科目」「外ᆪಀଫによって༳

�Ⴁ定した授業科目」「教ධ科目」ࡔ

ķ� ࿓ಘされたᅴअ結果についてਝ義があるは，成通知日より一定の期間以内でਝ義

のしጵてができます。ਝ義しጵての期間やしጵて方ሓについては，成通知に別

ထૡಘ等で連ጛします。�

�

�
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ラǻス，授業ಐ間আ表等で，履修ဎᎩにᅢず॰Ⴁしてください。�

ķ� 授業科目すべてにಐ間আᄮがつけられています。同一のಐ間আᄮの科目は � षのみ

履修可能です。�

ķ� 同一ಐにᆷ数科目（通教ࡱ科目をƵ）をဎᎩすることや，日程の重なる集中講義

をဎᎩすることは，重ᆷဎᎩとなりますのでႡめません。�

ķ� थ年ဗ者等で自分がるべき科目が開講されていないは，別ထ指ಘしますので，人

社૩教ኃにᅢず早めにະཎしてください。�

ғ� 履修ဎᎩ�

ķ� インǪーǸッǳでの履修ဎᎩは，アカンǠスȈーǪル上の「学ኃ情報ǠーǾス」をጦ用

して行います。ઞ༘大学学生ᇬጥを参൴して，ᅢず所定の期間内にဎᎩしてください。�

ķ� 人間社会学域以外の学域で開講される科目の履修৵望者は，「他学域履修৪」を人社૩教

ኃで受ፚし，早めに༶ဴ教員の了ൡをၜて，定められた໗き期間内に࿓ഞしてくださ

い。なお，通ඛのインǪーǸッǳをጦ用した履修໗きでは，他学域科目の履修ဎᎩはで

きませんので，特に意してください。�

ķ� ໘ᎪᇌƤd� Ⴉの 3� に履修ဎᎩƁ必要ƜƎc�

ķ� ๔科目Ƥd२ǚǔ|Ǫ|の履修ဎᎩඑƁྫྷੱࡱ科目と૱ƌて �� ༳ऀࡒࡔとଂ

ƶƾǁていƳƎc（集中講義により開講する科目，ࡣ文化ଫ実習，インǪーンシップ，

教ࡱ実習，卒業論文，学域ਊ程別表༌ �から別表༌ �で定める授業科目をൊく）なお，)2#

のඞଉをተたしているには，履修ဎᎩ上がされます。�

ķ� 教ࡱ実習，შᆾ実習等，別に所定の書類の࿓ഞを要する科目は，履修ဎᎩ৪と໗き

の一方でもଁけると履修を可しません。�

ķ� 集中講義や教ࡱ実習等，実施ಐ期がཛい科目も学期・クǔーǪーဴ初の履修ဎᎩがᅢ要

です。�

ķ� 教ࡱධ員ኘඡၜにかかる「教ࡱの基礎的理शに関する科目等」ਸび「各教科（ᇱࡱ

内容）の指導ሓ」は，教ධǺンドブックを॰Ⴁの上，開講期にᅢず履修ဎᎩをしてくださ

い。�

Ҕ� 履修ဎᎩ科目の॰Ⴁとฝ� �

・� 履修ဎᎩᇸฝ期間になると「学ኃ情報ǠーǾス」上の「履修ಐ間আ表」に॰定した科目

がૡఐされますので，॰Ⴁしてください。�

・� ৵望どおりであれƥ，そのಐで履修可科目が॰定します。�

・� 卒業ያ定の学生は，໘ᎪᇌƁဎᎩƊǁていǀƈとǇ॰ႡƌてƄƕƊいc�

・� ৵望とっていたら，科目の選び方や，これまでの໗きにりがなかったかഋ分ଙ討

してください。ƒのඑƜdฝ�ྩइfణൊ�ƌƔいƤd�ॺኃගሇǠ|ǾǤ�එƜ

ฝƌてƄƕƊいc�

・� 履修ဎᎩᇸฝ期間中は，履修ဎᎩ・ణൊを行うことによって「履修ಐ間আ表」もȕアル

Ǫイムでஏශされます。৵望どおりฝできたかᅢず「履修ಐ間আ表」を॰Ⴁしてくださ

い。�

・� ౪࿊ৼ॒のฝƤମ໋ƆᆋƆƳƐǈcƳƔdॺࡰの科目のฝƤƜƂƳƐǈc�

�������

・� 一༸履修が可された科目でも，履修要ଉや༳ࡔႡ定等にᆊဒがあるは，ያ告な

く履修可を൯されることがあります。このも科目のྩ加はႡめられません。�

ҕ� 成の通知�

ķ� ถྫྷཐƤdૡಘ့Ɯ౪ಘƎǀ႘ಐに�ॺኃගሇǠ|ǾǤ�එƜ୰्ƊǁƳƎc�

ķ� 成通知表のᅴ語は，5・#・$・%・ᆊ可のᅴअのほかに，・ᄵ（ᄵは一定の෯準以

上の成༥成を目的とした授業科目の）・Ⴁ定（本学の開講科目以外の授業科目ਸび

外ᆪಀଫの結果を༳ࡔႡ定する）・ሐ （৾履修可されたが実際には履修せずとᄕཉ）

� ᅴ語に，ᇱጽ（ᄵᄕ定が次学期以வに࣊期）が加わり �� 種類になります。༳ࡔのႡ定

は，5・#・$・%ᇖびに・Ⴁ定のᅴअをၜた授業科目に対してのみ行います。�

なお，各ᅴ語のᅮ準的ြ༥ဗは次のとおりです。�

5（��²以上），#（��²以上 ��²ቴተ），$（��²以上 ��²ቴተ），%（��²以上 ��²ቴተ），

ᆊ可（��²ቴተ）�

ķ� ᇱጽの科目（卒業論文をƵ）で次学期または次のクǔーǪーቨに༳ࡔႡ定を৵望する

は，学期・クǔーǪーဴ初にᅢず༶ဴ教員にしഞて指ಘを受けなけれƥなりません。

この際の履修ဎᎩは，次学期・クǔーǪーの開講科目ではないのでᅢ要ありません。�

ķ� 成通知に教員にᄵをොƢてはいけません。また，集中講義等をめ，学期ထ中の

༳ࡔႡ定は行いません。�

ķ� 成通知表には学期・クǔーǪーƉとと通్の )2# ཏ（履修科目のグレード・Ȉインǳ

 )2 のᇓઍ アベレーǣ）がૡఐされます。各ᅴ語の )2 は次のとおり。�

5 � � � � # � � � � $ � � � � % � �

ᆊ可・ሐ৾・ᇱጽ � � � � ・Ⴁ定・ᄵは対象外� � �

ķ� )2# を్ഞする基準は，次のとおりです。�

ሐ৾した科目もカǑンǳされますのでb履修ဎᎩはよくଙ討して行ってください。�

�

（授業科目でၜた )2�その授業科目の༳ࡔ数）のຳᎬ�

（履修ဎᎩした授業科目の༳ࡔ数のຳᎬ）�

�

� また，)2# の対象外となるのは，次の授業科目です。�

通教ࡱ科目のうちの「全学通科目」「いしかわシティカレッǣの他大学࿓科目」「ሐ

ຽ大学の授業科目」「入学の既修ၜ༳ࡔをႡ定した授業科目」「外ᆪಀଫによって༳ࡔ

Ⴁ定した授業科目」ਸび「ॆ外ࡣ文化ଫ学習」�

専門教ࡱ科目のうちの「入学の既修ၜ༳ࡔをႡ定した授業科目」「外ᆪಀଫによって༳

�Ⴁ定した授業科目」「教ධ科目」ࡔ

ķ� ࿓ಘされたᅴअ結果についてਝ義があるは，成通知日より一定の期間以内でਝ義

のしጵてができます。ਝ義しጵての期間やしጵて方ሓについては，成通知に別

ထૡಘ等で連ጛします。�

�

�
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人文学類通のᅢ修科目として「卒業論文」があります。�

卒業論文を࿓ഞするඞଉとして，卒業論文演習 #・$・%・& をわせて � ༳ࡔ修ၜఅみか，または，

修ၜଣであることがᅢ要です。�

卒業論文や卒業論文演習 #・$・%・& は，� 年次の開講されるクǔーǪーの初めに履修ဎᎩすること

がᅢ要ですので意してください。また，卒業論文の࿓ഞ期は人文学類໋により定められていま

す。�

��

（�）� インǪーンシップ�

º� ೡ౯・目的�

人文学類通科目の一つとして，在学中に一定期間，民間৫業やྃ・自ಓその他関連する

関において業ଫを行うことにより，学問を学ぶ意ታを実を通じて理शさせるとともに，

自らにした൙のු᎓を選択する能力の୶上を෨ることを目的としています。�

º� 対象学年・実施ಐ期������������������������������������������������

� 年次以上を対象とし，ମ໋として，夏ਆあるいはണਆ休業中の �～�ഃ間とします。�

º� 履修໗き等�

ķ� 履修を৵望する学生は，人文学類ධ࡙員会が௹する説ነ会にഞาしてください。（ૡಘ

で通知）�

ķ� 説ነ会で内容を॰Ⴁし，所定期間内に履修ဎᎩを行ってください。�

ķ� ಈ指導・ಈଢ଼指導�

業ଫを実施するための準備授業ಈ指導，ਸび業ଫを終了したଢ଼の授業ಈଢ଼

指導にഞาするᅢ要があります。（ૡಘで通知）�

º� 成ᅴअ�

成はᄵでᄕ定し，)2# ฑဗの対象外とします。�

�

�文化ଫ実習ࡣ�（�）

º� ೡ౯・目的�

人文学類通科目の一つとして，現在グローǻル化がුƵ中，在学中に一定期間，ॆ外での

༽期の語学研修ਸびࡣ文化ଫを行うことにより，学問を学ぶ意ታをଫを通じて理शさせる

とともに，ǞミȐǶǜーションのཌとしての実的な語学能力と，�ᆳ広い౽野ਸびഎႌなඡ

ੳ応能力等୶上を෨ることを目的としています。「ࡣ文化ଫ実習」にड़ဴするものは，ॆ 外

における語学研修やॆ外ȇランティア等で，ମ໋として，ࢂጴ等のない自分のイǶシアテイȟ

で計बゆ実施する研修です（本学の௹する語学研修をൊく）。�

º� 対象学年・実施ಐ期�

人文学類 �～� 年生を対象とし，ମ໋として，夏ਆあるいはണਆ休業中とします。�

（上にဴてはまらないは，ǞーディǸーǪーにያめະཎすること。）�

{� 履修໗き等�

�������

・履修を৵望する学生は，ࡣ文化ଫ実習科目ǞーディǸーǪーが௹する説ነ会にᅢずഞ

าしてください。本学が௹する語学研修については，それぞれの研修の説ነ会にᅢずഞ

าしてください。説ነ会の日ಐ・所はૡಘ・シラǻス等で通知されます。�

・ಈ指導・ಈଢ଼指導��

ଫ実習を実施するための準備授業}ಈ指導，ਸびଫ実習を終了したଢ଼の授業}ಈ

ଢ଼指導にഞาするᅢ要があります。これらの日ಐ・所はૡಘ・シラǻス等で通知されま

す。��

�

{� 
文化ଫ実習Ҧࡣ」，文化ଫ実習にはࡣॆ外）」
�～� ༳ࡔ）と「ࡣ文化ଫ実習ҧ
ॆ外）」

（� ༳ࡔ）があります。「ࡣ文化ଫ実習Ҧ」は༽期の語学研修ਸびࡣ文化ଫを行うことによ

って༳ࡔを修ၜするものです。修ၜできる༳ࡔ数はଫ実習の期間に応じてࡣなります。「ࡣ

文化ଫ実習ҧ」は，ேଢ଼所定の語学ଙ定ಀଫのスǞアをၜするかੇに६することによ

って修ၜするものです。「ࡣ文化ଫ実習Ҧ」と同ಐに履修ဎᎩされます。所定の語学ଙ定ಀଫ

については次ᇛを参൴してください。��

�

{� 成ᅴअ��


文化ଫ実習Ҧࡣ」ॆ外）」ਸびࡣ」文化ଫ実習ҧ（ॆ外）「の成はᄵでᄕ定し，�)2#

ฑဗの対象外とします。なお，本学が௹する語学研修に参加したの「ࡣ文化ଫ実習ҧ」

の成は，ဴ ड़言語の語学ଙ定ಀଫで定められたスǞアをၜするかੇに६することによっ

てᄕ定します。�

�

英 語g61'(.�K$6��� 以上，61'+%（.�4）����以上，�

+'.65���以上，実用英語ਙ能ଙ定ಀଫ準 � ੇ以上�

中 ே 語g中ே語ଙ定ಀଫ � ੇ以上�

ྋ  語g「Ǻングル」能力ଙ定ಀଫ � ੇ以上�

ド イ ǯ 語g%'(4（ȓーロッǼ通参൴Ꮂ）$� またはドイǯ語ਙ能ଙ定ಀଫ（ၤଙ）�ੇ以上�

フランス語g実用フランス語ਙ能ଙ定ಀଫ準 �ੇ以上�

スȅイン語gスȅイン語ଙ定ಀଫ � ੇ以上�

ロ シ ア 語gロシア語能力ଙ定ಀଫ �ੇ以上�

�

あるଙ定ಀଫでၜしたスǞアや६したੇなどを，ほかの授業科目の༳ࡔႡ定等にౚ用した

には，特ཌのಈ情・理ዡがあるをൊき，ମ໋として，本科目（ࡣ文化ଫ実習ҧ）としての༳ࡔႡ

定はできません。�

なお，ࡣ文化ଫ実習ҧとしての༳ࡔႡ定をษすることについてのඈは，説ነ会などにഞาし

て༶ဴ教員にያめ॰Ⴁしておくこと。�

�
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人文学類通のᅢ修科目として「卒業論文」があります。�

卒業論文を࿓ഞするඞଉとして，卒業論文演習 #・$・%・& をわせて � ༳ࡔ修ၜఅみか，または，

修ၜଣであることがᅢ要です。�

卒業論文や卒業論文演習 #・$・%・& は，� 年次の開講されるクǔーǪーの初めに履修ဎᎩすること

がᅢ要ですので意してください。また，卒業論文の࿓ഞ期は人文学類໋により定められていま

す。�

��

（�）� インǪーンシップ�

º� ೡ౯・目的�

人文学類通科目の一つとして，在学中に一定期間，民間৫業やྃ・自ಓその他関連する

関において業ଫを行うことにより，学問を学ぶ意ታを実を通じて理शさせるとともに，

自らにした൙のු᎓を選択する能力の୶上を෨ることを目的としています。�

º� 対象学年・実施ಐ期������������������������������������������������

� 年次以上を対象とし，ମ໋として，夏ਆあるいはണਆ休業中の �～�ഃ間とします。�

º� 履修໗き等�

ķ� 履修を৵望する学生は，人文学類ධ࡙員会が௹する説ነ会にഞาしてください。（ૡಘ

で通知）�

ķ� 説ነ会で内容を॰Ⴁし，所定期間内に履修ဎᎩを行ってください。�

ķ� ಈ指導・ಈଢ଼指導�

業ଫを実施するための準備授業ಈ指導，ਸび業ଫを終了したଢ଼の授業ಈଢ଼

指導にഞาするᅢ要があります。（ૡಘで通知）�

º� 成ᅴअ�

成はᄵでᄕ定し，)2# ฑဗの対象外とします。�

�

�文化ଫ実習ࡣ�（�）

º� ೡ౯・目的�

人文学類通科目の一つとして，現在グローǻル化がුƵ中，在学中に一定期間，ॆ外での

༽期の語学研修ਸびࡣ文化ଫを行うことにより，学問を学ぶ意ታをଫを通じて理शさせる

とともに，ǞミȐǶǜーションのཌとしての実的な語学能力と，�ᆳ広い౽野ਸびഎႌなඡ

ੳ応能力等୶上を෨ることを目的としています。「ࡣ文化ଫ実習」にड़ဴするものは，ॆ 外

における語学研修やॆ外ȇランティア等で，ମ໋として，ࢂጴ等のない自分のイǶシアテイȟ

で計बゆ実施する研修です（本学の௹する語学研修をൊく）。�

º� 対象学年・実施ಐ期�

人文学類 �～� 年生を対象とし，ମ໋として，夏ਆあるいはണਆ休業中とします。�

（上にဴてはまらないは，ǞーディǸーǪーにያめະཎすること。）�

{� 履修໗き等�

�������

・履修を৵望する学生は，ࡣ文化ଫ実習科目ǞーディǸーǪーが௹する説ነ会にᅢずഞ

าしてください。本学が௹する語学研修については，それぞれの研修の説ነ会にᅢずഞ

าしてください。説ነ会の日ಐ・所はૡಘ・シラǻス等で通知されます。�

・ಈ指導・ಈଢ଼指導��

ଫ実習を実施するための準備授業}ಈ指導，ਸびଫ実習を終了したଢ଼の授業}ಈ

ଢ଼指導にഞาするᅢ要があります。これらの日ಐ・所はૡಘ・シラǻス等で通知されま

す。��

�

{� 
文化ଫ実習Ҧࡣ」，文化ଫ実習にはࡣॆ外）」
�～� ༳ࡔ）と「ࡣ文化ଫ実習ҧ
ॆ外）」

（� ༳ࡔ）があります。「ࡣ文化ଫ実習Ҧ」は༽期の語学研修ਸびࡣ文化ଫを行うことによ

って༳ࡔを修ၜするものです。修ၜできる༳ࡔ数はଫ実習の期間に応じてࡣなります。「ࡣ

文化ଫ実習ҧ」は，ேଢ଼所定の語学ଙ定ಀଫのスǞアをၜするかੇに६することによ

って修ၜするものです。「ࡣ文化ଫ実習Ҧ」と同ಐに履修ဎᎩされます。所定の語学ଙ定ಀଫ

については次ᇛを参൴してください。��

�

{� 成ᅴअ��


文化ଫ実習Ҧࡣ」ॆ外）」ਸびࡣ」文化ଫ実習ҧ（ॆ外）「の成はᄵでᄕ定し，�)2#

ฑဗの対象外とします。なお，本学が௹する語学研修に参加したの「ࡣ文化ଫ実習ҧ」

の成は，ဴ ड़言語の語学ଙ定ಀଫで定められたスǞアをၜするかੇに६することによっ

てᄕ定します。�

�

英 語g61'(.�K$6��� 以上，61'+%（.�4）����以上，�

+'.65���以上，実用英語ਙ能ଙ定ಀଫ準 � ੇ以上�

中 ே 語g中ே語ଙ定ಀଫ � ੇ以上�

ྋ  語g「Ǻングル」能力ଙ定ಀଫ � ੇ以上�

ド イ ǯ 語g%'(4（ȓーロッǼ通参൴Ꮂ）$� またはドイǯ語ਙ能ଙ定ಀଫ（ၤଙ）�ੇ以上�

フランス語g実用フランス語ਙ能ଙ定ಀଫ準 �ੇ以上�

スȅイン語gスȅイン語ଙ定ಀଫ � ੇ以上�

ロ シ ア 語gロシア語能力ଙ定ಀଫ �ੇ以上�

�

あるଙ定ಀଫでၜしたスǞアや६したੇなどを，ほかの授業科目の༳ࡔႡ定等にౚ用した

には，特ཌのಈ情・理ዡがあるをൊき，ମ໋として，本科目（ࡣ文化ଫ実習ҧ）としての༳ࡔႡ

定はできません。�

なお，ࡣ文化ଫ実習ҧとしての༳ࡔႡ定をษすることについてのඈは，説ነ会などにഞาし

て༶ဴ教員にያめ॰Ⴁしておくこと。�

�
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�������

人文学類の学生は，以ऀの表にૡげる外ᆪଙ定ಀଫに६した（あるいは所定のスǞアをၜた）�

，人文学類の専門科目の༳ࡔとして్入することができますので，しഞてください。�

�

専門科目�

科目� Ⴁ定対象とする外ᆪଙ定ಀଫ等� ६基準� Ⴁ定科目・༳ࡔ数�

中 ே 語�

ශ�*5-（ু語෯ᇓ考ಀ）筆

（ᇍきり，読श，作文）�

�～� ੇ� ���～� �

ಀଫ६�

中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ�

中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ�
中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ�

中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ� �

中ே語表現ሓ #������ ༳ࡔ�
中ே語表現ሓ $������ ༳ࡔ�

現代中ேಐಈ文 #������ ༳ࡔ�

現代中ேಐಈ文 $������ ༳ࡔ�

英 語�

61'(.（K$6��������
61'+%
.�4����������

+'.65���

実用英語ਙ能ଙ定準 � ੇ�

スǞア�

または�

ಀଫ६�

�

�
英語ǞミȐǶǜーション �� � ༳ࡔ�

英語ǞミȐǶǜーション �� � ༳ࡔ�

英語広域文化研究 ������ � ༳ࡔ�
英語広域文化研究 �� � � � ༳ࡔ�

英ᇚ文化၌論 �� � ༳ࡔ�

英ᇚ文化၌論 �� � ༳ࡔ�
英ᇚ文化基礎論 ����� ༳ࡔ�

英ᇚ文化基礎論 ����� ༳ࡔ�

英語表現ሓ #�� � ༳ࡔ�
英語表現ሓ #�� � ༳ࡔ�

英語表現ሓ $�� � ༳ࡔ�

英語表現ሓ $���� ༳ࡔ�

�

µ༳ࡔႡ定ษఅみ༳ࡔ数をࢂいた数�

௬科目のうち�

� ༳ࡔまで�

61'(.（K$6��������
61'+%
.�4����������

+'.65����� �

௬科目のうち�

� ༳ࡔまで��

61'(.（K$6�����～��

61'+%
.�4������～��
+'.65���

実用英語ਙ能ଙ定 � ੇ�

௬科目のうち�

� ༳ࡔまで��

ド イ ǯ 語�

%'(4（ȓーロッǼ通参൴
Ꮂ）#� でドイǯ語読श基礎

� からドイǯ語ǞミȐǶǜ

ーション初ੇ � までの � 科
目 � ༳ࡔまで�

�

%'(4（ȓーロッǼ通参൴
Ꮂ）$� またはドイǯ語ਙ能

ଙ定ಀଫ（ၤଙ）� ੇでドイ

ǯ語読श基礎 � からドイǯ
語ǞミȐǶǜーション中ੇ

�までの��科目��༳ࡔまで�

�
%'(4（ȓーロッǼ通参൴

Ꮂ）$� 以上またはドイǯ語

ਙ能ଙ定ಀଫ（ၤଙ）準 � ੇ
以上で全科目の �� ༳ࡔ�

ಀଫ६�

ドイǯ語読श基礎 ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語読श基礎 ����� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ �� �� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ �� �� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ �� �� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ ����� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ �� �� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ �� �� ༳ࡔ�
ドイǯ語表現ሓ �� � ༳ࡔ�

ドイǯ語表現ሓ ���� ༳ࡔ�

 

��  

�������

フランス語�

&'.(（ȓーロッǼ通参൴

Ꮂ）#� または実用フランス

語ਙ能ଙ定（ᆽଙ）準 � ੇ
でフランス語ǞミȐǶǜー

ション初ੇ ��からフランス

語ǞミȐǶǜーション初ੇ
� までの � 科目 � ༳ࡔまで�

�

&'.(（ȓーロッǼ通参൴
Ꮂ）$� または実用フランス

語ਙ能ଙ定（ᆽଙ）� ੇで

フランス語ǞミȐǶǜーシ
ョン中ੇ � までの �� 科目

�� ༳ࡔまで�

�
&'.(（ȓーロッǼ通参൴

Ꮂ）$� 以上または実用フラ

ンス語ਙ能ଙ定（ᆽଙ）準
� ੇ以上で全科目の �� ༳ࡔ�

ಀଫ६�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ �� � ༳ࡔ�

�e༳ࡔႡ定をษするは，人社૩教ኃから外ᆪଙ定ಀଫ等による༳ࡔႡ定ษ書を受ፚしᅢ要ಈஶを入

の上，成ආነ書をえて人社૩教ኃƭ࿓ഞしてください。なお，༳ࡔႡ定をษする科目はቴ修ၜのものに

ります。�

�eဴड़プログラムਸび教ኃ࡙員会でල査ଢ଼，人文学類会議で༳ࡔႡ定がൡႡされます。ൡႡまではಐ間を要する

ため，༳ࡔႡ定を৵望するは早めにษを行ってください。�

�
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人文学類の学生は，以ऀの表にૡげる外ᆪଙ定ಀଫに६した（あるいは所定のスǞアをၜた）�

，人文学類の専門科目の༳ࡔとして్入することができますので，しഞてください。�

�

専門科目�

科目� Ⴁ定対象とする外ᆪଙ定ಀଫ等� ६基準� Ⴁ定科目・༳ࡔ数�

中 ே 語�

ශ�*5-（ু語෯ᇓ考ಀ）筆

（ᇍきり，読श，作文）�

�～� ੇ� ���～� �

ಀଫ६�

中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ�

中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ�
中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ�

中ே語ǞミȐǶǜーション初ੇ ������ ༳ࡔ� �

中ே語表現ሓ #������ ༳ࡔ�
中ே語表現ሓ $������ ༳ࡔ�

現代中ேಐಈ文 #������ ༳ࡔ�

現代中ேಐಈ文 $������ ༳ࡔ�

英 語�

61'(.（K$6��������
61'+%
.�4����������

+'.65���

実用英語ਙ能ଙ定準 � ੇ�

スǞア�

または�

ಀଫ६�

�

�
英語ǞミȐǶǜーション �� � ༳ࡔ�

英語ǞミȐǶǜーション �� � ༳ࡔ�

英語広域文化研究 ������ � ༳ࡔ�
英語広域文化研究 �� � � � ༳ࡔ�

英ᇚ文化၌論 �� � ༳ࡔ�

英ᇚ文化၌論 �� � ༳ࡔ�
英ᇚ文化基礎論 ����� ༳ࡔ�

英ᇚ文化基礎論 ����� ༳ࡔ�

英語表現ሓ #�� � ༳ࡔ�
英語表現ሓ #�� � ༳ࡔ�

英語表現ሓ $�� � ༳ࡔ�

英語表現ሓ $���� ༳ࡔ�

�

µ༳ࡔႡ定ษఅみ༳ࡔ数をࢂいた数�

௬科目のうち�

� ༳ࡔまで�

61'(.（K$6��������
61'+%
.�4����������

+'.65����� �

௬科目のうち�

� ༳ࡔまで��

61'(.（K$6�����～��

61'+%
.�4������～��
+'.65���

実用英語ਙ能ଙ定 � ੇ�

௬科目のうち�

� ༳ࡔまで��

ド イ ǯ 語�

%'(4（ȓーロッǼ通参൴
Ꮂ）#� でドイǯ語読श基礎

� からドイǯ語ǞミȐǶǜ

ーション初ੇ � までの � 科
目 � ༳ࡔまで�

�

%'(4（ȓーロッǼ通参൴
Ꮂ）$� またはドイǯ語ਙ能

ଙ定ಀଫ（ၤଙ）� ੇでドイ

ǯ語読श基礎 � からドイǯ
語ǞミȐǶǜーション中ੇ

�までの��科目��༳ࡔまで�

�
%'(4（ȓーロッǼ通参൴

Ꮂ）$� 以上またはドイǯ語

ਙ能ଙ定ಀଫ（ၤଙ）準 � ੇ
以上で全科目の �� ༳ࡔ�

ಀଫ६�

ドイǯ語読श基礎 ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語読श基礎 ����� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ �� �� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ �� �� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ �� �� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション初ੇ ����� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�
ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ ����� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ �� �� ༳ࡔ�

ドイǯ語ǞミȐǶǜーション中ੇ �� �� ༳ࡔ�
ドイǯ語表現ሓ �� � ༳ࡔ�

ドイǯ語表現ሓ ���� ༳ࡔ�

 

��  

�������

フランス語�

&'.(（ȓーロッǼ通参൴

Ꮂ）#� または実用フランス

語ਙ能ଙ定（ᆽଙ）準 � ੇ
でフランス語ǞミȐǶǜー

ション初ੇ ��からフランス

語ǞミȐǶǜーション初ੇ
� までの � 科目 � ༳ࡔまで�

�

&'.(（ȓーロッǼ通参൴
Ꮂ）$� または実用フランス

語ਙ能ଙ定（ᆽଙ）� ੇで

フランス語ǞミȐǶǜーシ
ョン中ੇ � までの �� 科目

�� ༳ࡔまで�

�
&'.(（ȓーロッǼ通参൴

Ꮂ）$� 以上または実用フラ

ンス語ਙ能ଙ定（ᆽଙ）準
� ੇ以上で全科目の �� ༳ࡔ�

ಀଫ६�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション初ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�
フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ ���� ༳ࡔ�

フランス語ǞミȐǶǜーション中ੇ �� � ༳ࡔ�

�e༳ࡔႡ定をษするは，人社૩教ኃから外ᆪଙ定ಀଫ等による༳ࡔႡ定ษ書を受ፚしᅢ要ಈஶを入

の上，成ආነ書をえて人社૩教ኃƭ࿓ഞしてください。なお，༳ࡔႡ定をษする科目はቴ修ၜのものに

ります。�

�eဴड़プログラムਸび教ኃ࡙員会でල査ଢ଼，人文学類会議で༳ࡔႡ定がൡႡされます。ൡႡまではಐ間を要する

ため，༳ࡔႡ定を৵望するは早めにษを行ってください。�

�
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ᇓ成 �� 年ဗ期から，人間社会学域ਊ程༌ �� ඞのਊ定に基づき，ᆏ大学人文学ᆪで開講される

専門科目を履修し，�� ༳ࡔをဗに，本学類の選択༳ࡔとすることができます。ただし，「学域 )5 科

目」，「学域 )5 言語科目」，人文学基ᄯ科目の内の「人文学െ説 #・$・%・&」，専門科目の内の卒業論文

関科目（卒業論文，卒業論文演習 #・$・%・&），「教ࡱの基礎的理शに関する科目等」ਸび「各教科

（ᇱࡱ内容）の指導ሓ」，შᆾ学員資६ၜのための科目などは，本学類で開講される科目を履修

しなけれƥなりません。また，通教ࡱ科目も対象外です。�

ᆏ大学人文学ᆪのシラǻスは，ᆏ大学の9GDǠイǳ�JVVR���U[NNCDWU�CFO�W�VQ[COC�CE�LR�U[NNCDWU��で

ጥ可能です。ただし，その中には本学類学生の履修がႡめられないものもありますので，意してくࣂ

ださい。履修の໗きは，人社૩教ኃのັ୵で受けᆋけますが，本学類のプログラム教員等ਸびະ

学ᆪのဴड़授業科目༶ဴ教員のൡႡがᅢ要になります。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ઞ༘大学では，教ࡱ的ვፄにより，授業中は，༶ဴ教員の指ಘもしくは可をၜたをൊき，「授

業のవࢬ・Ꭹब・Ꭹࣿ」をઔします。�
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一ᄤၜについて�

�

同研究ಬ（実ଫ・実習ಬ・資料ಬ等をƵ）のౚ用にあたっては，ဴड़プログラムで定める意ಈ

ஶあるいはౚ用ၜにഌい，他のኒᎱにならないようにしなけれƥなりません。�

（�）同研究ಬのጦ用ಐ間は，ᇓ日 �ಐ �� 分から �� ಐ �� 分までであり，このಐ間以外ਸび土ዹ・

休日・年ቨ年ౡ（��� ଈ �� 日～� ଈ �日）・夏ਆ一ฮ休業日にጦ用するは，あらかじめプロ

グラムの教員にしഞてください。�

（�）൶ǓǸのため，൴ነ・፰ཊሮ・ǼǨǞン等は，ౚ用ଢ଼やᆪࣴをጱれるಐにはスイッǬをโるこ

と。༄ಬಐはັᇘめも॰Ⴁすること。�

（�）備ᆋけのᆾᆀ類は，みだりにಏちഞしてはいけません。�

（�）෨書のࣂጥ，༃しഞしはᅢず所定の໗きをしてください。�

（�）૰୯ဲがโれたときは，教ኃ員ಬ（人間社会 � � ॎ）でශしいものをဍすので，自的に

しഞてください。�

（�）ຣൊはူಬ（人間社会 � �，�，�ॎ）ਸび教ኃ員ಬに，ワイǼー等は教ኃ員ಬにある

ので活用してください。�

（�）ઞ༘大学では所定の所以外でのਨ࣒はႡめられていません。同研究ಬ内も，ဴ然，ઔ࣒と

なっています。�

�

�ǓアǞンについて��

፰ཊሮの実施期間中にǓアǞンをౚ用するときは，ドアやັをᇘめ，ಬࣽを夏は ��，ဝは ��に

設定し୲ጴよくౚ用してください。ᆊ要なႨଳ，ဃଳはโってください。፯年，ǓアǞンの大ፘౚ用が

ဃਂ容ፘǕーǻーの৭をしƥしƥൣいています。ኻ間はブラインドも活用して，൶ǓǸルǙーを

がけてください。�

�施ටಐの関のഞ入りについて��

関ᄺは，�� ಐ～ጐྋ �ಐ �� 分までと土ዹ・休日・年ቨ年ౡ（�� ଈ �� 日～�ଈ � 日）・夏ਆ一ฮ休

業日には施ටされ，学生ආがないと入れません（ഞるのはಐ可能で，Ǖーǳロックになっています）。

施ටಐ間内に，ᄺにᆾをはさƵなどして，ᄺを開ሐඡにすることはିくઔします（ドアが一定ᅹ数

以上開ሐඡになると，中࣡౽ಬの報が作၌します）。どうしても入がᅢ要なは，人をვམ

するか，人間社会 � ฝኜ関・人間社会 � 地ॎဪഞ入୵の内ဃᎭをጦ用し，そのつど開ᇘ

し施ටを॰Ⴁしてください。�

��

学生がಐ間外に自習を行うは，ऀ のᆪࣴがౚ用できます（�年次以上はプログラムの同研究

ಬも可）。なお，ऀ以外のᆪࣴを自習のためにౚ用することは，୯Ⴈᅉ้ዃのため自ഛすること。グ

ループ等でᆪࣴのጦ用を৵望するは人社૩教ኃで可をၜること。�

（�）そだてるーム� 人間社会༌ �講義ိ � ॎ�
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ᇓ成 �� 年ဗ期から，人間社会学域ਊ程༌ �� ඞのਊ定に基づき，ᆏ大学人文学ᆪで開講される

専門科目を履修し，�� ༳ࡔをဗに，本学類の選択༳ࡔとすることができます。ただし，「学域 )5 科

目」，「学域 )5 言語科目」，人文学基ᄯ科目の内の「人文学െ説 #・$・%・&」，専門科目の内の卒業論文
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ጥ可能です。ただし，その中には本学類学生の履修がႡめられないものもありますので，意してくࣂ
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業のవࢬ・Ꭹब・Ꭹࣿ」をઔします。�
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一ᄤၜについて�
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同研究ಬ（実ଫ・実習ಬ・資料ಬ等をƵ）のౚ用にあたっては，ဴड़プログラムで定める意ಈ

ஶあるいはౚ用ၜにഌい，他のኒᎱにならないようにしなけれƥなりません。�

（�）同研究ಬのጦ用ಐ間は，ᇓ日 �ಐ �� 分から �� ಐ �� 分までであり，このಐ間以外ਸび土ዹ・

休日・年ቨ年ౡ（��� ଈ �� 日～� ଈ �日）・夏ਆ一ฮ休業日にጦ用するは，あらかじめプロ

グラムの教員にしഞてください。�

（�）൶ǓǸのため，൴ነ・፰ཊሮ・ǼǨǞン等は，ౚ用ଢ଼やᆪࣴをጱれるಐにはスイッǬをโるこ

と。༄ಬಐはັᇘめも॰Ⴁすること。�

（�）備ᆋけのᆾᆀ類は，みだりにಏちഞしてはいけません。�

（�）෨書のࣂጥ，༃しഞしはᅢず所定の໗きをしてください。�

（�）૰୯ဲがโれたときは，教ኃ員ಬ（人間社会 � � ॎ）でශしいものをဍすので，自的に

しഞてください。�

（�）ຣൊはူಬ（人間社会 � �，�，�ॎ）ਸび教ኃ員ಬに，ワイǼー等は教ኃ員ಬにある

ので活用してください。�

（�）ઞ༘大学では所定の所以外でのਨ࣒はႡめられていません。同研究ಬ内も，ဴ然，ઔ࣒と

なっています。�
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�ǓアǞンについて��

፰ཊሮの実施期間中にǓアǞンをౚ用するときは，ドアやັをᇘめ，ಬࣽを夏は ��，ဝは ��に

設定し୲ጴよくౚ用してください。ᆊ要なႨଳ，ဃଳはโってください。፯年，ǓアǞンの大ፘౚ用が

ဃਂ容ፘǕーǻーの৭をしƥしƥൣいています。ኻ間はブラインドも活用して，൶ǓǸルǙーを

がけてください。�

�施ටಐの関のഞ入りについて��

関ᄺは，�� ಐ～ጐྋ �ಐ �� 分までと土ዹ・休日・年ቨ年ౡ（�� ଈ �� 日～�ଈ � 日）・夏ਆ一ฮ休

業日には施ටされ，学生ආがないと入れません（ഞるのはಐ可能で，Ǖーǳロックになっています）。

施ටಐ間内に，ᄺにᆾをはさƵなどして，ᄺを開ሐඡにすることはିくઔします（ドアが一定ᅹ数

以上開ሐඡになると，中࣡౽ಬの報が作၌します）。どうしても入がᅢ要なは，人をვམ

するか，人間社会 � ฝኜ関・人間社会 � 地ॎဪഞ入୵の内ဃᎭをጦ用し，そのつど開ᇘ

し施ටを॰Ⴁしてください。�
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学生がಐ間外に自習を行うは，ऀ のᆪࣴがౚ用できます（�年次以上はプログラムの同研究

ಬも可）。なお，ऀ以外のᆪࣴを自習のためにౚ用することは，୯Ⴈᅉ้ዃのため自ഛすること。グ

ループ等でᆪࣴのጦ用を৵望するは人社૩教ኃで可をၜること。�
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（�）ᆣ໔中࣡෨書� � ᇓ日������� �g��～��g��（休業期間中は �g��～��g��）��

土ዹ・日ዹ� �g��～��g��（休業期間中は休）�

（�）ሓ学類・૪అ学類の各෨書ಬ� �

૪అ学類� ᇓ日 ��g��～��g���土ዹ・日ዹ・休日� ᇘಬ�

ሓ 学 類� ᇓ日 �g��～��g���土ዹ・日ዹ・休日� ᇘಬ�

� （ሓ学類෨書ಬは学期中は ��g�� までྙ࣊）�

�

本人ቦはᆙሀ等のഉ所・ဃᎭᄮ・Ȍールアドレス等がᇥஏ・ࡣ၌したは，໒やかにアカンǠス

ȈーǪルからᇥஏを行ってください。�

本人ቦはᆙሀ等のณをᇥஏしたは，໒やかに人社૩教ኃƭしഞてください。�

�

� 年次のアドǻイス教員は，人文学類の全専႞教員が分༶してつとめます（入学ଢ଼，アドǻイス教員

のਸび連ጛ方ሓなどを通知します）。アドǻイス教員のዂআは，Ⴔみや問題などを一人でሎえま

ないようにするためのものです。また，アドǻイス教員にະཎしづらいことについてはb初学者ǧミの

༶ဴ教員や学生生活࡙員その他にະཎすることも可能です。�

� 年次になってプログラムを選択したଢ଼は，ဴ ड़プログラムの教員がアドǻイス教員となります。各

教員が開設している「Ǖフィスアワー」も活用してください（シラǻスにዹ日・ಐ間や受ᆋ方ሓなどが

ఐされています）。�

年 � ष，3� と 3� の初めにアドǻイス教員とのኜཎを実施しています。その際bᅢずアドǻイス教員

と連ጛがれるようにしておいてください。連ጛがれずኜཎが実施できないには，ᇱ୦者に連

ጛすることになります。�

�

ଌஅ上や૪అ的な理ዡ等により，休学や༄学をしようとするは，教員とのኜཎがᅢ要ですので，

ᅢず選択プログラムのプログラムྙ（�年生のはアドǻイス教員）に早めにະཎしてください。ၫ

ഞ用౸は人社૩教ኃで受けることができます。�

休学は � かଈ以上で，学期ቦはクǔーǪーの終わりまで可能です。なお，学期ቦはクǔーǪーの開

ౡଈまでにၫഞがないは，次学期の授業料は྇収されます。�

また，ဴड़学期の授業料をႶ入しないは，༄学ၫは受理されません。�

��

�������

（�）� ৭・ඏङ所，൴ነโれ，ီႍ，ᆊල者等の報告のお৪い�

ǘȎンǼス内の৭・ඏङ所，൴ነโれ，ီႍ，ᆊල者にਂづいたら，すƅに教ኃ員ಬか

৳りのಈኃಬに知らせてください。（ગ਼で，ಈኃධ員ᆊ在のಐは，上の中࣡౽ಬまで）�

（�）� ಈ等の報告について�

大学の内・外を問わず，ቮ一୪通ಈ等にった・ಈをこしたは，人社૩教ኃ

にၫけഞてください。�

（�）� ਼ჺの設མ所�

਼ჺはᇱଌ理ǦンǪー（本ᆪိ，自然科学本，学類 (ိ），基教ࡱ学ኃ，中࣡෨

書ǠーǾスカǑンǪー，大学会にあります。（基教ࡱ学ኃ，中࣡෨書ǠーǾスカǑン

Ǫー，大学会ಈኃಬには༳な外ോശ理用ᆀのみვམ）�

�

ሯᆭ報，大報，大๋報等ਸび各種特別報の発፭や地ූ等の自然ఆ॔等による୰୪通

関のࢥ休ᇖびに学内ಈ等で，授業ਸびಀଫの実施がႍとなったの扱いに関しては，別に定

められています。「ᅋඛಐ等におけるગ਼ဎ学࿄ຂམに関する要ஶ（ൢ）」（��� ȅーǣ）を参൴して

ください。�

�

学類が行う学生に対する通知は，アカンǠスȈーǪルቦはૡಘᄜ（ဃૡಘᄜをƵ）により行うの

で，ඛಐ意してください。�

�

学生が学類内でཆを結成するは，所定の様ಠにより人社૩学生౫࣍を૪て学類ྙにၫけഞ

なけれƥなりません。なお，一ဗ結成されたཆでも，ቚ年ဗのౡめにあらためてၫഞをするᅢ要があ

ります。�

�

学生が学類内で集会を行うは，႞者は行ಈの � 日までに，所定の用౸により人社૩教ኃ

にၫけഞてください。また，集会にౚ用する施設ਸびᆾᆀについても同様に可を受けること。学外で

行う集会ቦは行ಈについても，ಈにၫけഞることが望ましい。�

学生が学内でૡಘを行うは，ಈに人社૩教ኃにၫけഞてください。ૡಘは所定ङ所以外ઔ

します。ૡಘにはबǾョǑをౚうこと（テープははがした฿がᇝにౖるのでઔ）。ᅢ要期間をथƃ

たૡಘは，ᅢずཆ႞者がりൊくこと。�

�

ಈኃઅိ�ॎにධ౫࣍ಬを設མしています。ධ౫࣍ಬでは次のような学生౫࣍を行っています。�

（�）� ධ৵望者に対する説ነ会，インǪーシップ๐のൾऴ�

（�）� ৫業の求人内容ਸび୰ኃ員，教員のᇻ集内容のૡಘ�
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（�）ᆣ໔中࣡෨書� � ᇓ日������� �g��～��g��（休業期間中は �g��～��g��）��

土ዹ・日ዹ� �g��～��g��（休業期間中は休）�

（�）ሓ学類・૪అ学類の各෨書ಬ� �

૪అ学類� ᇓ日 ��g��～��g���土ዹ・日ዹ・休日� ᇘಬ�

ሓ 学 類� ᇓ日 �g��～��g���土ዹ・日ዹ・休日� ᇘಬ�

� （ሓ学類෨書ಬは学期中は ��g�� までྙ࣊）�

�

本人ቦはᆙሀ等のഉ所・ဃᎭᄮ・Ȍールアドレス等がᇥஏ・ࡣ၌したは，໒やかにアカンǠス

ȈーǪルからᇥஏを行ってください。�

本人ቦはᆙሀ等のณをᇥஏしたは，໒やかに人社૩教ኃƭしഞてください。�

�

� 年次のアドǻイス教員は，人文学類の全専႞教員が分༶してつとめます（入学ଢ଼，アドǻイス教員

のਸび連ጛ方ሓなどを通知します）。アドǻイス教員のዂআは，Ⴔみや問題などを一人でሎえま

ないようにするためのものです。また，アドǻイス教員にະཎしづらいことについてはb初学者ǧミの

༶ဴ教員や学生生活࡙員その他にະཎすることも可能です。�

� 年次になってプログラムを選択したଢ଼は，ဴ ड़プログラムの教員がアドǻイス教員となります。各

教員が開設している「Ǖフィスアワー」も活用してください（シラǻスにዹ日・ಐ間や受ᆋ方ሓなどが

ఐされています）。�

年 � ष，3� と 3� の初めにアドǻイス教員とのኜཎを実施しています。その際bᅢずアドǻイス教員

と連ጛがれるようにしておいてください。連ጛがれずኜཎが実施できないには，ᇱ୦者に連

ጛすることになります。�

�

ଌஅ上や૪అ的な理ዡ等により，休学や༄学をしようとするは，教員とのኜཎがᅢ要ですので，

ᅢず選択プログラムのプログラムྙ（�年生のはアドǻイス教員）に早めにະཎしてください。ၫ

ഞ用౸は人社૩教ኃで受けることができます。�

休学は � かଈ以上で，学期ቦはクǔーǪーの終わりまで可能です。なお，学期ቦはクǔーǪーの開

ౡଈまでにၫഞがないは，次学期の授業料は྇収されます。�

また，ဴड़学期の授業料をႶ入しないは，༄学ၫは受理されません。�
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（�）� ৭・ඏङ所，൴ነโれ，ီႍ，ᆊල者等の報告のお৪い�

ǘȎンǼス内の৭・ඏङ所，൴ነโれ，ီႍ，ᆊල者にਂづいたら，すƅに教ኃ員ಬか

৳りのಈኃಬに知らせてください。（ગ਼で，ಈኃධ員ᆊ在のಐは，上の中࣡౽ಬまで）�

（�）� ಈ等の報告について�

大学の内・外を問わず，ቮ一୪通ಈ等にった・ಈをこしたは，人社૩教ኃ

にၫけഞてください。�

（�）� ਼ჺの設མ所�

਼ჺはᇱଌ理ǦンǪー（本ᆪိ，自然科学本，学類 (ိ），基教ࡱ学ኃ，中࣡෨

書ǠーǾスカǑンǪー，大学会にあります。（基教ࡱ学ኃ，中࣡෨書ǠーǾスカǑン

Ǫー，大学会ಈኃಬには༳な外ോശ理用ᆀのみვམ）�

�

ሯᆭ報，大報，大๋報等ਸび各種特別報の発፭や地ූ等の自然ఆ॔等による୰୪通

関のࢥ休ᇖびに学内ಈ等で，授業ਸびಀଫの実施がႍとなったの扱いに関しては，別に定

められています。「ᅋඛಐ等におけるગ਼ဎ学࿄ຂམに関する要ஶ（ൢ）」（��� ȅーǣ）を参൴して

ください。�

�

学類が行う学生に対する通知は，アカンǠスȈーǪルቦはૡಘᄜ（ဃૡಘᄜをƵ）により行うの

で，ඛಐ意してください。�

�

学生が学類内でཆを結成するは，所定の様ಠにより人社૩学生౫࣍を૪て学類ྙにၫけഞ

なけれƥなりません。なお，一ဗ結成されたཆでも，ቚ年ဗのౡめにあらためてၫഞをするᅢ要があ

ります。�

�

学生が学類内で集会を行うは，႞者は行ಈの � 日までに，所定の用౸により人社૩教ኃ

にၫけഞてください。また，集会にౚ用する施設ਸびᆾᆀについても同様に可を受けること。学外で

行う集会ቦは行ಈについても，ಈにၫけഞることが望ましい。�

学生が学内でૡಘを行うは，ಈに人社૩教ኃにၫけഞてください。ૡಘは所定ङ所以外ઔ

します。ૡಘにはबǾョǑをౚうこと（テープははがした฿がᇝにౖるのでઔ）。ᅢ要期間をथƃ

たૡಘは，ᅢずཆ႞者がりൊくこと。�

�

ಈኃઅိ�ॎにධ౫࣍ಬを設མしています。ධ౫࣍ಬでは次のような学生౫࣍を行っています。�

（�）� ධ৵望者に対する説ነ会，インǪーシップ๐のൾऴ�

（�）� ৫業の求人内容ਸび୰ኃ員，教員のᇻ集内容のૡಘ�
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（�）� ৫業研究会，৫業説ነ会等によるධ活၌౫࣍�

（�）� ධະཎbኟਚኜไ等による学生の଼別的౫࣍�

ු᎓が内定したら，アカンǠスȈーǪルを通じてධ౫࣍ಬに報告してください。学類では，ධ࡙

員がධやインǪーンシップのະཎ・指導を行っています。また，ධ࡙員会は，ධ関の各種講演

会，ධǦミǵー，ධ内定者によるଫ報告会などを行っています。ධ৵望者はこれらの活၌に積

極的に参加するとともに，ᅢ要に応じてධ࡙員ਸびු᎓指導༶ဴධ員と連ጛをるようにしてくだ

さい。�

�

自၌ೆによる通学は，ཱུೆ可ආをษし可された者にられています。�

ཱུೆ可ආを୪ᆋされた者は，ᅢず学生用ཱུೆ（� 年次は $，�～� 年生は %・&）内の所定のཱུೆ

ラインにഌってཱུೆすること（通᎓ᆪ分はཱུೆઔ）。ǠーǾスȏード（人間社会 � ೮ࡗ，大学会

ࣧ，ࡱ），北ᆵጦ施設೮ࡗ，人間社会 �೮ࡗ等にはཱུೆしないこと。�

ǻイク，自ೆは所定のཱུ፤にམくこと。�

ǠーǾスȏード，೮षၗ᎓，ཱུ ೆにおけるᄗཱུೆೆፊには，告Ȉールをりᆋけ，一定期間は

शටしません。�

� アカデミックǩーン内（ǘȎンǼス೮षၗ᎓の内໊）ƭのᄗඹ入・ཱུೆೆፊ（ǻイク・自ೆを

Ƶ）は，発ଣ次༌，告Ȉールをりᆋけ，一定期間はशටしません。ཱུೆᄗがૅりᇪされるとྈी

ശ分の対象になります。特に教ධ員用の 2 ཱུೆには学生はଂしてཱུೆしないでください。�

�

次のஶ目については，�ઞ༘大学学生ᇬጥ�を参൴してください。�

º� 学生ආのり扱い�

º� ൂආነの発行�

º� 授業料のႶ入�

º� 授業料ኘൊ�

º� 奨学ฑဗ�

º� 学生ፌ�

º� ଌஅ理，定期ଌஅෑཉ�

º� アルǻイǳ�

º� ጽ学৵望�

º� インǪーǸッǳおよびဃȌール（学内ǞンǿȐーǪー情報Ǹッǳワーク）のጦ用ሓ�

º� ༦୵同研修ǦンǪーのጦ用�

�

なお，ǳラブルをያሻし，ഊ実した学生生活をຽるためのアドǻイス・ጽ意については，�きいつ

けまっしgࡊ全でऻな学生生活のために�を参൴してください（ઞ༘大学Ȇームȅーǣにもૡఐ）。�

�

�������

大学ࢇについて�

�

大学ࢇ「人間社会環境研究科」はშౠ期ड程（いわƻる修ౠड程）ਸびშౠଢ଼期ड程（いわƻるშౠ

ड程）からஓ成されています。შౠ期ड程は，ऀのຎද෨にあるように � 専からஓ成されていま

す。そのうち人文学類で学ぶ学生に関わりが深いのは「人文学専」です。�

�

}შౠ期ड程}�

人文学専で学ぶ大学ࢇ生のු学目的は大きくႏつに分けられるようです。一つは，৫業，自ಓ，

地域社会で専門的実ኃ能力を備えたஸဗධ業人として活することを目指し，そのための深い知識と

学際的な౽野を९ၜしたい。もう一つは，大学教員など研究者を目指し，შౠଢ଼期ड程ු学の基礎

となる専門的知識や応用的研究ਙሓを修ၜし，自らの研究を発展させたいです。�

� � � � �

� � � � 学際ຳプログラム�

Ⴁ知科学，ȓーロッǼ・ဪアǣア文化ౝ，�

比較文学，ǣǒンǫー学，文化資ଳ学�
� � � �

� � 人 文 学 専 � � �

� � � � 専門深化プログラム�
哲学，理学，社会学，地理学，日本ౝ学，�

ဪዼౝ学，ฦዼౝ学，考ଽ学，日本語学�

日本文学，中ே語学中ே文学，英語学英�
ᇚ文学，ドイǯ語学ドイǯ文学，フラン�

ス語学フランス文学，言語学，文化ౌ�

学，比較文化学，文化人類学�

� � ሓ学・ทಓ学専� �

� � � �

შ ౠ  期 ड 程� � ૪ అ 学 専 � �

� � � �

� � 地域ຕ່学専� � �

� � � � �

� � ே 際 学 専 � � �

�

�

人文学専には，人間の行၌や౩考，社会現象，言語，ౝ等の人間に関わる様yな問題にຕ

່的かつഎႌにりຎƵ能力をࡱ成するために，ഌからの専門ፚ域においてड題の深化を目指

して研究をおこなう「専門深化プログラム」ਸびᆷ的ፚ域においてௗ日的な౽から研究に

りຎƵ「学際ຳプログラム」の���つのǪイプのプログラムがᆷ数用意されています。入学者

はそれらの中から一つのプログラムǞース（፯えƥ「Ⴁ知科学」や「哲学」など）を選択し，そのカȕ

ǘȐラムに࣎って専門知識や研究方ሓを学び，自らの研究をුめます。それぞれのプログラムǞース

のな授業科目等については研究科のȆームȅーǣを参൴してください。�

� �
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（�）� ৫業研究会，৫業説ነ会等によるධ活၌౫࣍�

（�）� ධະཎbኟਚኜไ等による学生の଼別的౫࣍�

ු᎓が内定したら，アカンǠスȈーǪルを通じてධ౫࣍ಬに報告してください。学類では，ධ࡙

員がධやインǪーンシップのະཎ・指導を行っています。また，ධ࡙員会は，ධ関の各種講演

会，ධǦミǵー，ධ内定者によるଫ報告会などを行っています。ධ৵望者はこれらの活၌に積

極的に参加するとともに，ᅢ要に応じてධ࡙員ਸびු᎓指導༶ဴධ員と連ጛをるようにしてくだ

さい。�

�

自၌ೆによる通学は，ཱུೆ可ආをษし可された者にられています。�

ཱུೆ可ආを୪ᆋされた者は，ᅢず学生用ཱུೆ（� 年次は $，�～� 年生は %・&）内の所定のཱུೆ

ラインにഌってཱུೆすること（通᎓ᆪ分はཱུೆઔ）。ǠーǾスȏード（人間社会 � ೮ࡗ，大学会

ࣧ，ࡱ），北ᆵጦ施設೮ࡗ，人間社会 �೮ࡗ等にはཱུೆしないこと。�

ǻイク，自ೆは所定のཱུ፤にམくこと。�

ǠーǾスȏード，೮षၗ᎓，ཱུ ೆにおけるᄗཱུೆೆፊには，告Ȉールをりᆋけ，一定期間は

शටしません。�

� アカデミックǩーン内（ǘȎンǼス೮षၗ᎓の内໊）ƭのᄗඹ入・ཱུೆೆፊ（ǻイク・自ೆを

Ƶ）は，発ଣ次༌，告Ȉールをりᆋけ，一定期間はशටしません。ཱུೆᄗがૅりᇪされるとྈी

ശ分の対象になります。特に教ධ員用の 2 ཱུೆには学生はଂしてཱུೆしないでください。�

�

次のஶ目については，�ઞ༘大学学生ᇬጥ�を参൴してください。�

º� 学生ආのり扱い�

º� ൂආነの発行�

º� 授業料のႶ入�

º� 授業料ኘൊ�

º� 奨学ฑဗ�

º� 学生ፌ�

º� ଌஅ理，定期ଌஅෑཉ�

º� アルǻイǳ�

º� ጽ学৵望�

º� インǪーǸッǳおよびဃȌール（学内ǞンǿȐーǪー情報Ǹッǳワーク）のጦ用ሓ�

º� ༦୵同研修ǦンǪーのጦ用�

�

なお，ǳラブルをያሻし，ഊ実した学生生活をຽるためのアドǻイス・ጽ意については，�きいつ

けまっしgࡊ全でऻな学生生活のために�を参൴してください（ઞ༘大学Ȇームȅーǣにもૡఐ）。�

�

�������

大学ࢇについて�

�

大学ࢇ「人間社会環境研究科」はშౠ期ड程（いわƻる修ౠड程）ਸびშౠଢ଼期ड程（いわƻるშౠ

ड程）からஓ成されています。შౠ期ड程は，ऀのຎද෨にあるように � 専からஓ成されていま

す。そのうち人文学類で学ぶ学生に関わりが深いのは「人文学専」です。�

�

}შౠ期ड程}�

人文学専で学ぶ大学ࢇ生のු学目的は大きくႏつに分けられるようです。一つは，৫業，自ಓ，

地域社会で専門的実ኃ能力を備えたஸဗධ業人として活することを目指し，そのための深い知識と

学際的な౽野を९ၜしたい。もう一つは，大学教員など研究者を目指し，შౠଢ଼期ड程ු学の基礎

となる専門的知識や応用的研究ਙሓを修ၜし，自らの研究を発展させたいです。�

� � � � �

� � � � 学際ຳプログラム�

Ⴁ知科学，ȓーロッǼ・ဪアǣア文化ౝ，�

比較文学，ǣǒンǫー学，文化資ଳ学�
� � � �

� � 人 文 学 専 � � �

� � � � 専門深化プログラム�
哲学，理学，社会学，地理学，日本ౝ学，�

ဪዼౝ学，ฦዼౝ学，考ଽ学，日本語学�

日本文学，中ே語学中ே文学，英語学英�
ᇚ文学，ドイǯ語学ドイǯ文学，フラン�

ス語学フランス文学，言語学，文化ౌ�

学，比較文化学，文化人類学�

� � ሓ学・ทಓ学専� �

� � � �

შ ౠ  期 ड 程� � ૪ అ 学 専 � �

� � � �

� � 地域ຕ່学専� � �

� � � � �

� � ே 際 学 専 � � �

�

�

人文学専には，人間の行၌や౩考，社会現象，言語，ౝ等の人間に関わる様yな問題にຕ

່的かつഎႌにりຎƵ能力をࡱ成するために，ഌからの専門ፚ域においてड題の深化を目指

して研究をおこなう「専門深化プログラム」ਸびᆷ的ፚ域においてௗ日的な౽から研究に

りຎƵ「学際ຳプログラム」の���つのǪイプのプログラムがᆷ数用意されています。入学者

はそれらの中から一つのプログラムǞース（፯えƥ「Ⴁ知科学」や「哲学」など）を選択し，そのカȕ

ǘȐラムに࣎って専門知識や研究方ሓを学び，自らの研究をුめます。それぞれのプログラムǞース

のな授業科目等については研究科のȆームȅーǣを参൴してください。�

� �
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}შౠଢ଼期ड程�

შౠଢ଼期ड程では，შౠ期ड程でთった専門的な知識と能力を基礎にຳตにᆏんだஸဗに専門

的な教ࡱ研究が行われ，๐༾的研究やஸ等教ࡱの༶いとしてၤຕตሟかな教ࡱ研究能力を発৸でき

る大学教員，研究者ਸびஸဗ専門ධ業人をጊ成することを目的としています。�

ᅮ準修業期内（� 年間）にშౠの学ࡔを授ይすることを目指すため，� 年次から � 年次まで૩的

に研究活၌が行えるように，� つの，�）ᆷ数の教員集ཆによる論文指導，�）プロǣǒクǳ研究ƭの

参加，�）学ട誌ƭの論文ဨஜ，�）୰開ಠによる研究報告会の開௹，�）� ཌॎ方ಠの学ࡔ論文ල

査，による教ࡱプログラムが準備されています。�

本研究科შౠଢ଼期ड程は� � Ǟースからஓ成されており，授ይする学ࡔは，შౠ（社会環境学），同

（文学），同（ሓ学），同（ทಓ学），同（૪అ学），同（学ട）です。�

�

� � 人 文 学 Ǟ ー ス�

� � �

人間社会環境学専� � ሓ 学 ・ ท ಓ 学 Ǟ ー ス�

� � �

� � 社 会 ૪ అ 学 Ǟ ー ス�

�

�

�

�

�

�

�

�������

ઞ༘大学履修ਊ程�


ೡ౯��

༌ � ඞ� このਊ程は，ઞ༘大学学໋༌ �� ඞ༌ � ஶのਊ定に基づき，授業科目の履修についてᅢ要なಈ

ஶを定めるものとする。�


授業科目と履修方ሓ��

༌ � ඞ� 授業科目は，通教ࡱ科目
「ઞ༘大学¢グローǻル£スǪンǫード」を基ತとした，学ౠड

程教ࡱの基ᄯをなす授業科目をいう。�ਸび専門教ࡱ科目
学域にる専門の学を教授することを

目的とする授業科目をいう。�にત分する。�

�� 履修方ሓについては，ே際基教ࢇࡱਸび各学域において別に定める。�

༌ � ඞ� 通教ࡱ科目は，「導入科目」，「)5 科目」，「)5 言語科目」，「基礎科目」，「初習言語

科目」ਸび「自ዡ履修科目」にત分する。�

�� 専門教ࡱ科目は，「学域 )5 科目」，「学域 )5 言語科目」，「専門基礎科目」ਸび「専門科目」に

ત分する。�


基教ࡱ特設プログラム��

༌ � ඞ� 特定の分野の学修を目的として，通教ࡱ科目ਸび各学類が࿓する専門教ࡱ科目からᇨ成

する教ࡱプログラム
以ऀ「基教ࡱ特設プログラム」という。�を開設し，その学修成果をႡ定す

ることができるものとする。�

�� 基教ࡱ特設プログラムにおいて，所定の༳ࡔを修ၜした者には，通教࡙ࡱ員会の議を૪て，ே

際基教ྙࢇࡱが修了をႡ定する。�

��  � ஶの教ࡱड程等については，ே際基教ࢇࡱにおいて別に定める。�


ᆱ専��

༌ � ඞ� 学生が所໔する学域，学類ᇖびにǞースਸび専にる分野以外の分野ቦはड題に関する教


ड程ࡱ以ऀ「ᆱ専」という。�を開設し，その学修成果をႡ定することができるものとする。�

�� ᆱ専において，所定の༳ࡔを修ၜした者には，ဴड़学生が所໔する学域の教ࡱ研究会議の議を૪

て，学域ྙが修了をႡ定する。�

��  � ஶの教ࡱड程等については，各学域において別に定める。�

（๐導 56'#/ 人ఔࡱ成特別プログラム）�

༌ � ඞの �� ᆳ広い教ጊと深い専門ตをፊጵした人ఔをࡱ成することを目的として，「๐導 56'#/ 人

ఔࡱ成特別プログラム」を開設し，その学修成果をႡ定することができるものとする。�

�� ๐導 56'#/ 人ఔࡱ成特別プログラムを修了した者には，修了ආを୪ᆋする。�

�� ๐導 56'#/ 人ఔࡱ成特別プログラムに関しᅢ要なಈஶは，別に定める。�

� （デーǪǠイǓンス特別プログラム）�

༌ � ඞの �� 数理・デーǪǠイǓンス・#+ 活用のための基礎的知識をዛする人ఔをࡱ成するため「デ

ーǪǠイǓンス特別プログラム」を開設し，その学修成果をႡ定することができるものとする。�

�� デーǪǠイǓンス特別プログラムを修了した者には，修了ආを୪ᆋする。�

�� デーǪǠイǓンス特別プログラムに関しᅢ要なಈஶは，別に定める。�


教ࡱධ員ኘඡのၜに関する授業科目��
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}შౠଢ଼期ड程�

შౠଢ଼期ड程では，შౠ期ड程でთった専門的な知識と能力を基礎にຳตにᆏんだஸဗに専門

的な教ࡱ研究が行われ，๐༾的研究やஸ等教ࡱの༶いとしてၤຕตሟかな教ࡱ研究能力を発৸でき

る大学教員，研究者ਸびஸဗ専門ධ業人をጊ成することを目的としています。�

ᅮ準修業期内（� 年間）にშౠの学ࡔを授ይすることを目指すため，� 年次から � 年次まで૩的

に研究活၌が行えるように，� つの，�）ᆷ数の教員集ཆによる論文指導，�）プロǣǒクǳ研究ƭの

参加，�）学ട誌ƭの論文ဨஜ，�）୰開ಠによる研究報告会の開௹，�）� ཌॎ方ಠの学ࡔ論文ල

査，による教ࡱプログラムが準備されています。�

本研究科შౠଢ଼期ड程は� � Ǟースからஓ成されており，授ይする学ࡔは，შౠ（社会環境学），同

（文学），同（ሓ学），同（ทಓ学），同（૪అ学），同（学ട）です。�

�

� � 人 文 学 Ǟ ー ス�

� � �

人間社会環境学専� � ሓ 学 ・ ท ಓ 学 Ǟ ー ス�

� � �

� � 社 会 ૪ అ 学 Ǟ ー ス�

�

�

�

�

�

�

�

�������

ઞ༘大学履修ਊ程�


ೡ౯��

༌ � ඞ� このਊ程は，ઞ༘大学学໋༌ �� ඞ༌ � ஶのਊ定に基づき，授業科目の履修についてᅢ要なಈ

ஶを定めるものとする。�


授業科目と履修方ሓ��

༌ � ඞ� 授業科目は，通教ࡱ科目
「ઞ༘大学¢グローǻル£スǪンǫード」を基ತとした，学ౠड

程教ࡱの基ᄯをなす授業科目をいう。�ਸび専門教ࡱ科目
学域にる専門の学を教授することを

目的とする授業科目をいう。�にત分する。�

�� 履修方ሓについては，ே際基教ࢇࡱਸび各学域において別に定める。�

༌ � ඞ� 通教ࡱ科目は，「導入科目」，「)5 科目」，「)5 言語科目」，「基礎科目」，「初習言語

科目」ਸび「自ዡ履修科目」にત分する。�

�� 専門教ࡱ科目は，「学域 )5 科目」，「学域 )5 言語科目」，「専門基礎科目」ਸび「専門科目」に

ત分する。�


基教ࡱ特設プログラム��

༌ � ඞ� 特定の分野の学修を目的として，通教ࡱ科目ਸび各学類が࿓する専門教ࡱ科目からᇨ成

する教ࡱプログラム
以ऀ「基教ࡱ特設プログラム」という。�を開設し，その学修成果をႡ定す

ることができるものとする。�

�� 基教ࡱ特設プログラムにおいて，所定の༳ࡔを修ၜした者には，通教࡙ࡱ員会の議を૪て，ே

際基教ྙࢇࡱが修了をႡ定する。�

��  � ஶの教ࡱड程等については，ே際基教ࢇࡱにおいて別に定める。�


ᆱ専��

༌ � ඞ� 学生が所໔する学域，学類ᇖびにǞースਸび専にる分野以外の分野ቦはड題に関する教


ड程ࡱ以ऀ「ᆱ専」という。�を開設し，その学修成果をႡ定することができるものとする。�

�� ᆱ専において，所定の༳ࡔを修ၜした者には，ဴड़学生が所໔する学域の教ࡱ研究会議の議を૪

て，学域ྙが修了をႡ定する。�

��  � ஶの教ࡱड程等については，各学域において別に定める。�

（๐導 56'#/ 人ఔࡱ成特別プログラム）�

༌ � ඞの �� ᆳ広い教ጊと深い専門ตをፊጵした人ఔをࡱ成することを目的として，「๐導 56'#/ 人

ఔࡱ成特別プログラム」を開設し，その学修成果をႡ定することができるものとする。�

�� ๐導 56'#/ 人ఔࡱ成特別プログラムを修了した者には，修了ආを୪ᆋする。�

�� ๐導 56'#/ 人ఔࡱ成特別プログラムに関しᅢ要なಈஶは，別に定める。�

� （デーǪǠイǓンス特別プログラム）�

༌ � ඞの �� 数理・デーǪǠイǓンス・#+ 活用のための基礎的知識をዛする人ఔをࡱ成するため「デ

ーǪǠイǓンス特別プログラム」を開設し，その学修成果をႡ定することができるものとする。�

�� デーǪǠイǓンス特別プログラムを修了した者には，修了ආを୪ᆋする。�

�� デーǪǠイǓンス特別プログラムに関しᅢ要なಈஶは，別に定める。�


教ࡱධ員ኘඡのၜに関する授業科目��
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༌ � ඞ� 教ࡱධ員ኘඡをၜしようとする者は，別に定める「教科に関する専門的ಈஶ」，「教ࡱの

基礎的理शに関する科目」，「ၗၝ，ຳ的な学習のಐ間等の指導ሓਸび生ည指導，教ࡱະཎ等に

関する科目」，「教ࡱ実に関する科目」，「各教科の指導ሓ」，「大学がၤ自に設定する科目」�

ਸび「特別౫࣍教ࡱに関する科目」の༳ࡔを修ၜしなけれƥならない。�


受講者のཬ選・選ᄌ��

༌ � ඞ� 一ᆪの授業科目については，選ᄌಀଫቦはཬ選等で受講者を選定することがある。�

�� ஶの授業科目ਸび受講者のฝ人数は，ே際基教ࢇࡱਸび各学域において指ಘするものとする。�


履修໗��

༌ � ඞ� 学生は，履修を৵望する授業科目について，別に定める履修ဎᎩ期間に履修ဎᎩ໗により

学域ྙቦはே際基教ྙࢇࡱに৪いഞ，可を受けなけれƥならない。�

�� 学生は，履修ဎᎩ期間ଢ଼に履修を৵望する授業科目の॰Ⴁを行い，ᇥஏするは॰Ⴁ・ᇥஏ期間

内に໗を行わなけれƥならない。�

�� 履修ဎᎩ໗をしていない授業科目については，履修することができない。履修ဎᎩ໗にᆊ備ቦ

はりがあったも同様とする。�

�� やƵをၜない理ዡにより，所定の期間内に履修ဎᎩ໗を行うことができないは，その理ዡを

ᆋして学域ྙቦはே際基教ྙࢇࡱにၫけഞなけれƥならない。�


履修ဎᎩのฑ��

༌ � ඞ� 各学期ቦは各クǔーǪーに履修ဎᎩできる༳ࡔ数の上は，各学域ਸびே際基教ࢇࡱで別

に定める。�


履修可の൯し��

༌ �� ඞ� 履修を可されたଢ଼においても，本ਊ程にᄗして履修ဎᎩしたことがᄕነしたには履

修の可をり൯すことがある。�


༳ࡔႡ定対象資६��

༌ �� ඞ� 次にૡげる各のいずれかにड़ဴする学生は，༳ࡔႡ定を受ける資६がないものとする。�


��� ဴड़授業科目の履修ဎᎩをしていない者�


��� 授業ഞาष数がே際基教ࢇࡱਸび各学域で定めるഞาすべき授業ष数にተたない者�


��� 休学期間がဴड़授業科目の開講期間と重なる者��


ᆊฝ行ࡡ��

༌ �� ඞ� ಀଫ等におけるᆊฝ行ࡡについては，ઞ༘大学学生ྈीਊ程の定めるとこǂによる。�


༳ࡔ॰定ಐ期��

༌ �� ඞ� ༳ࡔ॰定のಐ期は，次の各にૡげるಐ期とする。�


��� 期開講授業科目は，�ଈቨ日とし，ଢ଼期開講授業科目は，� ଈቨ日とする。�


��� のਊ定にかかわらず，卒業者については学ࡔ授ይの日をもって༳ࡔ॰定のಐ期とする。�


成のᅴअ��

༌ �� ඞ� 授業科目の成は，次の各にૡげる基準によるものとする。�

� �ᅴ語� 英ዅ
ආነ書�ᅴ語� ᄕ定� 学修༥成ဗ�


���5� ##� ६� ��²以上�


���#� #� ६� ��²以上 ��²ቴተ�

�������


���$� $� ६� ��²以上 ��²ቴተ�


���%� %� ६� ��²以上 ��²ቴተ�


���� 2g2CUU� ६� ��²以上�


���Ⴁ定� %(g%GTVKH[� ६� ��²以上�


���ᆊ可� � � ᆊ६� ��²ቴተ�


���ᄵ� � � ᆊ६� ��²ቴተ�


���ሐ৾� � � ᆊ६� � �

�� 「」ਸび「ᄵ」のᅴ語は，一定෯準の成༥成を目的とした授業科目においてౚ用するものとす

る。�

�� 「Ⴁ定」のᅴ語は，本学の開講科目以外の授業科目ਸび外ᆪಀଫ等の結果により，ᅴअする授業科

目においてౚ用するものとする。ただし，༳ࡔୗহ定書その他により定めがあるは，この

りでない。�

�� ༳ࡔႡ定をᇱጽとするの基準ਸびᇱጽଢ଼の成ᅴअ方ሓについては，ே際基教ࢇࡱਸび各学

域において別に定める。�

�� 成通知には，༌ � ஶのᅴ語を用いる。�

�� 成ආነ書には，ᄕ定が६となった授業科目のみఐし，༌ � ஶのᅴ語を用いる。ただし，Ⴁ定

は「Ⴁ」と表ಘする。�


ຳ成ᅴअ��

༌ �� ඞ� ඞの成のᅴअに対して次の各にૡげるグレード・Ȉインǳ
以ऀ「)2」という。�を設

定し，ᆊ६の授業科目をめて，履修科目のグレード・Ȉインǳのᇓઍ
グレード・Ȉインǳ・ア

ベレーǣ
以ऀ「)2#」という。�を్ഞし，ຳ成ᅴअを行う。�

� �ᅴ語� )2�


���5� � �


���#� � �


���$� � �


���%� � �


���� 対象外�


���Ⴁ定� 対象外�


���ᆊ可� � �


���ᄵ� 対象外�


���ሐ৾� � （༌ �� ඞ༌ � ஶにਊ定するᅴ語を用いる科目については対象外）�

�� ༳ࡔႡ定がᇱጽとなった授業科目の )2 は，�とする。�

�� )2# を్ഞする基準は，次のとおりとする。�

)2# 
授業科目でၜた)2�その授業科目の༳ࡔ数�のຳᎬ�
履修ဎᎩした授業科目の༳ࡔ数のຳᎬ��

�� 成ආነ書には，)2# はነしない。�

�� )2# におけるᇱጽ授業科目は，履修ဎᎩした授業科目の༳ࡔ数のຳᎬにめる。�

�� ௺履修の扱いについては，ே際基教ࢇࡱਸび各学域において別に定める。�

�� )2# 対象外授業科目は，次のとおりとする。�
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༌ � ඞ� 教ࡱධ員ኘඡをၜしようとする者は，別に定める「教科に関する専門的ಈஶ」，「教ࡱの

基礎的理शに関する科目」，「ၗၝ，ຳ的な学習のಐ間等の指導ሓਸび生ည指導，教ࡱະཎ等に

関する科目」，「教ࡱ実に関する科目」，「各教科の指導ሓ」，「大学がၤ自に設定する科目」�

ਸび「特別౫࣍教ࡱに関する科目」の༳ࡔを修ၜしなけれƥならない。�


受講者のཬ選・選ᄌ��

༌ � ඞ� 一ᆪの授業科目については，選ᄌಀଫቦはཬ選等で受講者を選定することがある。�

�� ஶの授業科目ਸび受講者のฝ人数は，ே際基教ࢇࡱਸび各学域において指ಘするものとする。�


履修໗��

༌ � ඞ� 学生は，履修を৵望する授業科目について，別に定める履修ဎᎩ期間に履修ဎᎩ໗により

学域ྙቦはே際基教ྙࢇࡱに৪いഞ，可を受けなけれƥならない。�

�� 学生は，履修ဎᎩ期間ଢ଼に履修を৵望する授業科目の॰Ⴁを行い，ᇥஏするは॰Ⴁ・ᇥஏ期間

内に໗を行わなけれƥならない。�

�� 履修ဎᎩ໗をしていない授業科目については，履修することができない。履修ဎᎩ໗にᆊ備ቦ

はりがあったも同様とする。�

�� やƵをၜない理ዡにより，所定の期間内に履修ဎᎩ໗を行うことができないは，その理ዡを

ᆋして学域ྙቦはே際基教ྙࢇࡱにၫけഞなけれƥならない。�


履修ဎᎩのฑ��

༌ � ඞ� 各学期ቦは各クǔーǪーに履修ဎᎩできる༳ࡔ数の上は，各学域ਸびே際基教ࢇࡱで別

に定める。�


履修可の൯し��

༌ �� ඞ� 履修を可されたଢ଼においても，本ਊ程にᄗして履修ဎᎩしたことがᄕነしたには履

修の可をり൯すことがある。�


༳ࡔႡ定対象資६��

༌ �� ඞ� 次にૡげる各のいずれかにड़ဴする学生は，༳ࡔႡ定を受ける資६がないものとする。�


��� ဴड़授業科目の履修ဎᎩをしていない者�


��� 授業ഞาष数がே際基教ࢇࡱਸび各学域で定めるഞาすべき授業ष数にተたない者�


��� 休学期間がဴड़授業科目の開講期間と重なる者��


ᆊฝ行ࡡ��

༌ �� ඞ� ಀଫ等におけるᆊฝ行ࡡについては，ઞ༘大学学生ྈीਊ程の定めるとこǂによる。�


༳ࡔ॰定ಐ期��

༌ �� ඞ� ༳ࡔ॰定のಐ期は，次の各にૡげるಐ期とする。�


��� 期開講授業科目は，�ଈቨ日とし，ଢ଼期開講授業科目は，� ଈቨ日とする。�


��� のਊ定にかかわらず，卒業者については学ࡔ授ይの日をもって༳ࡔ॰定のಐ期とする。�


成のᅴअ��

༌ �� ඞ� 授業科目の成は，次の各にૡげる基準によるものとする。�

� �ᅴ語� 英ዅ
ආነ書�ᅴ語� ᄕ定� 学修༥成ဗ�


���5� ##� ६� ��²以上�


���#� #� ६� ��²以上 ��²ቴተ�

�������


���$� $� ६� ��²以上 ��²ቴተ�


���%� %� ६� ��²以上 ��²ቴተ�


���� 2g2CUU� ६� ��²以上�


���Ⴁ定� %(g%GTVKH[� ६� ��²以上�


���ᆊ可� � � ᆊ६� ��²ቴተ�


���ᄵ� � � ᆊ६� ��²ቴተ�


���ሐ৾� � � ᆊ६� � �

�� 「」ਸび「ᄵ」のᅴ語は，一定෯準の成༥成を目的とした授業科目においてౚ用するものとす

る。�

�� 「Ⴁ定」のᅴ語は，本学の開講科目以外の授業科目ਸび外ᆪಀଫ等の結果により，ᅴअする授業科

目においてౚ用するものとする。ただし，༳ࡔୗহ定書その他により定めがあるは，この

りでない。�

�� ༳ࡔႡ定をᇱጽとするの基準ਸびᇱጽଢ଼の成ᅴअ方ሓについては，ே際基教ࢇࡱਸび各学

域において別に定める。�

�� 成通知には，༌ � ஶのᅴ語を用いる。�

�� 成ආነ書には，ᄕ定が६となった授業科目のみఐし，༌ � ஶのᅴ語を用いる。ただし，Ⴁ定

は「Ⴁ」と表ಘする。�


ຳ成ᅴअ��

༌ �� ඞ� ඞの成のᅴअに対して次の各にૡげるグレード・Ȉインǳ
以ऀ「)2」という。�を設

定し，ᆊ६の授業科目をめて，履修科目のグレード・Ȉインǳのᇓઍ
グレード・Ȉインǳ・ア

ベレーǣ
以ऀ「)2#」という。�を్ഞし，ຳ成ᅴअを行う。�

� �ᅴ語� )2�


���5� � �


���#� � �


���$� � �


���%� � �


���� 対象外�


���Ⴁ定� 対象外�


���ᆊ可� � �


���ᄵ� 対象外�


���ሐ৾� � （༌ �� ඞ༌ � ஶにਊ定するᅴ語を用いる科目については対象外）�

�� ༳ࡔႡ定がᇱጽとなった授業科目の )2 は，�とする。�

�� )2# を్ഞする基準は，次のとおりとする。�

)2# 
授業科目でၜた)2�その授業科目の༳ࡔ数�のຳᎬ�
履修ဎᎩした授業科目の༳ࡔ数のຳᎬ��

�� 成ආነ書には，)2# はነしない。�

�� )2# におけるᇱጽ授業科目は，履修ဎᎩした授業科目の༳ࡔ数のຳᎬにめる。�

�� ௺履修の扱いについては，ே際基教ࢇࡱਸび各学域において別に定める。�

�� )2# 対象外授業科目は，次のとおりとする。�
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��� 通教ࡱ科目�

「導入科目」，「いしかわシティカレッǣの他大学࿓科目」，「ሐຽ大学の授業科目」，「入

学の既修ၜ༳ࡔをႡ定した授業科目」ਸび「外ᆪಀଫによって「Ⴁ定」のᅴ語で༳ࡔႡ定した

授業科目」�


��� 以外の通教ࡱ科目については，各学域において別に定める。�


��� 専門教ࡱ科目については，各学域において別に定める。�


成ᅴअのਝ義しጵて��

༌ �� ඞ� 成のᅴअに対するਝ義しጵてについては，「成ᅴअƭのਝ義しഞに対する対応につ

いてのしわせ」による。�

ᆣ� ໋�

このਊ程は，ᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から施行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から用する。�

ᆣ� ໋�

このਊ程は，ᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から施行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から用する。�

ᆣ� ໋�

このਊ程は，ᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から施行する。�

ᆣ� ໋�

このਊ程は，ᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から施行する。�

ᆣ� ໋�

�� このਊ程は，ᇓ成 �� 年 � ଈ �日から施行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学生から用する。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日に在学する者については，なおഌの፯による。ただし，༌ � ඞ༌ � ஶに定め

る通教ࡱ特設プログラムの修了Ⴁ定は，ே際基教ྙࢇࡱが行うものとする。�

ᆣ� ໋�

このਊ程は，ᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から施行する。�

ᆣ� ໋�

このਊ程は，፭Ꭼ �年 �ଈ � 日から施行する。�

ᆣ� ໋�

このਊ程は，፭Ꭼ �年 �ଈ � 日から施行する。�
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金沢大学人間社会学域規程�


平成 �� 年 � 月 � 日規程第 ���� 号��

�

目次�

第 � 章� 総則
第 �条－第 � 条��

第 � 章� 履修方法等
第 �条－第 �� 条��

第 � 章� 試験及び成績評価
第 �� 条－第 �� 条��

第 � 章� 卒業・学位
第 �� 条・第 �� 条��

第 � 章� 再入学，転入学及び編入学
第 �� 条－第 �� 条��

第 � 章� 転学類及び転コース
第 �� 条・第 �� 条��

第 � 章� 研究生，科目等履修生，特別聴講学生
第 �� 条－第 �� 条��

第 � 章� 教育職員免許
第 �� 条－第 �� 条��

第 � 章� 副専攻
第 �� 条��

附則�

第 � 章� 総則�


趣旨��

第 � 条� この規程は，金沢大学人間社会学域
以下「本学域」という。�における教育課程，履修方

法，試験，卒業等に関し，金沢大学学則
以下「学則」という。�，金沢大学履修規程
以下「履修

規程」という。�及び金沢大学共通教育科目に関する規程
以下「共通教育科目規程」という。�に

定めるもののほか，必要な事項を定める。�

� 
学類等��

第 � 条� 本学域に次の学類，コース，プログラムを置く。�

学類� コース・プログラム� 専修�

人文学類�心理学プログラム�

�

現代社会・人間学プログラム� �

考古学・文化資源学プログラム� �

歴史学プログラム�

�

日本・中国言語文化学プログラム� �

欧米言語文化学プログラム� �

言語科学プログラム� �

法学類� 公共法政策コース� � �

企業関係法コース�

総合法学コース�
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૪అ学類�ǓコǹȊǚスコース� � �

グローǻȖ・ȉǸǣȌȞǳコース�

学教育

学類�

教育科学コース� 教育ৰຉ専修�

特別౫࣍教育専修�

教科教育学コース� 国語教育専修�

社会科教育専修�

学教育専修�

理科教育専修�

ࣿॼ教育専修�

ᅖട教育専修�

ᇱଌ育専修�

ऌ政教育専修�

�語教育専修ࢷ

ད域ຕ່

学類�

ᆵȉǸǣȌȞǳコース� � �

ৄ੩共生コース�

ད域プラȞǶȞグコース�

୯学・文化૫ൡコース�

国学類�国社会コース� � �

日本・日本語教育コース�

ǍǣǍコース�

米ࢷコース�

ȓーロǮǼコース�

Å人文学類にസ໔する学生は�プログラムにസ໔しない。コースฑはంዿƐƏ�プログラムを༖しƛ

履修する。�

� 
附໔౮็��

第 � 条� 学則第 � 条第 � 項にƽƿ学教育学類に置かǁる，附໔教育研究౮็に関する事項は，学

教育学類においƛ別に定める。�


教育研究එの目��

第 � 条� 本学域においƛは，人間及び人間社会に関するᆗᇫ理の༷ਿとともに，૽ᇥするᆷな

社会ඡੳの下Ɯ，人間及び人間社会Ɓྞኜするൂኴ༎のशଂにଝ৳ይするƔめの教育をபい，社

会にଝしうるಛᄇな課༎༷ਿႷƹशଂႷをಏƖ，かƙ文化共生ಐ代にƪƊǄしい理श

とᄕཉをಏƘƔ଼ตな人ఔをጊ成することを目とする。��

�� 学類における人ఔጊ成に関する目ƒの教育研究එの目は，別ᅳ第 � のとおƿとする。��

�

�������

第 � 章� 履修方法等�

� 
സ໔コース及びプログラムのଂ定��

第 � 条� 学生は，ƒのസ໔する学類においƛ別に定めるとこǂにƽƿ，౨ሰするコース，プログラム

を༖し，学類ྙにၫഞなけǁƥなƾない。�

�� 項の౨ሰೄƁ，コース，プログラム�専修Ɖとに学類においƛ定める入ǁඑ�人文学

類にŷƘƛはฝඑ�をྖथしƔとƂは，考にƽƿコース�プログラムをଂ定することƁ

ŷる。�


೨業科目及び༳位等��

第 � 条� 学生は，別ᅳ第 �，別ᅳ第 ���，別ᅳ第 ��� 及び別ᅳ第 �にƽƿ，必要な༳位を修ၜしなけǁ

ƥなƾない。Ɣƕし，学則第 �� 条第 �項の第 �号かƾ第 � 号ƳƜの規定にƽƿ編入学を許ईƊǁƔ

学生の卒業に必要な事項は学類においƛ別に定める。�

�� 本学域Ɓ࿓する೨業科目，༳位及び्講ಐৼは，別ᅳ第 ���，別ᅳ第 ��� のとおƿとする�

�� 本学域の२学類Ɓ࿓する೨業科目及び༳位は，別ᅳ第 � のとおƿとする。��

�� 項の೨業科目の्講ಐৼは，२学類Ɯ別に定める。��

�� 共通教育科目の೨業科目及び༳位は，共通教育科目規程の定めるとこǂにƽる。��


༽ৼጽ学プログラム��

第 � 条の �� 本学域に༽ৼጽ学プログラムを置く。༽ৼጽ学プログラムに関する೨業ፍ目及び༳位

は，別ᅳ第 �及び共通教育科目規程のほか，別に定める。��

�� 項に定めるプログラムを履修することƁƜƂる学生は，別に考する。��

�� 第 � 項に定めるプログラムを履修する学生は，� 学ৼに � 科目以එ専科目を履修しなけǁƥな

ƾない。�

�� 第 � 項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。��


公Ⴁ心理౧ጊ成プログラム��

第 � 条の �� 本学域に公Ⴁ心理౧ጊ成プログラムを置く。公Ⴁ心理౧ጊ成プログラムに関する೨業ፍ

目及び༳位は，別ᅳ第 ���� のとおƿとする。��

�� 項に定めるプログラムを履修することƁƜƂる学生は，別ᅳ第 ���� に規定する修ၜすƮƂ༳

位を修ၜしƔ学生とする。なお，履修৵ሰೄƁ別に定めるඑをྖथしƔとƂは，考に

ƽƿ履修ೄをଂ定する。��

�� 第 � 項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。��

第 � 条� 条Ɯ定めƔ，೨業科目の༳位修ၜに関する要ଉ及び履修方法は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
履修のඑ��

第 � 条� 履修規程第 � 条の規定にৰƚく२学ৼቦは२ǚǔーǪーに履修科目としƛဎᎩƜƂる科目の

එ༳位
以下「履修ဎᎩ༳位のඑ」という。�は，共通教育科目，学域履修科目及び本学域

履修科目をめ，別ᅳ第 �のとおƿとする。��

�� 履修ဎᎩ༳位のඑのඉとしない೨業科目は，共通教育科目規程第 � 条第 � 項Ɯ定める೨業

科目の，ആ中講ਟにƽƿ्講する科目，ࡣ文化験ಲ，ǏȞǪーȞǢǮプ，法ጳಲኃǏȞǪー

ȞǢǮプ，教育ಲ，ᄕ፯研究，࣏�法学類及び૪అ学類�，卒業Ꭺ文，卒業研究及び別ᅳ第

� かƾ別ᅳ第 � Ɯ定める೨業科目�学教育学類をൊく�とする。��
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૪అ学類�ǓコǹȊǚスコース� � �

グローǻȖ・ȉǸǣȌȞǳコース�

学教育

学類�

教育科学コース� 教育ৰຉ専修�

特別౫࣍教育専修�

教科教育学コース� 国語教育専修�

社会科教育専修�

学教育専修�

理科教育専修�

ࣿॼ教育専修�

ᅖട教育専修�

ᇱଌ育専修�

ऌ政教育専修�

�語教育専修ࢷ

ད域ຕ່

学類�

ᆵȉǸǣȌȞǳコース� � �

ৄ੩共生コース�

ད域プラȞǶȞグコース�

୯学・文化૫ൡコース�

国学類�国社会コース� � �

日本・日本語教育コース�

ǍǣǍコース�

米ࢷコース�

ȓーロǮǼコース�

Å人文学類にസ໔する学生は�プログラムにസ໔しない。コースฑはంዿƐƏ�プログラムを༖しƛ

履修する。�

� 
附໔౮็��

第 � 条� 学則第 � 条第 � 項にƽƿ学教育学類に置かǁる，附໔教育研究౮็に関する事項は，学

教育学類においƛ別に定める。�


教育研究එの目��

第 � 条� 本学域においƛは，人間及び人間社会に関するᆗᇫ理の༷ਿとともに，૽ᇥするᆷな

社会ඡੳの下Ɯ，人間及び人間社会Ɓྞኜするൂኴ༎のशଂにଝ৳ይするƔめの教育をபい，社

会にଝしうるಛᄇな課༎༷ਿႷƹशଂႷをಏƖ，かƙ文化共生ಐ代にƪƊǄしい理श

とᄕཉをಏƘƔ଼ตな人ఔをጊ成することを目とする。��

�� 学類における人ఔጊ成に関する目ƒの教育研究එの目は，別ᅳ第 � のとおƿとする。��

�

�������

第 � 章� 履修方法等�

� 
സ໔コース及びプログラムのଂ定��

第 � 条� 学生は，ƒのസ໔する学類においƛ別に定めるとこǂにƽƿ，౨ሰするコース，プログラム

を༖し，学類ྙにၫഞなけǁƥなƾない。�

�� 項の౨ሰೄƁ，コース，プログラム�専修Ɖとに学類においƛ定める入ǁඑ�人文学

類にŷƘƛはฝඑ�をྖथしƔとƂは，考にƽƿコース�プログラムをଂ定することƁ

ŷる。�


೨業科目及び༳位等��

第 � 条� 学生は，別ᅳ第 �，別ᅳ第 ���，別ᅳ第 ��� 及び別ᅳ第 �にƽƿ，必要な༳位を修ၜしなけǁ

ƥなƾない。Ɣƕし，学則第 �� 条第 �項の第 �号かƾ第 � 号ƳƜの規定にƽƿ編入学を許ईƊǁƔ

学生の卒業に必要な事項は学類においƛ別に定める。�

�� 本学域Ɓ࿓する೨業科目，༳位及び्講ಐৼは，別ᅳ第 ���，別ᅳ第 ��� のとおƿとする�

�� 本学域の२学類Ɓ࿓する೨業科目及び༳位は，別ᅳ第 � のとおƿとする。��

�� 項の೨業科目の्講ಐৼは，२学類Ɯ別に定める。��

�� 共通教育科目の೨業科目及び༳位は，共通教育科目規程の定めるとこǂにƽる。��


༽ৼጽ学プログラム��

第 � 条の �� 本学域に༽ৼጽ学プログラムを置く。༽ৼጽ学プログラムに関する೨業ፍ目及び༳位

は，別ᅳ第 �及び共通教育科目規程のほか，別に定める。��

�� 項に定めるプログラムを履修することƁƜƂる学生は，別に考する。��

�� 第 � 項に定めるプログラムを履修する学生は，� 学ৼに � 科目以එ専科目を履修しなけǁƥな

ƾない。�

�� 第 � 項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。��


公Ⴁ心理౧ጊ成プログラム��

第 � 条の �� 本学域に公Ⴁ心理౧ጊ成プログラムを置く。公Ⴁ心理౧ጊ成プログラムに関する೨業ፍ

目及び༳位は，別ᅳ第 ���� のとおƿとする。��

�� 項に定めるプログラムを履修することƁƜƂる学生は，別ᅳ第 ���� に規定する修ၜすƮƂ༳

位を修ၜしƔ学生とする。なお，履修৵ሰೄƁ別に定めるඑをྖथしƔとƂは，考に

ƽƿ履修ೄをଂ定する。��

�� 第 � 項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。��

第 � 条� 条Ɯ定めƔ，೨業科目の༳位修ၜに関する要ଉ及び履修方法は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
履修のඑ��

第 � 条� 履修規程第 � 条の規定にৰƚく२学ৼቦは२ǚǔーǪーに履修科目としƛဎᎩƜƂる科目の

එ༳位
以下「履修ဎᎩ༳位のඑ」という。�は，共通教育科目，学域履修科目及び本学域

履修科目をめ，別ᅳ第 �のとおƿとする。��

�� 履修ဎᎩ༳位のඑのඉとしない೨業科目は，共通教育科目規程第 � 条第 � 項Ɯ定める೨業

科目の，ആ中講ਟにƽƿ्講する科目，ࡣ文化験ಲ，ǏȞǪーȞǢǮプ，法ጳಲኃǏȞǪー

ȞǢǮプ，教育ಲ，ᄕ፯研究，࣏�法学類及び૪అ学類�，卒業Ꭺ文，卒業研究及び別ᅳ第

� かƾ別ᅳ第 � Ɯ定める೨業科目�学教育学類をൊく�とする。��
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�� ᆷǚǔーǪー૫໗しƛ्講する೨業科目の२ǚǔーǪーにおける履修එに్入する༳位

は，्講する通్のǚǔーǪーにƽƿࡌᇀするものとする。��

�� 履修ဎᎩ༳位のඑをशൊƜƂる条ଉは，२学類Ɯ別に定める。��


学域における೨業科目の履修等��

第 � 条� 学生は，本学域ྙの許ईをၜƛ，学域の೨業科目を履修することƁƜƂる。��

� 
学域における履修༳位のႡ定��

第 �� 条� 条の規定にƽƿ履修しƔ༳位及び本学域の学類Ɯ履修しƔ༳位のႡ定方法等は，२学類

Ɯ別に定める。��

� 
学域学生の೨業科目の履修等��

第 �� 条� 学域の学生は，ဴड़学域ྙを૪ዡしƛ本学域ྙの許ईをけƔඑ，本学域の೨業科目を履

修ቦは聴講することƁƜƂる。��

� 
の大学ቦは༽ৼ大学における೨業科目の履修��

第 �� 条� 学生は，学域ྙの許ईをၜƛ，の大学ቦは༽ৼ大学の೨業科目を履修することƁƜƂる。

Ɣƕし，いしかǄǢǱǎǖȗǮǣ事業にౄइする大学の೨業科目及びሐຽ大学の೨業科目にƙい

ƛは，国ৰ教育ࢇの定めにƽるとこǂにƽる。��

�� 項の規定にƽƿ履修しƔ೨業科目の修ၜ༳位は，教育研究会ਢのਢを૪ƛ，本学域の༳位とし

ƛႡ定することƁƜƂる。��

�� 項の規定は，学生Ɓ॒国の大学ቦは༽ৼ大学にጽ学する合にമዿする。��

� 
大学以॒の教育౮็等における学修��

第 �� 条� 本学域Ɓ教育එዛࢽとႡめるとƂは，༽ৼ大学ቦはஸ等専学の専攻科における学修ƒの

文ᆪ科学大Ɓ別に定める学修
本学域に入学するにபƘƔ学修をƵ�を，സ定の໗Ƃにƽ

ƿ本学域における೨業科目の履修とƴなし，教育研究会ਢのਢを૪ƛ༳位をႡ定することƁƜƂる。��

� 
学ৼ間中のの大学しくは༽ৼ大学ቦは॒国の大学しくは༽ৼ大学における学修��

第 �� 条の �� 本学域Ɓ教育එዛࢽとႡめるとƂは，学生Ɓ学ৼ間中にの大学しくは༽ৼ大学
以

下「大学等」という。�ቦは॒国の大学等においƛ履修しƔ೨業科目にƙいƛ修ၜしƔ༳位を，本学

域における೨業科目の履修にƽƿ修ၜしƔものとƴなし，教育研究会ਢのਢを૪ƛ༳位をႡ定する

ことƁƜƂる。��

� 
入学の৻修ၜ༳位等のႡ定��

第 �� 条� 本学域Ɓ教育එዛࢽとႡめるとƂは，本学域に入学するに大学しくは༽ৼ大学
以下「大

学等」という。�ቦは॒国の大学等においƛ履修しƔ೨業科目にƙいƛ修ၜしƔ༳位を，本学域に入

学しƔଢ଼の本学域における೨業科目の履修にƽƿ修ၜしƔものとƴなし，教育研究会ਢのਢを૪ƛ

༳位をႡ定することƁƜƂる。��


の大学等Ɯの学修にƽる༳位のႡ定��

第 �� 条�  � 条の規定にƽƿႡ定することƁƜƂる༳位は，金沢大学国ৰ教育ࢇ総合教育ᆪ規

程第 � 条かƾ第 � 条ƳƜの規定にƽƿ国ৰ教育ࢇにおいƛႡ定Ɗǁる共通教育科目の༳位と

合ǄƐƛ �� ༳位をྖŽないものとする。Ɣƕし，再入学，転入学及び編入学をしƔ学生の入学の

৻修ၜ༳位にƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。��

�������

��  � 条の規定にƽƿ༳位をႡ定しƔ合は，༳位ୗহ定ി等にƽƿ定めƁŷる合をൊƂ，成

績評価を「Ⴁ定」の評語をもƘƛᅳす。��

�

第 � 章� 試験及び成績評価��

� 
試験��

第 �� 条� 試験は，२೨業科目にƙいƛ，ƒの೨業のƘƔ試験ৼ間にபう。Ɣƕし，必要ƁŷるとƂ

は，ƒのಐৼをᇥŽることƁŷる。��

�� ೨業科目のตಱにƽƿ，平ඛの成績をもƘƛ，項の試験に代ŽることƁŷる。��

�� 履修規程第 �� 条第 � 号にƽƿ，学域においƛ定めることとƊǁƛいるഞาすƮƂ೨業षは，

२学類Ɯ別に定める。��

� 
ྩ試験��

第 �� 条� ᅸਂƒのƹƵをၜない事ዡにƽƿ験ƜƂなかƘƔೄにƙいƛは，৪いഞにƽƿ試験をப

うことƁŷる。��

第 �� 条�  � 条に定める，೨業科目の試験に関し必要な事項は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
ᇱጽの成績評価��

第 �� 条� 履修規程第 �� 条第 � 項の規定にƽる「ᇱጽ」の成績評価は，学修ቴ༥成のೄƜ，特定の課

༎࿓ഞ等にƽƿ学修༥成ဗ ��²以එに༥するଣƴのŷる合にபうことƁƜƂる。��

�

�

� 
総合成績評価��

第 �� 条� 本学域Ɯ履修規程第 �� 条に規定する )2# ཏをጦዿする事項にƙいƛは，२学類Ɯ別に定め

る。�

�� 履修規程第 �� 条第 �項に規定する再履修のƿいにƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。��

�� 履修規程第 �� 条第 � 項第 � 号に規定する )2# ඉ॒科目は，5・#・$・% 以॒Ɯᄕ定する೨業科

目のほか，別ᅳ第 � かƾ別ᅳ第 � Ɯ定める೨業科目�学教育学類をൊく�及び२学類Ɯ別に定

める೨業科目とする。��

�

第 � 章� 卒業・学位��


卒業��

第 �� 条� 本学域に � 年以එఓ学し�別ᅳ第 � に定める卒業に必要な༳位を修ၜし�� かƙ別に定めるࢷ

語Ⴗଙ定試験においƛࡴ定のৰമをተƔすೄには�教育研究会ਢのਢを૪ƛ卒業をႡ定する。�

�� 項の規定にかかǄƾƏ，学類は，学則第 �� 条に定めるວৼ卒業に関しƛ必要な事項を定める

ことƁƜƂる。��


学位��

第 �� 条� 本学域を卒業しƔೄには，学則第 �� 条の規定にƽƿ学ౠの学位を೨ይする。��

�� 項の学位にᆋする専攻ᇀኾのൺは，金沢大学学位規程の定めるとこǂにƽる。��

�

第 � 章� 再入学，転入学及び編入学��
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�� ᆷǚǔーǪー૫໗しƛ्講する೨業科目の२ǚǔーǪーにおける履修එに్入する༳位

は，्講する通్のǚǔーǪーにƽƿࡌᇀするものとする。��

�� 履修ဎᎩ༳位のඑをशൊƜƂる条ଉは，२学類Ɯ別に定める。��


学域における೨業科目の履修等��

第 � 条� 学生は，本学域ྙの許ईをၜƛ，学域の೨業科目を履修することƁƜƂる。��

� 
学域における履修༳位のႡ定��

第 �� 条� 条の規定にƽƿ履修しƔ༳位及び本学域の学類Ɯ履修しƔ༳位のႡ定方法等は，२学類

Ɯ別に定める。��

� 
学域学生の೨業科目の履修等��

第 �� 条� 学域の学生は，ဴड़学域ྙを૪ዡしƛ本学域ྙの許ईをけƔඑ，本学域の೨業科目を履

修ቦは聴講することƁƜƂる。��

� 
の大学ቦは༽ৼ大学における೨業科目の履修��

第 �� 条� 学生は，学域ྙの許ईをၜƛ，の大学ቦは༽ৼ大学の೨業科目を履修することƁƜƂる。

Ɣƕし，いしかǄǢǱǎǖȗǮǣ事業にౄइする大学の೨業科目及びሐຽ大学の೨業科目にƙい

ƛは，国ৰ教育ࢇの定めにƽるとこǂにƽる。��

�� 項の規定にƽƿ履修しƔ೨業科目の修ၜ༳位は，教育研究会ਢのਢを૪ƛ，本学域の༳位とし

ƛႡ定することƁƜƂる。��

�� 項の規定は，学生Ɓ॒国の大学ቦは༽ৼ大学にጽ学する合にമዿする。��

� 
大学以॒の教育౮็等における学修��

第 �� 条� 本学域Ɓ教育එዛࢽとႡめるとƂは，༽ৼ大学ቦはஸ等専学の専攻科における学修ƒの

文ᆪ科学大Ɓ別に定める学修
本学域に入学するにபƘƔ学修をƵ�を，സ定の໗Ƃにƽ

ƿ本学域における೨業科目の履修とƴなし，教育研究会ਢのਢを૪ƛ༳位をႡ定することƁƜƂる。��

� 
学ৼ間中のの大学しくは༽ৼ大学ቦは॒国の大学しくは༽ৼ大学における学修��

第 �� 条の �� 本学域Ɓ教育එዛࢽとႡめるとƂは，学生Ɓ学ৼ間中にの大学しくは༽ৼ大学
以

下「大学等」という。�ቦは॒国の大学等においƛ履修しƔ೨業科目にƙいƛ修ၜしƔ༳位を，本学

域における೨業科目の履修にƽƿ修ၜしƔものとƴなし，教育研究会ਢのਢを૪ƛ༳位をႡ定する

ことƁƜƂる。��

� 
入学の৻修ၜ༳位等のႡ定��

第 �� 条� 本学域Ɓ教育එዛࢽとႡめるとƂは，本学域に入学するに大学しくは༽ৼ大学
以下「大

学等」という。�ቦは॒国の大学等においƛ履修しƔ೨業科目にƙいƛ修ၜしƔ༳位を，本学域に入

学しƔଢ଼の本学域における೨業科目の履修にƽƿ修ၜしƔものとƴなし，教育研究会ਢのਢを૪ƛ

༳位をႡ定することƁƜƂる。��


の大学等Ɯの学修にƽる༳位のႡ定��

第 �� 条�  � 条の規定にƽƿႡ定することƁƜƂる༳位は，金沢大学国ৰ教育ࢇ総合教育ᆪ規

程第 � 条かƾ第 � 条ƳƜの規定にƽƿ国ৰ教育ࢇにおいƛႡ定Ɗǁる共通教育科目の༳位と

合ǄƐƛ �� ༳位をྖŽないものとする。Ɣƕし，再入学，転入学及び編入学をしƔ学生の入学の

৻修ၜ༳位にƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。��

�������

��  � 条の規定にƽƿ༳位をႡ定しƔ合は，༳位ୗহ定ി等にƽƿ定めƁŷる合をൊƂ，成

績評価を「Ⴁ定」の評語をもƘƛᅳす。��

�

第 � 章� 試験及び成績評価��

� 
試験��

第 �� 条� 試験は，२೨業科目にƙいƛ，ƒの೨業のƘƔ試験ৼ間にபう。Ɣƕし，必要ƁŷるとƂ

は，ƒのಐৼをᇥŽることƁŷる。��

�� ೨業科目のตಱにƽƿ，平ඛの成績をもƘƛ，項の試験に代ŽることƁŷる。��

�� 履修規程第 �� 条第 � 号にƽƿ，学域においƛ定めることとƊǁƛいるഞาすƮƂ೨業षは，

२学類Ɯ別に定める。��

� 
ྩ試験��

第 �� 条� ᅸਂƒのƹƵをၜない事ዡにƽƿ験ƜƂなかƘƔೄにƙいƛは，৪いഞにƽƿ試験をப

うことƁŷる。��

第 �� 条�  � 条に定める，೨業科目の試験に関し必要な事項は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
ᇱጽの成績評価��

第 �� 条� 履修規程第 �� 条第 � 項の規定にƽる「ᇱጽ」の成績評価は，学修ቴ༥成のೄƜ，特定の課

༎࿓ഞ等にƽƿ学修༥成ဗ ��²以එに༥するଣƴのŷる合にபうことƁƜƂる。��

�

�

� 
総合成績評価��

第 �� 条� 本学域Ɯ履修規程第 �� 条に規定する )2# ཏをጦዿする事項にƙいƛは，२学類Ɯ別に定め

る。�

�� 履修規程第 �� 条第 �項に規定する再履修のƿいにƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。��

�� 履修規程第 �� 条第 � 項第 � 号に規定する )2# ඉ॒科目は，5・#・$・% 以॒Ɯᄕ定する೨業科

目のほか，別ᅳ第 � かƾ別ᅳ第 � Ɯ定める೨業科目�学教育学類をൊく�及び२学類Ɯ別に定

める೨業科目とする。��

�

第 � 章� 卒業・学位��


卒業��

第 �� 条� 本学域に � 年以එఓ学し�別ᅳ第 � に定める卒業に必要な༳位を修ၜし�� かƙ別に定めるࢷ

語Ⴗଙ定試験においƛࡴ定のৰമをተƔすೄには�教育研究会ਢのਢを૪ƛ卒業をႡ定する。�

�� 項の規定にかかǄƾƏ，学類は，学則第 �� 条に定めるວৼ卒業に関しƛ必要な事項を定める

ことƁƜƂる。��


学位��

第 �� 条� 本学域を卒業しƔೄには，学則第 �� 条の規定にƽƿ学ౠの学位を೨ይする。��

�� 項の学位にᆋする専攻ᇀኾのൺは，金沢大学学位規程の定めるとこǂにƽる。��

�

第 � 章� 再入学，転入学及び編入学��
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� 
再入学��

第 �� 条� 学則第 �� 条第 � 項第 � 号に規定するೄƁ，本学域ƭ再入学を౨৪するとƂは，考のඑ，

教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 再入学のഞ৪資६及び考方法等にƙいƛは，必要にࣤƍƛ२学類Ɯ別に定める。��


転入学��

第 �� 条� 学則第 �� 条第 � 項第 � 号に規定するೄƁ，本学域ƭ転入学を౨৪するとƂは，考のඑ，

教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 転入学のഞ৪資६及び考方法等にƙいƛは，必要にࣤƍƛ२学類Ɯ別に定める。��


編入学��

第 �� 条� 学則第 �� 条第 � 項の第 � 号かƾ第 � 号ƳƜに規定するೄƁ，本学域ƭ編入学を౨৪すると

Ƃは，考のඑ，教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 編入学のഞ৪໗，考方法等にƙいƛは，必要にࣤƍƛ२学類Ɯ別に定める。��

�� 編入学のಐৼは，ମ則としƛ第 � 学年のౡめとする。��

�

第 � 章� 転学類，転コース及び転プログラム�

� 
転学類��

第 �� 条� 転学類
学域にസ໔する学生Ɓ，本学域の२学類に転学類する合をƵ�を౨৪するೄƁ

ŷるとƂは，考のඑ，教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 転学類のഞ৪資६及び考方法等にƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。��

�� 転学類のಐৼは，ମ則としƛ第 � 学年のౡめとする。��

�� 転学類をしƔ学生にƙいƛは，ဴ ड़転学類๐の年次の学生にዿする本規程ƒの関係規定を

ዿする。�


転コース��

第 �� 条� 転コースを౨৪するೄƁŷるとƂは，学類ྙに৪いഞƛ，許ईをၜなけǁƥなƾない。�

�� 転コースの考方法等にƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。�

�

第 � 章� 研究生，科目等履修生，特別聴講学生��

� 
考方法等��

第 �� 条� 本学域の研究生ቦは科目等履修生としƛ入学を౨৪するೄƁŷるとƂは，考のඑ，教育研

究会ਢのਢを૪ƛ許ईすることƁŷる。��

�� 本学域の特別聴講学生としƛ入学を৵ሰするೄƁŷるとƂは，教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。�


入学ಐৼ��

第 �� 条� 研究生，科目等履修生及び特別聴講学生の入学ಐৼは，学ৼのౡめとする。Ɣƕし，特別な

事ගƁŷるとᄕཉƊǁる合は，このƿƜはない。��


入学資६��

第 �� 条� 研究生としƛ入学することのƜƂるೄは，大学を卒業しƔೄቦは教育研究会ਢにおいƛこǁ

と၍等以එの学ƁŷるとႡめƔೄとする。��

�� 科目等履修生としƛ入学することのƜƂるೄは，教育研究会ਢƁဴとႡめƔೄとする。��

�������


入学౨৪໗��

第 �� 条� 研究生ቦは科目等履修生としƛ入学を౨৪するೄは，入学৪ിにസ定のଙ定ፍ及び別に定め

るി類をŽƛ，സ定のৼ日ƳƜに，学域ྙに৪いഞなけǁƥなƾない。��


研究ৼ間��

第��条� 研究生の研究ৼ間及び科目等履修生の履修ৼ間は，入学を許ईƊǁƔ年ဗၾとする。Ɣƕし，

��。することƁƜƂるྙ࣊Ƃ໗Ƃ研究ቦは履修を৪いഞƔೄは，学域ྙの許ईをၜƛƒのৼ間をࢂ


研究生の౪၏教員等��

第 �� 条� 研究生には，ƒの研究༎目にࣤƍƛ౪၏教員を定める。��

�� 研究生は，౪၏教員の౪၏をけるほか，౪၏教員及び೨業科目༶ဴ教員のൡႡをၜƛ，ဴड़研

究に関ᎌのŷる೨業科目を聴講することƁƜƂる。��


ᅉዿᆟ༶��

第 �� 条� 研究生には，研究に要するᅉዿのࡴᆪをᆟ༶ƊƐることƁŷる。��

第 �� 条� この規程に定めるもののほか，研究生，科目等履修生，特別聴講学生に関し必要な事項にƙ

いƛは別に定める。��

�

第 � 章� 教育職員免許��


സ要資६のၜ��

第 �� 条� 教育職員のസ要資६をၜしƽうとするೄは，教育職員免許法及び教育職員免許法౮ப規則

に定めるസ要の༳位を修ၜしなけǁƥなƾない。��


免許ඡの類��

第 �� 条� 本学域においƛၜƜƂる教育職員の免許ඡの類は，別ᅳ第 � のとおƿとする。��


教科�ፚ域�に関する専事項��

第 �� 条� 本学域における「教科�ፚ域�に関する専事項」の履修方法は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
教育のৰຉ理शに関する科目等及び२教科�ᇱ育ၾዴ�の౪၏法��

第 �� 条� 「教育のৰຉ理शに関する科目」，「ၗၝ，総合な学のಐ間等の౪၏法及び生ည౪၏，

教育ະཎ等に関する科目」及び「教育ಲに関する科目」をŷǄƐƛ「教育のৰຉ理शに関する科

目等」とାൺし，「教育のৰຉ理शに関する科目等」及び「२教科�ᇱ育ၾዴ�の౪၏法」は，別

ᅳ第 � のとおƿとする。ƒの履修方法は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
大学Ɓၤಛに็定する科目��

第 �� 条� 「大学Ɓၤಛに็定する科目」は，別ᅳ第 � のとおƿとする。ƒの履修方法は，学教育学

類Ɯ別に定める。��

� 
特別౫࣍教育に関する科目��

第 �� 条� 特別౫࣍教育に関する科目は，別ᅳ第 � のとおƿとする。ƒの履修方法は，学教育学類Ɯ

別に定める。��

�

第 � 章� 副専攻��

� 
副専攻��

第 �� 条� 副専攻に関し必要な事項にƙいƛは別に定める。�
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� 
再入学��

第 �� 条� 学則第 �� 条第 � 項第 � 号に規定するೄƁ，本学域ƭ再入学を౨৪するとƂは，考のඑ，

教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 再入学のഞ৪資६及び考方法等にƙいƛは，必要にࣤƍƛ२学類Ɯ別に定める。��


転入学��

第 �� 条� 学則第 �� 条第 � 項第 � 号に規定するೄƁ，本学域ƭ転入学を౨৪するとƂは，考のඑ，

教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 転入学のഞ৪資६及び考方法等にƙいƛは，必要にࣤƍƛ२学類Ɯ別に定める。��


編入学��

第 �� 条� 学則第 �� 条第 � 項の第 � 号かƾ第 � 号ƳƜに規定するೄƁ，本学域ƭ編入学を౨৪すると

Ƃは，考のඑ，教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 編入学のഞ৪໗，考方法等にƙいƛは，必要にࣤƍƛ२学類Ɯ別に定める。��

�� 編入学のಐৼは，ମ則としƛ第 � 学年のౡめとする。��

�

第 � 章� 転学類，転コース及び転プログラム�

� 
転学類��

第 �� 条� 転学類
学域にസ໔する学生Ɓ，本学域の२学類に転学類する合をƵ�を౨৪するೄƁ

ŷるとƂは，考のඑ，教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。��

�� 転学類のഞ৪資६及び考方法等にƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。��

�� 転学類のಐৼは，ମ則としƛ第 � 学年のౡめとする。��

�� 転学類をしƔ学生にƙいƛは，ဴ ड़転学類๐の年次の学生にዿする本規程ƒの関係規定を

ዿする。�


転コース��

第 �� 条� 転コースを౨৪するೄƁŷるとƂは，学類ྙに৪いഞƛ，許ईをၜなけǁƥなƾない。�

�� 転コースの考方法等にƙいƛは，२学類Ɯ別に定める。�

�

第 � 章� 研究生，科目等履修生，特別聴講学生��

� 
考方法等��

第 �� 条� 本学域の研究生ቦは科目等履修生としƛ入学を౨৪するೄƁŷるとƂは，考のඑ，教育研

究会ਢのਢを૪ƛ許ईすることƁŷる。��

�� 本学域の特別聴講学生としƛ入学を৵ሰするೄƁŷるとƂは，教育研究会ਢのਢを૪ƛ許ईする。�


入学ಐৼ��

第 �� 条� 研究生，科目等履修生及び特別聴講学生の入学ಐৼは，学ৼのౡめとする。Ɣƕし，特別な

事ගƁŷるとᄕཉƊǁる合は，このƿƜはない。��


入学資६��

第 �� 条� 研究生としƛ入学することのƜƂるೄは，大学を卒業しƔೄቦは教育研究会ਢにおいƛこǁ

と၍等以එの学ƁŷるとႡめƔೄとする。��

�� 科目等履修生としƛ入学することのƜƂるೄは，教育研究会ਢƁဴとႡめƔೄとする。��

�������


入学౨৪໗��

第 �� 条� 研究生ቦは科目等履修生としƛ入学を౨৪するೄは，入学৪ിにസ定のଙ定ፍ及び別に定め

るി類をŽƛ，സ定のৼ日ƳƜに，学域ྙに৪いഞなけǁƥなƾない。��


研究ৼ間��

第��条� 研究生の研究ৼ間及び科目等履修生の履修ৼ間は，入学を許ईƊǁƔ年ဗၾとする。Ɣƕし，

��。することƁƜƂるྙ࣊Ƃ໗Ƃ研究ቦは履修を৪いഞƔೄは，学域ྙの許ईをၜƛƒのৼ間をࢂ


研究生の౪၏教員等��

第 �� 条� 研究生には，ƒの研究༎目にࣤƍƛ౪၏教員を定める。��

�� 研究生は，౪၏教員の౪၏をけるほか，౪၏教員及び೨業科目༶ဴ教員のൡႡをၜƛ，ဴड़研

究に関ᎌのŷる೨業科目を聴講することƁƜƂる。��


ᅉዿᆟ༶��

第 �� 条� 研究生には，研究に要するᅉዿのࡴᆪをᆟ༶ƊƐることƁŷる。��

第 �� 条� この規程に定めるもののほか，研究生，科目等履修生，特別聴講学生に関し必要な事項にƙ

いƛは別に定める。��

�

第 � 章� 教育職員免許��


സ要資६のၜ��

第 �� 条� 教育職員のസ要資६をၜしƽうとするೄは，教育職員免許法及び教育職員免許法౮ப規則

に定めるസ要の༳位を修ၜしなけǁƥなƾない。��


免許ඡの類��

第 �� 条� 本学域においƛၜƜƂる教育職員の免許ඡの類は，別ᅳ第 �のとおƿとする。��


教科�ፚ域�に関する専事項��

第 �� 条� 本学域における「教科�ፚ域�に関する専事項」の履修方法は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
教育のৰຉ理शに関する科目等及び२教科�ᇱ育ၾዴ�の౪၏法��

第 �� 条� 「教育のৰຉ理शに関する科目」，「ၗၝ，総合な学のಐ間等の౪၏法及び生ည౪၏，

教育ະཎ等に関する科目」及び「教育ಲに関する科目」をŷǄƐƛ「教育のৰຉ理शに関する科

目等」とାൺし，「教育のৰຉ理शに関する科目等」及び「२教科�ᇱ育ၾዴ�の౪၏法」は，別

ᅳ第 � のとおƿとする。ƒの履修方法は，२学類Ɯ別に定める。��

� 
大学Ɓၤಛに็定する科目��

第 �� 条� 「大学Ɓၤಛに็定する科目」は，別ᅳ第 � のとおƿとする。ƒの履修方法は，学教育学

類Ɯ別に定める。��

� 
特別౫࣍教育に関する科目��

第 �� 条� 特別౫࣍教育に関する科目は，別ᅳ第 � のとおƿとする。ƒの履修方法は，学教育学類Ɯ

別に定める。��

�

第 � 章� 副専攻��

� 
副専攻��

第 �� 条� 副専攻に関し必要な事項にƙいƛは別に定める。�
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附� 則� � � � � � � � � � �

この規程は，平成 �� 年 � 月 � 日かƾ౮பする。�

�

附� 則� � � � � � � � �ጸ��

�

附� 則�

�� この規程は，平成 �� 年 � 月 �日かƾ౮பする。�

�� ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の国学類�学類ᄮ号 ���における「国公共૪అᎪĸ�」，「国公共૪అᎪ

ĸ�」，「国コȊȐǶǜーǢȒȞᎪ �」，「国コȊȐǶǜーǢȒȞᎪ �」，「国金ዩᎪĸ�」，

「国金ዩᎪĸ�」，「日本語教育評価法 �」，「国・ሾྋᄾॵ研究 �」，「国・ሾྋᄾॵ研

究 語文化Ꭺࢷ」，「� 語文化Ꭺࢷ」，「� �」，「ฦዼ૪అ史Ĺ」にƙいƛは，平成 �� 年ဗ入

学生にのƴዿする。�

�� 項の規定のほか，平成 �� 年 � 月 �� 日にఓฺするೄにƙいƛは，ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の国学類

�学類ᄮ号 ���における「ဪǍǣǍ社会と教育ĸ��������」，「ဪǍǣǍ社会と教育ĸ��������」，

「ဪǍǣǍ社会と教育Ĺ��������」，「ဪǍǣǍ社会と教育Ĺ��������」，「ࡣ文化験ಲҦ

�ǍȌȕǖ�」，「ࡣ文化験ಲҧ�ǍȌȕǖ�」をൊƂ，なおഌの፯にƽる。Ɣƕし，ूฝଢ଼

の別ᅳ第 ��� の学域 )5 科目のうƖ )5 科目ᄇ૩科目ૌ，別ᅳ第 � の国学類�学類ᄮ号 ���にお

ける「ǍȀȕǖॗ๊ �」，「ǍȀȕǖॗ๊ �」，「日本文化験ĸ�������」，「日本文化験Ĺ

�������」，「現代中国Ꭺĸ�」，「現代中国Ꭺĸ�」，「現代中国ᎪĹ�」，「現代中国ᎪĹ�」，

「現代中国Ꭺ �ļ」，「現代中国Ꭺ �ļ」，「国社会研究࣏ĸ�」，「国社会研究࣏ĸ�」，

「国社会研究࣏ĸ�」，「国社会研究࣏ĸ�」，「国社会研究࣏Ĺ�」，「国社会研究

，「�日本語教育ಲĸ�Ĩ༳位」，「�Ĺ࣏国社会研究」，「�Ĺ࣏国社会研究」，「�Ĺ࣏

「日本語教育ಲĹ�Ĩ༳位�」，「日本史特Ꭺ �」，「日本史特Ꭺ �」，「ॆ॒日本語教育ಲ」，

日本研究࣏ĸ�」，「日本研究࣏ĸ�」，「日本研究࣏ĸ�」，「日本研究࣏ĸ�」，「日本

研究࣏Ĺ�」，「日本研究࣏Ĺ�」，「日本研究࣏Ĺ�」，「日本研究࣏Ĺ�」，「中国の文

化と社会 �ļ�������」，「中国の文化と社会 �ļ�������」，「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒȞҪC」，

「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒȞҪD」，「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒȞҫC」，「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒ

ȞҫD」，「ǍǣǍ研究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研

究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研究࣏Ĺ�」，「ǍǣǍ研究࣏Ĺ�」，「ǍǣǍ研究࣏Ĺ�」，「Ǎǣ

Ǎ研究࣏Ĺ�」，「$WUKPGUU%QOOWPKECVKQP�������」，「米ࢷ研究࣏ĸ�」，「米ࢷ研究࣏ĸ

�」，「米ࢷ研究࣏ĸ�」，米ࢷ研究࣏ĸ�」，「米ࢷ研究࣏Ĺ�」，「米ࢷ研究࣏Ĺ�」，「米

ᅖട史」，「�Ĺ࣏研究ࢷ米」，「�Ĺ࣏研究ࢷ �ļ�������」，「ᅖട史 �ļ�������」�「ȓー

ロǮǼ研究特Ꭺ �ļ」，「ȓーロǮǼ研究特Ꭺ �ļ」，「ȓーロǮǼ研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ

研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏

Ĺ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏Ĺ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏Ĺ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏Ĺ�」，

「社会学」にƙいƛは，平成 �� 年ဗ入学生かƾዿする。�

�

附� 則�

この規程は，平成 �� 年 � 月 �� 日かƾ౮பし，平成 �� 年ဗ入学ೄかƾዿする。�

�

�

�������

附� 則�

�� この規程は，平成 �� 年 � 月 �日かƾ౮பする。�

�� 平成 �� 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは，なおഌの፯にƽる。�

�

附� 則�

�� この規程は，平成 �� 年 � 月 �日かƾ౮பする。�

�� 平成 �� 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは，第 �� 条第 � 項のूฝ規定ᇖびにूฝଢ଼の別ᅳ第 �

の国学類�学類ᄮ号 ���における「ད理学ॗᎪ 語学ॗ๊ࢷ」，「$ '」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕ

ǖ史特講ਟ #」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史特講ਟ $」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ #」，

「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ $」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ %」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ

史࣏ &」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ '」及び「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ (」をൊƂ，な

おഌの፯にƽる。Ɣƕし，第 �条第 �項における「法ጳಲኃǏȞǪーȞǢǮプ」に係るूฝ規定

及びूฝଢ଼の別ᅳ第 �のད域ຕ່学類�学類ᄮ号 ���における「ዿ政策ᎪҦ」にƙいƛは，平成

�� 年ဗ入学生かƾ，ूฝଢ଼の別ᅳ第 �の国学類�学類ᄮ号 ���における「日本語教೨法 $」及び

「日本語教೨法࣏�教育ಲ�」にƙいƛは，平成 �� 年ဗ入学生かƾዿする。�

�

附� 則�

�� この規程は�፭Ꭼ �年 �月 � 日かƾ౮பする。�

�� ፭Ꭼ � 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは�なおഌの፯にƽる。Ɣƕし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の法

学類�学類ᄮ号 ���における「ॆ॒法学特別研究」及び「ॆ॒政ಓ学特別研究」にƙいƛは�፭Ꭼ

�年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛもዿし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 �のད域ຕ່学類�学類ᄮ号 ���に

おけるད域プラȞǶȞグコース「୪通૱ब」にƙいƛは�平成 �� 年ဗ入学ೄかƾዿする。�

�

�

附� 則�

�� この規程は�፭Ꭼ �年 �月 � 日かƾ౮பする。�

�� ፭Ꭼ � 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは�なおഌの፯にƽる。Ɣƕし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の法

学類�学類ᄮ号 ���における「ॆ॒法学特別研究」及び「ॆ॒政ಓ学特別研究」にƙいƛは�፭Ꭼ

�年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛもዿし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 �のད域ຕ່学類�学類ᄮ号 ���に

おけるད域プラȞǶȞグコース「୪通૱ब」にƙいƛは�平成 �� 年ဗ入学ೄかƾዿする。�

�

附� 則�

�� この規程は�፭Ꭼ �年 �月 � 日かƾ౮பする。�

�� ፭Ꭼ �年 �月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは�なおഌの፯にƽる。�

Ɣƕし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の国学類
学類ᄮ号 ���における「ᄾॵ教育学 �'」及び「ᄾॵ教育学

�'」にƙいƛは平成 �� 年ဗ入学生かƾ�別ᅳ第 ��別ᅳ第 � 及び別ᅳ第 ���� にƙいƛは፭Ꭼଭ年ဗ

入学生かƾዿする。�

�

別ᅳ第 �
第 � 条関係��ጸ��

�
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附� 則� � � � � � � � � � �

この規程は，平成 �� 年 � 月 � 日かƾ౮பする。�

�

附� 則� � � � � � � � �ጸ��

�

附� 則�

�� この規程は，平成 �� 年 � 月 �日かƾ౮பする。�

�� ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の国学類�学類ᄮ号 ���における「国公共૪అᎪĸ�」，「国公共૪అᎪ

ĸ�」，「国コȊȐǶǜーǢȒȞᎪ �」，「国コȊȐǶǜーǢȒȞᎪ �」，「国金ዩᎪĸ�」，

「国金ዩᎪĸ�」，「日本語教育評価法 �」，「国・ሾྋᄾॵ研究 �」，「国・ሾྋᄾॵ研

究 語文化Ꭺࢷ」，「� 語文化Ꭺࢷ」，「� �」，「ฦዼ૪అ史Ĺ」にƙいƛは，平成 �� 年ဗ入

学生にのƴዿする。�

�� 項の規定のほか，平成 �� 年 � 月 �� 日にఓฺするೄにƙいƛは，ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の国学類

�学類ᄮ号 ���における「ဪǍǣǍ社会と教育ĸ��������」，「ဪǍǣǍ社会と教育ĸ��������」，

「ဪǍǣǍ社会と教育Ĺ��������」，「ဪǍǣǍ社会と教育Ĺ��������」，「ࡣ文化験ಲҦ

�ǍȌȕǖ�」，「ࡣ文化験ಲҧ�ǍȌȕǖ�」をൊƂ，なおഌの፯にƽる。Ɣƕし，ूฝଢ଼

の別ᅳ第 ��� の学域 )5 科目のうƖ )5 科目ᄇ૩科目ૌ，別ᅳ第 � の国学類�学類ᄮ号 ���にお

ける「ǍȀȕǖॗ๊ �」，「ǍȀȕǖॗ๊ �」，「日本文化験ĸ�������」，「日本文化験Ĺ

�������」，「現代中国Ꭺĸ�」，「現代中国Ꭺĸ�」，「現代中国ᎪĹ�」，「現代中国ᎪĹ�」，

「現代中国Ꭺ �ļ」，「現代中国Ꭺ �ļ」，「国社会研究࣏ĸ�」，「国社会研究࣏ĸ�」，

「国社会研究࣏ĸ�」，「国社会研究࣏ĸ�」，「国社会研究࣏Ĺ�」，「国社会研究

，「�日本語教育ಲĸ�Ĩ༳位」，「�Ĺ࣏国社会研究」，「�Ĺ࣏国社会研究」，「�Ĺ࣏

「日本語教育ಲĹ�Ĩ༳位�」，「日本史特Ꭺ �」，「日本史特Ꭺ �」，「ॆ॒日本語教育ಲ」，

日本研究࣏ĸ�」，「日本研究࣏ĸ�」，「日本研究࣏ĸ�」，「日本研究࣏ĸ�」，「日本

研究࣏Ĺ�」，「日本研究࣏Ĺ�」，「日本研究࣏Ĺ�」，「日本研究࣏Ĺ�」，「中国の文

化と社会 �ļ�������」，「中国の文化と社会 �ļ�������」，「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒȞҪC」，

「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒȞҪD」，「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒȞҫC」，「ྋ語コȊȐǶǜーǢȒ

ȞҫD」，「ǍǣǍ研究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研

究࣏ĸ�」，「ǍǣǍ研究࣏Ĺ�」，「ǍǣǍ研究࣏Ĺ�」，「ǍǣǍ研究࣏Ĺ�」，「Ǎǣ

Ǎ研究࣏Ĺ�」，「$WUKPGUU%QOOWPKECVKQP�������」，「米ࢷ研究࣏ĸ�」，「米ࢷ研究࣏ĸ

�」，「米ࢷ研究࣏ĸ�」，米ࢷ研究࣏ĸ�」，「米ࢷ研究࣏Ĺ�」，「米ࢷ研究࣏Ĺ�」，「米

ᅖട史」，「�Ĺ࣏研究ࢷ米」，「�Ĺ࣏研究ࢷ �ļ�������」，「ᅖട史 �ļ�������」�「ȓー

ロǮǼ研究特Ꭺ �ļ」，「ȓーロǮǼ研究特Ꭺ �ļ」，「ȓーロǮǼ研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ

研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏ĸ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏

Ĺ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏Ĺ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏Ĺ�」，「ȓーロǮǼ研究࣏Ĺ�」，

「社会学」にƙいƛは，平成 �� 年ဗ入学生かƾዿする。�

�

附� 則�

この規程は，平成 �� 年 � 月 �� 日かƾ౮பし，平成 �� 年ဗ入学ೄかƾዿする。�

�

�

�������

附� 則�

�� この規程は，平成 �� 年 � 月 �日かƾ౮பする。�

�� 平成 �� 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは，なおഌの፯にƽる。�

�

附� 則�

�� この規程は，平成 �� 年 � 月 �日かƾ౮பする。�

�� 平成 �� 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは，第 �� 条第 � 項のूฝ規定ᇖびにूฝଢ଼の別ᅳ第 �

の国学類�学類ᄮ号 ���における「ད理学ॗᎪ 語学ॗ๊ࢷ」，「$ '」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕ

ǖ史特講ਟ #」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史特講ਟ $」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ #」，

「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ $」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ %」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ

史࣏ &」，「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ '」及び「ȓーロǮǼ・ǍȀȕǖ史࣏ (」をൊƂ，な

おഌの፯にƽる。Ɣƕし，第 �条第 �項における「法ጳಲኃǏȞǪーȞǢǮプ」に係るूฝ規定

及びूฝଢ଼の別ᅳ第 �のད域ຕ່学類�学類ᄮ号 ���における「ዿ政策ᎪҦ」にƙいƛは，平成

�� 年ဗ入学生かƾ，ूฝଢ଼の別ᅳ第 �の国学類�学類ᄮ号 ���における「日本語教೨法 $」及び

「日本語教೨法࣏�教育ಲ�」にƙいƛは，平成 �� 年ဗ入学生かƾዿする。�

�

附� 則�

�� この規程は�፭Ꭼ �年 �月 � 日かƾ౮பする。�

�� ፭Ꭼ � 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは�なおഌの፯にƽる。Ɣƕし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の法

学類�学類ᄮ号 ���における「ॆ॒法学特別研究」及び「ॆ॒政ಓ学特別研究」にƙいƛは�፭Ꭼ

�年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛもዿし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 �のད域ຕ່学類�学類ᄮ号 ���に

おけるད域プラȞǶȞグコース「୪通૱ब」にƙいƛは�平成 �� 年ဗ入学ೄかƾዿする。�

�

�

附� 則�

�� この規程は�፭Ꭼ �年 �月 � 日かƾ౮பする。�

�� ፭Ꭼ � 年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは�なおഌの፯にƽる。Ɣƕし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の法

学類�学類ᄮ号 ���における「ॆ॒法学特別研究」及び「ॆ॒政ಓ学特別研究」にƙいƛは�፭Ꭼ

�年 � 月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛもዿし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 �のད域ຕ່学類�学類ᄮ号 ���に

おけるད域プラȞǶȞグコース「୪通૱ब」にƙいƛは�平成 �� 年ဗ入学ೄかƾዿする。�

�

附� 則�

�� この規程は�፭Ꭼ �年 �月 � 日かƾ౮பする。�

�� ፭Ꭼ �年 �月 �� 日にఓ学するೄにƙいƛは�なおഌの፯にƽる。�

Ɣƕし�ूฝଢ଼の別ᅳ第 � の国学類
学類ᄮ号 ���における「ᄾॵ教育学 �'」及び「ᄾॵ教育学

�'」にƙいƛは平成 �� 年ဗ入学生かƾ�別ᅳ第 ��別ᅳ第 � 及び別ᅳ第 ���� にƙいƛは፭Ꭼଭ年ဗ

入学生かƾዿする。�

�

別ᅳ第 �
第 � 条関係��ጸ��

�
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別ᅳ第 �
第 � 条関係��

༳位修ၜ要ଉ�
�

Å学域 )5 科目はǲーǪǠǏǓȞスࣤዿ૩科目を �༳位以එ修ၜすること�

�

別ᅳ第 ���
第 � 条関係�学域 )5 科目༳位ვဴᅳ�

科目તᇀ� 科目ᄮ号� 科目�
学�

年�

्講ಐৼ�

༳
位
�

ᅏ考� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�履修ฑ等��
ৼ� ଢ଼ৼ�

ň
Ĩ�

ň
ĩ�

ň
Ī�

ň
ī�

専

教
育
科
目�

学
域
ľ
Ŋ
科
目�

ഷ
学
ೄ�

科
目�

������ ǍǖǲȊǮǚスǘȖ� �� {� {� {� � � �� ഓᆷ履修ᆊई�

������ プȗǧȞ・ǲǎȄーǳᎪ� �� � � {� {� {� �� ഓᆷ履修ᆊई�

学
域
ᐵ
᪻
科
目�

������ 大学・学ኴᎪ� �� � � � � {� � � �� � �

������ ǣǒȞǫーと教育� ��
� � � � {� � � ��

ഓᆷ履修ᆊई�
� � � � � � {� ��

������ �文化理शĨࡣ �� � � � � {� � � �� 国学類生は学域ľŊ科目

としƛは履修ᆊई������� �文化理शĩࡣ �� � � � � � � {� ��

������ 文学ॗᎪĨ� �� � � � � {� � � �� � �

������ 文学ॗᎪĩ� �� � � � � � � {� �� � �

������ ฌैౌ学� �� � � � � � � {� �� � �

������ ȖーȖȕǱラǢー� �� � � � � {� � � �� � �

������ 人文社会科学における法� �� � � � � � � {� �� � �

������ ǏȌーǣのᄾॵ文化学� �� � � � � {� � � �� � �

������ ሻఆ学入� �� {� � � � � � � �� ആ中講ਟ�

������ 現代日本の文化と社会� �� {� � � � � � � �� � �

������ ད域ຕ່学Ĩ� �� {� � � � � � � �� ད域ຕ່学類生は学域ľŊ

科目としƛは履修ᆊई������� ད域ຕ່学ĩ� �� � � {� � � � � ��

������

教育のฑဗと૪ࢪ�

�� {� � � � � � � �� 学教育学類生は必修科目�

������ �� {� � � � � � � ��
学教育学類以॒�教員免

許ၜ৵ሰೄはÅĨౄ൴��

������

生ညの生ঊとු᎓の౪၏Ꭺ�

�� � � � � {� � � �� 学教育学類生は必修科目�

������ �� � � � � {� � � ��
学教育学類以॒�教員免

許ၜ৵ሰೄはÅĨౄ൴��

学類� 共通教育科目�

専教育科目�

合૱�
学域 )5 科目� 学域 )5 言語科目� 専ৰຉ科目� 専科目�

人文学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� 人文学ৰᄯ科目 �� ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

法学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� � ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

૪అ学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� � ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

学教育学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� ���� ༳位以එ� ���� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

ད域ຕ່学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� � ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

国学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位以එ� 学類共通科目�

�� ༳位以එ�
�� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

�������

)5 科目ᄇ૩科目ૌ�Å� ౄ൴�は別に定める。� 国ৰ教育ࢇ࿓�

ǲ
⺳
Ǫ
Ǡ
Ǐ
Ǔ
Ȟ
ス
ࣤ
ዿ
૩
科
目�

������ ǲーǪǠǏǓȞスのਙട� �� � � � � {� � � �� � �

������ 国૪అの理ᎪとǲーǪ� �� {� � � � � � � ��
国学類生・૪అ学類生は

履修ᆊई�

������ 国ሹの理ᎪとǲーǪ� �� {� � � � � � � ��
国学類生・૪అ学類生は

履修ᆊई�

������
ǲーǪのঊዿにƵけƔ代

学入�
�� {� � � � � � � ��

学教育学類生は学域ľŊ

科目としƛは履修ᆊई�

������ ගሇശ理� �� � � � � � � {� ��
૪అ学類生は学域ľŊ科目

としƛは履修ᆊई�

������ ૱ፘ政ಓᇀืಲ� �� � � � � {� � � ��
法学類生は学域ľŊ科目と

しƛは履修ᆊई�

������
ǾǣǸス・ǲーǪᇀื�ǾǣǸ

ス・ǲーǪ・ǠǏǓȞス��
}� {� � � � � � � �� � �

������
ျ૱ǲーǪᇀืのৰ本�ᇥፘ

शื��
}� � �{� � � � � �� � �

������
ǲーǪƜ考Žる日本のቴ

�ǲーǪǠǏǓȞス��
}� � � � � {� � � �� � �

������
ျ૱ǨȀǳŉにƽるǾǮグǲー

Ǫᇀื�
}� � � � � {� � � �� � �

������ 金ዩȕǱラǢー� }� � � � � � � {� �� � �

������ წിの講ၥとਢᎪ� }� � � � � � � {� �� � �

������

ད域課༎शଂと政策ጵࡎのƔめ

のျ૱ǲーǪᇀืgļĹŇń

�にৰƚく政策ጵࡎ��

}� � � � � � � {� �� � �

������ ျ૱学ਙႷҦ� }� � � � � � � � � �� � �

������ ျ૱学ਙႷҧ� }� � � � � � � � � �� � �

学域ǲーǪǠǏǓȞス૩ᄇ科目ૌ�Å� ౄ൴�は別に定める。� � �

Å�� 教育職員免許ၜ৵ሰೄは�別ᅳ第Įに定める科目ᄮ号 �����「教育のฑဗと૪ࢪ」�科目ᄮ号 �����「生ည

の生ঊとු᎓の౪၏Ꭺ」Ɯ履修すること。なお�この合�修ၜしƔ༳位は教育職員免許ၜに必要となるƔ

め�学域 )5 科目の༳位としƛႡめƾǁない。�

Å�� 学域 )5 科目としƛ，本学域Ɓ࿓する科目にइŽƛ，国ৰ教育ࢇƁ࿓する「)5 科目ᄇ૩科目ૌ」

の科目
)5 科目のᄇ૩としƛ位置ƚけƾǁる科目を言う。�を履修することƁƜƂる。�

なお，ဴड़科目ૌの࿓科目にƙいƛは別に定めるものとし，�月ഷめに公ಘする�

Å�� ဴड़科目ૌの࿓科目にƙいƛは別に定めるものとし，�月ഷめに公ಘする。�

�

別ᅳ第 ���
第 � 条関係�学域 )5 言語科目༳位ვဴᅳ�

科目તᇀ� 科目ᄮ号� 科目� 学年� ༳位� ᅏ考�

専教育科

目�

学域ľŊ� � �

言語科目�

������
学域ľŊ言語科目Ҧ�

���
��

� �

������ ��� ॆ॒研修等�

������
学域ľŊ言語科目ҧ�

���
��

� �

������ ��� ॆ॒研修等�

Å� ्講ಐৼ及び履修方法等のඈは२学類Ɯ別に定める。�

Å� 科目ᄮ号 ����� 及び ����� は�ॆ॒研修等にƽる༳位Ⴁ定ಐのƴౚዿする。別ᅳ第 �
第 �条関係��

�
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別ᅳ第 �
第 � 条関係��

༳位修ၜ要ଉ�
�

Å学域 )5 科目はǲーǪǠǏǓȞスࣤዿ૩科目を �༳位以එ修ၜすること�

�

別ᅳ第 ���
第 � 条関係�学域 )5 科目༳位ვဴᅳ�

科目તᇀ� 科目ᄮ号� 科目�
学�

年�

्講ಐৼ�

༳
位
�

ᅏ考� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�履修ฑ等��
ৼ� ଢ଼ৼ�

ň
Ĩ�

ň
ĩ�

ň
Ī�

ň
ī�

専

教
育
科
目�

学
域
ľ
Ŋ
科
目�

ഷ
学
ೄ�

科
目�

������ ǍǖǲȊǮǚスǘȖ� �� {� {� {� � � �� ഓᆷ履修ᆊई�

������ プȗǧȞ・ǲǎȄーǳᎪ� �� � � {� {� {� �� ഓᆷ履修ᆊई�

学
域
ᐵ
᪻
科
目�

������ 大学・学ኴᎪ� �� � � � � {� � � �� � �

������ ǣǒȞǫーと教育� ��
� � � � {� � � ��

ഓᆷ履修ᆊई�
� � � � � � {� ��

������ �文化理शĨࡣ �� � � � � {� � � �� 国学類生は学域ľŊ科目

としƛは履修ᆊई������� �文化理शĩࡣ �� � � � � � � {� ��

������ 文学ॗᎪĨ� �� � � � � {� � � �� � �

������ 文学ॗᎪĩ� �� � � � � � � {� �� � �

������ ฌैౌ学� �� � � � � � � {� �� � �

������ ȖーȖȕǱラǢー� �� � � � � {� � � �� � �

������ 人文社会科学における法� �� � � � � � � {� �� � �

������ ǏȌーǣのᄾॵ文化学� �� � � � � {� � � �� � �

������ ሻఆ学入� �� {� � � � � � � �� ആ中講ਟ�

������ 現代日本の文化と社会� �� {� � � � � � � �� � �

������ ད域ຕ່学Ĩ� �� {� � � � � � � �� ད域ຕ່学類生は学域ľŊ

科目としƛは履修ᆊई������� ད域ຕ່学ĩ� �� � � {� � � � � ��

������

教育のฑဗと૪ࢪ�

�� {� � � � � � � �� 学教育学類生は必修科目�

������ �� {� � � � � � � ��
学教育学類以॒�教員免

許ၜ৵ሰೄはÅĨౄ൴��

������

生ညの生ঊとු᎓の౪၏Ꭺ�

�� � � � � {� � � �� 学教育学類生は必修科目�

������ �� � � � � {� � � ��
学教育学類以॒�教員免

許ၜ৵ሰೄはÅĨౄ൴��

学類� 共通教育科目�

専教育科目�

合૱�
学域 )5 科目� 学域 )5 言語科目� 専ৰຉ科目� 専科目�

人文学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� 人文学ৰᄯ科目 �� ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

法学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� � ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

૪అ学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� � ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

学教育学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� ���� ༳位以එ� ���� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

ད域ຕ່学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位� � ༳位以එ� �� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

国学類� �� ༳位以එ� � ༳位� � ༳位以එ� 学類共通科目�

�� ༳位以එ�
�� ༳位以එ� ��� ༳位以එ�

�������

)5 科目ᄇ૩科目ૌ�Å� ౄ൴�は別に定める。� 国ৰ教育ࢇ࿓�
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������ ǲーǪǠǏǓȞスのਙട� �� � � � � {� � � �� � �

������ 国૪అの理ᎪとǲーǪ� �� {� � � � � � � ��
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国学類生・૪అ学類生は

履修ᆊई�

������
ǲーǪのঊዿにƵけƔ代

学入�
�� {� � � � � � � ��

学教育学類生は学域ľŊ

科目としƛは履修ᆊई�

������ ගሇശ理� �� � � � � � � {� ��
૪అ学類生は学域ľŊ科目

としƛは履修ᆊई�

������ ૱ፘ政ಓᇀืಲ� �� � � � � {� � � ��
法学類生は学域ľŊ科目と

しƛは履修ᆊई�

������
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ス・ǲーǪ・ǠǏǓȞス��
}� {� � � � � � � �� � �

������
ျ૱ǲーǪᇀืのৰ本�ᇥፘ

शื��
}� � �{� � � � � �� � �

������
ǲーǪƜ考Žる日本のቴ
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}� � � � � {� � � �� � �

������
ျ૱ǨȀǳŉにƽるǾǮグǲー

Ǫᇀื�
}� � � � � {� � � �� � �

������ 金ዩȕǱラǢー� }� � � � � � � {� �� � �

������ წിの講ၥとਢᎪ� }� � � � � � � {� �� � �

������

ད域課༎शଂと政策ጵࡎのƔめ

のျ૱ǲーǪᇀืgļĹŇń

�にৰƚく政策ጵࡎ��

}� � � � � � � {� �� � �

������ ျ૱学ਙႷҦ� }� � � � � � � � � �� � �

������ ျ૱学ਙႷҧ� }� � � � � � � � � �� � �

学域ǲーǪǠǏǓȞス૩ᄇ科目ૌ�Å� ౄ൴�は別に定める。� � �

Å�� 教育職員免許ၜ৵ሰೄは�別ᅳ第Įに定める科目ᄮ号 �����「教育のฑဗと૪ࢪ」�科目ᄮ号 �����「生ည

の生ঊとු᎓の౪၏Ꭺ」Ɯ履修すること。なお�この合�修ၜしƔ༳位は教育職員免許ၜに必要となるƔ

め�学域 )5 科目の༳位としƛႡめƾǁない。�

Å�� 学域 )5 科目としƛ，本学域Ɓ࿓する科目にइŽƛ，国ৰ教育ࢇƁ࿓する「)5 科目ᄇ૩科目ૌ」

の科目
)5 科目のᄇ૩としƛ位置ƚけƾǁる科目を言う。�を履修することƁƜƂる。�

なお，ဴड़科目ૌの࿓科目にƙいƛは別に定めるものとし，�月ഷめに公ಘする�

Å�� ဴड़科目ૌの࿓科目にƙいƛは別に定めるものとし，�月ഷめに公ಘする。�

�

別ᅳ第 ���
第 � 条関係�学域 )5 言語科目༳位ვဴᅳ�

科目તᇀ� 科目ᄮ号� 科目� 学年� ༳位� ᅏ考�

専教育科

目�

学域ľŊ� � �

言語科目�

������
学域ľŊ言語科目Ҧ�

���
��

� �

������ ��� ॆ॒研修等�

������
学域ľŊ言語科目ҧ�

���
��

� �

������ ��� ॆ॒研修等�

Å� ्講ಐৼ及び履修方法等のඈは२学類Ɯ別に定める。�

Å� 科目ᄮ号 ����� 及び ����� は�ॆ॒研修等にƽる༳位Ⴁ定ಐのƴౚዿする。別ᅳ第 �
第 �条関係��
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　ᇠ表༌4　専門基礎科目・専門科目単位ვဴ表�社会学域番号　51�
学教育学፬�学፬番号04�

科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

90000 教౧論 90020 教育学演習Ⅱ

90008 教育の理Ⴊと歴史Ａ 90032 発༥心理学ၟਟ

90009 教育の理Ⴊと歴史Ｂ 90061 教育法ฑဗ論ၟਟ

90035 発༥と学習の心理 90102 教授学ၟਟ

90050 教育のฑဗと૪ࢪ 学域)5科目とƌƛጨ修 90106 生ঊ指၏論ၟਟ

90072 教育ड࿘論 90110 学習指၏論ၟਟ

90116 教育ሑ法学 90286 学心理学ၟਟ

90090 ၗၝ教育論 90500 ၟᇠ౫࣍教育の理Ⴊと歴史

90081 ၟᇠঊ၌論 90510 ྐॲඏ॔の心理・生理・ᅸ理

90270 生ညの生ঊとු᎓の指၏論 学域)5科目とƌƛጨ修 90520 ྐॲඏ॔教育ड࿘論

90290 教育相ཎ論(教育・学心理学) 90521 ྐॲඏ॔指၏法

90370 ၟᇠ౫࣍教育概論 90522 発声発౫࣍法

90380 ຳ合的Ɵ学習のಐ教育論 90530 ཐ的ඏ॔の心理・生理・ᅸ理

90348 教育実習#�ዲ・൚� 90540 ཐ的ඏ॔教育ड࿘論

90349 教育実習$�中・ஸ� 90550 ౺ᆊ自ዡの心理・生理・ᅸ理

90350 教育実習ಈಈଢ଼指၏#(ዲ・൚� 90560 ౺ᆊ自ዡ教育論

90351 教育実習ಈಈଢ଼指၏$(中・ஸ� 90570 ƈとƥのඏ॔とコȊュǶǜーǢȒン

90313 教職実践演習#(教ዏ) 90580 ඏ॔ಋ教育基礎論

90130 ഷ等ே科教育法 90581 発༥ඏ॔指၏法

90131 ഷ等社会科教育法 90590 教育実習ಈಈଢ଼指၏(ၟ౫)

90132 算数科教育法 90591 ඏ॔ಋ教育実習

90133 ഷ等理科教育法 90600 ඏ॔ಋᆵ教育論

90134 生ঊ科教育法 90611 音ྐॲ学

90135 ഷ等音楽科教育法 90630 発༥の生理とඏ॔

90136 ෨画工作科教育法 90640 ཐ的ඏ॔指၏法

90137 ഷ等ऌ科教育法 90651 ඏ॔႙ዲಋ発༥౫࣍演習

90149 育科教育法Ⅰ 90652 Ꭽെ論

90150 育科教育法Ⅱ 90660 ସඏ॔指၏法

90147 ഷ等ࢷ科教育法Ａ 90661 ၟᇠ౫࣍コーディǸータെ論

90148 ഷ等ࢷ科教育法Ｂ 90664 ഓᆷඏ॔ಋ教育

14000 ே基礎(ി಼を含む) 90667 ඏ॔ಋ教育基礎演習

14001 社会科基礎 90682 発༥ඏ॔ຳ論

14002 算数科基礎 90683 ၟᇠ౫࣍教育学演習Ⅰ

14003 理科専門研究 90684 ၟᇠ౫࣍教育学演習Ⅱ

14004 生ঊ科専門研究 34000 ே学概論

14005 ピアノ基礎 34001 音声ସの研究とᇌൻ表現

14006 ソルフェージュ基礎 34002 ே史

14007 絵画・彫刻 34019 日本ᇌ学概論・日本ᇌ学史

14008 デザイン・工作 34500 日本ᇌ学ၥ

14009 ऌ政教育専門研究 34501 日本ᇌ学基礎演習

14014 育専門研究ＡⅠ 34020 ুᇌ学基礎

14015 育専門研究ＡⅡ 34024 ুᇌ学演習

14016 育専門研究ＢⅠ 34025 ଽᇌ学基礎

14017 育専門研究ＢⅡ 34030 ി಼ിၗ基礎

14012 科基礎Ａࢷ 90160 中等ே科教育法Ａ

14013 科基礎Ｂࢷ 90161 中等ே科教育法Ｂ

90406 ගሇと教育 90162 ே科授業研究Ⅰ

90407 ৄ੩と教育 90163 ே科授業研究Ⅱ

90408 現代ƞƷ学 34027 ே学演習Ａ1

90409 学インターンǢǮȂ 34028 ே学演習Ａ2

90410 ഗძኾ॒ঊ၌ 34029 ே学演習Ｂ1

14500 ໘業論ᇌ 34031 ே学演習Ｂ2

90250 ዲಋの指၏法 34018 ଽᇌ学演習

90251 ዲಋの表現指၏法 34502 近現代ᇌ学演習

90252 ዲಋのଌஅ指၏法 34503 日本ᇌ学ၟਟ

90253 ዲಋのସጃ指၏法 34021 ুᇌၥ

90254 ዲಋのৄ੩指၏法 90139 ே科教育演習Ａ

90300 ዲಋ理解の理論とሑ法 90164 ே科教育演習Ｂ

90011 教育哲学 90458 ே科教育実践研究Ⅰ

90015 教育史 90459 ே科教育実践研究Ⅱ

90031 発༥心理学 34040 日本史

90062 教育社会学Ａ 34045 ȓーȘǮǼ理解Ａ

90063 教育社会学Ｂ 34047 ဪ洋史

90060 教育法ฑဗ論 34060 地理学

90101 教授学 34061 地ಁ学

90105 生ঊ指၏論 34070 法律学

90109 学習指၏論 34071 政ಓ学

90291 学心理学�心理学的౫࣍法� 34080 ૪అ学

90012 教育ମ論ၟਟ 34082 社会学Ⅰ

90016 教育史ၟਟ 34083 社会学Ⅱ

90019 教育学演習Ⅰ 34090 哲学
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90167 中等社会科教育法Ａ 34211 理科内容発展Ｄ(地学)

90168 中等社会科教育法Ｂ 34220 理科実験Ｄ(地学)

90169 社会科授業研究Ⅰ 90183 中等理科教育法Ａ

90170 社会科授業研究Ⅱ 90184 中等理科教育法Ｂ

34041 日本史Ａ 90185 理科授業研究Ⅰ

34042 日本史Ｂ 90186 理科授業研究Ⅱ

34043 日本史演習Ａ 34152 理科内容演習ＡⅠ(物理学)

34044 日本史演習Ｂ 34153 理科内容演習ＡⅡ(物理学)

34046 西洋近・現代史概説 34154 教職物理学 理工学域開設

34048 歴史学実習 34172 理科内容演習ＢⅠ(化学)

34049 西洋史演習Ａ 34173 理科内容演習ＢⅡ(化学)

34050 西洋史演習Ｂ 34192 理科内容演習ＣⅠ(生物学)

34062 自然地理学 34193 理科内容演習ＣⅡ(生物学)

34063 農村地理学 34212 理科内容演習ＤⅠ(地学)

34064 都市地理学 34213 理科内容演習ＤⅡ(地学)

34065 地理学演習Ａ 90142 理科教育演習Ⅰ

34066 地理学演習Ｂ 90187 理科教育演習Ⅱ

34072 行政法 90465 理科教育実践研究Ⅰ

34073 法律学演習Ａ 90466 理科教育実践研究Ⅱ

34074 法律学演習Ｂ 34230 ソルフェージュ

34091 倫理学 34240 歌唱法Ⅰ

34092 哲学史 34241 アンサンブルＡ(声楽)

34093 哲学演習 34242 アンサンブルＢ(声楽)

34094 宗教学 34243 日本の伝統的歌唱法

34095 現代青年心理学 34250 和楽器奏法

90140 社会科教育演習Ａ 34251 伴奏法

90171 社会科教育演習Ｂ 34252 ピアノ奏法Ⅰ

90172 社会科・地理歴史科教育法Ａ 34253 アンサンブルＤ(木管)

90173 社会科・地理歴史科教育法Ｂ 34254 アンサンブルＥ(金管)

90174 社会科・公民科教育法Ａ 34260 指揮法

90175 社会科・公民科教育法Ｂ 34270 音楽理論及び和声学(作曲・編曲を含む)Ⅰ

90460 社会科教育実践研究Ⅰ 34271 音楽史Ａ(西洋音楽)

90461 社会科教育実践研究Ⅱ-Ａ 34272 音楽史Ｂ(日本及び世界の音楽)

90462 社会科教育実践研究Ⅱ-Ｂ 90190 音楽科教育法Ａ

34100 代数学基礎Ａ 90191 音楽科教育法Ｂ

34101 代数学基礎Ｂ 90192 音楽科授業研究Ⅰ

34110 幾何学基礎Ａ 90193 音楽科授業研究Ⅱ

34111 幾何学基礎Ｂ 34244 歌唱法Ⅱ

34120 解析学基礎Ａ 34245 歌唱法演習Ⅰ

34121 解析学基礎Ｂ 34246 歌唱法演習Ⅱ

34130 確率・統計 34247 アンサンブルＣ(声楽)

34131 行列と行列式 34255 ピアノ奏法Ⅱ

34132 微分積分 34256 ピアノ奏法演習Ⅰ

34140 コンピュータ 34257 ピアノ奏法演習Ⅱ

90176 数学科教育法Ａ 34273 音楽理論及び和声学(作曲・編曲を含む)Ⅱ

90177 数学科教育法Ｂ 34274 作曲(編曲を含む)演習Ⅰ

90178 数学科授業研究Ⅰ 34275 作曲(編曲を含む)演習Ⅱ

90179 数学科授業研究Ⅱ 90143 音楽科教育演習Ⅰ

34105 代数学演習 90194 音楽科教育演習Ⅱ

34106 現代代数学 90467 音楽科教育実践研究Ⅰ

34115 幾何学演習 90468 音楽科教育実践研究Ⅱ

34116 現代幾何学 34600 絵画基礎Ａ(映像メディア表現を含む)

34125 解析学演習 34601 絵画基礎Ｂ(映像メディア表現を含む)

34126 現代解析学 34602 絵画ⅠＡ

34133 集合と位相 34603 絵画ⅠＢ

34134 数学演習Ⅰ 34604 絵画ⅡＡ

34135 数学演習Ⅱ 34605 絵画ⅡＢ

90180 数学科教育演習 34620 彫刻基礎Ａ

90141 算数科教育演習 34621 彫刻基礎Ｂ

90463 算数科教育実践研究 34622 彫刻ⅠＡ

90464 数学科教育実践研究 34623 彫刻ⅠＢ

34150 理科内容基礎Ａ(物理学) 34624 彫刻ⅡＡ

34151 理科内容発展Ａ(物理学) 34625 彫刻ⅡＢ

34160 理科実験Ａ(物理学) 34640 デザイン基礎(映像メディア表現を含む)Ａ

34170 理科内容基礎Ｂ(化学) 34641 デザイン基礎(映像メディア表現を含む)Ｂ

34171 理科内容発展Ｂ(化学) 34642 デザインⅠＡ

34180 理科実験Ｂ(化学) 34643 デザインⅠＢ

34190 理科内容基礎Ｃ(生物学) 34644 デザインⅡＡ

34191 理科内容発展Ｃ(生物学) 34645 デザインⅡＢ

34200 理科実験Ｃ(生物学) 34310 工芸基礎

34210 理科内容基礎Ｄ(地学) 90195 中等美術科教育法Ａ
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　ᇠ表༌4　専門基礎科目・専門科目単位ვဴ表�社会学域番号　51�
学教育学፬�学፬番号04�

科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

90000 教౧論 90020 教育学演習Ⅱ

90008 教育の理Ⴊと歴史Ａ 90032 発༥心理学ၟਟ

90009 教育の理Ⴊと歴史Ｂ 90061 教育法ฑဗ論ၟਟ

90035 発༥と学習の心理 90102 教授学ၟਟ

90050 教育のฑဗと૪ࢪ 学域)5科目とƌƛጨ修 90106 生ঊ指၏論ၟਟ

90072 教育ड࿘論 90110 学習指၏論ၟਟ

90116 教育ሑ法学 90286 学心理学ၟਟ

90090 ၗၝ教育論 90500 ၟᇠ౫࣍教育の理Ⴊと歴史

90081 ၟᇠঊ၌論 90510 ྐॲඏ॔の心理・生理・ᅸ理

90270 生ညの生ঊとු᎓の指၏論 学域)5科目とƌƛጨ修 90520 ྐॲඏ॔教育ड࿘論

90290 教育相ཎ論(教育・学心理学) 90521 ྐॲඏ॔指၏法

90370 ၟᇠ౫࣍教育概論 90522 発声発౫࣍法

90380 ຳ合的Ɵ学習のಐ教育論 90530 ཐ的ඏ॔の心理・生理・ᅸ理

90348 教育実習#�ዲ・൚� 90540 ཐ的ඏ॔教育ड࿘論

90349 教育実習$�中・ஸ� 90550 ౺ᆊ自ዡの心理・生理・ᅸ理

90350 教育実習ಈಈଢ଼指၏#(ዲ・൚� 90560 ౺ᆊ自ዡ教育論

90351 教育実習ಈಈଢ଼指၏$(中・ஸ� 90570 ƈとƥのඏ॔とコȊュǶǜーǢȒン

90313 教職実践演習#(教ዏ) 90580 ඏ॔ಋ教育基礎論

90130 ഷ等ே科教育法 90581 発༥ඏ॔指၏法

90131 ഷ等社会科教育法 90590 教育実習ಈಈଢ଼指၏(ၟ౫)

90132 算数科教育法 90591 ඏ॔ಋ教育実習

90133 ഷ等理科教育法 90600 ඏ॔ಋᆵ教育論

90134 生ঊ科教育法 90611 音ྐॲ学

90135 ഷ等音楽科教育法 90630 発༥の生理とඏ॔

90136 ෨画工作科教育法 90640 ཐ的ඏ॔指၏法

90137 ഷ等ऌ科教育法 90651 ඏ॔႙ዲಋ発༥౫࣍演習

90149 育科教育法Ⅰ 90652 Ꭽെ論

90150 育科教育法Ⅱ 90660 ସඏ॔指၏法

90147 ഷ等ࢷ科教育法Ａ 90661 ၟᇠ౫࣍コーディǸータെ論

90148 ഷ等ࢷ科教育法Ｂ 90664 ഓᆷඏ॔ಋ教育

14000 ே基礎(ി಼を含む) 90667 ඏ॔ಋ教育基礎演習

14001 社会科基礎 90682 発༥ඏ॔ຳ論

14002 算数科基礎 90683 ၟᇠ౫࣍教育学演習Ⅰ

14003 理科専門研究 90684 ၟᇠ౫࣍教育学演習Ⅱ

14004 生ঊ科専門研究 34000 ே学概論

14005 ピアノ基礎 34001 音声ସの研究とᇌൻ表現

14006 ソルフェージュ基礎 34002 ே史

14007 絵画・彫刻 34019 日本ᇌ学概論・日本ᇌ学史

14008 デザイン・工作 34500 日本ᇌ学ၥ

14009 ऌ政教育専門研究 34501 日本ᇌ学基礎演習

14014 育専門研究ＡⅠ 34020 ুᇌ学基礎

14015 育専門研究ＡⅡ 34024 ুᇌ学演習

14016 育専門研究ＢⅠ 34025 ଽᇌ学基礎

14017 育専門研究ＢⅡ 34030 ി಼ിၗ基礎

14012 科基礎Ａࢷ 90160 中等ே科教育法Ａ

14013 科基礎Ｂࢷ 90161 中等ே科教育法Ｂ

90406 ගሇと教育 90162 ே科授業研究Ⅰ

90407 ৄ੩と教育 90163 ே科授業研究Ⅱ

90408 現代ƞƷ学 34027 ே学演習Ａ1

90409 学インターンǢǮȂ 34028 ே学演習Ａ2

90410 ഗძኾ॒ঊ၌ 34029 ே学演習Ｂ1

14500 ໘業論ᇌ 34031 ே学演習Ｂ2

90250 ዲಋの指၏法 34018 ଽᇌ学演習

90251 ዲಋの表現指၏法 34502 近現代ᇌ学演習

90252 ዲಋのଌஅ指၏法 34503 日本ᇌ学ၟਟ

90253 ዲಋのସጃ指၏法 34021 ুᇌၥ

90254 ዲಋのৄ੩指၏法 90139 ே科教育演習Ａ

90300 ዲಋ理解の理論とሑ法 90164 ே科教育演習Ｂ

90011 教育哲学 90458 ே科教育実践研究Ⅰ

90015 教育史 90459 ே科教育実践研究Ⅱ

90031 発༥心理学 34040 日本史

90062 教育社会学Ａ 34045 ȓーȘǮǼ理解Ａ

90063 教育社会学Ｂ 34047 ဪ洋史

90060 教育法ฑဗ論 34060 地理学

90101 教授学 34061 地ಁ学

90105 生ঊ指၏論 34070 法律学

90109 学習指၏論 34071 政ಓ学

90291 学心理学�心理学的౫࣍法� 34080 ૪అ学

90012 教育ମ論ၟਟ 34082 社会学Ⅰ

90016 教育史ၟਟ 34083 社会学Ⅱ

90019 教育学演習Ⅰ 34090 哲学
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科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

90167 中等社会科教育法Ａ 34211 理科内容発展Ｄ(地学)

90168 中等社会科教育法Ｂ 34220 理科実験Ｄ(地学)

90169 社会科授業研究Ⅰ 90183 中等理科教育法Ａ

90170 社会科授業研究Ⅱ 90184 中等理科教育法Ｂ

34041 日本史Ａ 90185 理科授業研究Ⅰ

34042 日本史Ｂ 90186 理科授業研究Ⅱ

34043 日本史演習Ａ 34152 理科内容演習ＡⅠ(物理学)

34044 日本史演習Ｂ 34153 理科内容演習ＡⅡ(物理学)

34046 西洋近・現代史概説 34154 教職物理学 理工学域開設

34048 歴史学実習 34172 理科内容演習ＢⅠ(化学)

34049 西洋史演習Ａ 34173 理科内容演習ＢⅡ(化学)

34050 西洋史演習Ｂ 34192 理科内容演習ＣⅠ(生物学)

34062 自然地理学 34193 理科内容演習ＣⅡ(生物学)

34063 農村地理学 34212 理科内容演習ＤⅠ(地学)

34064 都市地理学 34213 理科内容演習ＤⅡ(地学)

34065 地理学演習Ａ 90142 理科教育演習Ⅰ

34066 地理学演習Ｂ 90187 理科教育演習Ⅱ

34072 行政法 90465 理科教育実践研究Ⅰ

34073 法律学演習Ａ 90466 理科教育実践研究Ⅱ

34074 法律学演習Ｂ 34230 ソルフェージュ

34091 倫理学 34240 歌唱法Ⅰ

34092 哲学史 34241 アンサンブルＡ(声楽)

34093 哲学演習 34242 アンサンブルＢ(声楽)

34094 宗教学 34243 日本の伝統的歌唱法

34095 現代青年心理学 34250 和楽器奏法

90140 社会科教育演習Ａ 34251 伴奏法

90171 社会科教育演習Ｂ 34252 ピアノ奏法Ⅰ

90172 社会科・地理歴史科教育法Ａ 34253 アンサンブルＤ(木管)

90173 社会科・地理歴史科教育法Ｂ 34254 アンサンブルＥ(金管)

90174 社会科・公民科教育法Ａ 34260 指揮法

90175 社会科・公民科教育法Ｂ 34270 音楽理論及び和声学(作曲・編曲を含む)Ⅰ

90460 社会科教育実践研究Ⅰ 34271 音楽史Ａ(西洋音楽)

90461 社会科教育実践研究Ⅱ-Ａ 34272 音楽史Ｂ(日本及び世界の音楽)

90462 社会科教育実践研究Ⅱ-Ｂ 90190 音楽科教育法Ａ

34100 代数学基礎Ａ 90191 音楽科教育法Ｂ

34101 代数学基礎Ｂ 90192 音楽科授業研究Ⅰ

34110 幾何学基礎Ａ 90193 音楽科授業研究Ⅱ

34111 幾何学基礎Ｂ 34244 歌唱法Ⅱ

34120 解析学基礎Ａ 34245 歌唱法演習Ⅰ

34121 解析学基礎Ｂ 34246 歌唱法演習Ⅱ

34130 確率・統計 34247 アンサンブルＣ(声楽)

34131 行列と行列式 34255 ピアノ奏法Ⅱ

34132 微分積分 34256 ピアノ奏法演習Ⅰ

34140 コンピュータ 34257 ピアノ奏法演習Ⅱ

90176 数学科教育法Ａ 34273 音楽理論及び和声学(作曲・編曲を含む)Ⅱ

90177 数学科教育法Ｂ 34274 作曲(編曲を含む)演習Ⅰ

90178 数学科授業研究Ⅰ 34275 作曲(編曲を含む)演習Ⅱ

90179 数学科授業研究Ⅱ 90143 音楽科教育演習Ⅰ

34105 代数学演習 90194 音楽科教育演習Ⅱ

34106 現代代数学 90467 音楽科教育実践研究Ⅰ

34115 幾何学演習 90468 音楽科教育実践研究Ⅱ

34116 現代幾何学 34600 絵画基礎Ａ(映像メディア表現を含む)

34125 解析学演習 34601 絵画基礎Ｂ(映像メディア表現を含む)

34126 現代解析学 34602 絵画ⅠＡ

34133 集合と位相 34603 絵画ⅠＢ

34134 数学演習Ⅰ 34604 絵画ⅡＡ

34135 数学演習Ⅱ 34605 絵画ⅡＢ

90180 数学科教育演習 34620 彫刻基礎Ａ

90141 算数科教育演習 34621 彫刻基礎Ｂ

90463 算数科教育実践研究 34622 彫刻ⅠＡ

90464 数学科教育実践研究 34623 彫刻ⅠＢ

34150 理科内容基礎Ａ(物理学) 34624 彫刻ⅡＡ

34151 理科内容発展Ａ(物理学) 34625 彫刻ⅡＢ

34160 理科実験Ａ(物理学) 34640 デザイン基礎(映像メディア表現を含む)Ａ

34170 理科内容基礎Ｂ(化学) 34641 デザイン基礎(映像メディア表現を含む)Ｂ

34171 理科内容発展Ｂ(化学) 34642 デザインⅠＡ

34180 理科実験Ｂ(化学) 34643 デザインⅠＢ

34190 理科内容基礎Ｃ(生物学) 34644 デザインⅡＡ

34191 理科内容発展Ｃ(生物学) 34645 デザインⅡＢ

34200 理科実験Ｃ(生物学) 34310 工芸基礎

34210 理科内容基礎Ｄ(地学) 90195 中等美術科教育法Ａ

科目区分 単位数 科目区分 単位数

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

2

専
修
基
礎
科
目

（
社
会
科
教
育
専

修
）

専
修
専
門
科
目

(

社
会
科
教
育
専
修

)

専
修
基
礎
科
目

(

数
学
教
育
専
修

)

専
修
専
門
科
目

(

数
学
教
育
専
修

)

専
門
科
目

専
修
基
礎
科
目

(

理
科
教
育
専
修

)

専
修
専
門
科
目

(

理
科
教
育
専
修

)

専
修
基
礎
科
目

(

音
楽
教
育
専
修

)

専
修
専
門
科
目

(

音
楽
教
育
専
修

)

専
修
基
礎
科
目

（
美
術
教
育
専
修

)

2

2

2

2

2

1

1

2

2

専
門
科
目

2

専
修
基
礎
科
目

(

理
科
教
育
専
修

)

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

2

1

2

2

2

2

1

2

1

2

2

1

1

1

2

2

2

2

2

1

1

1

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

- 96 - - 97 -



科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

90196 中等美術科教育法Ｂ 34670 ᆦၗＡ

90232 美術科授業研究ⅠＡ 34671 ᆦၗＢ

90233 美術科授業研究ⅠＢ 34672 ǫンǤⅠ

90234 美術科授業研究ⅡＡ 34673 ǫンǤⅡ

90235 美術科授業研究ⅡＢ 34405 育心理学Ⅰ

34606 絵画ҨＡ 34406 育心理学Ⅱ

34607 絵画ҨＢ 34410 (၌ሑ法学を含むࢥ)၌学概論ࢥ

34608 絵画ฑ作研究Ａ 34423 ǻイǕメǖǶǚǤⅠ

34609 絵画ฑ作研究Ｂ 34424 ǻイǕメǖǶǚǤⅡ

34626 彫刻ҨＡ 34425 表現ࢥ၌学Ⅰ

34627 彫刻ҨＢ 34426 表現ࢥ၌学Ⅱ

34628 彫刻ฑ作研究Ａ 34427 生理学Ⅰ(ࢥ၌生理学を含む)

34629 彫刻ฑ作研究Ｂ 34428 生理学Ⅱ(ࢥ၌生理学を含む)

34646 デザインҨＡ 34431 生学Ⅰࢸ生学及び公ࢸ

34647 デザインҨＢ 34432 生学Ⅱࢸ生学及び公ࢸ

34648 デザインฑ作研究Ａ 34443
学ᇱଌⅠ(൚ಋᇱଌdย්ᇱଌd学ࡊ及び਼ശམ
を含む)

34649 デザインฑ作研究Ｂ 34444
学ᇱଌⅡ(൚ಋᇱଌdย්ᇱଌd学ࡊ及び਼ശམ
を含む)

34311 工芸論 90236 ᇱଌ育科教育法ＡⅠ

34324 ᄾॵ美術史Ａ(美術理論を含む) 90237 ᇱଌ育科教育法ＡⅡ

34325 ᄾॵ美術史Ｂ(美術理論を含む) 90238 ᇱଌ育科教育法ＢⅠ

34326 西洋美術史Ａ 90239 ᇱଌ育科教育法ＢⅡ

34327 西洋美術史Ｂ 90240 ᇱଌ育科授業研究Ⅰ

34328 西洋美術史Ｃ 90241 ᇱଌ育科授業研究Ⅱ

34329 西洋美術史Ｄ 90242 ᇱଌ育科授業研究Ҩ

34323 美術実地研究 90243 ᇱଌ育科授業研究ҩ

90144 ෨画工作科教育演習 34680 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ⅰ

90199 美術科教育演習 34681 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ⅱ

90469 ෨画工作科教育実践研究 34682 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ҩ

90470 美術科教育実践研究 34683 ǻイǕメǖǶǚǤ演習ҩ

34330 ऌ政学ମ論 34684 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ҫ

34331 ऌ૪ࢪ学(ऌ૪అ学を含む) 34685 ǻイǕメǖǶǚǤ演習ҫ

34332 ऌ໖学 34686 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ҭ

34340 ᅇᆴ科学Ⅰ 34687 ǻイǕメǖǶǚǤ演習ҭ

34341 ᅇᆴ科学実験 34688 生理学演習Ⅰ

34342 ᅇᆴஓถ実習 34689 生理学演習Ⅱ

34352 ྔ理実習 34690 生理学演習Ҩ

34366 ඳৄ੩学 34691 生理学演習ҩ

34367 ഉ生ঊ学Ⅰ 34692 生理学演習Ҫ

34368 ഉ生ঊ学Ⅱ�ล෨を含む) 34693 生理学演習ҫ

34371 ᇱ育学(実習を含む) 34694 生理学演習Ҭ

34374 ᇱ育学概論(ऌে୦を含む)(ᆵ心理学) 34695 生理学演習ҭ

34381 ဃਂ・ॅ・ගሇ概論 34696 学ᇱଌ演習Ⅰ

90207 中等ऌ科教育法Ａ 34697 学ᇱଌ演習Ⅱ

90208 中等ऌ科教育法Ｂ 34698 学ᇱଌ演習Ҩ

90209 ऌ科授業研究Ⅰ 34699 学ᇱଌ演習ҩ

90210 ऌ科授業研究Ⅱ 34700 学ᇱଌ演習Ҫ

34333 ऌ૪ࢪ学演習Ⅰ 34701 学ᇱଌ演習ҫ

34334 ऌ૪ࢪ学演習Ⅱ 34702 学ᇱଌ演習Ҭ

34343 ᅇᆴ科学Ⅱ 34703 学ᇱଌ演習ҭ

34344 ᅇᆴ科学演習Ⅰ 90244 育科教育演習Ⅰ

34345 ᅇᆴ科学演習Ⅱ 90245 育科教育演習Ⅱ

34351 ଌஅࢯጊ学実習 90691 ᇱଌ育科教育演習Ⅰ

34359 ጊ生理学ࢯ 90692 ᇱଌ育科教育演習Ⅱ

34364 ഉৄ੩論Ⅰ 90693 ᇱଌ育科教育演習Ҩ

34365 ഉৄ੩論Ⅱ 90694 ᇱଌ育科教育演習ҩ

34372 ᇱ育学演習Ⅰ 90695 ᇱଌ育科教育演習Ҫ

34373 ᇱ育学演習Ⅱ 90696 ᇱଌ育科教育演習ҫ

90145 ऌ科教育演習Ａ 90697 育科教育実践研究Ⅰ

90211 ऌ科教育演習Ｂ 90698 育科教育実践研究Ⅱ

90471 ऌ科教育実践研究Ⅰ 90699 ᇱଌ育ၟਟⅠ

90472 ऌ科教育実践研究Ⅱ 90700 ᇱଌ育ၟਟⅡ

34660 ・器ॅࢥ၌Ⅰ 90701 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅰ

34661 ・器ॅࢥ၌Ⅱ 90702 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅱ

34662 ጲඑਙⅠ 34450 学概論Ａࢷ

34663 ጲඑਙⅡ 34451 学概論Ｂࢷ

34664 ෯ࢱⅠ 34452 音声学ࢷ

34665 ෯ࢱⅡ 34453 ᇌ法ࢷ

34666 ਙＡⅠ 34470 ᇌ学概説Ａ�(イǙȕǤ)ࢷ

34667 ਙＡⅡ 34471 ᇌ学概説Ｂ�(イǙȕǤ)ࢷ

34668 ਙＢⅠ 34472 ᇌ学概説Ｃ�(アメȕǖ)ࢷ

34669 ਙＢⅡ 34473 (ᇌ学概説Ｄ�アメȕǖࢷ
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　ᇠ表༌4　専門基礎科目・専門科目単位ვဴ表�社会学域番号　51�
地域ຕ່学፬�学፬番号05�

科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

34474 ᇌ学演習Ａࢷ 15012 地域ຕ່学Ⅰ

34475 ᇌ学演習Ｂࢷ 15013 地域ຕ່学Ⅱ

34480 作ᇌＡࢷ 15022 地域ຕ່学Ҩ

34481 作ᇌＢࢷ 15023 地域ຕ່学ҩ

34482 会ᎭＡࢷ 15038 学፬ࢷ演習

34483 会ᎭＢࢷ 15009 地域ຕ່験実習#

34491 ᇌ化理解Ａࡣ 15010 地域ຕ່験実習$

34492 ᇌ化理解Ｂࡣ 15011 地域ຕ່験実習%

34493 ᇌ化理解Ｃࡣ 15033 地域ຕ່学ၟᇠਟ#

34494 ᇌ化理解Ｄࡣ 15034 地域ຕ່学ၟᇠਟ$

90212 科教育法Ａࢷ 15035 地域ຕ່学ၟᇠਟ%

90213 科教育法Ｂࢷ 15036 地域ຕ່学ၟᇠਟ&

90214 科授業研究Ⅰࢷ 15037 地域ຕ່インターンǢǮȂ

90215 科授業研究Ⅱࢷ 15024 地域ຕ່インターンǢǮȂ

34454 学演習Ａࢷ 15025 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34455 学演習Ｂࢷ 15026 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34456 学ၟਟࢷ 15027 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34476 ᇌ学演習Ｃࢷ 15028 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34477 ᇌ学演習Ｄࢷ 15029 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34478 ᇌ学ၟਟࢷ 15030 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34484 作ᇌＣࢷ 15031 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34485 作ᇌＤࢷ 15032 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34486 会ᎭＣࢷ 35506 ஸ፼ೄᆵ論

34487 会ᎭＤࢷ 35508 ඏ॔ೄᆵ論

90216 科教育演習Ⅰࢷ 35950 現代社会とᆅ

90217 科教育演習Ⅱࢷ 35951 社会政ప論

90475 科教育実践研究Ⅰࢷ 35521 ᎕ౚ法

90476 科教育実践研究Ⅱࢷ 35952 社会ǢǤǱȋ論

35953 現代社会論

35954 コȊュǶǱィ論

35528 社会ᆵ行政論

35529 ᆵ計画論

35531 ଚጦዸ୦とถ年ଢ଼ଣฑဗ

35955 コȊュǶǜーǢȒン演習Ⅰ

35956 コȊュǶǜーǢȒン演習Ⅱ

35572 社会ᇱඏ論

35573 地域ᆵ論

35574 ऴ୦ᇱฑဗ論

35957 ऌ໖౫࣍論

35575 ᇱଌፑ論

35958 ዿ政ప論

35578 ଚ論Ⅰ

35579 ଚ論Ⅱ

35580 現代社会学#Ⅰ

35581 現代社会学#Ⅱ

35582 現代社会学$Ⅰ

35583 現代社会学$Ⅱ

35584 現代社会学%Ⅰ

35585 現代社会学%Ⅱ

35586 現代社会学&Ⅰ

35587 現代社会学&Ⅱ

35588 現代社会学'Ⅰ

35589 現代社会学'Ⅱ

35959 基礎社会統計学Ⅰ

35960 基礎社会統計学Ⅱ

35961 発展社会統計学Ⅰ

35962 発展社会統計学Ⅱ

35963 社会政ప論基礎演習

35964 ፑ・ᆵ社会学基礎演習

35965 公社会学基礎演習

35966 ேඏ॔学基礎演習

35967 地域社会学基礎演習

35968 社会ᇱඏ論基礎演習

35969 社会ᆵ学基礎演習

35594 ᆵȉǸジメンǳ演習

35765 自然ৄ੩と社会

35707 ৄ੩と૪అ基礎演習Ⅰ

35708 ৄ੩と૪అ基礎演習Ⅱ

35711 自然ৄ੩ᇌଝၥⅠ

35712 自然ৄ੩ᇌଝၥⅡ

35713 ಃଳঊዿ・ጺྫྷᇌଝၥⅠ

35714 ಃଳঊዿ・ጺྫྷᇌଝၥⅡ

35720 地ಁ学演習Ⅰ
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科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

90196 中等美術科教育法Ｂ 34670 ᆦၗＡ

90232 美術科授業研究ⅠＡ 34671 ᆦၗＢ

90233 美術科授業研究ⅠＢ 34672 ǫンǤⅠ

90234 美術科授業研究ⅡＡ 34673 ǫンǤⅡ

90235 美術科授業研究ⅡＢ 34405 育心理学Ⅰ

34606 絵画ҨＡ 34406 育心理学Ⅱ

34607 絵画ҨＢ 34410 (၌ሑ法学を含むࢥ)၌学概論ࢥ

34608 絵画ฑ作研究Ａ 34423 ǻイǕメǖǶǚǤⅠ

34609 絵画ฑ作研究Ｂ 34424 ǻイǕメǖǶǚǤⅡ

34626 彫刻ҨＡ 34425 表現ࢥ၌学Ⅰ

34627 彫刻ҨＢ 34426 表現ࢥ၌学Ⅱ

34628 彫刻ฑ作研究Ａ 34427 生理学Ⅰ(ࢥ၌生理学を含む)

34629 彫刻ฑ作研究Ｂ 34428 生理学Ⅱ(ࢥ၌生理学を含む)

34646 デザインҨＡ 34431 生学Ⅰࢸ生学及び公ࢸ

34647 デザインҨＢ 34432 生学Ⅱࢸ生学及び公ࢸ

34648 デザインฑ作研究Ａ 34443
学ᇱଌⅠ(൚ಋᇱଌdย්ᇱଌd学ࡊ及び਼ശམ
を含む)

34649 デザインฑ作研究Ｂ 34444
学ᇱଌⅡ(൚ಋᇱଌdย්ᇱଌd学ࡊ及び਼ശམ
を含む)

34311 工芸論 90236 ᇱଌ育科教育法ＡⅠ

34324 ᄾॵ美術史Ａ(美術理論を含む) 90237 ᇱଌ育科教育法ＡⅡ

34325 ᄾॵ美術史Ｂ(美術理論を含む) 90238 ᇱଌ育科教育法ＢⅠ

34326 西洋美術史Ａ 90239 ᇱଌ育科教育法ＢⅡ

34327 西洋美術史Ｂ 90240 ᇱଌ育科授業研究Ⅰ

34328 西洋美術史Ｃ 90241 ᇱଌ育科授業研究Ⅱ

34329 西洋美術史Ｄ 90242 ᇱଌ育科授業研究Ҩ

34323 美術実地研究 90243 ᇱଌ育科授業研究ҩ

90144 ෨画工作科教育演習 34680 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ⅰ

90199 美術科教育演習 34681 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ⅱ

90469 ෨画工作科教育実践研究 34682 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ҩ

90470 美術科教育実践研究 34683 ǻイǕメǖǶǚǤ演習ҩ

34330 ऌ政学ମ論 34684 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ҫ

34331 ऌ૪ࢪ学(ऌ૪అ学を含む) 34685 ǻイǕメǖǶǚǤ演習ҫ

34332 ऌ໖学 34686 ǻイǕメǖǶǚǤ演習Ҭ

34340 ᅇᆴ科学Ⅰ 34687 ǻイǕメǖǶǚǤ演習ҭ

34341 ᅇᆴ科学実験 34688 生理学演習Ⅰ

34342 ᅇᆴஓถ実習 34689 生理学演習Ⅱ

34352 ྔ理実習 34690 生理学演習Ҩ

34366 ඳৄ੩学 34691 生理学演習ҩ

34367 ഉ生ঊ学Ⅰ 34692 生理学演習Ҫ

34368 ഉ生ঊ学Ⅱ�ล෨を含む) 34693 生理学演習ҫ

34371 ᇱ育学(実習を含む) 34694 生理学演習Ҭ

34374 ᇱ育学概論(ऌে୦を含む)(ᆵ心理学) 34695 生理学演習ҭ

34381 ဃਂ・ॅ・ගሇ概論 34696 学ᇱଌ演習Ⅰ

90207 中等ऌ科教育法Ａ 34697 学ᇱଌ演習Ⅱ

90208 中等ऌ科教育法Ｂ 34698 学ᇱଌ演習Ҩ

90209 ऌ科授業研究Ⅰ 34699 学ᇱଌ演習ҩ

90210 ऌ科授業研究Ⅱ 34700 学ᇱଌ演習Ҫ

34333 ऌ૪ࢪ学演習Ⅰ 34701 学ᇱଌ演習ҫ

34334 ऌ૪ࢪ学演習Ⅱ 34702 学ᇱଌ演習Ҭ

34343 ᅇᆴ科学Ⅱ 34703 学ᇱଌ演習ҭ

34344 ᅇᆴ科学演習Ⅰ 90244 育科教育演習Ⅰ

34345 ᅇᆴ科学演習Ⅱ 90245 育科教育演習Ⅱ

34351 ଌஅࢯጊ学実習 90691 ᇱଌ育科教育演習Ⅰ

34359 ጊ生理学ࢯ 90692 ᇱଌ育科教育演習Ⅱ

34364 ഉৄ੩論Ⅰ 90693 ᇱଌ育科教育演習Ҩ

34365 ഉৄ੩論Ⅱ 90694 ᇱଌ育科教育演習ҩ

34372 ᇱ育学演習Ⅰ 90695 ᇱଌ育科教育演習Ҫ

34373 ᇱ育学演習Ⅱ 90696 ᇱଌ育科教育演習ҫ

90145 ऌ科教育演習Ａ 90697 育科教育実践研究Ⅰ

90211 ऌ科教育演習Ｂ 90698 育科教育実践研究Ⅱ

90471 ऌ科教育実践研究Ⅰ 90699 ᇱଌ育ၟਟⅠ

90472 ऌ科教育実践研究Ⅱ 90700 ᇱଌ育ၟਟⅡ

34660 ・器ॅࢥ၌Ⅰ 90701 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅰ

34661 ・器ॅࢥ၌Ⅱ 90702 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅱ

34662 ጲඑਙⅠ 34450 学概論Ａࢷ

34663 ጲඑਙⅡ 34451 学概論Ｂࢷ

34664 ෯ࢱⅠ 34452 音声学ࢷ

34665 ෯ࢱⅡ 34453 ᇌ法ࢷ

34666 ਙＡⅠ 34470 ᇌ学概説Ａ�(イǙȕǤ)ࢷ

34667 ਙＡⅡ 34471 ᇌ学概説Ｂ�(イǙȕǤ)ࢷ

34668 ਙＢⅠ 34472 ᇌ学概説Ｃ�(アメȕǖ)ࢷ

34669 ਙＢⅡ 34473 (ᇌ学概説Ｄ�アメȕǖࢷ
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　ᇠ表༌4　専門基礎科目・専門科目単位ვဴ表�社会学域番号　51�
地域ຕ່学፬�学፬番号05�

科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

34474 ᇌ学演習Ａࢷ 15012 地域ຕ່学Ⅰ

34475 ᇌ学演習Ｂࢷ 15013 地域ຕ່学Ⅱ

34480 作ᇌＡࢷ 15022 地域ຕ່学Ҩ

34481 作ᇌＢࢷ 15023 地域ຕ່学ҩ

34482 会ᎭＡࢷ 15038 学፬ࢷ演習

34483 会ᎭＢࢷ 15009 地域ຕ່験実習#

34491 ᇌ化理解Ａࡣ 15010 地域ຕ່験実習$

34492 ᇌ化理解Ｂࡣ 15011 地域ຕ່験実習%

34493 ᇌ化理解Ｃࡣ 15033 地域ຕ່学ၟᇠਟ#

34494 ᇌ化理解Ｄࡣ 15034 地域ຕ່学ၟᇠਟ$

90212 科教育法Ａࢷ 15035 地域ຕ່学ၟᇠਟ%

90213 科教育法Ｂࢷ 15036 地域ຕ່学ၟᇠਟ&

90214 科授業研究Ⅰࢷ 15037 地域ຕ່インターンǢǮȂ

90215 科授業研究Ⅱࢷ 15024 地域ຕ່インターンǢǮȂ

34454 学演習Ａࢷ 15025 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34455 学演習Ｂࢷ 15026 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34456 学ၟਟࢷ 15027 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34476 ᇌ学演習Ｃࢷ 15028 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34477 ᇌ学演習Ｄࢷ 15029 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34478 ᇌ学ၟਟࢷ 15030 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34484 作ᇌＣࢷ 15031 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34485 作ᇌＤࢷ 15032 ᇌ化験�ॆ॒�Ⅰࡣ

34486 会ᎭＣࢷ 35506 ஸ፼ೄᆵ論

34487 会ᎭＤࢷ 35508 ඏ॔ೄᆵ論

90216 科教育演習Ⅰࢷ 35950 現代社会とᆅ

90217 科教育演習Ⅱࢷ 35951 社会政ప論

90475 科教育実践研究Ⅰࢷ 35521 ᎕ౚ法

90476 科教育実践研究Ⅱࢷ 35952 社会ǢǤǱȋ論

35953 現代社会論

35954 コȊュǶǱィ論

35528 社会ᆵ行政論

35529 ᆵ計画論

35531 ଚጦዸ୦とถ年ଢ଼ଣฑဗ

35955 コȊュǶǜーǢȒン演習Ⅰ

35956 コȊュǶǜーǢȒン演習Ⅱ

35572 社会ᇱඏ論

35573 地域ᆵ論

35574 ऴ୦ᇱฑဗ論

35957 ऌ໖౫࣍論

35575 ᇱଌፑ論

35958 ዿ政ప論

35578 ଚ論Ⅰ

35579 ଚ論Ⅱ

35580 現代社会学#Ⅰ

35581 現代社会学#Ⅱ

35582 現代社会学$Ⅰ

35583 現代社会学$Ⅱ

35584 現代社会学%Ⅰ

35585 現代社会学%Ⅱ

35586 現代社会学&Ⅰ

35587 現代社会学&Ⅱ

35588 現代社会学'Ⅰ

35589 現代社会学'Ⅱ

35959 基礎社会統計学Ⅰ

35960 基礎社会統計学Ⅱ

35961 発展社会統計学Ⅰ

35962 発展社会統計学Ⅱ

35963 社会政ప論基礎演習

35964 ፑ・ᆵ社会学基礎演習

35965 公社会学基礎演習

35966 ேඏ॔学基礎演習

35967 地域社会学基礎演習

35968 社会ᇱඏ論基礎演習

35969 社会ᆵ学基礎演習

35594 ᆵȉǸジメンǳ演習

35765 自然ৄ੩と社会

35707 ৄ੩と૪అ基礎演習Ⅰ

35708 ৄ੩と૪అ基礎演習Ⅱ

35711 自然ৄ੩ᇌଝၥⅠ

35712 自然ৄ੩ᇌଝၥⅡ

35713 ಃଳঊዿ・ጺྫྷᇌଝၥⅠ

35714 ಃଳঊዿ・ጺྫྷᇌଝၥⅡ

35720 地ಁ学演習Ⅰ
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科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

35721 地ಁ学演習Ⅱ 35851 地域政ప論#Ⅱ

35766 自然ৄ੩基礎論 35811 ᄾॵ地域૪అ論

35751 ৄ੩౩ມⅠ 35812 地域૪అ学

35752 ৄ੩౩ມⅡ 35813 地ሑఖ政論

35747 農村計画論Ⅰ 35814 地ሑఖ政分析論

35748 農村計画論Ⅱ 35819 農村地理学

35722 ৄ੩૪అ論Ⅰ 35820 地域地理学

35723 ৄ੩૪అ論Ⅱ 35823 ǤȈーǯ社会学#

35724 農業૪అ論Ⅰ 35824 ǤȈーǯ社会学$

35725 農業૪అ論Ⅱ 35825 ǤȈーǯ૪ࢪ学Ⅰ

35726 ৄ੩૪అ政ప論Ⅰ 35826 ǤȈーǯ૪ࢪ学Ⅱ

35727 ৄ੩૪అ政ప論Ⅱ 35852 地域政ప論$Ⅰ

35728 農業政ప論Ⅰ 35853 地域政ప論$Ⅱ

35729 農業政ప論Ⅱ 35855 ȕǤǚコȊュǶǜーǢȒン

35738 自然ৄ੩論Ａ 35856 地域社会のȕǤǚǗǻǵンǤ

35739 自然ৄ੩論Ｂ 35827 都市計画#

35744 ሻఆ・ଲఆと地理学 35828 都市計画$

35745 ጺྫྷ・൯ᅉ論 35829 デザイン学#

35746 地域ಃଳঊዿ論 35830 デザイン学$

35757 社会ৄ੩論Ⅰ 35832 ၗ᎓政ప論

35758 社会ৄ੩論Ⅱ 35833 ȊǚȘ૪అ学基礎

35705 ৄ੩生ࣤዿ演習 35834 都市૪అ学

35706 ৄ੩生ࣤዿ実習 35842 地域੍ഉ論演習

35717 ৄ੩政ప論基礎演習Ⅰ 35843 ǤȈーǯ政ప論演習

35718 ৄ੩政ప論基礎演習Ⅱ 35844 ǤȈーǯౌ業論演習

35753 ৄ੩政ప論Ⅰ 35854 地域政ప論演習

35754 ৄ੩政ప論Ⅱ 35857 ȕǤǚコȊュǶǜーǢȒン演習

35761 地域験実習Ａ 35900 ୯論Ⅰ

35762 地域験実習Ｂ 35901 ୯論Ⅱ

35763 地域験実習Ｃ 35902 ୯ྔ௮・研究法概説Ⅰ

35764 地域験実習Ｄ 35903 ୯ྔ௮・研究法概説Ⅱ

35700 ৄ੩生基礎実習# 35944 ሾጲ୯ౌ業論

35701 ৄ੩生基礎実習$ 35904 ୯政ప論Ⅰ

35702 ৄ੩生基礎実習% 35905 ୯政ప論Ⅱ

35703 ৄ੩生基礎実習& 35906 地域૪ࢪ論Ⅰ

35704 ৄ੩生基礎論 35907 地域૪ࢪ論Ⅱ

35709 ඳৄ੩ᇌଝமၥⅠ 35908 地域ᇌ化論Ⅰ

35710 ඳৄ੩ᇌଝமၥⅡ 35909 地域ᇌ化論Ⅱ

35715 生૩サーǾǤࢷᇌଝமၥⅠ 35910 ୯地域論Ⅰ

35716 生૩サーǾǤࢷᇌଝமၥⅡ 35911 ୯地域論Ⅱ

35719 コȊュǶǜーǢȒン理論 35912 コȊュǶǱィ・デザイン論Ⅰ

35767 ጊ生理学ࢯ 35913 コȊュǶǱィ・デザイン論Ⅱ

35768 ඳৄ੩学 35914 都市計画#

35740 自然地理学# 35915 都市計画$

35741 自然地理学$ 35916 デザイン学#

35742 自然地理学% 35917 デザイン学$

35743 自然地理学& 35918 ୪ྫྷ計画

35749 生૩サーǾǤ基礎論 35919 ၗ᎓政ప論

35750 ৄ੩ถ๗ጸ論 35920 ȊǚȘ૪అ学基礎

35755 ৄ੩教育 35921 都市૪అ学

35756 ৄ੩コȊュǶǜーǢȒン 35922 地域ಃଳঊዿ論

35769
地域ȉǸジメンǳ論(Șーǖル・コ
ȍンǥຕ生論)

35923 ৄ੩コȊュǶǜーǢȒン

35770 ソーǢȎル・ǾジǸǤ論 35937 自然ৄ੩基礎論

35771 ソーǢȎル・ǾジǸǤ論演習 35938 ே૪అ学1'

35801 地域計画論Ⅰ 35939 ே૪అ学2'

35802 地域計画論Ⅱ 35940 ேሹ論1'

35815 ୵地理学Ⅰ 35941 ேሹ論2'

35816 ୵地理学Ⅱ 35942 ே開発論1'

35817 都市地理学# 35943 ே開発論2'

35831 ୪ྫྷ計画 35926 地域૪ࢪ論演習Ⅰ

35838 ƳƖƚƄƿインターンǢǮȂ 35927 地域૪ࢪ論演習Ⅱ

35836 地域分析実習Ⅰ 35928 地域ᇌ化論演習Ⅰ

35837 地域分析実習Ⅱ 35929 地域ᇌ化論演習Ⅱ

35839 地域計画論演習 35930 コȊュǶǱィ・デザイン演習Ⅰ

35849 ॆ॒地域ȂȔンǶンǛ演習 35931 コȊュǶǱィ・デザイン演習Ⅱ

35847 地域ȂȔンǶンǛ演習 35932 ୯学・ᇌ化૫ൡ論演習

35818 都市地理学$ 35933 ୯学インターンǢǮȂ

35800 地域学ମ論 35934 ᇌ化፬学実習

35805 地域੍ഉ論 35935 コȊュǶǱィ・デザイン実習

35806 論 35936 地域૪ࢪ論実習

35807 地域ǤȈーǯ論Ⅰ 35400 ໘業演習

35808 地域ǤȈーǯ論Ⅱ 35401 ໘業研究

35850 地域政ప論#Ⅰ
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　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）
国際学類（学類番号06）

科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

16202 国際学入門 52019 比較政治学1E

16402 国際学入門E 52519 比較政治学2E

16206 国際経済学1 52531 比較政治学1

16406 国際経済学2 52532 比較政治学2

16260 国際経済学1E 51010 世界地誌A

16460 国際経済学2E 51011 世界地誌B

16208 国際貿易論1 52020 国際社会論特論1

16408 国際貿易論2 52520 国際社会論特論2

16261 国際貿易論1E 52241 現代中国論A1

16461 国際貿易論2E 52741 現代中国論A2

16209 国際協力論1 52242 現代中国論B1

16409 国際協力論2 52742 現代中国論B2

16210 異文化理解1 52243 現代中国論1E

16410 異文化理解2 52743 現代中国論2E

16062 国際学特論E 52021 地球環境論1E

16068 国際政治経済論 52521 地球環境論2E

16069 国際公共政策論 52529 国際法概論Ａ

16268 国際機構論 52530 国際法概論Ｂ

16271 国際機構論E 52026 国際政治史(東洋)1E

16049 国際コミュニケーション論 52526 国際政治史(東洋)2E

16479 国際関係論 52338 国際政治史(西洋)1E

16269 国際関係論E 52838 国際政治史(西洋)2E

16257 国際政治史1 16480 比較教育学1E

16457 国際政治史2 16481 比較教育学2E

16264 国際開発論1 52101 日本語の文字･表記1

16464 国際開発論2 52601 日本語の文字･表記2

16262 国際開発論1E 52130 日本語の語彙･意味1

16462 国際開発論2E 52630 日本語の語彙･意味2

16267 ヨーロッパ·アフリカ概説1 52641 日本語史1

16467 ヨーロッパ·アフリカ概説2 52642 日本語史2

16214 日本文化 52105 日本語文法A1

16414 日本文化E 52605 日本語文法A2

16212 日本の思想と宗教1 52106 日本語文法B1

16412 日本の思想と宗教2 52606 日本語文法B2

16213 日本史概説1 52107 日本語教科書研究1

16413 日本史概説2 52607 日本語教科書研究2

16415 日本史概論1 52108 日本語教授法A1

16416 日本史概論2 52608 日本語教授法A2

16014 日本経済論 52134 日本語教授法B

16450 政治経済学１Ｅ 52634 日本語教授法演習（教育実習）

16451 政治経済学２Ｅ 52110 日本語教育とコンピュータ1

16265 日本民俗文化論1E 52610 日本語教育とコンピュータ2

16465 日本民俗文化論2E 52113 第二言語習得論1

16270 日本語学概論Ａ 52613 第二言語習得論2

16468 日本語学概論Ｂ 52117 日本語教育史1

16221 日本語教育学基礎1 52617 日本語教育史2

16421 日本語教育学基礎2 51115 日本語教育実習A

16067 日本の文学 51116 日本語教育実習B

16469 日本の古典文学1 52643 日本語音声学1

16470 日本の古典文学2 52644 日本語音声学2

16238 日本文化体験A 52645 言語学概論Ａ

16239 日本文化体験B 52646 言語学概論Ｂ

16477 日本文化体験C 52647 言語学概論Ｃ

16478 日本文化体験D 52648 言語学概論Ｄ

16471 日本の近代文学1 52649 対照言語学1

16472 日本の近代文学2 52650 対照言語学2

16473 日本の現代文学1 52651 認知言語学1

16474 日本の現代文学2 52652 認知言語学2

16263 日本の人口学1E 52655 発達と学習の心理A

16463 日本の人口学2E 52656 発達と学習の心理B

16475 日本研究特論1E 52124 社会言語学1

16476 日本研究特論2E 52624 社会言語学2

16480 比較教育学1E 52653 日本研究特論1E

16481 比較教育学2E 52654 日本研究特論2E

51029 国際金融論 52132 日本思想史1

51030 国際金融史 52632 日本思想史2

51031 国際経営論 52133 日本史特論1

52027 比較文化論A1 52633 日本史特論2

52527 比較文化論A2 51139 日本語教育評価法

52028 比較文化論B1 51140 日本語教育評価法

52528 比較文化論B2 51134 海外日本語教育実習

52017 比較文化論1E 52201 東アジア史概説A1

52517 比較文化論2E 52701 東アジア史概説A2

52018 多文化主義論1E 52202 東アジア史概説B1

52518 多文化主義論2E 52702 東アジア史概説B2
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科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

35721 地ಁ学演習Ⅱ 35851 地域政ప論#Ⅱ

35766 自然ৄ੩基礎論 35811 ᄾॵ地域૪అ論

35751 ৄ੩౩ມⅠ 35812 地域૪అ学

35752 ৄ੩౩ມⅡ 35813 地ሑఖ政論

35747 農村計画論Ⅰ 35814 地ሑఖ政分析論

35748 農村計画論Ⅱ 35819 農村地理学

35722 ৄ੩૪అ論Ⅰ 35820 地域地理学

35723 ৄ੩૪అ論Ⅱ 35823 ǤȈーǯ社会学#

35724 農業૪అ論Ⅰ 35824 ǤȈーǯ社会学$

35725 農業૪అ論Ⅱ 35825 ǤȈーǯ૪ࢪ学Ⅰ

35726 ৄ੩૪అ政ప論Ⅰ 35826 ǤȈーǯ૪ࢪ学Ⅱ

35727 ৄ੩૪అ政ప論Ⅱ 35852 地域政ప論$Ⅰ

35728 農業政ప論Ⅰ 35853 地域政ప論$Ⅱ

35729 農業政ప論Ⅱ 35855 ȕǤǚコȊュǶǜーǢȒン

35738 自然ৄ੩論Ａ 35856 地域社会のȕǤǚǗǻǵンǤ

35739 自然ৄ੩論Ｂ 35827 都市計画#

35744 ሻఆ・ଲఆと地理学 35828 都市計画$

35745 ጺྫྷ・൯ᅉ論 35829 デザイン学#

35746 地域ಃଳঊዿ論 35830 デザイン学$

35757 社会ৄ੩論Ⅰ 35832 ၗ᎓政ప論

35758 社会ৄ੩論Ⅱ 35833 ȊǚȘ૪అ学基礎

35705 ৄ੩生ࣤዿ演習 35834 都市૪అ学

35706 ৄ੩生ࣤዿ実習 35842 地域੍ഉ論演習

35717 ৄ੩政ప論基礎演習Ⅰ 35843 ǤȈーǯ政ప論演習

35718 ৄ੩政ప論基礎演習Ⅱ 35844 ǤȈーǯౌ業論演習

35753 ৄ੩政ప論Ⅰ 35854 地域政ప論演習

35754 ৄ੩政ప論Ⅱ 35857 ȕǤǚコȊュǶǜーǢȒン演習

35761 地域験実習Ａ 35900 ୯論Ⅰ

35762 地域験実習Ｂ 35901 ୯論Ⅱ

35763 地域験実習Ｃ 35902 ୯ྔ௮・研究法概説Ⅰ

35764 地域験実習Ｄ 35903 ୯ྔ௮・研究法概説Ⅱ

35700 ৄ੩生基礎実習# 35944 ሾጲ୯ౌ業論

35701 ৄ੩生基礎実習$ 35904 ୯政ప論Ⅰ

35702 ৄ੩生基礎実習% 35905 ୯政ప論Ⅱ

35703 ৄ੩生基礎実習& 35906 地域૪ࢪ論Ⅰ

35704 ৄ੩生基礎論 35907 地域૪ࢪ論Ⅱ

35709 ඳৄ੩ᇌଝமၥⅠ 35908 地域ᇌ化論Ⅰ

35710 ඳৄ੩ᇌଝமၥⅡ 35909 地域ᇌ化論Ⅱ

35715 生૩サーǾǤࢷᇌଝமၥⅠ 35910 ୯地域論Ⅰ

35716 生૩サーǾǤࢷᇌଝமၥⅡ 35911 ୯地域論Ⅱ

35719 コȊュǶǜーǢȒン理論 35912 コȊュǶǱィ・デザイン論Ⅰ

35767 ጊ生理学ࢯ 35913 コȊュǶǱィ・デザイン論Ⅱ

35768 ඳৄ੩学 35914 都市計画#

35740 自然地理学# 35915 都市計画$

35741 自然地理学$ 35916 デザイン学#

35742 自然地理学% 35917 デザイン学$

35743 自然地理学& 35918 ୪ྫྷ計画

35749 生૩サーǾǤ基礎論 35919 ၗ᎓政ప論

35750 ৄ੩ถ๗ጸ論 35920 ȊǚȘ૪అ学基礎

35755 ৄ੩教育 35921 都市૪అ学

35756 ৄ੩コȊュǶǜーǢȒン 35922 地域ಃଳঊዿ論

35769
地域ȉǸジメンǳ論(Șーǖル・コ
ȍンǥຕ生論)

35923 ৄ੩コȊュǶǜーǢȒン

35770 ソーǢȎル・ǾジǸǤ論 35937 自然ৄ੩基礎論

35771 ソーǢȎル・ǾジǸǤ論演習 35938 ே૪అ学1'

35801 地域計画論Ⅰ 35939 ே૪అ学2'

35802 地域計画論Ⅱ 35940 ேሹ論1'

35815 ୵地理学Ⅰ 35941 ேሹ論2'

35816 ୵地理学Ⅱ 35942 ே開発論1'

35817 都市地理学# 35943 ே開発論2'

35831 ୪ྫྷ計画 35926 地域૪ࢪ論演習Ⅰ

35838 ƳƖƚƄƿインターンǢǮȂ 35927 地域૪ࢪ論演習Ⅱ

35836 地域分析実習Ⅰ 35928 地域ᇌ化論演習Ⅰ

35837 地域分析実習Ⅱ 35929 地域ᇌ化論演習Ⅱ

35839 地域計画論演習 35930 コȊュǶǱィ・デザイン演習Ⅰ

35849 ॆ॒地域ȂȔンǶンǛ演習 35931 コȊュǶǱィ・デザイン演習Ⅱ

35847 地域ȂȔンǶンǛ演習 35932 ୯学・ᇌ化૫ൡ論演習

35818 都市地理学$ 35933 ୯学インターンǢǮȂ

35800 地域学ମ論 35934 ᇌ化፬学実習

35805 地域੍ഉ論 35935 コȊュǶǱィ・デザイン実習

35806 論 35936 地域૪ࢪ論実習

35807 地域ǤȈーǯ論Ⅰ 35400 ໘業演習

35808 地域ǤȈーǯ論Ⅱ 35401 ໘業研究

35850 地域政ప論#Ⅰ
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　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）
国際学類（学類番号06）

科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

16202 国際学入門 52019 比較政治学1E

16402 国際学入門E 52519 比較政治学2E

16206 国際経済学1 52531 比較政治学1

16406 国際経済学2 52532 比較政治学2

16260 国際経済学1E 51010 世界地誌A

16460 国際経済学2E 51011 世界地誌B

16208 国際貿易論1 52020 国際社会論特論1

16408 国際貿易論2 52520 国際社会論特論2

16261 国際貿易論1E 52241 現代中国論A1

16461 国際貿易論2E 52741 現代中国論A2

16209 国際協力論1 52242 現代中国論B1

16409 国際協力論2 52742 現代中国論B2

16210 異文化理解1 52243 現代中国論1E

16410 異文化理解2 52743 現代中国論2E

16062 国際学特論E 52021 地球環境論1E

16068 国際政治経済論 52521 地球環境論2E

16069 国際公共政策論 52529 国際法概論Ａ

16268 国際機構論 52530 国際法概論Ｂ

16271 国際機構論E 52026 国際政治史(東洋)1E

16049 国際コミュニケーション論 52526 国際政治史(東洋)2E

16479 国際関係論 52338 国際政治史(西洋)1E

16269 国際関係論E 52838 国際政治史(西洋)2E

16257 国際政治史1 16480 比較教育学1E

16457 国際政治史2 16481 比較教育学2E

16264 国際開発論1 52101 日本語の文字･表記1

16464 国際開発論2 52601 日本語の文字･表記2

16262 国際開発論1E 52130 日本語の語彙･意味1

16462 国際開発論2E 52630 日本語の語彙･意味2

16267 ヨーロッパ·アフリカ概説1 52641 日本語史1

16467 ヨーロッパ·アフリカ概説2 52642 日本語史2

16214 日本文化 52105 日本語文法A1

16414 日本文化E 52605 日本語文法A2

16212 日本の思想と宗教1 52106 日本語文法B1

16412 日本の思想と宗教2 52606 日本語文法B2

16213 日本史概説1 52107 日本語教科書研究1

16413 日本史概説2 52607 日本語教科書研究2

16415 日本史概論1 52108 日本語教授法A1

16416 日本史概論2 52608 日本語教授法A2

16014 日本経済論 52134 日本語教授法B

16450 政治経済学１Ｅ 52634 日本語教授法演習（教育実習）

16451 政治経済学２Ｅ 52110 日本語教育とコンピュータ1

16265 日本民俗文化論1E 52610 日本語教育とコンピュータ2

16465 日本民俗文化論2E 52113 第二言語習得論1

16270 日本語学概論Ａ 52613 第二言語習得論2

16468 日本語学概論Ｂ 52117 日本語教育史1

16221 日本語教育学基礎1 52617 日本語教育史2

16421 日本語教育学基礎2 51115 日本語教育実習A

16067 日本の文学 51116 日本語教育実習B

16469 日本の古典文学1 52643 日本語音声学1

16470 日本の古典文学2 52644 日本語音声学2

16238 日本文化体験A 52645 言語学概論Ａ

16239 日本文化体験B 52646 言語学概論Ｂ

16477 日本文化体験C 52647 言語学概論Ｃ

16478 日本文化体験D 52648 言語学概論Ｄ

16471 日本の近代文学1 52649 対照言語学1

16472 日本の近代文学2 52650 対照言語学2

16473 日本の現代文学1 52651 認知言語学1

16474 日本の現代文学2 52652 認知言語学2

16263 日本の人口学1E 52655 発達と学習の心理A

16463 日本の人口学2E 52656 発達と学習の心理B

16475 日本研究特論1E 52124 社会言語学1

16476 日本研究特論2E 52624 社会言語学2

16480 比較教育学1E 52653 日本研究特論1E

16481 比較教育学2E 52654 日本研究特論2E

51029 国際金融論 52132 日本思想史1

51030 国際金融史 52632 日本思想史2

51031 国際経営論 52133 日本史特論1

52027 比較文化論A1 52633 日本史特論2

52527 比較文化論A2 51139 日本語教育評価法

52028 比較文化論B1 51140 日本語教育評価法

52528 比較文化論B2 51134 海外日本語教育実習

52017 比較文化論1E 52201 東アジア史概説A1

52517 比較文化論2E 52701 東アジア史概説A2

52018 多文化主義論1E 52202 東アジア史概説B1

52518 多文化主義論2E 52702 東アジア史概説B2
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科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

52241 現代中国論A1 51365 ⱥ語学概説2E

52741 現代中国論A2 52350 ⡿ⱥ䝯䝕䜱ア文化論1E

52242 現代中国論B1 52850 ⡿ⱥ䝯䝕䜱ア文化論2E

52742 現代中国論B2 52337 ⡿ⱥ政治･外論1E

52243 現代中国論1E 52837 ⡿ⱥ政治･外論2E

52743 現代中国論2E 52316 ア䝯リカ経済論1E

52206 アジア経済史A1 52816 ア䝯リカ経済論2E

52706 アジア経済史A2 51366 ⡿文化論1

52207 アジア経済史B1 51367 ⡿文化論2

52707 アジア経済史B2 52339 ⡿ⱥ政治･外論1

52210 東アジア国際ὶ史1 52839 ⡿ⱥ政治･外論2

52710 東アジア国際ὶ史2 52333 ⱥ文法教授法

52211 東༡アジア研究 52338 国際政治史(西洋)1E

52212 ༡アジア文化論 52838 国際政治史(西洋)2E

52213 教文化論 52363 ⡿ⱥ研究特論1

52216 現代中国文化論1 52364 ⡿ⱥ研究特論2

52716 現代中国文化論2 52319 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾A1

52217 㡑国･ᮅ㩭研究1 52819 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾A2

52717 㡑国･ᮅ㩭研究2 52320 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾B1

52219 アジアの䝬䜲䝜リ䝔䜱と人ᶒ1 52820 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾B2

52719 アジアの䝬䜲䝜リ䝔䜱と人ᶒ2 52321 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾C1

52244 中国の文化と社会1E 52821 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾C2

52744 中国の文化と社会2E 52322 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾D1

52220 アジア研究特論A1 52822 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾D2

52720 アジア研究特論A2 52323 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽A1

52221 アジア研究特論B1 52823 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽A2

52721 アジア研究特論B2 52324 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽B1

52245 東アジア社会と教育A1 52824 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽B2

52745 東アジア社会と教育A2 52325 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽C1

52246 東アジア社会と教育B1 52825 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽C2

52746 東アジア社会と教育B2 52326 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽D1

36318 地理学概論Ａ 52826 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽D2

52748 中国語コミュニケーションึ⣭1 52327 国際ⱥ語コミュニケーションA1

52749 中国語コミュニケーションึ⣭2 52827 国際ⱥ語コミュニケーションA2

52750 中国語コミュニケーションึ⣭㻟 52328 国際ⱥ語コミュニケーションB1

52751 中国語コミュニケーションึ⣭4 52828 国際ⱥ語コミュニケーションB2

52752 中国語コミュニケーションึ⣭5 52329 国際ⱥ語コミュニケーションC1

52753 中国語コミュニケーションึ⣭6 52829 国際ⱥ語コミュニケーションC2

52754 中国語コミュニケーションึ⣭㻣 52330 国際ⱥ語コミュニケーションD1

52755 中国語コミュニケーションึ⣭㻤 52830 国際ⱥ語コミュニケーションD2

52240 䝡ジ䝛ス中国語1 52359 ⱥ語ᅪ文化論1E

52740 䝡ジ䝛ス中国語2 52859 ⱥ語ᅪ文化論2E

52226 中国語表現法A1 52357 Business Communication

52726 中国語表現法A2 52358 Management Communication

52227 中国語表現法B1 53036 西洋近･現代史概説

52727 中国語表現法B2 52489 現代ヨーロッパ社会論

52228 現代中国文A1 52405 ヨーロッパの宗教1

52728 現代中国文A2 52905 ヨーロッパの宗教2

52229 現代中国文B1 52410 ⨾⾡史1E

52729 現代中国文B2 52910 ⨾⾡史2E

52756 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭1 51412 ヨーロッパ社会言語学

52757 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭2 51477 䝗䜲䝒文学史A1

52758 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭㻟 51478 䝗䜲䝒文学史A2

52759 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭4 51479 䝗䜲䝒文学史B1

52760 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭5 51480 䝗䜲䝒文学史B2

52761 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭6 51481 フ䝷ンス文学史A1

52762 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭㻣 51482 フ䝷ンス文学史A2

52763 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭㻤 51483 フ䝷ンス文学史B1

52764 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭1 51484 フ䝷ンス文学史B2

52765 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭2 52445 ヨーロッパ⏕ά論1E

52766 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭㻟 52945 ヨーロッパ⏕ά論2E

52767 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭4 52446 ヨーロッパ研究特論1

52334 ⡿ⱥ研究A1 52946 ヨーロッパ研究特論2

52834 ⡿ⱥ研究A2 52447 ヨーロッパ研究特論1E

52335 ⡿ⱥ研究B1 52947 ヨーロッパ研究特論2E

52835 ⡿ⱥ研究B2 52448 ヨーロッパ研究特論㻟E

52345 ア䝯リカ地域文化論1E 52948 ヨーロッパ研究特論4E

52845 ア䝯リカ地域文化論2E 53037 ヨーロッパṔ史特論A

52356 ⡿ⱥ文化関係論1E 53038 ヨーロッパṔ史特論B

52856 ⡿ⱥ文化関係論2E 52470 ヨーロッパ文化特論A1

52347 䜲䜼リス地域文化論1E 52970 ヨーロッパ文化特論A2

52847 䜲䜼リス地域文化論2E 52471 ヨーロッパ文化特論B1

51362 ⱥ語学概説1 52971 ヨーロッパ文化特論B2

51363 ⱥ語学概説2 52472 ヨーロッパ社会特論A1

51364 ⱥ語学概説1E 52972 ヨーロッパ社会特論A2

専
門
教
育
科
目

ア
ジ
ア
コ
ー

ス

⡿
ⱥ
コ
ー

ス

1

1

1

科目区分 単位数 科目区分 単位数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

2

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

⡿
ⱥ
コ
ー

ス

ヨ
ー

ロ

䩆
パ
コ
ー

ス

専
門
教
育
科
目

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

52473 ヨーロッパ社会特論B1 36101 異文化体験実習䊠（海外）

52973 ヨーロッパ社会特論B2 36102 異文化体験実習䊠（海外）

52479 ヨーロッパ·アフリカ概説1 36103 異文化体験実習䊠（海外）

52480 ヨーロッパ·アフリカ概説2 36104 異文化体験実習䊠（海外）

52481 ヨーロッパ・アフリカ史特Ṧㅮ義Ａ 36105 異文化体験実習䊠（海外）

52482 ヨーロッパ・アフリカ史特Ṧㅮ義Ｂ 36106 異文化体験実習䊠（海外）

52483 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ａ 36107 異文化体験実習䊠（海外）

52484 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｂ 36201 異文化体験実習䊡（海外）

52485 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｃ 36323 日本史せ説Ａ

52486 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｄ 36324 日本史せ説Ｂ

52487 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｅ 36325 東洋史せ説Ａ

52488 ヨーロッパ・アフリカ史演習䠢 36326 東洋史せ説Ｂ

52423 䝗䜲䝒語ㄞ解基礎1 36327 政治学Ａ

52923 䝗䜲䝒語ㄞ解基礎2 36328 政治学Ｂ

52979 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭1 36335 社会学概論１

52980 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭2 36336 社会学概論２

52981 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭㻟 36309 地域経営論䊠

52982 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭4 36310 地域経営論䊡

52983 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭5 36311 地域文化論䊠

52984 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭6 36312 地域文化論䊡

52985 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭1 36313 コミュニ䝔䜱・䝕䝄䜲ン論䊠

52986 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭2 36314 コミュニ䝔䜱・䝕䝄䜲ン論䊡

52987 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭㻟 36329 ₎文学概説1

52988 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭4 36330 ₎文学概説2

52989 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭5 36331 ₎文学史A1

52990 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭6 36332 ₎文学史A2

52430 䝗䜲䝒語表現法1 36317 書書㐨基礎

52930 䝗䜲䝒語表現法2 52248 地理学概論Ｂ

52991 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭1 36321 ဴ学概論A

52992 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭2 36322 ဴ学概論B

52993 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭㻟 36333 ⱥ⡿言語文化概説Ａ

52994 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭4 36334 ⱥ⡿言語文化概説Ｂ

52995 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭5 36513 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー1

52996 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭6 36514 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー2

52997 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭㻣 36515 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー㻟

52998 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭㻤 36516 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー4

52999 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭1 36501 外国語コミュニケーション

53000 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭2 36502 外国語コミュニケーション

53001 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭㻟 36503 外国語コミュニケーション

53002 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭4 36504 外国語コミュニケーション

53003 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭5 36505 外国語コミュニケーション

53004 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭6 36506 外国語コミュニケーション

53005 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭㻣 36507 外国語コミュニケーション

53006 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭㻤 36508 外国語コミュニケーション

53007 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭1 36509 外国語コミュニケーション

53008 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭2 36510 外国語コミュニケーション

53009 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭㻟 36511 外国語コミュニケーション

53010 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭4 36512 外国語コミュニケーション

53011 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭5 36601 国際学特別研究

53012 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭6 36602 国際学特別研究

53013 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭㻣 36603 国際学特別研究

53014 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭㻤 36604 国際学特別研究

53015 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭1 36605 国際学特別研究

53016 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭2 36606 国際学特別研究

53017 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭㻟 36607 国際学特別研究

53018 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭4 36608 国際学特別研究

53019 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭5 36609 国際学特別研究

53020 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭6 36610 国際学特別研究

53021 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭㻣 36611 国際学特別研究

53023 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭㻤 36612 国際学特別研究

53024 ロシア語コミュニケーションึ⣭1 36613 研究演習A1

53025 ロシア語コミュニケーションึ⣭2 36614 研究演習A2

53026 ロシア語コミュニケーションึ⣭㻟 36615 研究演習A㻟

53027 ロシア語コミュニケーションึ⣭4 36616 研究演習A4

53028 ロシア語コミュニケーションึ⣭5 36617 研究演習B1

53029 ロシア語コミュニケーションึ⣭6 36618 研究演習B2

53030 ロシア語コミュニケーションึ⣭㻣 36619 研究演習B㻟

53031 ロシア語コミュニケーションึ⣭㻤 36620 研究演習B4

53032 ロシア語コミュニケーション中⣭1

53033 ロシア語コミュニケーション中⣭2

53034 ロシア語コミュニケーション中⣭㻟

53035 ロシア語コミュニケーション中⣭4

36001 䜲ンターンシッ䝥

36002 ༞業論文

36108 異文化体験実習䊠（海外）
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科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

52241 現代中国論A1 51365 ⱥ語学概説2E

52741 現代中国論A2 52350 ⡿ⱥ䝯䝕䜱ア文化論1E

52242 現代中国論B1 52850 ⡿ⱥ䝯䝕䜱ア文化論2E

52742 現代中国論B2 52337 ⡿ⱥ政治･外論1E

52243 現代中国論1E 52837 ⡿ⱥ政治･外論2E

52743 現代中国論2E 52316 ア䝯リカ経済論1E

52206 アジア経済史A1 52816 ア䝯リカ経済論2E

52706 アジア経済史A2 51366 ⡿文化論1

52207 アジア経済史B1 51367 ⡿文化論2

52707 アジア経済史B2 52339 ⡿ⱥ政治･外論1

52210 東アジア国際ὶ史1 52839 ⡿ⱥ政治･外論2

52710 東アジア国際ὶ史2 52333 ⱥ文法教授法

52211 東༡アジア研究 52338 国際政治史(西洋)1E

52212 ༡アジア文化論 52838 国際政治史(西洋)2E

52213 教文化論 52363 ⡿ⱥ研究特論1

52216 現代中国文化論1 52364 ⡿ⱥ研究特論2

52716 現代中国文化論2 52319 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾A1

52217 㡑国･ᮅ㩭研究1 52819 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾A2

52717 㡑国･ᮅ㩭研究2 52320 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾B1

52219 アジアの䝬䜲䝜リ䝔䜱と人ᶒ1 52820 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾B2

52719 アジアの䝬䜲䝜リ䝔䜱と人ᶒ2 52321 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾C1

52244 中国の文化と社会1E 52821 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾C2

52744 中国の文化と社会2E 52322 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾D1

52220 アジア研究特論A1 52822 アカ䝕ミッ䜽･䝷䜲䝔䜱ン䜾D2

52720 アジア研究特論A2 52323 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽A1

52221 アジア研究特論B1 52823 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽A2

52721 アジア研究特論B2 52324 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽B1

52245 東アジア社会と教育A1 52824 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽B2

52745 東アジア社会と教育A2 52325 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽C1

52246 東アジア社会と教育B1 52825 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽C2

52746 東アジア社会と教育B2 52326 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽D1

36318 地理学概論Ａ 52826 ⱥ語䜾ロー䝞䝹䝖ピッ䜽D2

52748 中国語コミュニケーションึ⣭1 52327 国際ⱥ語コミュニケーションA1

52749 中国語コミュニケーションึ⣭2 52827 国際ⱥ語コミュニケーションA2

52750 中国語コミュニケーションึ⣭㻟 52328 国際ⱥ語コミュニケーションB1

52751 中国語コミュニケーションึ⣭4 52828 国際ⱥ語コミュニケーションB2

52752 中国語コミュニケーションึ⣭5 52329 国際ⱥ語コミュニケーションC1

52753 中国語コミュニケーションึ⣭6 52829 国際ⱥ語コミュニケーションC2

52754 中国語コミュニケーションึ⣭㻣 52330 国際ⱥ語コミュニケーションD1

52755 中国語コミュニケーションึ⣭㻤 52830 国際ⱥ語コミュニケーションD2

52240 䝡ジ䝛ス中国語1 52359 ⱥ語ᅪ文化論1E

52740 䝡ジ䝛ス中国語2 52859 ⱥ語ᅪ文化論2E

52226 中国語表現法A1 52357 Business Communication

52726 中国語表現法A2 52358 Management Communication

52227 中国語表現法B1 53036 西洋近･現代史概説

52727 中国語表現法B2 52489 現代ヨーロッパ社会論

52228 現代中国文A1 52405 ヨーロッパの宗教1

52728 現代中国文A2 52905 ヨーロッパの宗教2

52229 現代中国文B1 52410 ⨾⾡史1E

52729 現代中国文B2 52910 ⨾⾡史2E

52756 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭1 51412 ヨーロッパ社会言語学

52757 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭2 51477 䝗䜲䝒文学史A1

52758 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭㻟 51478 䝗䜲䝒文学史A2

52759 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭4 51479 䝗䜲䝒文学史B1

52760 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭5 51480 䝗䜲䝒文学史B2

52761 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭6 51481 フ䝷ンス文学史A1

52762 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭㻣 51482 フ䝷ンス文学史A2

52763 ᮅ㩭語コミュニケーションึ⣭㻤 51483 フ䝷ンス文学史B1

52764 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭1 51484 フ䝷ンス文学史B2

52765 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭2 52445 ヨーロッパ⏕ά論1E

52766 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭㻟 52945 ヨーロッパ⏕ά論2E

52767 ᮅ㩭語コミュニケーション中⣭4 52446 ヨーロッパ研究特論1

52334 ⡿ⱥ研究A1 52946 ヨーロッパ研究特論2

52834 ⡿ⱥ研究A2 52447 ヨーロッパ研究特論1E

52335 ⡿ⱥ研究B1 52947 ヨーロッパ研究特論2E

52835 ⡿ⱥ研究B2 52448 ヨーロッパ研究特論㻟E

52345 ア䝯リカ地域文化論1E 52948 ヨーロッパ研究特論4E

52845 ア䝯リカ地域文化論2E 53037 ヨーロッパṔ史特論A

52356 ⡿ⱥ文化関係論1E 53038 ヨーロッパṔ史特論B

52856 ⡿ⱥ文化関係論2E 52470 ヨーロッパ文化特論A1

52347 䜲䜼リス地域文化論1E 52970 ヨーロッパ文化特論A2

52847 䜲䜼リス地域文化論2E 52471 ヨーロッパ文化特論B1

51362 ⱥ語学概説1 52971 ヨーロッパ文化特論B2

51363 ⱥ語学概説2 52472 ヨーロッパ社会特論A1

51364 ⱥ語学概説1E 52972 ヨーロッパ社会特論A2
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科目番号 授業科目　 備考 科目番号 授業科目　 備考

52473 ヨーロッパ社会特論B1 36101 異文化体験実習䊠（海外）

52973 ヨーロッパ社会特論B2 36102 異文化体験実習䊠（海外）

52479 ヨーロッパ·アフリカ概説1 36103 異文化体験実習䊠（海外）

52480 ヨーロッパ·アフリカ概説2 36104 異文化体験実習䊠（海外）

52481 ヨーロッパ・アフリカ史特Ṧㅮ義Ａ 36105 異文化体験実習䊠（海外）

52482 ヨーロッパ・アフリカ史特Ṧㅮ義Ｂ 36106 異文化体験実習䊠（海外）

52483 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ａ 36107 異文化体験実習䊠（海外）

52484 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｂ 36201 異文化体験実習䊡（海外）

52485 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｃ 36323 日本史せ説Ａ

52486 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｄ 36324 日本史せ説Ｂ

52487 ヨーロッパ・アフリカ史演習Ｅ 36325 東洋史せ説Ａ

52488 ヨーロッパ・アフリカ史演習䠢 36326 東洋史せ説Ｂ

52423 䝗䜲䝒語ㄞ解基礎1 36327 政治学Ａ

52923 䝗䜲䝒語ㄞ解基礎2 36328 政治学Ｂ

52979 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭1 36335 社会学概論１

52980 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭2 36336 社会学概論２

52981 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭㻟 36309 地域経営論䊠

52982 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭4 36310 地域経営論䊡

52983 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭5 36311 地域文化論䊠

52984 䝗䜲䝒語コミュニケーションึ⣭6 36312 地域文化論䊡

52985 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭1 36313 コミュニ䝔䜱・䝕䝄䜲ン論䊠

52986 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭2 36314 コミュニ䝔䜱・䝕䝄䜲ン論䊡

52987 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭㻟 36329 ₎文学概説1

52988 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭4 36330 ₎文学概説2

52989 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭5 36331 ₎文学史A1

52990 䝗䜲䝒語コミュニケーション中⣭6 36332 ₎文学史A2

52430 䝗䜲䝒語表現法1 36317 書書㐨基礎

52930 䝗䜲䝒語表現法2 52248 地理学概論Ｂ

52991 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭1 36321 ဴ学概論A

52992 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭2 36322 ဴ学概論B

52993 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭㻟 36333 ⱥ⡿言語文化概説Ａ

52994 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭4 36334 ⱥ⡿言語文化概説Ｂ

52995 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭5 36513 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー1

52996 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭6 36514 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー2

52997 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭㻣 36515 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー㻟

52998 フ䝷ンス語コミュニケーションึ⣭㻤 36516 E㻸㻼䝉ンターⱥ語䝉ミ䝘ー4

52999 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭1 36501 外国語コミュニケーション

53000 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭2 36502 外国語コミュニケーション

53001 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭㻟 36503 外国語コミュニケーション

53002 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭4 36504 外国語コミュニケーション

53003 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭5 36505 外国語コミュニケーション

53004 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭6 36506 外国語コミュニケーション

53005 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭㻣 36507 外国語コミュニケーション

53006 フ䝷ンス語コミュニケーション中⣭㻤 36508 外国語コミュニケーション

53007 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭1 36509 外国語コミュニケーション

53008 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭2 36510 外国語コミュニケーション

53009 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭㻟 36511 外国語コミュニケーション

53010 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭4 36512 外国語コミュニケーション

53011 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭5 36601 国際学特別研究

53012 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭6 36602 国際学特別研究

53013 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭㻣 36603 国際学特別研究

53014 ス䝨䜲ン語コミュニケーションึ⣭㻤 36604 国際学特別研究

53015 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭1 36605 国際学特別研究

53016 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭2 36606 国際学特別研究

53017 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭㻟 36607 国際学特別研究

53018 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭4 36608 国際学特別研究

53019 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭5 36609 国際学特別研究

53020 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭6 36610 国際学特別研究

53021 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭㻣 36611 国際学特別研究

53023 ス䝨䜲ン語コミュニケーション中⣭㻤 36612 国際学特別研究

53024 ロシア語コミュニケーションึ⣭1 36613 研究演習A1

53025 ロシア語コミュニケーションึ⣭2 36614 研究演習A2

53026 ロシア語コミュニケーションึ⣭㻟 36615 研究演習A㻟

53027 ロシア語コミュニケーションึ⣭4 36616 研究演習A4

53028 ロシア語コミュニケーションึ⣭5 36617 研究演習B1

53029 ロシア語コミュニケーションึ⣭6 36618 研究演習B2

53030 ロシア語コミュニケーションึ⣭㻣 36619 研究演習B㻟

53031 ロシア語コミュニケーションึ⣭㻤 36620 研究演習B4

53032 ロシア語コミュニケーション中⣭1

53033 ロシア語コミュニケーション中⣭2

53034 ロシア語コミュニケーション中⣭㻟

53035 ロシア語コミュニケーション中⣭4

36001 䜲ンターンシッ䝥

36002 ༞業論文

36108 異文化体験実習䊠（海外）
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ᇠ表༌5�༌8ඞ�　ጨ修ဎᎩ単位数のඑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

ᇌ学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

法学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

૪అ学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

学教育学፬ 12 12 12 12 16 16 16 16 16 16 16 16 12 12 12 12

地域ຕ່学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

ே学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

Ĩ年 ĩ年 Ī年 ī年

学ৼ

ᇠ表༌6�༌37ඞ�
　ኘඡの፬
ኘၜඉ学፬ ኘඡの፬ ኘ教科・ၟᇠ౫࣍教育ፚ域

中学教ዏࡴኘඡ ேd社会dࢷ

ஸ等学教ዏࡴኘඡ
ேd地理歴史d公民dࢷd
中ே

法学፬ ஸ等学教ዏࡴኘඡ 公民
中学教ዏࡴኘඡ 社会
ஸ等学教ዏࡴኘඡ 公民
൚学教ዏࡴኘඡ

中学教ዏࡴኘඡ
ேd社会d数学d理科d音
楽d美術dᇱଌ育dऌdࢷ

ஸ等学教ዏࡴኘඡ
ேd地理歴史d公民d数学d
理科d音楽d美術dᇱଌ育d
ऌdࢷ

ၟᇠ౫࣍学教ዏࡴኘඡ
ྐॲඏ॔ೄdཐ的ඏ॔ೄd౺
ᆊ自ዡೄ

ዲབྷࣆ教ዏࡴኘඡ
中学教ዏࡴኘඡ ேd社会dࢷ
ஸ等学教ዏࡴኘඡ ேd地理歴史d公民dࢷ

ே学፬

ᇌ学፬

૪అ学፬

学教育学፬

　ᇠ表༌7�༌39ඞ�

　　教育の基礎的理解ƠƎǀ科目等及び२教科�ᇱ育内容�の指၏法

科目番号 授業科目 単位数 備考
90008 教育の理Ⴊと歴史Ａ 1
90009 教育の理Ⴊと歴史Ｂ 1
95008 教育の理Ⴊと歴史Ａ 1
95009 教育の理Ⴊと歴史Ｂ 1
90011 学教育学፬
95011 学教育学፬॒ࡒ
90012 教育ମ論ၟਟ 2
90015 学教育学፬
95015 学教育学፬॒ࡒ
90016 教育史ၟਟ 2
90019 教育学演習Ⅰ 1
90020 教育学演習Ⅱ 1

90000 学教育学፬

95000 学教育学፬॒ࡒ

90050 学教育学፬
95050 学教育学፬॒ࡒ

90060 学教育学፬

95060 学教育学፬॒ࡒ

90061 教育法ฑဗ論ၟਟ 2

90062 学教育学፬

95056 学教育学፬॒ࡒ

90063 学教育学፬

95057 学教育学፬॒ࡒ

90035 発༥と学習の心理 2 学教育学፬
95036 発༥と学習の心理Ａ 1 学教育学፬॒ࡒ
95037 発༥と学習の心理Ｂ 1 学教育学፬॒ࡒ
90031 学教育学፬
95031 学教育学፬॒ࡒ

90032 発༥心理学ၟਟ 2

90370 学教育学፬

95370 学教育学፬॒ࡒ

教育法ฑဗ論 2

学教育学፬

1

1

学教育学፬॒ࡒ

2

科目区分

教育史 2

教育哲学 2

教職の
ਟ及び教
のዂࡿ
আ・職ኃ
内容
�Ǭーȋ
学ࢪࢥ
ƭのࣤ
を含
むc�

教౧論 2

教育Ơ
Ǝǀ社会
的bฑဗ
的ቦƤ૪
的ಈஶࢪ
�学と
地域との
ᎌૢ及び
学ࡊ
ƭのࣤ
を含
むc�

教育のฑဗと૪ࢪ

教育社会学Ａ

教育社会学Ｂ

ၟᇠの౫
をᅢጅ࣍
とƎǀዲ
ಋbಋၔ
及び生ည
ƠƎǀ
理解

ၟᇠ౫࣍教育概論 1

ዲಋdಋ
ၔ及び生
ညの心ි
の発༥及
び学習の
थ࿘

発༥心理学 2
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ᇠ表༌5�༌8ඞ�　ጨ修ဎᎩ単位数のඑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

༌1
゙ǔゑァゑ

༌2
゙ǔゑァゑ

༌3
゙ǔゑァゑ

༌4
゙ǔゑァゑ

ᇌ学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

法学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

૪అ学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

学教育学፬ 12 12 12 12 16 16 16 16 16 16 16 16 12 12 12 12

地域ຕ່学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

ே学፬ 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

Ĩ年 ĩ年 Ī年 ī年

学ৼ

ᇠ表༌6�༌37ඞ�
　ኘඡの፬
ኘၜඉ学፬ ኘඡの፬ ኘ教科・ၟᇠ౫࣍教育ፚ域

中学教ዏࡴኘඡ ேd社会dࢷ

ஸ等学教ዏࡴኘඡ
ேd地理歴史d公民dࢷd
中ே

法学፬ ஸ等学教ዏࡴኘඡ 公民
中学教ዏࡴኘඡ 社会
ஸ等学教ዏࡴኘඡ 公民
൚学教ዏࡴኘඡ

中学教ዏࡴኘඡ
ேd社会d数学d理科d音
楽d美術dᇱଌ育dऌdࢷ

ஸ等学教ዏࡴኘඡ
ேd地理歴史d公民d数学d
理科d音楽d美術dᇱଌ育d
ऌdࢷ

ၟᇠ౫࣍学教ዏࡴኘඡ
ྐॲඏ॔ೄdཐ的ඏ॔ೄd౺
ᆊ自ዡೄ

ዲབྷࣆ教ዏࡴኘඡ
中学教ዏࡴኘඡ ேd社会dࢷ
ஸ等学教ዏࡴኘඡ ேd地理歴史d公民dࢷ

ே学፬

ᇌ学፬

૪అ学፬

学教育学፬

　ᇠ表༌7�༌39ඞ�

　　教育の基礎的理解ƠƎǀ科目等及び२教科�ᇱ育内容�の指၏法

科目番号 授業科目 単位数 備考
90008 教育の理Ⴊと歴史Ａ 1
90009 教育の理Ⴊと歴史Ｂ 1
95008 教育の理Ⴊと歴史Ａ 1
95009 教育の理Ⴊと歴史Ｂ 1
90011 学教育学፬
95011 学教育学፬॒ࡒ
90012 教育ମ論ၟਟ 2
90015 学教育学፬
95015 学教育学፬॒ࡒ
90016 教育史ၟਟ 2
90019 教育学演習Ⅰ 1
90020 教育学演習Ⅱ 1

90000 学教育学፬

95000 学教育学፬॒ࡒ

90050 学教育学፬
95050 学教育学፬॒ࡒ

90060 学教育学፬

95060 学教育学፬॒ࡒ

90061 教育法ฑဗ論ၟਟ 2

90062 学教育学፬

95056 学教育学፬॒ࡒ

90063 学教育学፬

95057 学教育学፬॒ࡒ

90035 発༥と学習の心理 2 学教育学፬
95036 発༥と学習の心理Ａ 1 学教育学፬॒ࡒ
95037 発༥と学習の心理Ｂ 1 学教育学፬॒ࡒ
90031 学教育学፬
95031 学教育学፬॒ࡒ

90032 発༥心理学ၟਟ 2

90370 学教育学፬

95370 学教育学፬॒ࡒ

教育法ฑဗ論 2

学教育学፬

1

1

学教育学፬॒ࡒ

2

科目区分

教育史 2

教育哲学 2

教職の
ਟ及び教
のዂࡿ
আ・職ኃ
内容
�Ǭーȋ
学ࢪࢥ
ƭのࣤ
を含
むc�

教౧論 2

教育Ơ
Ǝǀ社会
的bฑဗ
的ቦƤ૪
的ಈஶࢪ
�学と
地域との
ᎌૢ及び
学ࡊ
ƭのࣤ
を含
むc�

教育のฑဗと૪ࢪ

教育社会学Ａ

教育社会学Ｂ

ၟᇠの౫
をᅢጅ࣍
とƎǀዲ
ಋbಋၔ
及び生ည
ƠƎǀ
理解

ၟᇠ౫࣍教育概論 1

ዲಋdಋ
ၔ及び生
ညの心ි
の発༥及
び学習の
थ࿘

発༥心理学 2
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90072 学教育学፬

95072 学教育学፬॒ࡒ

90090 学教育学፬

95090 学教育学፬॒ࡒ

90380 学教育学፬

95380 学教育学፬॒ࡒ

90081 学教育学፬
95081 学教育学፬॒ࡒ
90116 学教育学፬
95116 学教育学፬॒ࡒ
90101 学教育学፬
95101 学教育学፬॒ࡒ
90102 教授学ၟਟ 2
90109 学教育学፬
95109 学教育学፬॒ࡒ
90110 学習指၏論ၟਟ 2

90270 学教育学፬

95270 学教育学፬॒ࡒ

ዲಋ理解
の理論及
びሑ法

90300 ዲಋ理解の理論とሑ法 2

90290 学教育学፬
95290 学教育学፬॒ࡒ
90105 学教育学፬
95105 学教育学፬॒ࡒ
90106 生ঊ指၏論ၟਟ 2

90286 学心理学ၟਟ 2

90291 学教育学፬
95291 学教育学፬॒ࡒ
90348 教育実習#�ዲ・൚� 4

90350
教育実習ಈಈଢ଼指၏#
�ዲ・൚�

1

90349 教育実習Ｂ�中・ஸ� 4

90351
教育実習ಈಈଢ଼指၏Ｂ
�中・ஸ�

1

95352 教育実習Ｃ�中・ஸ� 4
95353 教育実習Ｄ�ஸ� 2

95354
教育実習ಈಈଢ଼指၏Ｃ
�中・ஸ�

1

90313 教職実践演習Ａ(教ዏ) 2 学教育学፬
95314 教職実践演習Ｂ(中・ஸ) 2 学教育学፬॒ࡒ

教育ड࿘
のਟ及
び編ถの
ሑ法�ǖ
ȕǘュȔ
ȋ・ȉǸ
ジメンǳ
を含
むc�

教育ड࿘論 1

ၗၝb
ຳ合的
Ɵ学習
のಐ
等の指
၏法及
び生ည
指၏b
教育相
ཎ等Ơ
Ǝǀ
科目

ၗၝの理
論及び指
၏法

ၗၝ教育論

生ည指၏
の理論及
びሑ法
ු᎓指၏
及びǘȎ
ȕア教育
の理論及
びሑ法

教育実
践Ơ
Ǝǀ科
目

ၟᇠঊ၌
の指၏法

ၟᇠঊ၌論

教職実践
演習

学心理学�心理学的౫࣍
法�

教育実習

学習指၏論

生ညの生ঊとු᎓の指၏論

2

教授学 2

教育相ཎ論�教育・学心理
学�

2

生ঊ指၏論 2

ຳ合的Ɵ
学習のಐ
の指၏
法

ຳ合的Ɵ学習のಐ教育論

教育のሑ
法及びਙ
術(ගሇ
器及び
教ఔのঊ
ዿを含
むc)

教育相ཎ
(ǖǑン
ǦȕンǛ
ƠƎǀ
基礎的Ɵ
ཐಡを含
むc)の
理論及び
ሑ法

1

2

1

2

2

教育ሑ法学 2

90250 ዲಋの指၏法 2

90251 ዲಋの表現指၏法 2

90252 ዲಋのଌஅ指၏法 2

90253 ዲಋのସጃ指၏法 2

90254 ዲಋのৄ੩指၏法 2

90130 ഷ等ே科教育法 2
90139 ே科教育演習Ａ 2
90131 ഷ等社会科教育法 2
90140 社会科教育演習Ａ 2
90132 算数科教育法 2
90141 算数科教育演習 2
90133 ഷ等理科教育法 2
90142 理科教育演習Ⅰ 2
90134 生ঊ科教育法 2
90135 ഷ等音楽科教育法 2
90143 音楽科教育演習Ⅰ 2
90136 ෨画工作科教育法 2
90144 ෨画工作科教育演習 2
90137 ഷ等ऌ科教育法 2
90145 ऌ科教育演習Ａ 2
90149 育科教育法Ⅰ 1
90150 育科教育法Ⅱ 1
90244 育科教育演習Ⅰ 1
90245 育科教育演習Ⅱ 1
90147 ഷ等ࢷ科教育法Ａ 1
90148 ഷ等ࢷ科教育法Ｂ 1
90160 学教育学፬
95160 学教育学፬॒ࡒ
90161 学教育学፬
95161 学教育学፬॒ࡒ
90162 学教育学፬
95162 学教育学፬॒ࡒ
90163 学教育学፬
95163 学教育学፬॒ࡒ
90164 ே科教育演習Ｂ 2
90167 中等社会科教育法Ａ 2
90168 中等社会科教育法Ｂ 2
90169 社会科授業研究Ⅰ 2
90170 社会科授業研究Ⅱ 2
90171 社会科教育演習Ｂ 2
90172 学教育学፬
95172 学教育学፬॒ࡒ
90173 学教育学፬
95173 学教育学፬॒ࡒ
90174 学教育学፬
95174 学教育学፬॒ࡒ
90175 学教育学፬
95175 学教育学፬॒ࡒ
90176 数学科教育法Ａ 2
90177 数学科教育法Ｂ 2
90178 数学科授業研究Ⅰ 2
90179 数学科授業研究Ⅱ 2
90180 数学科教育演習 2

ፚ域及
びᇱ育
内容の
指၏法
ƠƎ
ǀ科目

ᇱ育内容
の指၏法
�ගሇ
器及び教
ఔのঊዿ
を含
むc�

ே科授業研究Ⅰ 2

ே科授業研究Ⅱ 2

中等ே科教育法Ａ 2

中等ே科教育法Ｂ 2

2

社会科・公民科教育法Ａ

社会科・地理歴史科教育法Ａ 2

2

社会科・公民科教育法Ｂ 2

社会科・地理歴史科教育法Ｂ

२教科の
指၏法
�ගሇ
器及び教
ఔのঊዿ
を含
むc�
�൚学
�
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90072 学教育学፬

95072 学教育学፬॒ࡒ

90090 学教育学፬

95090 学教育学፬॒ࡒ

90380 学教育学፬

95380 学教育学፬॒ࡒ

90081 学教育学፬
95081 学教育学፬॒ࡒ
90116 学教育学፬
95116 学教育学፬॒ࡒ
90101 学教育学፬
95101 学教育学፬॒ࡒ
90102 教授学ၟਟ 2
90109 学教育学፬
95109 学教育学፬॒ࡒ
90110 学習指၏論ၟਟ 2

90270 学教育学፬

95270 学教育学፬॒ࡒ

ዲಋ理解
の理論及
びሑ法

90300 ዲಋ理解の理論とሑ法 2

90290 学教育学፬
95290 学教育学፬॒ࡒ
90105 学教育学፬
95105 学教育学፬॒ࡒ
90106 生ঊ指၏論ၟਟ 2

90286 学心理学ၟਟ 2

90291 学教育学፬
95291 学教育学፬॒ࡒ
90348 教育実習#�ዲ・൚� 4

90350
教育実習ಈಈଢ଼指၏#
�ዲ・൚�

1

90349 教育実習Ｂ�中・ஸ� 4

90351
教育実習ಈಈଢ଼指၏Ｂ
�中・ஸ�

1

95352 教育実習Ｃ�中・ஸ� 4
95353 教育実習Ｄ�ஸ� 2

95354
教育実習ಈಈଢ଼指၏Ｃ
�中・ஸ�

1

90313 教職実践演習Ａ(教ዏ) 2 学教育学፬
95314 教職実践演習Ｂ(中・ஸ) 2 学教育学፬॒ࡒ

教育ड࿘
のਟ及
び編ถの
ሑ法�ǖ
ȕǘュȔ
ȋ・ȉǸ
ジメンǳ
を含
むc�

教育ड࿘論 1

ၗၝb
ຳ合的
Ɵ学習
のಐ
等の指
၏法及
び生ည
指၏b
教育相
ཎ等Ơ
Ǝǀ
科目

ၗၝの理
論及び指
၏法

ၗၝ教育論

生ည指၏
の理論及
びሑ法
ු᎓指၏
及びǘȎ
ȕア教育
の理論及
びሑ法

教育実
践Ơ
Ǝǀ科
目

ၟᇠঊ၌
の指၏法

ၟᇠঊ၌論

教職実践
演習

学心理学�心理学的౫࣍
法�

教育実習

学習指၏論

生ညの生ঊとු᎓の指၏論

2

教授学 2

教育相ཎ論�教育・学心理
学�

2

生ঊ指၏論 2

ຳ合的Ɵ
学習のಐ
の指၏
法

ຳ合的Ɵ学習のಐ教育論

教育のሑ
法及びਙ
術(ගሇ
器及び
教ఔのঊ
ዿを含
むc)

教育相ཎ
(ǖǑン
ǦȕンǛ
ƠƎǀ
基礎的Ɵ
ཐಡを含
むc)の
理論及び
ሑ法

1

2

1

2

2

教育ሑ法学 2

90250 ዲಋの指၏法 2

90251 ዲಋの表現指၏法 2

90252 ዲಋのଌஅ指၏法 2

90253 ዲಋのସጃ指၏法 2

90254 ዲಋのৄ੩指၏法 2

90130 ഷ等ே科教育法 2
90139 ே科教育演習Ａ 2
90131 ഷ等社会科教育法 2
90140 社会科教育演習Ａ 2
90132 算数科教育法 2
90141 算数科教育演習 2
90133 ഷ等理科教育法 2
90142 理科教育演習Ⅰ 2
90134 生ঊ科教育法 2
90135 ഷ等音楽科教育法 2
90143 音楽科教育演習Ⅰ 2
90136 ෨画工作科教育法 2
90144 ෨画工作科教育演習 2
90137 ഷ等ऌ科教育法 2
90145 ऌ科教育演習Ａ 2
90149 育科教育法Ⅰ 1
90150 育科教育法Ⅱ 1
90244 育科教育演習Ⅰ 1
90245 育科教育演習Ⅱ 1
90147 ഷ等ࢷ科教育法Ａ 1
90148 ഷ等ࢷ科教育法Ｂ 1
90160 学教育学፬
95160 学教育学፬॒ࡒ
90161 学教育学፬
95161 学教育学፬॒ࡒ
90162 学教育学፬
95162 学教育学፬॒ࡒ
90163 学教育学፬
95163 学教育学፬॒ࡒ
90164 ே科教育演習Ｂ 2
90167 中等社会科教育法Ａ 2
90168 中等社会科教育法Ｂ 2
90169 社会科授業研究Ⅰ 2
90170 社会科授業研究Ⅱ 2
90171 社会科教育演習Ｂ 2
90172 学教育学፬
95172 学教育学፬॒ࡒ
90173 学教育学፬
95173 学教育学፬॒ࡒ
90174 学教育学፬
95174 学教育学፬॒ࡒ
90175 学教育学፬
95175 学教育学፬॒ࡒ
90176 数学科教育法Ａ 2
90177 数学科教育法Ｂ 2
90178 数学科授業研究Ⅰ 2
90179 数学科授業研究Ⅱ 2
90180 数学科教育演習 2

ፚ域及
びᇱ育
内容の
指၏法
ƠƎ
ǀ科目

ᇱ育内容
の指၏法
�ගሇ
器及び教
ఔのঊዿ
を含
むc�

ே科授業研究Ⅰ 2

ே科授業研究Ⅱ 2

中等ே科教育法Ａ 2

中等ே科教育法Ｂ 2

2

社会科・公民科教育法Ａ

社会科・地理歴史科教育法Ａ 2

2

社会科・公民科教育法Ｂ 2

社会科・地理歴史科教育法Ｂ

२教科の
指၏法
�ගሇ
器及び教
ఔのঊዿ
を含
むc�
�൚学
�
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90183 中等理科教育法Ａ 2
90184 中等理科教育法Ｂ 2
90185 理科授業研究Ⅰ 2
90186 理科授業研究Ⅱ 2
90187 理科教育演習Ⅱ 2
90190 音楽科教育法Ａ 2
90191 音楽科教育法Ｂ 2
90192 音楽科授業研究Ⅰ 2
90193 音楽科授業研究Ⅱ 2
90194 音楽科教育演習Ⅱ 2
90195 中等美術科教育法Ａ 2
90196 中等美術科教育法Ｂ 2
90232 美術科授業研究ⅠＡ 1
90233 美術科授業研究ⅠＢ 1
90234 美術科授業研究ⅡＡ 1
90235 美術科授業研究ⅡＢ 1
90199 美術科教育演習 2
90236 ᇱଌ育科教育法ＡⅠ 1
90237 ᇱଌ育科教育法ＡⅡ 1
90238 ᇱଌ育科教育法ＢⅠ 1
90239 ᇱଌ育科教育法ＢⅡ 1
90240 ᇱଌ育科授業研究Ⅰ 1
90241 ᇱଌ育科授業研究Ⅱ 1
90242 ᇱଌ育科授業研究Ҩ 1
90243 ᇱଌ育科授業研究ҩ 1
90691 ᇱଌ育科教育演習Ⅰ 1
90692 ᇱଌ育科教育演習Ⅱ 1
90693 ᇱଌ育科教育演習Ҩ 0�5
90694 ᇱଌ育科教育演習ҩ 0�5
90695 ᇱଌ育科教育演習Ҫ 0�5
90696 ᇱଌ育科教育演習ҫ 0�5
90207 中等ऌ科教育法Ａ 2
90208 中等ऌ科教育法Ｂ 2
90209 ऌ科授業研究Ⅰ 2
90210 ऌ科授業研究Ⅱ 2
90211 ऌ科教育演習Ｂ 2
90212 学教育学፬
95212 学教育学፬॒ࡒ
90213 学教育学፬
95213 学教育学፬॒ࡒ
90214 学教育学፬
95214 学教育学፬॒ࡒ
90215 学教育学፬
95215 学教育学፬॒ࡒ
90216 科教育演習Ⅰࢷ 2
90217 科教育演習Ⅱࢷ 2
95230 中ே科教育法# 2
95231 中ே科教育法$ 2
90458 ே科教育実践研究Ⅰ 2
90459 ே科教育実践研究Ⅱ 2
90460 社会科教育実践研究Ⅰ 2
90461 社会科教育実践研究Ⅱ-# 2
90462 社会科教育実践研究Ⅱ-$ 2
90463 算数科教育実践研究 2

२教科の
指၏法
�ගሇ
器及び教
ఔのঊዿ
を含
むc�
�中学
・ஸ等
学�

科授業研究Ⅱࢷ 2

$科教育法ࢷ 2

科授業研究Ⅰࢷ 2

#科教育法ࢷ 2

教科及
び教科
の指၏
法Ơ
Ǝǀ科
目

90464 数学科教育実践研究 2
90465 理科教育実践研究Ⅰ 2
90466 理科教育実践研究Ⅱ 2
90467 音楽科教育実践研究Ⅰ 2
90468 音楽科教育実践研究Ⅱ 2
90469 ෨画工作科教育実践研究 2
90470 美術科教育実践研究 2
90697 育科教育実践研究Ⅰ 1
90698 育科教育実践研究Ⅱ 1
90699 ᇱଌ育ၟਟⅠ 1
90700 ᇱଌ育ၟਟⅡ 1
90701 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅰ 1
90702 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅱ 1
90471 ऌ科教育実践研究Ⅰ 2
90472 ऌ科教育実践研究Ⅱ 2
90475 科教育実践研究Ⅰࢷ 2
90476 科教育実践研究Ⅱࢷ 2

備考　
1　学教育学፬Ƥᇠ表༌4とࡴᆪഓᆷƎǀc
2　本表の授業科目ƀƾ修ၜƌƔ単位Ƥd学教育学፬॒ࡒの学፬Ƥᇠ表༌2Ơ࿊ƶǀ
໘業ƠᅢጅƟ単位数ƠƤ算ႚƌƟŹc

教科及び
教科の指
၏法Ơ
Ǝǀ科目
ƠſƆǀ
ᆷ数のಈ
ஶを合Ǆ
ƐƔ内容
Ơǀ科
目�ᆷ合
科目�
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90183 中等理科教育法Ａ 2
90184 中等理科教育法Ｂ 2
90185 理科授業研究Ⅰ 2
90186 理科授業研究Ⅱ 2
90187 理科教育演習Ⅱ 2
90190 音楽科教育法Ａ 2
90191 音楽科教育法Ｂ 2
90192 音楽科授業研究Ⅰ 2
90193 音楽科授業研究Ⅱ 2
90194 音楽科教育演習Ⅱ 2
90195 中等美術科教育法Ａ 2
90196 中等美術科教育法Ｂ 2
90232 美術科授業研究ⅠＡ 1
90233 美術科授業研究ⅠＢ 1
90234 美術科授業研究ⅡＡ 1
90235 美術科授業研究ⅡＢ 1
90199 美術科教育演習 2
90236 ᇱଌ育科教育法ＡⅠ 1
90237 ᇱଌ育科教育法ＡⅡ 1
90238 ᇱଌ育科教育法ＢⅠ 1
90239 ᇱଌ育科教育法ＢⅡ 1
90240 ᇱଌ育科授業研究Ⅰ 1
90241 ᇱଌ育科授業研究Ⅱ 1
90242 ᇱଌ育科授業研究Ҩ 1
90243 ᇱଌ育科授業研究ҩ 1
90691 ᇱଌ育科教育演習Ⅰ 1
90692 ᇱଌ育科教育演習Ⅱ 1
90693 ᇱଌ育科教育演習Ҩ 0�5
90694 ᇱଌ育科教育演習ҩ 0�5
90695 ᇱଌ育科教育演習Ҫ 0�5
90696 ᇱଌ育科教育演習ҫ 0�5
90207 中等ऌ科教育法Ａ 2
90208 中等ऌ科教育法Ｂ 2
90209 ऌ科授業研究Ⅰ 2
90210 ऌ科授業研究Ⅱ 2
90211 ऌ科教育演習Ｂ 2
90212 学教育学፬
95212 学教育学፬॒ࡒ
90213 学教育学፬
95213 学教育学፬॒ࡒ
90214 学教育学፬
95214 学教育学፬॒ࡒ
90215 学教育学፬
95215 学教育学፬॒ࡒ
90216 科教育演習Ⅰࢷ 2
90217 科教育演習Ⅱࢷ 2
95230 中ே科教育法# 2
95231 中ே科教育法$ 2
90458 ே科教育実践研究Ⅰ 2
90459 ே科教育実践研究Ⅱ 2
90460 社会科教育実践研究Ⅰ 2
90461 社会科教育実践研究Ⅱ-# 2
90462 社会科教育実践研究Ⅱ-$ 2
90463 算数科教育実践研究 2

२教科の
指၏法
�ගሇ
器及び教
ఔのঊዿ
を含
むc�
�中学
・ஸ等
学�

科授業研究Ⅱࢷ 2

$科教育法ࢷ 2

科授業研究Ⅰࢷ 2

#科教育法ࢷ 2

教科及
び教科
の指၏
法Ơ
Ǝǀ科
目

90464 数学科教育実践研究 2
90465 理科教育実践研究Ⅰ 2
90466 理科教育実践研究Ⅱ 2
90467 音楽科教育実践研究Ⅰ 2
90468 音楽科教育実践研究Ⅱ 2
90469 ෨画工作科教育実践研究 2
90470 美術科教育実践研究 2
90697 育科教育実践研究Ⅰ 1
90698 育科教育実践研究Ⅱ 1
90699 ᇱଌ育ၟਟⅠ 1
90700 ᇱଌ育ၟਟⅡ 1
90701 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅰ 1
90702 ᇱଌ育科教育実践研究Ⅱ 1
90471 ऌ科教育実践研究Ⅰ 2
90472 ऌ科教育実践研究Ⅱ 2
90475 科教育実践研究Ⅰࢷ 2
90476 科教育実践研究Ⅱࢷ 2

備考　
1　学教育学፬Ƥᇠ表༌4とࡴᆪഓᆷƎǀc
2　本表の授業科目ƀƾ修ၜƌƔ単位Ƥd学教育学፬॒ࡒの学፬Ƥᇠ表༌2Ơ࿊ƶǀ
໘業ƠᅢጅƟ単位数ƠƤ算ႚƌƟŹc

教科及び
教科の指
၏法Ơ
Ǝǀ科目
ƠſƆǀ
ᆷ数のಈ
ஶを合Ǆ
ƐƔ内容
Ơǀ科
目�ᆷ合
科目�
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�

別ᅳ第 �
第 �� 条関係�大学Ɓၤಛに็定する科目�ጸ��

別ᅳ第 �
第 �� 条関係�特別౫࣍教育に関する科目�ጸ��

別ᅳ第 ����
第 � 条の � 関係�公Ⴁ心理౧ጊ成プログラム༳位ვဴᅳ�

�

�

�

別ᅳ第 ����
第 � 条の � 関係�公Ⴁ心理౧ጊ成プログラム履修要ଉ科目�

�

���

科目番号 授業科目 単位数 備考
1 公Ⴁ心理౧の職 80001 公Ⴁ心理౧の職 2
21 のஓ່とႷ及びರᅸ 80002 のஓ່とႷ及びರᅸ 2
22 ย්ರとƒのಓፑ 80003 ย්ರとƒのಓፑ 2
23 行政論 80004 行政論 2
24 心理演習 80005 心理演習 2
25 心理実習 80006 心理実習 2

備考　本表の授業科目ƀƾ修ၜƌƔ単位Ƥdᇠ表༌ĩƠ࿊ƶǀ໘業ƠᅢጅƟ単位数ƠƤ算ႚƌƟŹc

公Ⴁ心理౧法౮行ਊ໋Ơ࿊ƶǀ科目

ᇠ表༌10-2Ơਊ࿊
Ǝǀ修ၜƎƮƂ単
位数を修ၜƌƔ学
生のƴጨ修ई

ᇠ表༌10-2�༌6ඞ�
　公Ⴁ心理౧ጊถȂȘǛȔȋጨ修ጅଉ科目

授業科目 備考
心理学概論Ａ ᇌ学፬専門教育科目
心理学概論Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
፣൞心理学概論Ａ ᇌ学፬専門教育科目
፣൞心理学概論Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
心理学研究法1Ａ ᇌ学፬専門教育科目
心理学研究法1Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
心理学研究法2Ａ ᇌ学፬専門教育科目
心理学研究法2Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
心理学統計法1Ａ ᇌ学፬専門教育科目
心理学統計法1Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
心理学統計法2Ａ ᇌ学፬専門教育科目
心理学統計法2Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
心理学実験1Ａ ᇌ学፬専門教育科目
心理学実験1Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
ཐॲ・Ⴁཐ心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
ཐॲ・Ⴁཐ心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
学習・ସ心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
学習・ସ心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
শග・६心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
শග・६心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
්૪・生理心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
්૪・生理心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
社会・集ཆ・ऌ໖心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
社会・集ཆ・ऌ໖心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目

ᇌ学፬専門教育科目
学教育学፬専門教育科目

ඏ॔ೄ・ඏ॔ಋ心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
ඏ॔ೄ・ඏ॔ಋ心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
心理的アǦǤメンǳＡ ᇌ学፬専門教育科目
心理的アǦǤメンǳＢ ᇌ学፬専門教育科目

心理学的౫࣍法 2 ᇌ学፬専門教育科目

学心理学�心理学的౫࣍法� 2 学教育学፬専門教育科目

ଌஅ・ፑ心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
ଌஅ・ፑ心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目

ᆵ心理学 2 ᇌ学፬専門教育科目

ᇱ育学概論�ऌে୦を含む��ᆵ
心理学�

2 学教育学፬専門教育科目

教育・学心理学 2 ᇌ学፬専門教育科目

教育相ཎ論�教育・学心理学� 2 学教育学፬専門教育科目

法・ᄠక心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
法・ᄠక心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目
ౌ業・ຎද心理学Ａ ᇌ学፬専門教育科目
ౌ業・ຎද心理学Ｂ ᇌ学፬専門教育科目

　備考　ᇌ学፬及び学教育学፬Ƥᇠ表༌4とࡴᆪഓᆷƎǀc

1
1

心理学概論2

3 ፣൞心理学概論
1
1

20

19
1
1

1

15 心理学的౫࣍法

公Ⴁ心理౧法౮行ਊ໋Ơ࿊ƶǀ科目 単位数

4 心理学研究法

1

1
1
1

1

6 心理学実験
1

5 心理学統計法

修ၜƎƮƂ単位数 42

2単位
༖
ᅢ修

2単位
༖
ᅢ修

2単位
༖
ᅢ修

18 教育・学心理学

17 ᆵ心理学

16 ଌஅ・ፑ心理学
1
1

法・ᄠక心理学

ౌ業・ຎද心理学
1

1

1

1
1

14 心理的アǦǤメンǳ
1
1

1
1

10 ්૪・生理心理学
1
1

9 শග・६心理学

ඏ॔ೄ・ඏ॔ಋ心理学13

11 社会・集ཆ・ऌ໖心理学
1
1

12 発༥心理学 発༥心理学 2

1
1

7 ཐॲ・Ⴁཐ心理学
1
1

8 学習・ସ心理学
1
1
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人文学類細則�

第 � 章� 総則�

（趣旨）�

第 � 条� この細則（以下「本細則」という。）は，金沢大学人間社会学域規程
以下「規程」という。�

に基づき，�人文学類（以下「本学類」という。）におけるプログラム，試験及び成績評価，卒業論文，

再入学，転学類，教育職員免許等に関し，必要な事項を定める。�

�

第 � 章� プログラム�

（プログラム，規程第 � 条関係）�

第 � 条� 学生は，本学類に置かれるプログラムの一つを選択して履修しなければならない。�

�� 学生は，第 � 学年の後学期の所定の期日までに，志望するプログラムを選択し，学類長に届け出な

ければならない。�

��本学類に置かれるプログラムの適正上限数は以下のとおりとする。�

学域�
学類�

（一学年定員）�
プログラム� 適正上限数�

人間社会学域�
人文学類�


�����

心理学� ���

現代社会・人間学� ���

考古学・文化資源学� ���

歴史学� ���

日本・中国言語文化学� ���

欧米言語文化学� ���

言語科学� ���

�

�� プログラムの志望者数が前項に定める適正上限数を超過したときは，第 � 学年前・後期の )2#（算

出方法等は金沢大学履修規程による。）により選考を行う。�

（選択プログラムの変更，規程第 �� 条関係）�

第 � 条� 学生は，学類内の選択プログラムを変更しようとするときは，学類長に願い出なければなら

ない。願い出の時期は別に定める。�

�� 選択プログラムの変更の時期は，学期の始めとする。�

�� 変更先のプログラムは，出願者と同学年の適正上限数に余裕がある場合のみ，受け入れることがで

きる。�

�� 選択プログラムの変更を許可された学生の修業年限は，原則として � 学期とする。ただし，変更前

の単位修得状況によっては，短縮を認めることがある。�

（修得すべき単位数等，規程第 � 条・第 � 条関係）�

第 � 条� 修得すべき単位数は，規程第 �条第 � 項の規定による。�

�� 規程別表第 � に定める単位修得要件の詳細は別表第 � のとおりとする。�

�� 規程別表第 � に定める授業科目群の開講時期及び修得すべき単位数は，選択するプログラムに応じ
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て，別表第 �のとおりとする。�

�� 選択必修科目の修得すべき単位数を超Žた単位は，選択科目の単位として認定する。�

（履修ဎᎩ単位数の上限शൊ）�

第 � 条� 規程第 � 条第 � 項の規定により，履修ဎᎩ単位数の上限は，履修ဎᎩする前の学期のྫྷ算の

ྫྷ教育科目及び๔科目 )2# が ��� 以上の場合にशൊする。�

（学域・学類における授業科目の履修，規程第 �条・第����条関係）�

第 � 条� 規程第 � 条の規定により履修した学域・学類の授業科目については，�� 単位まで，本学

類の選択科目の単位として認定する。�

�

第 � 章� 試験及び成績評価�

（出าすべき授業ष数）�

第 � 条� 規程第 �� 条第 �項の規定により，単位の認定を受けるのに必要な授業出าष数は，ಲに授

業を行ったष数の � ᇀの �以上を原則とする。�

（)2# ཏのጦዿ項目）�

第 � 条� 規程第 �� 条の規定により，本学類において )2# ཏをጦዿする項目は以下のとおりとする。�

（�）転学類にしての選考における資ፍ�

（�）選択するプログラムଂ定にしての選考における資ፍ�

（�）履修ဎᎩ単位数の上限をशൊするの資ፍ�

（�）ƒの，本学類が必要と認めたこと�

（再履修，規程第 �� 条第 � 項関係）�

第 � 条� 本学類における再履修については，ᆊ可・ሐ৾と評価された๔科目と同一科目を学期以

வに再履修した場合は，)2# 算出のにはᇀሀをǫȁȖǖǑȞǳしないƷのとする。なお，同一科

目とは別ထ౪ಘする時間আにఐのᄮをめた授業科目とする。�

�

第 � 章� 卒業論文（規程第 � 条第 � 項関係）�

（卒業論文࿓出資६）�

第 �� 条� 卒業論文を࿓出するためには，選択プログラムにおいて � 学期を超Žて学修していなければ

ならない。また，卒業論文࣏ #，卒業論文࣏ $，卒業論文࣏ %，及び卒業論文࣏ &の૱ � 単

位を修得ቦは修得ଣであること。ただし，第 � 条第 � 項ただしിきにより修業年限の短縮を認め

られた者は，これを短縮することができる。�

（卒業論文࿓出期限）�

第 �� 条� 卒業論文は，�ଈ �� 日（ဴ日がဘዹ日，日ዹ日ቦはങ日の場合は，日ነけの日）後 � 時

までに，所定の場所ƭ࿓出しなければならない。ただし，� ଈቨ卒業ያ定者については，� ଈ �� 日

（ဴ日がဘዹ日，日ዹ日ቦはങ日の場合は，日ነけの日）後 �時までとする。�

（卒業論文の評価）�

第 �� 条� 卒業論文の評価は，࿓出論文のල௮及びƒの論文に関する୵ഠ試験により行う。�

�

��������

第 � 章� 再入学，転学類�

（再入学）�

第 �� 条� 規程第 �� 条第 � 項の規定により，本学類ƭ再入学を志願する者の出願資६及び選考方法は

別に定めるとこǂによる。�

��

（転学類）�

第 �� 条� 規程第 �� 条第 � 項の規定により，本学類ƭ転学類を志願する者の出願資६及び選考方法は

別に定める。�

�� 選考方法において，入学定員の ��²を超Žる出願があった場合は，)2# ཏにより選考する。�

�

第 � 章� 教育職員免許�

第 �� 条� 規程第 �� 条及び第 �� 条の規定により，ྫྷ教育科目，「教科（ፚ域）に関する๔事項」，

「教育の基ຉ理शに関する科目等」及び「२教科（ᇱ育内ዴ）の౪၏法」の履修方法等は，別に

定める。�

�

ᆣ� 則�

本細則は，ᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行する。�

ᆣ� 則�

本細則はᇓ成 �� 年 �� ଈ �� 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

ᇓ成 �� 年ဗ入学者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行する。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。ただし，別表第 �の必修科目

における「認ཐ科学ॗ論」についてはᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者についてƷ適ዿする。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日から౮行する。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。ただし，別表第 �の日本語学

日本文学๔ᇀኾの選択必修科目における「ু文学史 $」についてはᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学す

る者についてƷ適ዿする。�

ᆣ� 則�

本細則はᇓ成 �� 年 �� ଈ �� 日から౮行する。�

ᆣ� 則�

本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日から౮行し，ᇓ成 �� 年 � ଈ �日から適ዿする。�

ᆣ� 則�

�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�
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て，別表第 �のとおりとする。�

�� 選択必修科目の修得すべき単位数を超Žた単位は，選択科目の単位として認定する。�

（履修ဎᎩ単位数の上限शൊ）�

第 � 条� 規程第 � 条第 � 項の規定により，履修ဎᎩ単位数の上限は，履修ဎᎩする前の学期のྫྷ算の

ྫྷ教育科目及び๔科目 )2# が ��� 以上の場合にशൊする。�

（学域・学類における授業科目の履修，規程第 �条・第����条関係）�

第 � 条� 規程第 � 条の規定により履修した学域・学類の授業科目については，�� 単位まで，本学

類の選択科目の単位として認定する。�

�

第 � 章� 試験及び成績評価�

（出าすべき授業ष数）�

第 � 条� 規程第 �� 条第 �項の規定により，単位の認定を受けるのに必要な授業出าष数は，ಲに授

業を行ったष数の � ᇀの �以上を原則とする。�

（)2# ཏのጦዿ項目）�

第 � 条� 規程第 �� 条の規定により，本学類において )2# ཏをጦዿする項目は以下のとおりとする。�

（�）転学類にしての選考における資ፍ�

（�）選択するプログラムଂ定にしての選考における資ፍ�

（�）履修ဎᎩ単位数の上限をशൊするの資ፍ�

（�）ƒの，本学類が必要と認めたこと�

（再履修，規程第 �� 条第 � 項関係）�

第 � 条� 本学類における再履修については，ᆊ可・ሐ৾と評価された๔科目と同一科目を学期以

வに再履修した場合は，)2# 算出のにはᇀሀをǫȁȖǖǑȞǳしないƷのとする。なお，同一科

目とは別ထ౪ಘする時間আにఐのᄮをめた授業科目とする。�

�

第 � 章� 卒業論文（規程第 � 条第 � 項関係）�

（卒業論文࿓出資६）�

第 �� 条� 卒業論文を࿓出するためには，選択プログラムにおいて � 学期を超Žて学修していなければ

ならない。また，卒業論文࣏ #，卒業論文࣏ $，卒業論文࣏ %，及び卒業論文࣏ &の૱ � 単

位を修得ቦは修得ଣであること。ただし，第 � 条第 � 項ただしിきにより修業年限の短縮を認め

られた者は，これを短縮することができる。�

（卒業論文࿓出期限）�

第 �� 条� 卒業論文は，�ଈ �� 日（ဴ日がဘዹ日，日ዹ日ቦはങ日の場合は，日ነけの日）後 � 時

までに，所定の場所ƭ࿓出しなければならない。ただし，� ଈቨ卒業ያ定者については，� ଈ �� 日

（ဴ日がဘዹ日，日ዹ日ቦはങ日の場合は，日ነけの日）後 �時までとする。�

（卒業論文の評価）�

第 �� 条� 卒業論文の評価は，࿓出論文のල௮及びƒの論文に関する୵ഠ試験により行う。�

�
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第 � 章� 再入学，転学類�

（再入学）�

第 �� 条� 規程第 �� 条第 � 項の規定により，本学類ƭ再入学を志願する者の出願資६及び選考方法は

別に定めるとこǂによる。�

��

（転学類）�

第 �� 条� 規程第 �� 条第 � 項の規定により，本学類ƭ転学類を志願する者の出願資६及び選考方法は

別に定める。�

�� 選考方法において，入学定員の ��²を超Žる出願があった場合は，)2# ཏにより選考する。�

�

第 � 章� 教育職員免許�

第 �� 条� 規程第 �� 条及び第 �� 条の規定により，ྫྷ教育科目，「教科（ፚ域）に関する๔事項」，

「教育の基ຉ理शに関する科目等」及び「२教科（ᇱ育内ዴ）の౪၏法」の履修方法等は，別に

定める。�

�

ᆣ� 則�

本細則は，ᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行する。�

ᆣ� 則�

本細則はᇓ成 �� 年 �� ଈ �� 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

ᇓ成 �� 年ဗ入学者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行する。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。ただし，別表第 �の必修科目

における「認ཐ科学ॗ論」についてはᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者についてƷ適ዿする。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日から౮行する。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。ただし，別表第 �の日本語学

日本文学๔ᇀኾの選択必修科目における「ু文学史 $」についてはᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学す

る者についてƷ適ዿする。�

ᆣ� 則�

本細則はᇓ成 �� 年 �� ଈ �� 日から౮行する。�

ᆣ� 則�

本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日から౮行し，ᇓ成 �� 年 � ଈ �日から適ዿする。�

ᆣ� 則�

�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�
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�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，なおഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，ഌ前の፯による。�

ᆣ� 則�

�� 本細則はᇓ成 �� 年 � ଈ � 日から౮行し，ᇓ成 �� 年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ᇓ成 �� 年 � ଈ �� 日にఓ学する者については，ഌ前の፯による。�

� � ᆣ� 則�

�� 本細則は፭Ꭼ �年 �ଈ � 日から౮行し，፭Ꭼ �年ဗ入学者から適ዿする。�

�� ፭Ꭼ �年 �ଈ �� 日にఓ学する者については，ഌ前の፯による。�

�

ᆣ� 則�

�� 本細則は，፭Ꭼ � 年 �ଈ � 日から౮行する。༤し，ᇓ成 �� 年ဗにఓ学した者は，本ू正第 �� 条を

適ዿする。�

�
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別表第１� 単位修得要件�

区� � � � � � � 分� 修得すべき単位数及び条件�

共�

通�

教�

育�

科�

目�

導 入 科 目�

��

単

位�
以

上�

大学・社会生活論� � � � 単位�

�� 単位�
以上�

データサイエンス基礎� � 単位�

地域概論� � � � � � � � 単位�

Ｇ Ｓ 科 目 
 � 群 ）�

� 群から � 群の各群から � 単位を含む

�� 単位�
� 群から � 単位�

※単一の群で � 単位を超える修得単位

は，自由履修科目に算入する。�
計 ���単位��

Ｇ Ｓ 言 語 科 目�
61'+% 準備コース � 単位，'#2 コース �
単位�

自� 由� 履� 修� 科� 目※�� � 単位以上�

基 礎 科 目� �

初 習 言 語 科 目� � 言語 � 単位以上�

専�

門�

教�

育�

科�

目�

学 域 Ｇ Ｓ 科 目�

��

単

位�
以

上�

アカデミックスキル１単位�����������������������������������������������������
プレゼン・ディベート論１単位�

学域俯瞰科目�

� 単位以上�
データサイエンス応用系科目�
� 単位以上�

学 域 Ｇ Ｓ 言 語 科 目� � 科目 � 単位�

専 門 基 礎 科 目�

（ 人 文 学 基 盤 科 目 ）�

「人文学序説 #・$・%・&」�� 単位を含む �� 単位以

上を必ず履修すること。�

専 門 科 目�

「卒業論文演習 #」� 単位，「卒業論文演習 $」� 単

位，「卒業論文演習 %」� 単位，「卒業論文演習 &」�
単位，「卒業論文」� 単位を必ず履修すること。また，

これら �� 単位に加えて，各プログラムで指定する

専門科目 �� 単位以上の履修が必要。※��

卒業に必要な単位数� ��� 単位以上�

※�共通教育科目における自由履修科目は，)5 科目，基礎科目および初習言語科目の最低修得要件を超えて修得し

た単位，並びにその他の共通教育科目（導入科目及び )5 言語科目を除く）の単位を指します。�

※�教職免許を取得するために必要な「教育の基礎的理解に関する科目等」や「各教科の指導法」の単位は，卒業

要件に含まれませんので，十分に注意して下さい。�

�
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講義室名 連結机 収容数 マイク
パソコン

投影
ＤＶＤ

（ビデオ）
スクリーン 冷房 単独暖房

情報
コンセント

実物投影 ブラインド そ の 他

1階 101 ○ 356 ○ ○ ○ ○ ○学務で ○ ○ 無線LAN

102 ○ 225 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　　〃

2階 201 ○ 149 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　　〃

202 99 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　　〃

203 72 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

204 72 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

205 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

206 63 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3階 301 ○ 149 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 無線LAN

302 99 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　　〃

303 35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

312（演習室） 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

313 72 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

314 40 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Web会議システム
無線LAN

304（演習室） 24 〇(D) ○ ○ ○ ○

305（演習室） 24 〇(D) ○ ○ ○ ○

306（演習室） 24 〇(D) ○ ○ ○ ○

307（演習室） 18 〇(D) ○ ○ ○ ○

308（演習室） 18 〇(D) ○ ○ ○ ○

309（演習室） 18 〇(D) ○ ○ ○ ○

310（演習室） 18 〇(D) ○ ○ ○ ○

311（演習室） 16 〇(D) ○ ○ ○ ○

2階 207（演習室） 20 〇(D) ○ ○ ○ ○

5階 502（演習室） 20 〇(D) ○ ○ ○ ○

3階 多目的演習室 32 ○ ○ ○

5階 第１実習室 20 ○ ○ ○ ○ ○

6階 第２実習室 20 ○ ○ ○ ○ ○

液晶プロジェクター： 4

ノートパソコン： 7

4 1 2 1 ＣＤ・ＭＤラジカセ： 1

（スピーカ付）

液晶プロジェクター： 3

ノートパソコン： 6

ポータブルDVD・BD

プレイヤー：1

※「パソコン投影」欄の「D」はディスプレイを示す。

学生課備付

教務員室備付 1

講　義　室　等　設　備　一　覧

フ ロ ア

人間社会
第１講義棟

人間社会
１　号　館

人間社会
２　号　館




